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第１号議案

第２期宮城県教育振興基本計画に係る令和５年度執行状況の点

検及び評価について

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６

２号）第２６条第１項の規定により、教育に関する事務の管理及び執

行の状況について、別冊のとおり第２期宮城県教育振興基本計画の

点検及び評価に関する報告書を作成し、議会に報告する。

令和６年８月７日提出

宮城県教育委員会教育長 佐 藤 靖 彦

第 １ 号 議 案



第２期宮城県教育振興基本計画に係る令和５年度執行状況の点検・評価について

１ 点検・評価の趣旨

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第１項の規

定により、各教育委員会は、毎年その権限に属する事務の管理及

び執行の状況について点検及び評価を行うこととされているため、

令和５年度の点検及び評価について、第２期宮城県教育振興基本

計画の体系に沿って実施するもの。

２ 点検・評価方法等について

知事部局を含む各担当課室において「第２期宮城県教育振興基

本計画第２次アクションプラン」に掲載している令和５年度事業の

点検を行い、その評価の中で、計画に掲げる１０の基本方向と３５

の取組の成果を明らかにするとともに、課題等を分析し、今後の対

応の方向性を示す。

３ 第２期宮城県教育振興基本計画の点検及び評価結果一覧

（令和３年度～令和５年度）

右記のとおり。

資料１

令和3年度 令和4年度 令和5年度

1 豊かな人間性と社会性の育成
やや

遅れている
やや

遅れている
概ね順調

2 健やかな体の育成
やや

遅れている
やや

遅れている
やや

遅れている

3 確かな学力の育成
やや

遅れている
やや

遅れている
やや

遅れている

4 幼児教育の充実 概ね順調 概ね順調 概ね順調

5
多様なニーズに対応したきめ細
かな教育の推進

概ね順調 概ね順調 概ね順調

6
郷土を愛する心と社会に貢献す
る力の育成

概ね順調 概ね順調 概ね順調

7
命を守る力と共に支え合う心の
育成

概ね順調 概ね順調 概ね順調

8
安心して楽しく学べる教育環境
づくり

概ね順調 概ね順調 概ね順調

9
家庭・地域・学校が連携・協働
して子供を育てる環境づくり

概ね順調 概ね順調 概ね順調

10
生涯にわたる学習・文化芸術・
スポーツ活動の推進

やや
遅れている

やや
遅れている

概ね順調

施策の基本方向

【基本方向評価の判定区分及び判定基準】 

基本方向を構成する取組の必要性、有効性、効率性を考慮し、取組の成果等から見て、次のとおり

判断されるもの。 

順 調：基本方向の成果が十分にあり、進捗状況が順調であると判断されるもの。 

概 ね 順 調：基本方向の成果がある程度あり、進捗状況が概ね順調であると判断されるもの。 

やや遅れている：基本方向の成果があまりなく、進捗状況がやや遅れていると判断されるもの。 

遅 れ て い る：基本方向の成果がなく、進捗状況が遅れていると判断されるもの。 

 



【取組評価の判定区分及び判定基準】 

取組を構成する事業の必要性、有効性、効率性を考慮し、目標指標等の達成状況、社会経済情勢、事業の実績及び成果等から見て、次のとおり判断されるもの。 

順 調：取組の成果が十分にあり、進捗状況が順調であると判断されるもの。 

概 ね 順 調：取組の成果がある程度あり、進捗状況が概ね順調であると判断されるもの。 

やや遅れている：取組の成果があまりなく、進捗状況がやや遅れていると判断されるもの。 

遅 れ て い る：取組の成果がなく、進捗状況が遅れていると判断されるもの。 

 







番号
基本方向名

（評価担当課室）
基本方向評価
（前年度評価）

番号
取組名

（評価担当課室）
取組評価

（前年度評価）
目標指標等 初期値

設定
年度

実績値
測定
年度

目標値
（R5）

達成
度

「将来の夢や目標を持っている」と答えた児童生徒の割合（小学5年生）
（％） 90.6％ R1 88.5％ R5 92.0％ Ｄ

「将来の夢や目標を持っている」と答えた児童生徒の割合（中学1年生）
（％） 81.3％ R1 78.3％ R4 83.0％ Ｄ

「人の役に立つ人間になりたいと思う」と答えた児童生徒の割合（小学6
年生）（％） 95.3％ R1 95.6％ R5 95.0％ Ａ

「人の役に立つ人間になりたいと思う」と答えた児童生徒の割合（中学3
年生）（％） 93.8％ R1 95.0％ R5 94.0％ Ａ

「自分には良いところがあると思う」と答えた児童生徒の割合（小学6年
生）（％） 78.8％ R1 80.0％ R5 83.0％ Ｄ

「自分には良いところがあると思う」と答えた児童生徒の割合（中学3年
生）（％） 69.8％ R1 77.1％ R5 76.0％ Ａ

2
思いやりがあり感性豊かな子供の育成
　　　　　　　　　（義務教育課）

概ね順調
（概ね順調）

体験学習（農林漁業）に取り組む小学校の割合（％） 88.4％ R1 83.3％ R4 89.0％ Ｄ

不登校児童生徒のうち学習支援を受けている児童生徒の割合（小学生）
（％） 68.5％ R1 93.7％ R4 87.0％ Ａ

不登校児童生徒のうち学習支援を受けている児童生徒の割合（中学生）
（％） 72.6％ R1 89.5％ R4 91.0％ Ｂ

「学校は楽しいと思う」と答えた児童生徒の割合（小学5年生）（％）
【再掲】 83.0％ R1 86.9％ R5 88.0％ Ｃ

「学校は楽しいと思う」と答えた児童生徒の割合（中学1年生）（％）
【再掲】 79.4％ R1 82.7％ R4 82.0％ Ａ

児童生徒の体力・運動能力調査における体力合計点の全国平均値とのかい
離（小学5年生（男））（ポイント）

-0.36ﾎﾟｲﾝﾄ R1 -0.31ﾎﾟｲﾝﾄ R5 0.08ﾎﾟｲﾝﾄ Ｄ

児童生徒の体力・運動能力調査における体力合計点の全国平均値とのかい
離（小学5年生（女））（ポイント）

-0.33ﾎﾟｲﾝﾄ R1 -0.42ﾎﾟｲﾝﾄ R5 0.08ﾎﾟｲﾝﾄ Ｄ

児童生徒の体力・運動能力調査における体力合計点の全国平均値とのかい
離（中学2年生（男））（ポイント）

0.08ﾎﾟｲﾝﾄ R1 0.87ﾎﾟｲﾝﾄ R5 0.09ﾎﾟｲﾝﾄ Ａ

児童生徒の体力・運動能力調査における体力合計点の全国平均値とのかい
離（中学2年生（女））（ポイント）

-1.01ﾎﾟｲﾝﾄ R1 -0.62ﾎﾟｲﾝﾄ R5 0.08ﾎﾟｲﾝﾄ Ｄ

2 食育の推進 － 学校給食の地場産農林水産畜産物の利用品目数の割合（％） 40.1％ R2 41.5％ R5 41.5％ Ａ

3 心身の健康を育む学校保健の充実 －

第２期宮城県教育振興基本計画に係る点検及び評価の結果（案）一覧

1

豊かな人間性と社会
性の育成

（義務教育課）

概ね順調

(やや遅れている)

1
生きる力を育む「志教育」の推進

（義務教育課）

概ね順調
（概ね順調）

やや遅れている
（やや遅れている）

3
いじめ・不登校等への対応、心のケアの充実

（義務教育課）

概ね順調
（やや遅れている）

2
健やかな体の育成

（保健体育安全課）

やや遅れている

(やや遅れている)

1
健康な体づくりと体力・運動能力の向上

（保健体育安全課）

【重点的取組１】

【重点的取組２】

【重点的取組３】

【重点的取組４】

資料３

第２期宮城県教育振興基本計画に係る点検及び評価の結果（案）一覧 資料３

【達成度】 

 達成率を４段階（ＡからＤ）に分けて評価したものである。 

Ａ：１００％以上  Ｂ：８０％以上～１００％未満  Ｃ：６０％以上～８０％未満  Ｄ：６０％未満 

 



番号
基本方向名

（評価担当課室）
基本方向評価
（前年度評価）

番号
取組名

（評価担当課室）
取組評価

（前年度評価）
目標指標等 初期値

設定
年度

実績値
測定
年度

目標値
（R5）

達成
度

「授業が分かる」と答えた児童生徒の割合（小学５年生）（％） 88.4％ R1 88.3％ R5 90.0％ Ｄ

「授業が分かる」と答えた児童生徒の割合（中学１年生）（％） 88.9％ R1 88.5％ R4 90.0％ Ｄ

「授業が分かる」と答えた児童生徒の割合（高校２年生）（％） 57.5％ R2 56.4％ R5 59.0％ Ｄ

「話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができて
いると思う」と答えた児童生徒の割合（小学6年生）（％） 73.2％ R1 79.5％ R5 76.0％ Ａ

「話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができて
いると思う」と答えた児童生徒の割合（中学3年生）（％） 73.2％ R1 80.9％ R5 76.0％ Ａ

全国平均正答率とのかい離（小学6年生）（ポイント） -3.0ﾎﾟｲﾝﾄ R1 -3.5ﾎﾟｲﾝﾄ R5 -0.7ﾎﾟｲﾝﾄ Ｄ

全国平均正答率とのかい離（中学3年生）（ポイント） -3.5ﾎﾟｲﾝﾄ R1 -4.5ﾎﾟｲﾝﾄ R5 -0.8ﾎﾟｲﾝﾄ Ｄ

児童生徒の家庭等での学習時間（小学6年生：30分以上の児童の割合）
（％） 94.0％ R1 86.4％ R5 94.6％ Ｄ

児童生徒の家庭等での学習時間（中学3年生：1時間以上の生徒の割合）
（％） 64.2％ R1 59.4％ R5 68.7％ Ｄ

児童生徒の家庭等での学習時間（高校2年生：2時間以上の生徒の割合）
（％） 19.2％ R2 12.2％ R5 20.0％ Ｄ

英検相当級を取得している生徒の割合（中学3年生（3級程度以上））
（％） 38.3％ R1 43.1％ R5 50.0％ Ｄ

英検相当級を取得している生徒の割合（高校3年生（準2級程度以上））
（％） 36.2％ R1 39.6％ R5 50.0％ Ｄ

3 ＩＣＴ（情報通信技術）教育の推進 － 授業中にＩＣＴを活用して指導することができる教員の割合（％） 66.5％ R1 72.9％ R4 71.0％ Ａ

4
社会形成・社会参加に関する教育（シチズン
シップ教育）の推進

－

5 環境教育の推進 －

1
幼児期における「学ぶ土台づくり」の推進
　　　　　　　　　（義務教育課）

順調
（順調）

平日、子供と触れ合う時間（食事と入浴を除く）について、1時間以上と
答えた保護者の割合（％） 91.6％ R1 90.9％ R5 90％以上 Ａ

2 幼児教育の充実のための環境づくり －
保幼小接続のための「スタートカリキュラム」を作成している市町村立小
学校の割合（％） 17.6％ R2 27.9％ R5 40.0％ Ｄ

3 幼児教育の推進に向けた体制づくり －

2 国際理解を育む教育の推進 －

4
幼児教育の充実

（義務教育課）

概ね順調

（概ね順調）

3
確かな学力の育成

（義務教育課）

やや遅れている

(やや遅れている)

1

基礎的・基本的な知識・技能の定着と活用す
る力の伸長

（義務教育課）

やや遅れている
（やや遅れている）【重点的取組５】

【重点的取組６】



番号
基本方向名

（評価担当課室）
基本方向評価
（前年度評価）

番号
取組名

（評価担当課室）
取組評価

（前年度評価）
目標指標等 初期値

設定
年度

実績値
測定
年度

目標値
（R5）

達成
度

小学校から中学校に、「個別の教育支援計画」及び「個別の指導計画」を引き
継いでいる割合（個別の教育支援計画：特別支援学級）（％） 89.3％ R2 88.3％ R5 100.0％ Ｄ

小学校から中学校に、「個別の教育支援計画」及び「個別の指導計画」を引き
継いでいる割合（個別の教育支援計画：通級指導教室）（％） 94.1％ R2 94.8％ R5 100.0％ Ｄ

小学校から中学校に、「個別の教育支援計画」及び「個別の指導計画」を引き
継いでいる割合（個別の指導計画：特別支援学級）（％） 83.6％ R2 86.3％ R5 94.0％ Ｄ

小学校から中学校に、「個別の教育支援計画」及び「個別の指導計画」を引き
継いでいる割合（個別の指導計画：通級指導教室）（％） 77.3％ R2 91.5％ R5 90.0％ Ａ

特別支援学校が主催する研修会への中学校、高等学校教員の受講者数
（人） 214人 R1 53人 R5 220人 Ｄ

特別支援学校の児童生徒が居住地の小・中学校の児童生徒と交流及び共同
学習した割合（％） 12.6％ R2 34.1％ R5 36.0％ Ｂ

2 多様な個性が生かされる教育の推進 －

「地域の行事に参加している」と答えた児童生徒の割合（小学6年生）
（％） 75.0％ R1 58.5％ R5 75.0％ Ｃ

「地域の行事に参加している」と答えた児童生徒の割合（中学3年生）
（％） 53.1％ R1 38.3％ R5 54.0％ Ｄ

「地域社会などでボランティア活動に参加したことがある」と答えた児童
生徒の割合（小学5年生）（％） 33.2％ R2 50.5％ R5 36.0％ Ａ

「地域社会などでボランティア活動に参加したことがある」と答えた児童
生徒の割合（中学1年生）（％） 28.9％ R2 44.9％ R5 32.0％ Ａ

ボランティア活動を実施している公立高等学校の割合（％） 89.6％ R1 71.4％ R4 91.1％ Ｄ

2 文化財の保護と活用 －

大学等への現役進学達成率の全国平均値とのかい離（ポイント） 0.2ﾎﾟｲﾝﾄ R1 1.2ﾎﾟｲﾝﾄ R4 1.4ﾎﾟｲﾝﾄ Ｂ

新規高卒者の就職決定率の全国平均値とのかい離（ポイント） 1.1ﾎﾟｲﾝﾄ R1 1.2ﾎﾟｲﾝﾄ R4 1.0ﾎﾟｲﾝﾄ Ａ

県内の高等学校卒業生が県内に就職した割合（％） 79.6％ R1 78.4％ R5 81.1％ Ｄ

インターンシップやアカデミックインターンシップ等に取り組んでいる県
立高等学校の割合（％） 72.7％ R1 69.2％ R5 78.5％ Ｄ

5

多様なニーズに対応
したきめ細かな教育
の推進

（特別支援教育課）

概ね順調

（概ね順調）

1

一人一人の教育的ニーズに応じた特別支援教
育の推進

（特別支援教育課）

概ね順調
（概ね順調）

3
宮城の将来を担う人づくり

（高校教育課）

概ね順調
（概ね順調）

1 伝統・文化の尊重と郷土を愛する心の育成 －

6

郷土を愛する心と社
会に貢献する力の育
成

（高校教育課）

概ね順調

（概ね順調）

【重点的取組７】

【重点的取組８】



番号
基本方向名

（評価担当課室）
基本方向評価
（前年度評価）

番号
取組名

（評価担当課室）
取組評価

（前年度評価）
目標指標等 初期値

設定
年度

実績値
測定
年度

目標値
（R5）

達成
度

1
系統的な防災教育の推進
　　　　　　　　　（保健体育安全課）

概ね順調
（概ね順調）

地域住民と連携した避難訓練を実施している学校の割合（％） 47.8％ R1 46.7％ R5 60.0％ Ｄ

2 地域と連携した防災・安全体制の確立 － 地域学校安全委員会等の連絡会議を設置している学校の割合（％） 95.1％ R1 95.4％ R5 100.0％ Ｄ

1
教員の資質能力の総合的な向上
　　　　　　　　　　（教職員課）

概ね順調
（概ね順調）

2 教職員を支える環境づくりの推進 －

3
学びのセーフティネットの構築に向けた学習
環境の整備充実
　　　　　　　　　　（教育企画室）

概ね順調
（概ね順調）

「学校は楽しいと思う」と答えた児童生徒の割合（小学5年生）（％） 83.0％ R1 86.9％ R5 88.0％ Ｃ

「学校は楽しいと思う」と答えた児童生徒の割合（中学1年生）（％） 79.4％ R1 82.7％ R4 82.0％ Ａ

保護者等に対して学校公開を実施している学校（小・中）の割合（小学
校）（％） 77.2％ R1 48.5％ R5 80.0％ Ｄ

保護者等に対して学校公開を実施している学校（小・中）の割合（中学
校）（％） 56.7％ R1 35.7％ R5 60.0％ Ｄ

学校関係者評価を広く公表している県立高等学校の割合（％） 77.9％ H30 81.8％ R5 84.0％ Ｃ

学校外の教育資源を活用している公立高等学校の割合（％） 87.2％ R1 79.5％ R4 90.0％ Ｄ

5 学校施設・設備の整備充実 －

6 私学教育の振興 －

7

命を守る力と共に支
え合う心の育成

（保健体育安全課）

概ね順調

（概ね順調）

8

安心して楽しく学べ
る教育環境づくり

（教育企画室）

概ね順調

（概ね順調）
4

開かれた魅力ある学校づくりの推進

（高校教育課）

やや遅れている
（やや遅れている）

【重点的取組９】

【重点的取組１０】

【重点的取組１１】

【重点的取組１２】



番号
基本方向名

（評価担当課室）
基本方向評価
（前年度評価）

番号
取組名

（評価担当課室）
取組評価

（前年度評価）
目標指標等 初期値

設定
年度

実績値
測定
年度

目標値
（R5）

達成
度

朝食を毎日食べる児童の割合（小学6年生）（％） 96.5％ R1 93.9％ R5 97.0％ Ｄ

平日、午後10時より前に就寝する児童の割合（小学5年生）（％） 67.5％ R1 66.7％ R4 68.0％ Ｄ

平日、午前6時30分より前に起床する児童の割合（小学5年生）（％） 61.6％ R1 57.5％ R4 63.0％ Ｄ

「家庭教育支援チーム」の活動件数（件） 79件 R1 314件 R5 96件 Ａ

市町村における子育てサポーター及び子育てサポーターリーダーの活動者
数（人） 300人 R1 417人 R5 300人 Ａ

地域学校協働本部がカバーする学校の割合（％） 54.3％ R1 74.6％ R5 65.0％ Ａ

「みやぎ教育応援団」の活用件数（件） 159件 R2 406件 R5 300件 Ａ

3 子供たちが安全で安心できる環境づくり －

1
誰もがいつでも学ぶことができる環境の充実
　　　　　　　　　　（生涯学習課）

概ね順調
（やや遅れている）

生涯学習プラットフォーム閲覧数（セッション数）（件） 0件 R2 22,712件 R5 36,000件 Ｃ

2 多様な学びによる地域づくり － 市町村社会教育講座の参加者数（人口千人当たり）（人） 744人 H30 373人 R4 750人 Ｄ

3 文化芸術活動の推進 －
みやぎ県民文化創造の祭典参加者の意識の変化（文化芸術が身近な所で様々な分野に
活用され地域の活性化に役立っていると思う人の割合）（％） 27.5％ R2 77.3％ R5 50.0％ Ａ

みやぎ県民文化創造の祭典参加者の意識の変化（不安を抱える方々の心のケアのため
に文化芸術の果たす役割が大切だと思う人の割合）（％） 66.5％ R2 81.4％ R5 77.0％ Ａ

4
スポーツの価値を活用した生涯スポーツ社会
の構築
　　　　　　　　　　（スポーツ振興課）

やや遅れている
（やや遅れている）

総合型地域スポーツクラブの市町村における育成率（％） 77.1％ R2 77.1％ R5 94.3％ Ｄ

5 競技力向上に向けたスポーツ活動の推進 －

1
家庭の教育力を支える環境づくり

（生涯学習課）

概ね順調
（概ね順調）

2

10

生涯にわたる学習・
文化芸術・スポーツ
活動の推進

（教育企画室）

概ね順調

(やや遅れている)

9

家庭・地域・学校が
連携・協働して子供
を育てる環境づくり

（生涯学習課）

概ね順調

（概ね順調）

地域と学校の新たな連携・協働体制の推進

（生涯学習課）

概ね順調
（概ね順調）

【重点的取組１３】

【重点的取組１４】

【重点的取組１５】

【重点的取組１６】



基本方向 1 豊かな人間性と社会性の育成 取組 1 生きる力を育む「志教育」の推進

目標指標等 目標指標等

目標指標等 目標指標等

目標指標等 基本方向 1 豊かな人間性と社会性の育成 取組 2 思いやりがあり感性豊かな子供の育成

目標指標等

目標指標等

目標指標における実績値の推移

「人の役に立つ人間になりたいと思う」と答えた児童生徒の割合（小学6年生）（％）

「人の役に立つ人間になりたいと思う」と答えた児童生徒の割合（中学3年生）（％）

「自分には良いところがあると思う」と答えた児童生徒の割合（小学6年生）（％）

「自分には良いところがあると思う」と答えた児童生徒の割合（中学3年生）（％）

「将来の夢や目標を持っている」と答えた児童生徒の割合（小学5年生）（％）

「将来の夢や目標を持っている」と答えた児童生徒の割合（中学1年生）（％）

体験学習（農林漁業）に取り組む小学校の割合（％）

90.6％
88.3％ 87.7％ 88.5％

92.0％

74％

79％

84％

89％

94％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

81.3％
79.6％

78.3％

83.0％

74％

79％

84％

89％

94％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

95.3％
95.6％

94.4％

95.6％

95.0％

93％

94％

95％

96％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

93.8％

95.1％ 95.2％
95.0％

94.0％

93％

94％

95％

96％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

資料４

令和5年度から調査対象を

中学2年生に変更したため

令和4年度の

中学1年生実績値で評価

90.6％
88.3％ 87.7％ 88.5％

92.0％

74％

79％

84％

89％

94％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

81.3％
79.6％

78.3％

83.0％

74％

79％

84％

89％

94％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

令和5年度から

中学2年生に変更したため

令和4年度の

中学1年生実績値で評価

78.8％

73.8％
74.9％

80.0％

83.0％

65％

70％

75％

80％

85％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

69.8％

72.7％
74.7％

77.1％
76.0％

65％

70％

75％

80％

85％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

88.4％

81.9％
83.3％

89.0％

75％

80％

85％

90％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

令和5年度実績値が

未確定のため

令和4年度実績値で評価



基本方向 1 豊かな人間性と社会性の育成 取組 3 いじめ・不登校等への対応、心のケアの充実 基本方向 2 健やかな体の育成 取組 1 健康な体づくりと体力・運動能力の向上

目標指標等 目標指標等

目標指標等 目標指標等

目標指標等 目標指標等

目標指標等 目標指標等「学校は楽しいと思う」と答えた児童生徒の割合（中学1年生）（％）【再掲】

不登校児童生徒のうち学習支援を受けている児童生徒の割合（中学生）（％）

「学校は楽しいと思う」と答えた児童生徒の割合（小学5年生）（％）【再掲】

不登校児童生徒のうち学習支援を受けている児童生徒の割合（小学生）（％） 児童生徒の体力・運動能力調査における体力合計点の全国平均値とのかい離（小学5年生（男））（ポイント） 

児童生徒の体力・運動能力調査における体力合計点の全国平均値とのかい離（小学5年生（女））（ポイント）

児童生徒の体力・運動能力調査における体力合計点の全国平均値とのかい離（中学2年生（男））（ポイント）

児童生徒の体力・運動能力調査における体力合計点の全国平均値とのかい離（中学2年生（女））（ポイント）

68.5％

90.2％
93.7％

87.0％

50％

60％

70％

80％

90％

100％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

72.6％

86.8％
89.5％ 91.0％

50％

60％

70％

80％

90％

100％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

83.0％

85.8％

81.2％

86.9％
88.0％

75％

80％

85％

90％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

79.4％

87.5％

82.7％ 82.0％

75％

80％

85％

90％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

令和5年度実績値が

未確定のため

令和4年度実績値で評価

令和5年度実績値が

未確定のため

令和4年度実績値で評価

令和5年度から調査対象を

中学2年生に変更したため

令和4年度の

中学1年生実績値で評価

-0.36ﾎﾟｲﾝﾄ -0.37ﾎﾟｲﾝﾄ

-0.84ﾎﾟｲﾝﾄ

-0.31ﾎﾟｲﾝﾄ

0.08ﾎﾟｲﾝﾄ

-1.00ﾎﾟｲﾝﾄ

-0.80ﾎﾟｲﾝﾄ

-0.60ﾎﾟｲﾝﾄ

-0.40ﾎﾟｲﾝﾄ

-0.20ﾎﾟｲﾝﾄ

0.00ﾎﾟｲﾝﾄ

0.20ﾎﾟｲﾝﾄ

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

-0.33ﾎﾟｲﾝﾄ
-0.44ﾎﾟｲﾝﾄ -0.49ﾎﾟｲﾝﾄ

-0.42ﾎﾟｲﾝﾄ

0.08ﾎﾟｲﾝﾄ

-1.00ﾎﾟｲﾝﾄ

-0.80ﾎﾟｲﾝﾄ

-0.60ﾎﾟｲﾝﾄ

-0.40ﾎﾟｲﾝﾄ

-0.20ﾎﾟｲﾝﾄ

0.00ﾎﾟｲﾝﾄ

0.20ﾎﾟｲﾝﾄ

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

0.08ﾎﾟｲﾝﾄ

0.23ﾎﾟｲﾝﾄ

0.09ﾎﾟｲﾝﾄ

0.87ﾎﾟｲﾝﾄ

0.09ﾎﾟｲﾝﾄ

0.00ﾎﾟｲﾝﾄ

0.20ﾎﾟｲﾝﾄ

0.40ﾎﾟｲﾝﾄ

0.60ﾎﾟｲﾝﾄ

0.80ﾎﾟｲﾝﾄ

1.00ﾎﾟｲﾝﾄ

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

-1.01ﾎﾟｲﾝﾄ -1.04ﾎﾟｲﾝﾄ -1.21ﾎﾟｲﾝﾄ

-0.62ﾎﾟｲﾝﾄ

0.08ﾎﾟｲﾝﾄ

-1.50ﾎﾟｲﾝﾄ

-1.00ﾎﾟｲﾝﾄ

-0.50ﾎﾟｲﾝﾄ

0.00ﾎﾟｲﾝﾄ

0.50ﾎﾟｲﾝﾄ

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）



基本方向 2 健やかな体の育成 取組 2 食育の推進 基本方向 3 確かな学力の育成 取組 1
基礎的・基本的な知識・技能の定着と活
用する力の伸長

目標指標等 目標指標等

目標指標等

目標指標等

学校給食の地場産農林水産畜産物の利用品目数の割合（％） 「授業が分かる」と答えた児童生徒の割合（小学５年生）（％） 

「授業が分かる」と答えた児童生徒の割合（中学１年生）（％）

「授業が分かる」と答えた児童生徒の割合（高校２年生）（％）

-0.36ﾎﾟｲﾝﾄ -0.37ﾎﾟｲﾝﾄ

-0.84ﾎﾟｲﾝﾄ

-0.31ﾎﾟｲﾝﾄ

0.08ﾎﾟｲﾝﾄ

-1.00ﾎﾟｲﾝﾄ

-0.80ﾎﾟｲﾝﾄ

-0.60ﾎﾟｲﾝﾄ

-0.40ﾎﾟｲﾝﾄ

-0.20ﾎﾟｲﾝﾄ

0.00ﾎﾟｲﾝﾄ

0.20ﾎﾟｲﾝﾄ

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

-0.36ﾎﾟｲﾝﾄ -0.37ﾎﾟｲﾝﾄ

-0.84ﾎﾟｲﾝﾄ

-0.31ﾎﾟｲﾝﾄ

0.08ﾎﾟｲﾝﾄ

-1.00ﾎﾟｲﾝﾄ

-0.80ﾎﾟｲﾝﾄ

-0.60ﾎﾟｲﾝﾄ

-0.40ﾎﾟｲﾝﾄ

-0.20ﾎﾟｲﾝﾄ

0.00ﾎﾟｲﾝﾄ

0.20ﾎﾟｲﾝﾄ

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

40.1％

36.7％

39.8％

41.5％ 41.5％

34％

36％

38％

40％

42％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

-0.36ﾎﾟｲﾝﾄ -0.37ﾎﾟｲﾝﾄ

-0.84ﾎﾟｲﾝﾄ

-0.31ﾎﾟｲﾝﾄ

0.08ﾎﾟｲﾝﾄ

-1.00ﾎﾟｲﾝﾄ

-0.80ﾎﾟｲﾝﾄ

-0.60ﾎﾟｲﾝﾄ

-0.40ﾎﾟｲﾝﾄ

-0.20ﾎﾟｲﾝﾄ

0.00ﾎﾟｲﾝﾄ

0.20ﾎﾟｲﾝﾄ

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

40.1％

36.7％

39.8％

41.5％ 41.5％

34％

36％

38％

40％

42％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

88.4％ 88.2％

86.9％

88.3％

90.0％

85％

87％

89％

91％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

88.9％
89.5％

88.5％

90.0％

85％

87％

89％

91％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

57.5％

56.0％

57.2％
56.4％

59.0％

54％

56％

58％

60％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

令和5年度から調査対象を

中学2年生に変更したため

令和4年度の

中学1年生実績値で評価



目標指標等 目標指標等

目標指標等 目標指標等

目標指標等 目標指標等

目標指標等

「話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていると思う」と答えた児童生徒の
割合（小学6年生）（％）

児童生徒の家庭等での学習時間（小学6年生：30分以上の児童の割合）（％）

「話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていると思う」と答えた児童生徒の
割合（中学3年生）（％）

児童生徒の家庭等での学習時間（中学3年生：1時間以上の生徒の割合）（％）

全国平均正答率とのかい離（小学6年生）（ポイント） 児童生徒の家庭等での学習時間（高校2年生：2時間以上の生徒の割合）（％）

全国平均正答率とのかい離（中学3年生）（ポイント）

88.4％ 88.2％

86.9％

88.3％

90.0％

85％

87％

89％

91％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

88.9％
89.5％

88.5％

90.0％

85％

87％

89％

91％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

57.5％

56.0％

57.2％
56.4％

59.0％

54％

56％

58％

60％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

令和5年度から

中学2年生に変更したため

令和4年度の

中学1年生実績値で評価

88.4％ 88.2％

86.9％

88.3％

90.0％

85％

87％

89％

91％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

88.9％
89.5％

88.5％

90.0％

85％

87％

89％

91％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

57.5％

56.0％

57.2％
56.4％

59.0％

54％

56％

58％

60％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

73.2％

78.6％ 78.0％
79.5％

76.0％

65％

70％

75％

80％

85％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

令和5年度から

中学2年生に変更したため

令和4年度の

中学1年生実績値で評価

73.2％

78.6％ 78.0％
79.5％

76.0％

65％

70％

75％

80％

85％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

73.2％

77.5％
79.8％

80.9％

76.0％

65％

70％

75％

80％

85％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

-3.0ﾎﾟｲﾝﾄ
-3.5ﾎﾟｲﾝﾄ

-4.5ﾎﾟｲﾝﾄ

-3.5ﾎﾟｲﾝﾄ

-0.7ﾎﾟｲﾝﾄ

-5.0ﾎﾟｲﾝﾄ

-4.0ﾎﾟｲﾝﾄ

-3.0ﾎﾟｲﾝﾄ

-2.0ﾎﾟｲﾝﾄ

-1.0ﾎﾟｲﾝﾄ

0.0ﾎﾟｲﾝﾄ

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

-3.5ﾎﾟｲﾝﾄ -3.5ﾎﾟｲﾝﾄ -3.5ﾎﾟｲﾝﾄ

-4.5ﾎﾟｲﾝﾄ

-0.8ﾎﾟｲﾝﾄ

-5.0ﾎﾟｲﾝﾄ

-4.0ﾎﾟｲﾝﾄ

-3.0ﾎﾟｲﾝﾄ

-2.0ﾎﾟｲﾝﾄ

-1.0ﾎﾟｲﾝﾄ

0.0ﾎﾟｲﾝﾄ

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

73.2％

77.5％
79.8％ 80.9％

76.0％

65％

70％

75％

80％

85％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

-3.0ﾎﾟｲﾝﾄ
-3.5ﾎﾟｲﾝﾄ

-4.5ﾎﾟｲﾝﾄ

-3.5ﾎﾟｲﾝﾄ

-0.7ﾎﾟｲﾝﾄ

-5.0ﾎﾟｲﾝﾄ

-4.0ﾎﾟｲﾝﾄ

-3.0ﾎﾟｲﾝﾄ

-2.0ﾎﾟｲﾝﾄ

-1.0ﾎﾟｲﾝﾄ

0.0ﾎﾟｲﾝﾄ

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

94.0％

90.1％
88.0％

86.4％

94.6％

80％

85％

90％

95％

100％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

64.2％

70.7％

66.2％

59.4％

68.7％

55％

60％

65％

70％

75％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

19.2％

13.7％ 14.3％
12.2％

20.0％

5％

10％

15％

20％

25％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）



基本方向 3 確かな学力の育成 取組 2 国際理解を育む教育の推進 基本方向 4 幼児教育の充実 取組 1 幼児期における「学ぶ土台づくり」の推進

目標指標等 目標指標等

目標指標等 基本方向 4 幼児教育の充実 取組 2 幼児教育の充実のための環境づくり

目標指標等

基本方向 3 確かな学力の育成 取組 3 ＩＣＴ（情報通信技術）教育の推進

目標指標等

英検相当級を取得している生徒の割合（高校3年生（準2級程度以上））（％） 

幼小接続のための「スタートカリキュラム」を作成している市町村立小学校の割合（％） 

英検相当級を取得している生徒の割合（中学3年生（3級程度以上））（％） 平日、子供と触れ合う時間（食事と入浴を除く）について、1時間以上と答えた保護者の割合（％） 

授業中にＩＣＴを活用して指導することができる教員の割合（％）

38.3％

46.2％

37.9％

43.1％

50.0％

20％

30％

40％

50％

60％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

66.5％

70.1％

72.9％

71.0％

62％

64％

66％

68％

70％

72％

74％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

36.2％
41.0％

37.8％ 39.6％

50.0％

20％

30％

40％

50％

60％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

令和5年度実績値が

未確定のため

令和4年度実績値で評価

91.6％

90.2％

91.1％
90.9％

90％以上

89％

90％

91％

92％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

17.6％
20.8％ 21.0％

27.9％

40.0％

0％

10％

20％

30％

40％

50％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）



基本方向 5
多様なニーズに対応したきめ細かな教育
の推進

取組 1
一人一人の教育的ニーズに応じた特別支援教育
の推進

目標指標等 目標指標等

目標指標等 目標指標等

目標指標等

目標指標等

小学校から中学校に、「個別の教育支援計画」及び「個別の指導計画」を引き継いでいる割合（個別の教育支援
計画：特別支援学級）（％）

特別支援学校が主催する研修会への中学校、高等学校教員の受講者数（人）

小学校から中学校に、「個別の教育支援計画」及び「個別の指導計画」を引き継いでいる割合（個別の教育支援
計画：通級指導教室）（％）

特別支援学校の児童生徒が居住地の小・中学校の児童生徒と交流及び共同学習した割合（％）

小学校から中学校に、「個別の教育支援計画」及び「個別の指導計画」を引き継いでいる割合（個別の指導計
画：通級指導教室）（％）

小学校から中学校に、「個別の教育支援計画」及び「個別の指導計画」を引き継いでいる割合（個別の指導計
画：特別支援学級）（％）

89.3％

93.4％ 92.3％

88.3％

100.0％

75％

80％

85％

90％

95％

100％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

94.1％

86.6％
89.5％

94.8％
100.0％

75％

80％

85％

90％

95％

100％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

83.6％

90.1％ 90.5％

86.3％

94.0％

75％

80％

85％

90％

95％

100％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

77.3％ 77.9％

87.6％

91.5％
90.0％

75％

80％

85％

90％

95％

100％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

214人

50人
70人

53人

220人

0人

50人

100人

150人

200人

250人

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

12.6％

28.3％
31.3％

34.1％ 36.0％

0％

10％

20％

30％

40％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）



基本方向 6
郷土を愛する心と社会に貢献する力の育
成

取組 1 伝統・文化の尊重と郷土を愛する心の育成

目標指標等 目標指標等

目標指標等

目標指標等

目標指標等

「地域の行事に参加している」と答えた児童生徒の割合（小学6年生）（％）

「地域の行事に参加している」と答えた児童生徒の割合（中学3年生）（％）

「地域社会などでボランティア活動に参加したことがある」と答えた児童生徒の割合（小学5年生）（％）

「地域社会などでボランティア活動に参加したことがある」と答えた児童生徒の割合（中学1年生）（％）

ボランティア活動を実施している公立高等学校の割合（％）

75.0％

61.7％
55.5％

58.5％

75.0％

30％

40％

50％

60％

70％

80％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

53.1％
46.7％

40.9％ 38.3％

54.0％

30％

40％

50％

60％

70％

80％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

33.2％

52.7％
47.4％

50.5％

36.0％

20％

30％

40％

50％

60％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

28.9％

49.9％
46.7％ 44.9％

32.0％

20％

30％

40％

50％

60％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

89.6％

71.4％ 71.4％

91.1％

0％

20％

40％

60％

80％

100％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

令和5年度実績値が

未確定のため

令和4年度実績値で評価



基本方向 6
郷土を愛する心と社会に貢献する力の育
成

取組 3 宮城の将来を担う人づくり 基本方向 7 命を守る力と共に支え合う心の育成 取組 1 系統的な防災教育の推進

目標指標等 目標指標等

目標指標等 基本方向 7 命を守る力と共に支え合う心の育成 取組 2 地域と連携した防災・安全体制の確立 

目標指標等

目標指標等

目標指標等

新規高卒者の就職決定率の全国平均値とのかい離（ポイント） 

大学等への現役進学達成率の全国平均値とのかい離（ポイント） 地域住民と連携した避難訓練を実施している学校の割合（％） 

地域学校安全委員会等の連絡会議を設置している学校の割合（％） 

県内の高等学校卒業生が県内に就職した割合（％） 

インターンシップやアカデミックインターンシップ等に取り組んでいる県立高等学校の割合（％）

0.2ﾎﾟｲﾝﾄ

1.3ﾎﾟｲﾝﾄ
1.2ﾎﾟｲﾝﾄ

1.4ﾎﾟｲﾝﾄ

0.0ﾎﾟｲﾝﾄ

0.5ﾎﾟｲﾝﾄ

1.0ﾎﾟｲﾝﾄ

1.5ﾎﾟｲﾝﾄ

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

72.7％

39.0％

70.1％ 69.2％
78.5％

0％

20％

40％

60％

80％

100％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

79.6％

81.0％

80.1％

78.4％

81.1％

77％

78％

79％

80％

81％

82％

初期値 令和3年度

（実績値）

令和4年度

（実績値）

令和5年度

（実績値）

令和5年度

（目標値）

1.1ﾎﾟｲﾝﾄ
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基本方向 8 安心して楽しく学べる教育環境づくり 取組 4 開かれた魅力ある学校づくりの推進
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基本方向 9
家庭・地域・学校が連携・協働して子供を
育てる環境づくり

取組 1 家庭の教育力を支える環境づくり

目標指標等 目標指標等

目標指標等 基本方向 9
家庭・地域・学校が連携・協働して子供を
育てる環境づくり

取組 2 地域と学校の新たな連携・協働体制の推進
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基本方向 10
生涯にわたる学習・文化芸術・スポーツ活
動の推進

取組 1
誰もがいつでも学ぶことができる環境の
充実

基本方向 10
生涯にわたる学習・文化芸術・スポーツ活
動の推進

取組 3 文化芸術活動の推進

目標指標等 目標指標等

基本方向 10
生涯にわたる学習・文化芸術・スポーツ活
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Ⅰ 第２期宮城県教育振興基本計画の点検及び評価について 
 
１ 趣旨 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第２６条

第１項の規定により、各教育委員会は毎年その権限に属する事務の管理及び執行の状

況について点検及び評価を行うこととされています。この度、同法の規定に基づき、

令和５年度における教育に関する事務に係る点検及び評価を実施し、その結果をこの

報告書にまとめました。 

なお、今回の点検及び評価は、平成２９年３月に策定した第２期宮城県教育振興基

本計画の体系に沿って実施しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
２ 第２期宮城県教育振興基本計画の進行管理について 

第２期宮城県教育振興基本計画では、計画の着実な推進を図るため、実施する施策

を具体的に示すアクションプランを策定し、そのアクションプランに定めた施策につ

いては、ＰＤＣＡサイクルに基づく進行管理を行うこととしています。 

 

 

３ 第２期宮城県教育振興基本計画の点検・評価方法等について 

点検・評価に当たっては、知事部局を含む各担当課室において「第２期宮城県教育

振興基本計画第２次アクションプラン（令和３年度～令和５年度）」に掲載している

令和５年度事業の点検を行い、その評価の中で、第２期宮城県教育振興基本計画に掲

げる１０の基本方向と３５の取組の成果を明らかにするとともに、課題等を分析し、

今後の対応の方向性を示しました。 

 

なお、本計画の点検・評価を実施するに当たっては、行政活動の評価に関する条

例(平成１３年宮城県条例第７０号)に基づき実施される、県の総合計画である「新・

宮城の将来ビジョン（令和３年度～令和１２年度）」に係る「政策評価・施策評価」

と一体的に実施するとともに、宮城県行政評価委員会から指摘された新・宮城の将来

ビジョンの教育施策に関する御意見等を踏まえながら、当該評価を行いました。 

 

 

 

 

 

 

【地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋）】 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第二十六条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定により教

育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第四項の規定により事

務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点

検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するととも

に、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有

する者の知見の活用を図るものとする。 
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４ 評価の判定区分及び判定基準等について 
（１）基本方向評価 
基本方向評価は、１０の基本方向ごとに、基本方向を構成する取組の状況を分析し、

基本方向の成果（進捗状況）を「順調・概ね順調・やや遅れている・遅れている」の
区分により総合的に評価するとともに、基本方向を推進する上での課題等と次年度の
対応方針を総括的に示すものです。 
なお、「次年度」は、「評価実施年度の次年度（令和７年度）」を指しています（取組

評価についても同じ）。 
 

【基本方向評価の判定区分及び判定基準】 
基本方向を構成する取組の必要性、有効性、効率性を考慮し、取組の成果等から見て、次のとおり 

判断されるもの。 

順     調：基本方向の成果が十分にあり、進捗状況が順調であると判断されるもの。 

概 ね 順 調：基本方向の成果がある程度あり、進捗状況が概ね順調であると判断されるもの。 

やや遅れている：基本方向の成果があまりなく、進捗状況がやや遅れていると判断されるもの。 

遅 れ て い る：基本方向の成果がなく、進捗状況が遅れていると判断されるもの。 

  

（２）取組評価 
 取組評価は、３５の取組のうち１６の重点的取組ごとに、目標指標等の達成状況や取
組を構成する事業の実績及び成果等を分析し、取組の成果（進捗状況）を「順調・概ね
順調・やや遅れている・遅れている」の区分により総合的に評価するとともに、取組を
推進する上での課題等と次年度の対応方針を示すものです。 
 

【取組評価の判定区分及び判定基準】 
取組を構成する事業の必要性、有効性、効率性を考慮し、目標指標等の達成状況、社会経済情勢、 

事業の実績及び成果等から見て、次のとおり判断されるもの。 

順     調：取組の成果が十分にあり、進捗状況が順調であると判断されるもの。 

概 ね 順 調：取組の成果がある程度あり、進捗状況が概ね順調であると判断されるもの。 

やや遅れている：取組の成果があまりなく、進捗状況がやや遅れていると判断されるもの。 

遅 れ て い る：取組の成果がなく、進捗状況が遅れていると判断されるもの。 

 

【目標指標等の分類】 

進捗割合型Ⅰ：初期値＜目標値で、実績値が高い程好ましい指標 

進捗割合型Ⅱ：初期値＞目標値で、実績値が低い程好ましい指標 

現状維持型Ⅰ：初期値＝目標値又は、初期値＞目標値で、実績値が高い程好ましい指標 

現状維持型Ⅱ：初期値＝目標値で、実績値が低い程好ましい指標 

 
【達成率】 
初期値からアクションプランの最終年度（令和５年度）で定める目標値までの進捗割合を達成率と

して算出している。なお、計算式は以下のとおり。 

進捗割合型Ⅰ：（（実績値－初期値）／（目標値－初期値））×１００ 

進捗割合型Ⅱ：（（初期値－実績値）／（初期値－目標値））×１００ 

 現状維持型Ⅰ：（１＋（実績値－目標値）／目標値）×１００ 

現状維持型Ⅱ：（１－（実績値－目標値）／目標値）×１００ 

 
【達成度】 
 達成率を４段階（ＡからＤ）に分けて評価したものである。 

≪進捗割合型≫Ａ：１００％以上 Ｂ：８０％以上～１００％未満 Ｃ：６０％以上～８０％未満 Ｄ：６０％未満 

≪現状維持型≫Ａ：１００％以上 Ｂ：８０％以上～１００％未満 Ｃ：６０％以上～８０％未満 Ｄ：６０％未満 

 

2 

 



Ⅱ 第２期宮城県教育振興基本計画の構成について

学校・家庭・地域の強い

絆のもとで、多様な個性が

輝き、ふるさと宮城の復興

を支え、より良い未来を創

造する高い志を持った、心

身ともに健やかな子供が

育っています。

そして、人々が生きがい

を持って、生涯にわたり、

多様に学び、交流する中

で、豊かな文化と活力のあ

る地域社会が形成されて

います。

目指す姿 計画の目標

【目標１】
自他の命を大切にし、高い志と
思いやりの心を持つ、心身とも
に健やかな人間を育む。

【目標２】
夢や志の実現に向けて自ら学
び、自ら考え行動し、社会を生
き抜く人間を育む。

【目標３】
ふるさと宮城に誇りを持ち、東
日本大震災からの復興、そして
我が国や郷土の発展を支える
人間を育む。

【目標４】
学校・家庭・地域の教育力の充
実と連携・協働の強化を図り、
社会全体で子供を守り育てる環
境をつくる。

【目標５】
生涯にわたり学び、互いに高め
合い、充実した人生を送ること
ができる地域社会をつくる。
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３ 教育相談充実事業等 １５事業

【基本方向２】
健やかな体の育成

【基本方向３】
確かな学力の育成

基本方向 取 組 第２次アクションプラン
掲載事業（再掲あり） 全３６９事業

【基本方向４】
幼児教育の充実

【基本方向５】
多様なニーズに対応したきめ細
かな教育の推進

【基本方向６】
郷土を愛する心と社会に貢献す
る力の育成

【基本方向７】
命を守る力と共に支え合う心の
育成

【基本方向８】
安心して楽しく学べる教育環境
づくり

【基本方向９】
家庭・地域・学校が連携・協働し
て子供を育てる環境づくり

【基本方向１０】
生涯にわたる学習・文化芸術・
スポーツ活動の推進

１ 生きる力を育む「志教育」の推進 〈重点的取組１〉

２ 思いやりがあり感性豊かな子供の育成 〈重点的取組２〉

３ いじめ・不登校等への対応、心のケアの充実 〈重点的取組３〉

１ 健康な体づくりと体力・運動能力の向上 〈重点的取組４〉

２ 食育の推進
３ 心身の健康を育む学校保健の充実

１ 基礎的・基本的な知識・技能の定着と活用する力の伸長 〈重点的取組５〉

２ 国際理解を育む教育の推進
３ ＩＣＴ（情報通信技術）教育の推進
４ 社会形成・社会参加に関する教育（シチズンシップ教育）の推進
５ 環境教育の推進

１ 幼児期における「学ぶ土台づくり」の推進 〈重点的取組６〉

２ 幼児教育の充実のための環境づくり
３ 幼児教育の推進に向けた体制づくり

１ 一人一人の教育的ニーズに応じた特別支援教育の推進 〈重点的取組７〉

２ 多様な個性が生かされる教育の推進

１ 伝統・文化の尊重と郷土を愛する心の育成
２ 文化財の保護と活用

３ 宮城の将来を担う人づくり 〈重点的取組８〉

１ 系統的な防災教育の推進 〈重点的取組９〉

２ 地域と連携した防災・安全体制の確立

１ 教員の資質能力の総合的な向上 〈重点的取組１０〉

２ 教職員を支える環境づくりの推進

３ 学びのセーフティネットの構築に向けた学習環境の整備充実 〈重点的取組１１〉

４ 開かれた魅力ある学校づくりの推進 〈重点的取組１２〉

５ 学校施設・設備の整備充実
６ 私学教育の振興

１ 家庭の教育力を支える環境づくり 〈重点的取組１３〉

２ 地域と学校の新たな連携・協働体制の推進 〈重点的取組１４〉

３ 子供たちが安全で安心できる環境づくり

１ 誰もがいつでも学ぶことができる環境の充実 〈重点的取組１５〉

２ 多様な学びによる地域づくり
３ 文化芸術活動の推進

４ スポーツの価値を活用した生涯スポーツ社会の構築 〈重点的取組１６〉

５ 競技力向上に向けたスポーツ活動の推進

１・２ 志教育支援事業等 １３事業

１ 基本的生活習慣定着促進事業等 ８事業

１ 小中学校学力向上推進事業等 １１事業

２ みやぎの食育推進戦略事業等 １０事業
３ 学校・地域保健連携推進事業等 ４事業

２ 世界に発信する高校生育成事業等 ７事業
３ 教育ＩＣＴ活用促進事業等 ７事業
４ 明るい選挙啓発事業等 ３事業
５ 児童・生徒のための環境教育推進事業等 ８事業

１～３ 「学ぶ土台づくり｣普及啓発事業等 ６事業

１・２ 特別支援学校の整備等 ３５事業

１ 高等学校「志教育」推進事業等 ８事業
２ 多賀城創建１３００年記念重点整備事業等 ２６事業

３ みやぎクラフトマン２１事業等 １４事業

１・２ 被災地訪問型研修事業等 １０事業

１ 教職員CUP事業等 １６事業

２ 部活動指導員配置促進事業等 １３事業

３ 東日本大震災みやぎこども育英基金事業等 １１事業

４ 学校評価事業等 １０事業

５ 小規模防災機能強化補助事業等 １５事業
６ 私立学校運営費補助等 １８事業

１ みやぎらしい家庭教育支援事業等 １７事業

２ 協働教育推進総合事業等 ６事業

３ 安全・安心まちづくり推進事業等 ２３事業

１・２ 生涯学習プラットフォーム構築事業等 ２０事業

３ みやぎ県民文化創造の祭典開催事業等 １８事業

４ 広域スポーツセンター事業等 １０事業

５ スポーツ選手強化対策事業等 ７事業

【基本方向１】
豊かな人間性と社会性の育成



Ⅲ 第２期宮城県教育振興基本計画の点検及び評価の総括 

 

１ 第２期宮城県教育振興基本計画の成果について 

第２期宮城県教育振興基本計画の点検及び評価を実施した結果、第２期宮城県教育

振興基本計画に掲げる１０の基本方向及び１６の重点的取組の成果について、基本方

向においては「概ね順調」が８件、「やや遅れている」が２件と判断されました。また、

重点的取組においては「順調」が１件、「概ね順調」が１１件、「やや遅れている」が

４件と判断されました。 

なお、第２期宮城県教育振興基本計画に係るこれまでの点検及び評価結果は、次の

とおりです。 

 

第２期宮城県教育振興基本計画の点検及び評価結果一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 今後の本県教育の推進に当たって 

 今回の点検及び評価の結果を踏まえ、今後は、「新・宮城の将来ビジョン」との一体

性に配慮しながら、「志教育」の一層の推進のほか、社会を生き抜くために必要となる

確かな学力の育成や体力・運動能力の向上をはじめとした教育施策の総合的かつ体系

的な推進に一層取り組んでいく必要があると考えています。 

その上で、令和６年３月に中間見直しを行った第２期宮城県教育振興基本計画（改

訂版）及び、計画実現に向けて実施する施策の内容を具体的に示すアクションプラン

（計画期間：令和６年度から令和１０年度まで）に基づき、宮城の未来を担う人づく

りに向けた施策の更なる推進に繋げていきます。 

 

4 

 

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

1 豊かな人間性と社会性の育成
やや

遅れている
やや

遅れている
やや

遅れている
やや

遅れている
やや

遅れている
やや

遅れている
概ね順調

2 健やかな体の育成
やや

遅れている
やや

遅れている
やや

遅れている
やや

遅れている
やや

遅れている
やや

遅れている
やや

遅れている

3 確かな学力の育成
やや

遅れている
やや

遅れている
やや

遅れている
やや

遅れている
やや

遅れている
やや

遅れている
やや

遅れている

4 幼児教育の充実 概ね順調 概ね順調 概ね順調 概ね順調 概ね順調 概ね順調 概ね順調

5
多様なニーズに対応したきめ細
かな教育の推進

概ね順調 概ね順調 概ね順調 概ね順調 概ね順調 概ね順調 概ね順調

6
郷土を愛する心と社会に貢献す
る力の育成

概ね順調 概ね順調 概ね順調 概ね順調 概ね順調 概ね順調 概ね順調

7
命を守る力と共に支え合う心の
育成

概ね順調 概ね順調 概ね順調 概ね順調 概ね順調 概ね順調 概ね順調

8
安心して楽しく学べる教育環境
づくり

概ね順調 概ね順調 概ね順調 概ね順調 概ね順調 概ね順調 概ね順調

9
家庭・地域・学校が連携・協働
して子供を育てる環境づくり

やや
遅れている

やや
遅れている

やや
遅れている

やや
遅れている

概ね順調 概ね順調 概ね順調

10
生涯にわたる学習・文化芸術・
スポーツ活動の推進

やや
遅れている

概ね順調 概ね順調 概ね順調
やや

遅れている
やや

遅れている
概ね順調

施策の基本方向



Ⅳ　点検・評価結果及び目標指標等の達成状況一覧

番号
基本方向名

（評価担当課室）
基本方向評価
（前年度評価）

番号
取組名

（評価担当課室）
取組評価

（前年度評価）
目標指標等 初期値

設定
年度

実績値
測定
年度

目標値
（R5）

達
成
度

「将来の夢や目標を持っている」と答えた児童生徒の割合（小学5
年生）（％） 90.6％ R1 88.5％ R5 92.0％ Ｄ

「将来の夢や目標を持っている」と答えた児童生徒の割合（中学1
年生）（％） 81.3％ R1 78.3％ R4 83.0％ Ｄ

「人の役に立つ人間になりたいと思う」と答えた児童生徒の割合
（小学6年生）（％） 95.3％ R1 95.6％ R5 95.0％ Ａ

「人の役に立つ人間になりたいと思う」と答えた児童生徒の割合
（中学3年生）（％） 93.8％ R1 95.0％ R5 94.0％ Ａ

「自分には良いところがあると思う」と答えた児童生徒の割合（小
学6年生）（％） 78.8％ R1 80.0％ R5 83.0％ Ｄ

「自分には良いところがあると思う」と答えた児童生徒の割合（中
学3年生）（％） 69.8％ R1 77.1％ R5 76.0％ Ａ

2
思いやりがあり感性豊かな子供の育成
　　　　　　　　　（義務教育課）

概ね順調
（概ね順調）

体験学習（農林漁業）に取り組む小学校の割合（％） 88.4％ R1 83.3％ R4 89.0％ Ｄ

不登校児童生徒のうち学習支援を受けている児童生徒の割合（小学
生）（％） 68.5％ R1 93.7％ R4 87.0％ Ａ

不登校児童生徒のうち学習支援を受けている児童生徒の割合（中学
生）（％） 72.6％ R1 89.5％ R4 91.0％ Ｂ

「学校は楽しいと思う」と答えた児童生徒の割合（小学5年生）
（％）【再掲】 83.0％ R1 86.9％ R5 88.0％ Ｃ

「学校は楽しいと思う」と答えた児童生徒の割合（中学1年生）
（％）【再掲】 79.4％ R1 82.7％ R4 82.0％ Ａ

児童生徒の体力・運動能力調査における体力合計点の全国平均値と
のかい離（小学5年生（男））（ポイント）

-0.36ﾎﾟｲﾝﾄ R1 -0.31ﾎﾟｲﾝﾄ R5 0.08ﾎﾟｲﾝﾄ Ｄ

児童生徒の体力・運動能力調査における体力合計点の全国平均値と
のかい離（小学5年生（女））（ポイント）

-0.33ﾎﾟｲﾝﾄ R1 -0.42ﾎﾟｲﾝﾄ R5 0.08ﾎﾟｲﾝﾄ Ｄ

児童生徒の体力・運動能力調査における体力合計点の全国平均値と
のかい離（中学2年生（男））（ポイント）

0.08ﾎﾟｲﾝﾄ R1 0.87ﾎﾟｲﾝﾄ R5 0.09ﾎﾟｲﾝﾄ Ａ

児童生徒の体力・運動能力調査における体力合計点の全国平均値と
のかい離（中学2年生（女））（ポイント）

-1.01ﾎﾟｲﾝﾄ R1 -0.62ﾎﾟｲﾝﾄ R5 0.08ﾎﾟｲﾝﾄ Ｄ

2 食育の推進 － 学校給食の地場産農林水産畜産物の利用品目数の割合（％） 40.1％ R2 41.5％ R5 41.5％ Ａ

3 心身の健康を育む学校保健の充実 －

「授業が分かる」と答えた児童生徒の割合（小学５年生）（％） 88.4％ R1 88.3％ R5 90.0％ Ｄ

「授業が分かる」と答えた児童生徒の割合（中学１年生）（％） 88.9％ R1 88.5％ R4 90.0％ Ｄ

「授業が分かる」と答えた児童生徒の割合（高校２年生）（％） 57.5％ R2 56.4％ R5 59.0％ Ｄ

「話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることが
できていると思う」と答えた児童生徒の割合（小学6年生）（％） 73.2％ R1 79.5％ R5 76.0％ Ａ

「話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることが
できていると思う」と答えた児童生徒の割合（中学3年生）（％） 73.2％ R1 80.9％ R5 76.0％ Ａ

全国平均正答率とのかい離（小学6年生）（ポイント） -3.0ﾎﾟｲﾝﾄ R1 -3.5ﾎﾟｲﾝﾄ R5 -0.7ﾎﾟｲﾝﾄ Ｄ

全国平均正答率とのかい離（中学3年生）（ポイント） -3.5ﾎﾟｲﾝﾄ R1 -4.5ﾎﾟｲﾝﾄ R5 -0.8ﾎﾟｲﾝﾄ Ｄ

児童生徒の家庭等での学習時間（小学6年生：30分以上の児童の
割合）（％） 94.0％ R1 86.4％ R5 94.6％ Ｄ

児童生徒の家庭等での学習時間（中学3年生：1時間以上の生徒の
割合）（％） 64.2％ R1 59.4％ R5 68.7％ Ｄ

児童生徒の家庭等での学習時間（高校2年生：2時間以上の生徒の
割合）（％） 19.2％ R2 12.2％ R5 20.0％ Ｄ

英検相当級を取得している生徒の割合（中学3年生（3級程度以
上））（％） 38.3％ R1 43.1％ R5 50.0％ Ｄ

英検相当級を取得している生徒の割合（高校3年生（準2級程度以
上））（％） 36.2％ R1 39.6％ R5 50.0％ Ｄ

3 ＩＣＴ（情報通信技術）教育の推進 － 授業中にＩＣＴを活用して指導することができる教員の割合（％） 66.5％ R1 72.9％ R4 71.0％ Ａ

4
社会形成・社会参加に関する教育（シチ
ズンシップ教育）の推進

－

5 環境教育の推進 －

1
幼児期における「学ぶ土台づくり」の推
進
　　　　　　　　　（義務教育課）

順調
（順調）

平日、子供と触れ合う時間（食事と入浴を除く）について、1時間
以上と答えた保護者の割合（％） 91.6％ R1 90.9％ R5 90％以上 Ａ

2 幼児教育の充実のための環境づくり －
保幼小接続のための「スタートカリキュラム」を作成している市町
村立小学校の割合（％） 17.6％ R2 27.9％ R5 40.0％ Ｄ

3 幼児教育の推進に向けた体制づくり －

小学校から中学校に、「個別の教育支援計画」及び「個別の指導計画」
を引き継いでいる割合（個別の教育支援計画：特別支援学級）（％） 89.3％ R2 88.3％ R5 100.0％ Ｄ

小学校から中学校に、「個別の教育支援計画」及び「個別の指導計画」
を引き継いでいる割合（個別の教育支援計画：通級指導教室）（％） 94.1％ R2 94.8％ R5 100.0％ Ｄ

小学校から中学校に、「個別の教育支援計画」及び「個別の指導計画」
を引き継いでいる割合（個別の指導計画：特別支援学級）（％） 83.6％ R2 86.3％ R5 94.0％ Ｄ

小学校から中学校に、「個別の教育支援計画」及び「個別の指導計画」
を引き継いでいる割合（個別の指導計画：通級指導教室）（％） 77.3％ R2 91.5％ R5 90.0％ Ａ

特別支援学校が主催する研修会への中学校、高等学校教員の受講者
数（人） 214人 R1 53人 R5 220人 Ｄ

特別支援学校の児童生徒が居住地の小・中学校の児童生徒と交流及
び共同学習した割合（％） 12.6％ R2 34.1％ R5 36.0％ Ｂ

2 多様な個性が生かされる教育の推進 －

概ね順調
（概ね順調）

3

いじめ・不登校等への対応、心のケアの
充実

（義務教育課）

概ね順調
（やや遅れている）

1

豊かな人間性と社
会性の育成

（義務教育課）

概ね順調

(やや遅れている)

1
生きる力を育む「志教育」の推進

（義務教育課）

やや遅れている
（やや遅れている）

2 国際理解を育む教育の推進 －

2
健やかな体の育成

（保健体育安全課）

やや遅れている

(やや遅れている)

1
健康な体づくりと体力・運動能力の向上

（保健体育安全課）

やや遅れている
（やや遅れている）

3
確かな学力の育成

（義務教育課）

やや遅れている

(やや遅れている)

1

基礎的・基本的な知識・技能の定着と活
用する力の伸長

（義務教育課）

4
幼児教育の充実

（義務教育課）

概ね順調

（概ね順調）

5

多様なニーズに対
応したきめ細かな
教育の推進

（特別支援教育課）

概ね順調

（概ね順調）

1

一人一人の教育的ニーズに応じた特別支
援教育の推進

（特別支援教育課）

概ね順調
（概ね順調）

【重点的取組１】

【重点的取組２】

【重点的取組３】

【重点的取組４】

【重点的取組５】

【重点的取組６】

【重点的取組７】
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Ⅳ　点検・評価結果及び目標指標等の達成状況一覧

番号
基本方向名

（評価担当課室）
基本方向評価
（前年度評価）

番号
取組名

（評価担当課室）
取組評価

（前年度評価）
目標指標等 初期値

設定
年度

実績値
測定
年度

目標値
（R5）

達
成
度

「地域の行事に参加している」と答えた児童生徒の割合（小学6年
生）（％） 75.0％ R1 58.5％ R5 75.0％ Ｃ

「地域の行事に参加している」と答えた児童生徒の割合（中学3年
生）（％） 53.1％ R1 38.3％ R5 54.0％ Ｄ

「地域社会などでボランティア活動に参加したことがある」と答え
た児童生徒の割合（小学5年生）（％） 33.2％ R2 50.5％ R5 36.0％ Ａ

「地域社会などでボランティア活動に参加したことがある」と答え
た児童生徒の割合（中学1年生）（％） 28.9％ R2 44.9％ R5 32.0％ Ａ

ボランティア活動を実施している公立高等学校の割合（％） 89.6％ R1 71.4％ R4 91.1％ Ｄ

2 文化財の保護と活用 －

大学等への現役進学達成率の全国平均値とのかい離（ポイント） 0.2ﾎﾟｲﾝﾄ R1 1.2ﾎﾟｲﾝﾄ R4 1.4ﾎﾟｲﾝﾄ Ｂ

新規高卒者の就職決定率の全国平均値とのかい離（ポイント） 1.1ﾎﾟｲﾝﾄ R1 1.2ﾎﾟｲﾝﾄ R4 1.0ﾎﾟｲﾝﾄ Ａ

県内の高等学校卒業生が県内に就職した割合（％） 79.6％ R1 78.4％ R5 81.1％ Ｄ

インターンシップやアカデミックインターンシップ等に取り組んで
いる県立高等学校の割合（％） 72.7％ R1 69.2％ R5 78.5％ Ｄ

1
系統的な防災教育の推進
　　　　　　　　　（保健体育安全課）

概ね順調
（概ね順調）

地域住民と連携した避難訓練を実施している学校の割合（％） 47.8％ R1 46.7％ R5 60.0％ Ｄ

2 地域と連携した防災・安全体制の確立 － 地域学校安全委員会等の連絡会議を設置している学校の割合（％） 95.1％ R1 95.4％ R5 100.0％ Ｄ

1
教員の資質能力の総合的な向上
　　　　　　　　　　（教職員課）

概ね順調
（概ね順調）

2 教職員を支える環境づくりの推進 －

3
学びのセーフティネットの構築に向けた
学習環境の整備充実
　　　　　　　　　　（教育企画室）

概ね順調
（概ね順調）

「学校は楽しいと思う」と答えた児童生徒の割合（小学5年生）
（％） 83.0％ R1 86.9％ R5 88.0％ Ｃ

「学校は楽しいと思う」と答えた児童生徒の割合（中学1年生）
（％） 79.4％ R1 82.7％ R4 82.0％ Ａ

保護者等に対して学校公開を実施している学校（小・中）の割合
（小学校）（％） 77.2％ R1 48.5％ R5 80.0％ Ｄ

保護者等に対して学校公開を実施している学校（小・中）の割合
（中学校）（％） 56.7％ R1 35.7％ R5 60.0％ Ｄ

学校関係者評価を広く公表している県立高等学校の割合（％） 77.9％ H30 81.8％ R5 84.0％ Ｃ

学校外の教育資源を活用している公立高等学校の割合（％） 87.2％ R1 79.5％ R4 90.0％ Ｄ

5 学校施設・設備の整備充実 －

6 私学教育の振興 －

朝食を毎日食べる児童の割合（小学6年生）（％） 96.5％ R1 93.9％ R5 97.0％ Ｄ

平日、午後10時より前に就寝する児童の割合（小学5年生）
（％） 67.5％ R1 66.7％ R4 68.0％ Ｄ

平日、午前6時30分より前に起床する児童の割合（小学5年生）
（％） 61.6％ R1 57.5％ R4 63.0％ Ｄ

「家庭教育支援チーム」の活動件数（件） 79件 R1 314件 R5 96件 Ａ

市町村における子育てサポーター及び子育てサポーターリーダーの
活動者数（人） 300人 R1 417人 R5 300人 Ａ

地域学校協働本部がカバーする学校の割合（％） 54.3％ R1 74.6％ R5 65.0％ Ａ

「みやぎ教育応援団」の活用件数（件） 159件 R2 406件 R5 300件 Ａ

3 子供たちが安全で安心できる環境づくり －

1
誰もがいつでも学ぶことができる環境の
充実
　　　　　　　　　　（生涯学習課）

概ね順調
（やや遅れている）

生涯学習プラットフォーム閲覧数（セッション数）（件） 0件 R2 22,712件 R5 36,000件 Ｃ

2 多様な学びによる地域づくり － 市町村社会教育講座の参加者数（人口千人当たり）（人） 744人 H30 373人 R4 750人 Ｄ

3 文化芸術活動の推進 －
みやぎ県民文化創造の祭典参加者の意識の変化（文化芸術が身近な所で様々
な分野に活用され地域の活性化に役立っていると思う人の割合）（％） 27.5％ R2 77.3％ R5 50.0％ Ａ

みやぎ県民文化創造の祭典参加者の意識の変化（不安を抱える方々の心のケ
アのために文化芸術の果たす役割が大切だと思う人の割合）（％） 66.5％ R2 81.4％ R5 77.0％ Ａ

4
スポーツの価値を活用した生涯スポーツ
社会の構築
　　　　　　　　　　（スポーツ振興課）

やや遅れている
（やや遅れている）

総合型地域スポーツクラブの市町村における育成率（％） 77.1％ R2 77.1％ R5 94.3％ Ｄ

5 競技力向上に向けたスポーツ活動の推進 －

6

郷土を愛する心と
社会に貢献する力
の育成

（高校教育課）

概ね順調

（概ね順調）

1
伝統・文化の尊重と郷土を愛する心の育
成

－

3
宮城の将来を担う人づくり

（高校教育課）

概ね順調
（概ね順調）

やや遅れている
（やや遅れている）

9

家庭・地域・学校
が連携・協働して
子供を育てる環境
づくり

（生涯学習課）

概ね順調

（概ね順調）

1
家庭の教育力を支える環境づくり

（生涯学習課）

概ね順調
（概ね順調）

2

地域と学校の新たな連携・協働体制の推
進

（生涯学習課）

概ね順調
（概ね順調）

8

安心して楽しく学
べる教育環境づく
り

（教育企画室）

10

生涯にわたる学
習・文化芸術・ス
ポーツ活動の推進

（教育企画室）

概ね順調

(やや遅れている)

7

命を守る力と共に
支え合う心の育成

（保健体育安全課）

概ね順調

（概ね順調）

概ね順調

（概ね順調）
4

開かれた魅力ある学校づくりの推進

（高校教育課）

【重点的取組８】

【重点的取組９】

【重点的取組１０】

【重点的取組１１】

【重点的取組１２】

【重点的取組１３】

【重点的取組１４】

【重点的取組１５】

【重点的取組１６】
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（参考）目標指標の出典等 

「将来の夢や目標を持っている」と答えた児童生徒の割合 
出   典：宮城県児童生徒学習意識等調査（宮城県） 

指標の対象：仙台市立を除く、公立小・中・義務教育学校  

「人の役に立つ人間になりたいと思う」と答えた児童生徒の割

合 

出   典：全国学力・学習状況調査（文部科学省） 

指標の対象：仙台市立を除く、公立小・中・義務教育学校  

「自分には良いところがあると思う」と答えた児童生徒の割合 
出   典：全国学力・学習状況調査（文部科学省） 

指標の対象：仙台市立を除く、公立小・中・義務教育学校  

体験学習（農林漁業）に取り組む小学校の割合 
出   典：教育課程の実施状況等に関する調査（宮城県） 

指標の対象：仙台市立を除く、公立小・義務教育学校 

不登校児童生徒のうち学習支援を受けている児童生徒の割合 
出   典：宮城県長期欠席状況調査（宮城県） 

指標の対象：仙台市立を除く、公立小・中・義務教育学校  

児童生徒の体力・運動能力調査における体力合計点の全国平均

値とのかい離 

出   典：全国体力・運動能力、運動習慣等調査（スポー

ツ庁） 

指標の対象：公立小・中学校・義務教育学校 

学校給食の地場産農林水産畜産物の利用品目数の割合 
出   典：学校給食実施状況等調査（文部科学省） 

指標の対象：公立小・中学校・義務教育学校 

「授業が分かる」と答えた児童生徒の割合 

出   典：宮城県児童生徒学習意識等調査（宮城県）、公

立高等学校みやぎ学力状況調査（宮城県） 

指標の対象：仙台市立を除く、公立小・中・義務教育学校、高等学校 

「話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりす

ることができていると思う」と答えた児童生徒の割合 

出   典：全国学力・学習状況調査（文部科学省） 

指標の対象：仙台市立を除く、公立小・中・義務教育学校 

全国平均正答率とのかい離 
出   典：全国学力・学習状況調査（文部科学省） 

指標の対象：仙台市立を除く、公立小・中・義務教育学校 

児童生徒の家庭等での学習時間 

出   典：全国学力・学習状況調査（文部科学省）、公立

高等学校みやぎ学力状況調査（宮城県） 

指標の対象：仙台市立を除く、公立小・中・義務教育学校、高等学校 

英検相当級を取得している生徒の割合 

出   典：英語教育実施状況調査（文部科学省） 

指標の対象：仙台市立を除く、公立中・義務教育学校、高等

学校 

授業中にＩＣＴを活用して指導することができる教員の割合 

出   典：学校における教育の情報化の実態等に関する調

査（文部科学省） 

指標の対象：県立中学校、高等学校、特別支援学校 

平日、子供と触れ合う時間（食事と入浴を除く）について、1

時間以上と答えた保護者の割合 

出   典：幼児教育に関わる実態調査（アンケート）（宮

城県） 

指標の対象：国公私立幼稚園、保育所、認定こども園等 

保幼小接続のための「スタートカリキュラム」を作成している

市町村立小学校の割合 

出   典：教育課程の実施状況等に関する調査（宮城県） 

指標の対象：仙台市立を除く、公立小・義務教育学校 

小学校から中学校に、「個別の教育支援計画」及び「個別の指

導計画」を引き継いでいる割合 

出   典：特別支援教育課調べ（宮城県） 

指標の対象：仙台市立を除く、公立小・中・義務教育学校 

特別支援学校が主催する研修会への中学校、高等学校教員の受

講者数 

出   典：特別支援学校におけるセンター的機能に関する

調査（宮城県） 

指標の対象：公立特別支援学校 

特別支援学校の児童生徒が居住地の小・中学校の児童生徒と交

流及び共同学習した割合 

出   典：特別支援教育課調べ（宮城県） 

指標の対象：公立特別支援学校 

「地域の行事に参加している」と答えた児童生徒の割合 
出   典：全国学力・学習状況調査（文部科学省） 

指標の対象：仙台市立を除く、公立小・中・義務教育学校 

「地域社会などでボランティア活動に参加したことがある」と

答えた児童生徒の割合 

出   典：宮城県児童生徒学習意識等調査（宮城県） 

指標の対象：仙台市立を除く、公立小・中・義務教育学校 

ボランティア活動を実施している公立高等学校の割合 
出   典：インターンシップ各活動等の調査（宮城県） 

指標の対象：仙台市立を除く、公立高等学校 
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大学等への現役進学達成率の全国平均値とのかい離 
出   典：学校基本調査（文部科学省） 

指標の対象：公立・私立高等学校 

新規高卒者の就職決定率の全国平均値とのかい離 

出   典：高等学校卒業（予定）者の就職（内定）状況に

関する調査（文部科学省） 

指標の対象：公立・私立高等学校 

県内の高等学校卒業生が県内に就職した割合 
出   典：学校基本調査（文部科学省） 

指標の対象：公立・私立高等学校 

インターンシップやアカデミックインターンシップ等に取り組

んでいる県立高等学校の割合 

出   典：インターンシップ各活動等の調査（宮城県） 

指標の対象：県立高等学校 

地域住民と連携した避難訓練を実施している学校の割合 

出   典：学校安全に係る調査（宮城県） 

指標の対象：仙台市立を除く、公立幼稚園、小・中・義務教

育学校、高等学校、特別支援学校 

地域学校安全委員会等の連絡会議を設置している学校の割合 

出   典：学校安全に係る調査（宮城県） 

指標の対象：仙台市立を除く、公立幼稚園、小・中・義務教

育学校、高等学校、特別支援学校 

「学校は楽しいと思う」と答えた児童生徒の割合 
出   典：宮城県児童生徒学習意識等調査（宮城県） 

指標の対象：仙台市立を除く、公立小・中・義務教育学校 

保護者等に対して学校公開を実施している学校（小・中）の割

合 

出   典：教育課程の実施状況等に関する調査（宮城県） 

指標の対象：仙台市立を除く、公立小・中・義務教育学校 

学校関係者評価を広く公表している県立高等学校の割合 

出   典：学校評価等実施状況調査（文部科学省）、学校

評価等に係る実施状況調査（宮城県） 

指標の対象：県立高等学校 

学校外の教育資源を活用している公立高等学校の割合 
出   典：インターンシップ各活動等の調査（宮城県） 

指標の対象：仙台市立を除く、公立高等学校 

朝食を毎日食べる児童の割合（小学6年生） 
出   典：全国学力・学習状況調査（文部科学省） 

指標の対象：仙台市立を除く、公立小・義務教育学校 

平日、午後10時より前に就寝する児童の割合（小学5年生） 
出   典：宮城県児童生徒学習意識等調査（宮城県） 

指標の対象：仙台市立を除く、公立小・義務教育学校 

平日、午前6時 30分より前に起床する児童の割合（小学5年

生） 

出   典：宮城県児童生徒学習意識等調査（宮城県） 

指標の対象：仙台市立を除く、公立小・義務教育学校 

「家庭教育支援チーム」の活動件数 

出   典：市町村における家庭教育支援チーム設置状況調

査（宮城県） 

指標の対象：県内全35市町村 

市町村における子育てサポーター及び子育てサポーターリーダ

ーの活動者数 

出   典：生涯学習課調べ（宮城県） 

指標の対象：県内全35市町村 

地域学校協働本部がカバーする学校の割合 

出   典：コミュニティ・スクール及び地域学校協働活動

実施状況調査（文部科学省） 

指標の対象：仙台市立を除く、公立小・中・義務教育学校 

「みやぎ教育応援団」の活用件数 
出   典：団員活動状況調査（宮城県） 

指標の対象：仙台市立を除く、公立小・中・義務教育学校 

生涯学習プラットフォーム閲覧数（セッション数） 出   典：生涯学習課調べ（宮城県） 

市町村社会教育講座の参加者数（人口千人当たり） 出   典：市町村別社会教育事業実績調査（宮城県） 

みやぎ県民文化創造の祭典参加者の意識の変化（文化芸術が身近な所で

様々な分野に活用され地域の活性化に役立っていると思う人の割合） 
出   典：消費生活・文化課調べ（宮城県） 

みやぎ県民文化創造の祭典参加者の意識の変化（不安を抱える方々の心

のケアのために文化芸術の果たす役割が大切だと思う人の割合） 
出   典：消費生活・文化課調べ（宮城県） 

総合型地域スポーツクラブの市町村における育成率 
出   典：スポーツ振興課調べ（宮城県） 

指標の対象：県内全35市町村 
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基本方向　１ 豊かな人間性と社会性の育成

◇宮城県独自の取組である「志教育」を一層推進し、社会性や勤労観、職業観の涵養を図るとともに、「志教育」を通して何
事にも確かな意欲を持って取り組むことにより、知・徳・体のバランスの取れた人格の形成を促し、生きる力を育む。
◇道徳教育や様々な体験活動、文化活動、読書活動等を通して、自他の命を大切にし、互いに尊重し合う心や社会の一
員としての規範意識、美しいものや自然に感動する心など、豊かな心を育む。
◇喫緊の課題である、いじめ、不登校等について、関係機関との連携を一層強化するとともに、関係者がチームとして、未
然防止、早期発見・早期対応に取り組む。また、震災による様々な環境の変化などに伴う子供たちの心のケアに、きめ細か
く対応する。

・取組1「生きる力を育む『志教育』の推進」では、予測が困難
な時代の中で、持続可能な社会の担い手として、将来の宮
城を支え、発展させる人材を育成するには、小・中・高等学
校等の全時期を通じて、人や社会と関わる中で社会性や勤
労観を養い、集団や社会の中で果たすべき自己の役割を考
えさせながら、将来の社会人としてのより良い生き方を主体
的に求めさせていく志教育の一層の推進が必要である。

・取組2「思いやりがあり感性豊かな子供の育成」では、児童
生徒の規範意識や道徳的実践力を育てる道徳教育の推進
を図るとともに、学校と地域が一体となり、様々な体験活動を
通して、思いやりがあり感性豊かな児童生徒を育んでいく必
要がある。

・取組3「いじめ・不登校等への対応、心のケアの充実」では、
不登校児童生徒数のうち学習支援を受けている児童生徒の
割合は小・中学校とも増加しているが、不登校児童生徒一人
一人の実態に即した支援となるように更なる取組の推進が必
要である。また、児童生徒が抱えている問題が複雑化、多様
化してきており、学校だけでは解決困難な課題も想定される
ことから、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワー
カー等の資質向上が求められる。

・志教育推進地区を指定し、家庭や地域における志教育の
理解促進を進めていくとともに、産業界との連携・協働によ
り、地域を支える人材の育成・確保を図っていく。高校では
「みやぎ高校生フォーラム」において、日々の学習や経験等
を通じ醸成した志や将来への思いを共有し、自ら社会で果た
すべき役割を考える機会を設けることで、社会人としての基
礎力を育む。

・道徳教育推進協議会（年3回）を開催し、道徳教育の在り方
や研究指定校の取組について協議するとともに、指導主事
学校訪問や各種研修会を通じてその内容を広く周知する。

・すべての児童生徒にとって「どこにいても誰かとつながって
いる」という安心感が持てるよう、学校内外での居場所づくりと
相談できる体制づくりを推進する。各職能団体の協力による
研修の充実及び県のスーパーバイザーからの指導・助言等
により、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー
の資質向上を図る。

1-1

1-2

生きる力を育む「志教育」の推進【重点的取組１】 概ね順調

　志教育の意義等は県内に広く浸透しており、小・中・高等学校等では全体計画及び年間指導計画も整備されて
いるので、目標値の達成に向け、今後はその内容を精査し、実践活動が児童生徒の興味や関心、課題意識に即し
て、探究的なものとなるよう見直しを図る必要がある。現状に応じた志教育の普及・啓発、道徳教育の推進を図った
ことにより、目標指標については、実績値を概ね高い数値で維持することができたことから、本取組を「概ね順調」と
評価した。

取組の名称と成果の検証 取組評価

課題

方向性

思いやりがあり感性豊かな子供の育成【重点的取組２】 概ね順調

　豊かな心を育てる研究指定校での公開研究会の開催、道徳推進協議会の実施、指導主事学校訪問などを通し
て、児童生徒の規範意識や道徳的実践力を育てるための方策について市町村教育委員会や学校への啓発を
図った。また、「みやぎアドベンチャープログラム（MAP）」に係る研修会や各自然の家における自然環境を生かした
体験活動の実施、ジュニア・リーダー育成研修会の開催などを通して、児童生徒の豊かな人間性や社会性を育む
取組は引き続き継続され、体験の機会は増加してきた。目標値との間には乖離が見られるものの、令和5年度の実
績値（83.3％）は、令和4年度（81.9％）より上昇していることと、目標指標以外の実績の積み上げが図られていること
から、本取組を「概ね順調」と評価した。

課題解決に向けた対応方針

基本方向を構成する取組の成果及び評価

番号

基本方向を推進する上での課題と対応方針

1-3

いじめ・不登校等への対応、心のケアの充実【重点的取組３】 概ね順調

　いじめ対策、不登校児童生徒への支援、心のケアの充実に向けた体制を整備し、取組を推進してきたところ、共
に学ぶ教育環境の整備が図られたほか、相談・支援体制の維持・継続及びICT環境の充実も伴い、学習支援を受
けている不登校児童生徒の割合が小・中学校ともに増加するなど、多様なニーズに応じた体制整備が進んでいると
考える。また、「学校が楽しいと思う」と答えた児童生徒も増加しており、これらのことから、本取組を「概ね順調」と評
価した。本取組については、目標値に達しない指標もあることから、いじめ及び問題行動等の予防にもつながる「魅
力ある・行きたくなる学校づくり」「一人一人の居場所づくり」を一層推進していくとともに、児童生徒一人一人の実態
に即した支援となるような指導の質の向上を図っていく必要があると考える。
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学識経験者の意見

・評価は、特に複雑かつ多様な背景を有する重点的取組3において環境整備や支援体制の充実の成果が出ており、昨年
度の「やや遅れている」から「概ね順調」へと変更された点は、妥当である。
・重点的取組1の目標指標と対応方針の整合性は、ややわかりにくい。特に目標指標でＤとなった「自分には良いところがあ
ると思う」と答えた児童生徒の割合については、道徳教育の推進のみでなく、教員の日々の授業実践と学級経営の充実が
重要である。教員の日常的な研究活動の質向上に向けて、環境整備、人員確保等の支援が必要ではないか。
・目標指標が改善傾向にある重点的取組3においても同様であり、依然としていじめや不登校の出現率が高く、実態や課題
は「学校は楽しいと思う」と答えた児童生徒の数値で把握・評価することが可能であるのか、検討していただきたい。「『主体
的・対話的で深い学び』の実現に向けた授業の実践や互いに認め合う学級づくり」が「魅力ある・行きたくなる学校づくり」へ
とつながることから、取組1と同様に、教員の日常的な実践・研究の充実に向けた支援（時間・人員確保・校内研修の充実）
が重要ではないか。
・重点的取組2の取組2には、道徳教育・自然体験活動・読書活動の推進が含まれているが、目標指標（体験学習（農林漁
業）に取り組む小学校の割合）と取組の対応関係が不明確ではないか。また、三つの活動の推進の関係や連動性が見えに
くい。

＜意見に対する今後の対応方針＞
・「分かる授業」の実践や、互いに認め合う学級づくり、道徳教育、学校行事を含む特別活動等の体験活動などを通して、よ
り良い人間関係づくりに取り組むことで、自己肯定感や自己有用感を育み、児童生徒の学校生活に対する充実感が高まる
ものと考える。児童生徒にとって居場所のある安心して通える「魅力ある・行きたくなる」学校づくりを進められるよう、教育相
談体制の充実とともに、研修の充実等、教員の日常的な実践・研究の充実に向けた支援に努めていきたい。
・いじめ問題や学校に登校していない児童生徒に対する支援については、安心して学べる学習環境の整備が重要だと考
える。そのため、児童生徒にとって「魅力ある・行きたくなる学校づくり」を推進することが、いじめ問題等への対応につなが
ると考え、重点的取組3においては本目標指標を設定している。今後も、各学校の取組を児童生徒の視点で見直し、改善
を図り、児童生徒にとって魅力ある・行きたくなる学校づくりの取組の普及に努めていきたい。
・重点的取組2については、設定されている目標指標だけでは、施策の成果を十分に把握することができないことから、今
後、目標指標を再検討するなかで、分かりやすい目標値への見直しを検討していく。

成果の検証を踏まえた基本方向評価 概ね順調

方向性に対する
成果の検証

　「豊かな人間性と社会性の育成」に関して、志教育の推進については、その意義等が県内に広く浸透
し、県内公立各学校で全体計画及び年間指導計画が整備され、地域の実情に応じた志教育の推進を
図ったことにより、目標指標の実績値を初期値からほぼ維持することができた。今後は小・中・高等学校
等の全時期を通じて、人や社会と関わる中で社会性や勤労観を養い、集団や社会の中で果たすべき自
己の役割を考えさせながら、将来の社会人としてのより良い生き方を主体的に求めさせていく志教育の
一層の推進が求められる。
　思いやりがあり感性豊かな子供の育成については、道徳教育推進協議会の開催や、豊かな心を育て
る研究指定校での公開研究会の開催、指導主事学校訪問などを通して、児童生徒の規範意識や道徳
的実践力を育てるための方策について市町村教育委員会や学校への啓発を図ることができた。今後も
学校と地域が一体となり、様々な体験活動を通して、思いやりがあり感性豊かな児童生徒を育んでいく必
要がある。
　いじめ対策、不登校児童生徒等への支援、心のケアの充実に向けた体制整備については、共に学ぶ
教育環境の整備が図られ、学習支援を受けている不登校児童生徒の割合が増加するなど、多様なニー
ズに応じた体制整備が進んだ。また、「学校が楽しいと思う」と答えた児童生徒は、小学校では目標値に
届かなかったものの、小・中学校ともに昨年度より増加した。今後も、いじめ及び問題行動等の予防にも
つながる「魅力ある・行きたくなる学校づくり」「一人一人の居場所づくり」を一層推進していくとともに、児
童生徒一人一人の実態に即した支援となるような指導の質の向上を図っていく必要があると考える。

　以上のことから、目標値に届かない指標も見られるが、各取組は「概ね順調」であり、着実に成果が見ら
れることから、本取組を「概ね順調」と評価した。
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基本方向１

成果の検証を踏まえた取組評価 概ね順調

・「将来の夢や目標を持っている」と答えた児童生徒の割合
は、高い水準で推移しているものの、小学校で目標値には到
達していない。なお、中学校では令和5年度から調査対象学
年を中学2年生に変更したため、令和5年度の中学1年生の
実績値を測定していない。「自分には良いところがあると思う」
と答えた児童生徒の割合は昨年度より上昇しているが、小学
校で目標値には届いていない。

・予測が困難な時代の中で、持続可能な社会の担い手とし
て、将来の宮城を支え、発展させる人材を育成するには、
小・中・高等学校等の全時期を通じて、人や社会と関わる中
で社会性や勤労観を養い、集団や社会の中で果たすべき自
己の役割を考えさせながら、将来の社会人としてのより良い
生き方を主体的に求めさせていく志教育の一層の推進が必
要である。

・道徳科の授業改善の推進を図るとともに、教育活動全体を
通して児童生徒が互いに関わり合ったり、その活躍を教師が
積極的に認め励ます取組を積み重ねたりすることで、児童生
徒の自己肯定感の向上を目指していく。

・志教育推進地区を指定し、家庭や地域における志教育の
理解促進を進めていくとともに、産業界との連携・協働によ
り、地域を支える人材の育成・確保を図っていく。また、高校
では「みやぎ高校生フォーラム」において、日々の学習や経
験等を通じ醸成した志や将来への思いを共有し、自ら社会
で果たすべき役割を考える機会を設けることで、社会人とし
ての基礎力を育む。

取組を推進する上での課題と対応方針

　志教育の意義等は県内に広く浸透し、小・中・高等学校等では全体計画及び年間指導計画が整備さ
れているものの、目標値の達成に向け、今後はその内容を精査し、実践活動が児童生徒の興味や関
心、課題意識に即して、探究的なものとなるよう見直しを図る必要がある。現状に応じた志教育の普及・
啓発、道徳教育の推進を図ったことにより、目標指標については、実績値を概ね高い数値で維持するこ
とができたことから、本取組を「概ね順調」と評価した。

成果の検証

課題 課題解決に向けた対応方針

1-1

1-2

2-1

「将来の夢や目標を持っている」と答えた児童生徒の割
合（小学5年生）（％）

「将来の夢や目標を持っている」と答えた児童生徒の割
合（中学1年生）（％）

「人の役に立つ人間になりたいと思う」と答えた児童生
徒の割合（小学6年生）（％）

95.0%
(令和5年度)

80.0%
(令和5年度)

77.1%

93.8%

3-1
「自分には良いところがあると思う」と答えた児童生徒の
割合（小学6年生）（％）

2-2
「人の役に立つ人間になりたいと思う」と答えた児童生
徒の割合（中学3年生）（％）

取組　１ 生きる力を育む「志教育」の推進【重点的取組１】

◇小・中学校においては、志教育推進地区として大崎市を指定し、各中学校区における特色を踏まえた志教育を推進し
た。地域の活性化を目指したまちづくり学習や、将来の生き方について考えるキャリアセミナー等の活動を通して、将来の
社会人としての自己を見据え、社会性や勤労観を育んだ。それらの成果は「大崎市の取組」として公開した。「人の役に立
つ人間になりたい」と答えた児童生徒の割合は継続して高い値を維持している。
◇道徳科の授業の在り方や、「みやぎの先人集『未来への架け橋』」等の活用や授業づくりについての理解を深めるため
に、道徳教育推進協議会を開催した。また、志教育の基底をなす道徳教育の充実を図るため、志津川小学校を指定校とし
て公開研究会を行い、その成果を県内外に発信した。
◇高等学校においては、人としての在り方、生き方を考え、勤労観や社会性を養い、将来目指すべき職業人、社会人として
の姿について生徒が考える機会を設けることにより、規範意識を身に付けさせるとともに、社会人としての基礎力を育むた
め、マナーアップキャンペーン（4～5月、10月）、マナーアップ推進校の指定（県内全ての高等学校）、みやぎ高校生フォー
ラム（1月28日　73校参加）、マナーアップ・フォーラム（10月30日、72校参加）を実施した。

主な取組
内容

◇各学校において全体計画及び年間指導計画を作成し、創意工夫を生かしながら「志教育」の実践化を図
るとともに、児童生徒の発達段階に応じ、系統的な教育活動を通じて「志教育」を一層推進する。
◇「志教育」推進地区を指定し、小・中・高等学校及び特別支援学校間で連携した取組や地域社会と連携し
た取組を推進するとともに、推進地区の指定及び推進会議の開催やみやぎ高校生フォーラムの開催などに
より、一層の「志教育」の普及・啓発を図る。
◇本県ゆかりの先人の生き方をまとめた「みやぎの先人集『未来への架け橋』」や先人集の教師用指導資料
等の活用促進を図り、各学校における「志教育」の実践化に向けて支援する。

(令和元年度)

(令和4年度)
95.6%

(令和5年度)

78.8%
(令和元年度)

69.8%
(令和元年度)

初期値

取組の成果

(令和元年度)

実績値
（測定年度）

88.5%
(令和5年度)

78.3%

（設定年度）
90.6%

(令和元年度)
81.3%

A

進捗割合型Ⅰ

達成
現状維持型Ⅰ

95.3%
(令和元年度)

83.0%

A

D

達成度

D

D

【進捗割合型】A：達成率100％以上   B：達成率80％以上～100％未満　 C：達成率60％以上～80％未満　D：達成率60％未満

　　　　　　　 【現状維持型】A：達成率100％以上   B：達成率80％以上～100％未満　 C：達成率60％以上～80％未満　D：達成率60％未満

A
(令和5年度)

3-2
「自分には良いところがあると思う」と答えた児童生徒の
割合（中学3年生）（％）

達成
進捗割合型Ⅰ

76.0%

■達成度

達成
進捗割合型Ⅰ

未達成
進捗割合型Ⅰ

目標指標等
達成状況
目標指標の種別

未達成
進捗割合型Ⅰ

未達成

目標値
(令和5年度）

92.0%

94.0%

83.0%

95.0%
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基本方向１

取組　２ 思いやりがあり感性豊かな子供の育成【重点的取組２】

主な取組
内容

◇道徳推進協議会や道徳教育指導者研修会の開催のほか、豊かな心を育む研究指定校での公開研究会
の開催などを通して、発達の段階に応じた道徳教育の充実を図る。
◇「みやぎアドベンチャープログラム（MAP）」などを通して、児童生徒のコミュニケーション能力の育成に取り
組む。
◇自然の家等での交流・体験活動や読書活動を促進し、子供たちの豊かな人間性や社会性を育む。

目標指標等 達成度
（設定年度） （測定年度） (令和5年度） 目標指標の種別

(令和4年度)
未達成

進捗割合型Ⅰ

初期値 実績値 目標値 達成状況

成果の検証を踏まえた取組評価 概ね順調

・児童生徒の規範意識や道徳的実践力を育てる道徳教育の
推進を図るとともに、学校と地域が一体となり、様々な体験活
動を通して、思いやりがあり感性豊かな児童生徒を育んでい
く必要がある。

・コロナウイルス感染症の影響もあり、室内にてメディアに関
わる時間が増加したことや学校行事において宿泊を伴う合宿
等が短縮するなど、子どもが自然に関わる時間が減ってきて
いる。

・学校においては、若い教員が増え、自然体験活動の指導・
支援の経験やスキルが十分でない教職員に対しての事前指
導を含めたサポートが必要である。

・県内の子供を取り巻く読書環境は地域によって様々であ
り、その環境と子供の読書状況には、少なからず相関性があ
ることが各種読書調査により分かったことから、地域の実情に
応じた事業に主軸を置き取り組んでいく必要がある。

・道徳教育推進協議会（年3回）を開催し、道徳教育の在り方
や研究指定校の取組について協議するとともに、指導主事
学校訪問や各種研修会を通じてその内容を広く周知する。

・教職経験者が社会教育主事として常勤している自然の家
のメリットを最大限に生かし、学校教育や地域社会と関係を
密にしながら、自然体験、生活体験、共同体験を主とした教
育活動を展開していくことにより、心豊かでたくましい宮城の
子どもを育んでいく。

・若い教員や自然体験活動の指導経験が十分でない教職員
に対して、事前利用研修会や指導者説明会、野外活動指導
者研修会等の指導者向け研修会の参加を促進する。

・公募型の子供読書活動連携研修会の開催回数を増やし、
希望市町村のニーズや実態に即した研修会をコーディネー
トする。

取組を推進する上での課題と対応方針

　豊かな心を育てる研究指定校での公開研究会の開催、道徳推進協議会の実施、指導主事学校訪問
などを通して、児童生徒の規範意識や道徳的実践力を育てるための方策について市町村教育委員会
や学校への啓発を図った。また、「みやぎアドベンチャープログラム（MAP）」に係る研修会や各自然の家
における自然環境を生かした体験活動の実施、ジュニア・リーダー育成研修会の開催などを通して、児
童生徒の豊かな人間性や社会性を育む取組は継続され、体験の機会は増加してきた。目標値との間に
は乖離が見られるものの、令和5年度の実績値（83.3％）は、令和4年度（81.9％）より上昇していること、
目標指標以外の実績の積み上げが図られていることから、本取組を「概ね順調」と評価した。

◇道徳教育の実践研究を行うために、南三陸町立志津川小学校を研究指定校として指定し、その成果を公開研究会等を
通じて普及した。また、道徳教育推進協議会を年3回開催し、道徳教育の在り方や研究指定校の取組について協議すると
ともに、指導主事学校訪問等を通じて規範意識や道徳的実践力を育てるための方策について市町村教育委員会や学校
に周知した。
◇令和5年度は、MAP体験会（2回）、MAP講習Ⅰ～Ⅲの計5回の研修会を実施した。MAP研修Ⅲでは、学び直しの機会創
出や研修の質の向上を目的に中央から専門講師を招いての研修会を実施した。定員を超える参加申し込みがあり、コロナ
禍以降学級における児童生徒の豊かな人間関係づくりやコミュニケーション能力の育成に役立てようとする教職員のニーズ
も徐々に高まっている。
◇自然の家については、コロナ禍で制限した事業の定員や宿泊利用者人数を通常に戻し、前年度比で約1万人の利用者
増となった。
◇自然の家では「人と自然の交流事業」を9件実施し、志津川自然の家で行った「親子でウィンターチャレンジ」では12組24
名の親子が、林業体験や漁業体験、創作活動等を通して海と山のつながりや自然のすばらしさを学び、五感をフルに使っ
た感動体験を親子で共有した。また、不登校児童生徒を対象とした自立支援事業や心のケアハウス、けやき教室等と連携
した取組も行っており、子どもたちに自然体験と共同体験を中心とした多様な学びの機会を提供しており、自然の中で生き
生きとした子どもたちの活動や笑顔を創出している。
◇市町村における子ども読書活動推進の活性化を図るための「市町村子供読書活動関係職員研修会」を実施し、25人が
参加した。また、「みやぎ子供読書活動推進担い手交流会」を北部地区で2回実施し、合計46人が参加した。県の子供読書
活動の状況把握や市町村担当職員と図書館職員の情報交換ができ、読み聞かせボランティア等の読書活動担い手として
のモチベーション維持・向上に寄与した。

成果の検証

課題 課題解決に向けた対応方針

1 体験学習（農林漁業）に取り組む小学校の割合（％）

取組の成果

D

■達成度【進捗割合型】A：達成率100％以上   B：達成率80％以上～100％未満　 C：達成率60％以上～80％未満　D：達成率60％未満

　　　　　　　 【現状維持型】A：達成率100％以上   B：達成率80％以上～100％未満　 C：達成率60％以上～80％未満　D：達成率60％未満

88.4% 83.3%
89.0%

(令和元年度)
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基本方向１

◇魅力ある・行きたくなる学校づくりを推進するため、4市町を推進地区として指定し、年3回の児童生徒への意識調査をもと
にした「居場所づくり」「絆づくり」に取り組んだ結果、中学校においては、推進地区すべての拠点校で、新規不登校児童生
徒数が減少した。
◇不登校及び不登校傾向にある児童生徒の学習支援と自立支援を図るため、24市町38校（小9校、中29校）が「不登校等
児童生徒学び支援教室」の実践校となり、児童生徒を支援したことで、学び支援教室に在籍する児童生徒の出席率が向上
した。
◇スクールカウンセラーを全公立小学校229校、中学校125校、義務教育学校4校、県立高等学校73校に配置するととも
に、スクールソーシャルワーカーを34市町村に延べ67人、県立高等学校46校に27人配置したほか、スーパーバイザーを義
務教育課に2人、高校教育課に1人配置し、相談・支援体制を維持・継続させることで、児童生徒の心のケア及び問題行動
等の改善や未然防止につなげた。
◇スクールロイヤーを活用したいじめ予防教室を39校52回開催し、児童生徒のいじめに対する理解の深化につながった。
◇33市町村が設置する「みやぎ子どもの心のケアハウス」の教育支援センターとしての機能を強化するために運営支援を
行い、不登校児童生徒のうち学習支援を受けている児童生徒の割合が増加した。
◇義務教育課内に心のサポート専門監を配置するとともに、「心のケア・いじめ対策・不登校児童生徒等支援プロジェクト
チーム」を組織し、情報を集約・一元化することにより、必要な関係機関に迅速かつ適切につなぐ体制が整備されている。
相談では、フローの共通理解と関係機関の連携により、傾聴にとどまらない一歩踏み込んだ支援につながった。

主な取組
内容

取組の成果

◇「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業の実践や互いに認め合う学級づくり、道徳教育、学校
行事を含む特別活動等の体験活動などを通してより良い人間関係づくりに取り組み、全ての児童生徒にとっ
て魅力ある行きたくなる学校づくりを目指す。
◇不登校の状態から学校復帰を希望する児童生徒や教室で過ごすことに不安を抱える児童生徒の校内に
おける居場所をつくることで、一人一人の状況に寄り添った支援の充実を図る。
◇県内全ての公立小・中学校及び県立高等学校にスクールカウンセラーを配置・派遣するほか、各学校に
おいてスクールソーシャルワーカーや心のケア支援員等の活用を図るとともに、教職員の生徒指導や教育相
談に関する専門的・実践的な研修を実施し、教育相談体制の充実を図る。
◇いじめ等の諸課題への対応として、子どもの最善の利益を守るため、学校が適切に対応できるよう法的視
点から助言するスク－ルロイヤーを活用し、学校の対応力の向上を図る。
◇市町村が設置するけやき教室や「みやぎ子どもの心のケアハウス」に支援員やボランティアを派遣するとと
もに、不登校児童生徒の社会的自立や自らの意思で学校復帰を希望する児童生徒の支援を目的として市
町村が行う体制整備を支援する。
◇教育機会確保法の趣旨を踏まえ、民間施設を含めた様々な関係機関等と連携しながら、不登校児童生
徒が「どこにいても、誰かとつながっている」ことを大切にした支援を推進する。

(令和元年度) (令和4年度)
不登校児童生徒のうち学習支援を受けている児童生徒
の割合（中学生）（％）

72.6% 89.5%
(令和元年度) (令和4年度)

83.0% 86.9%

取組　３ いじめ・不登校等への対応、心のケアの充実【重点的取組３】

（設定年度） （測定年度） (令和5年度）

68.5% 93.7%

Ｂ

2-1
「学校は楽しいと思う」と答えた児童生徒の割合（小学5
年生）（％）【再掲】

88.0% Ｃ
(令和元年度) (令和5年度)

未達成
進捗割合型Ⅰ

A
(令和元年度) (令和4年度)

　　　　　　　 【現状維持型】A：達成率100％以上   B：達成率80％以上～100％未満　 C：達成率60％以上～80％未満　D：達成率60％未満

【進捗割合型】A：達成率100％以上   B：達成率80％以上～100％未満　 C：達成率60％以上～80％未満　D：達成率60％未満■達成度

2-2
「学校は楽しいと思う」と答えた児童生徒の割合（中学1
年生）（％）【再掲】

79.4% 82.7%
82.0%

達成
進捗割合型Ⅰ

目標指標等
初期値 実績値 目標値

達成度
達成状況
目標指標の種別

1-1
不登校児童生徒のうち学習支援を受けている児童生徒
の割合（小学生）（％）

87.0% A

1-2 91.0%

達成
進捗割合型Ⅰ

未達成
進捗割合型Ⅰ
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成果の検証

課題 課題解決に向けた対応方針

成果の検証を踏まえた取組評価 概ね順調

・児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題の調
査では、依然として不登校児童生徒の出現率が高い。児童
生徒が抱えている問題が複雑化、多様化してきており、学校
だけでは解決が困難な課題も多く想定されることから、専門
的な見地や外部機関との連携による対応など、継続的な心
のケアとスクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー
の資質向上が求められる。

・暴力行為やいじめ等の問題行動に対応するため、学校を
支援する体制づくりや家庭や地域、外部専門家等の関係機
関と連携しながら、未然防止、早期発見、早期解決に向けた
一層の取組が必要である。

・急激な社会変化の中で、インターネット上でのいじめの増
加等、いじめの問題はますます複雑化・潜在化しており、いじ
めの未然防止、早期発見、早期解決に向けた教職員の指導
力向上が求められる。

・不登校児童生徒数のうち学習支援を受けている児童生徒
の割合は小・中学校とも増加しているが、児童生徒一人一人
の実態に即した支援となるように更なる取組の推進が必要で
ある。

・児童生徒へのきめ細かな心のケアに取り組むため、スクー
ルカウンセラーやスクールソーシャルワーカーの全県への配
置・派遣の維持に努めながら、子供たちが安心して相談でき
る体制づくりを継続する。資質向上に向けては、各職能団体
の協力の下、研修の充実や、経験年数に応じた研修会を実
施するとともに、県のスーパーバイザー等が指導・助言を行う
ことで、より良い支援が行える人材の育成に努める。

・スクールロイヤーによるいじめ予防教室やいじめ防止研修
会の実施拡充を図り、いじめ予防教育の推進と解決支援の
充実を目指す。

・令和6年に作成した「1人1台時代のメディアとのつきあい方
ガイドブック」の活用を促し、情報リテラシー教育に係る教職
員の指導力向上に努める。

・令和5年に作成した「学校以外の場で学ぶ児童生徒を支援
するための連携に関するガイドライン」の活用を促し、すべて
の児童生徒に対する「居場所づくり」と、「学校の内外で相談
できる体制づくり」を推進する。

取組を推進する上での課題と対応方針

　いじめ対策、不登校児童生徒への支援、心のケアの充実に向けた体制を整備し、取組を推進してきた
ところ、共に学ぶ教育環境の整備が図られたほか、相談・支援体制の維持・継続及びICT環境の充実も
伴い、学習支援を受けている不登校児童生徒の割合が小・中学校ともに増加するなど、多様なニーズに
応じた体制整備が進んでいると考える。また、「学校が楽しいと思う」と答えた児童生徒も増加しており、こ
れらのことから、本取組を「概ね順調」と評価した。本取組については、目標値に達しない指標もあること
から、いじめ及び問題行動等の予防にもつながる「魅力ある・行きたくなる学校づくり」「一人一人の居場
所づくり」を一層推進していくとともに、児童生徒一人一人の実態に即した支援となるような指導の質の向
上を図っていく必要があると考える。
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　【取組を構成する事業一覧】
基本方向１　豊かな人間性と社会性の育成

①　生きる力を育む「志教育」の推進【重点的取組１】 

②　思いやりがあり感性豊かな子供の育成【重点的取組２】 

区分 事業名 担当課室

01

☆
◎

志教育支援事業

義務教育課

02

◎

高等学校「志教
育」推進事業

高校教育課

03

◎

進路達成支援事
業

高校教育課

04

◎

みやぎ若者活躍
応援事業

共同参画社
会推進課

05 みやぎアドベン
チャープログラ
ム事業 生涯学習課

義務教育課
高校教育課

06 市町村子ども読
書活動支援事業 生涯学習課

07

◎

教育旅行誘致促
進事業

観光政策課

08 みやぎの田園環
境教育支援事業
【非予算的手法】

農村振興課

09

◎

むらまち交流拡
大推進事業

農山漁村な
りわい課

　　　　　　　　◎　：新・宮城の将来ビジョン実施計画における「新・宮城の将来ビジョン推進事業」
　　　　　　［復サ］：新・宮城の将来ビジョン実施計画における「復興・サポート事業」
　　　　　　　　☆　：第２次アクションプランにおける「令和５年度　特に注力する事業」

　児童生徒の豊かな人間関係の構築に向け、みやぎアドベンチャープログラム（ＭＡＰ）を
展開するための指導者の養成や研修を進める。また、ＭＡＰの手法を取り入れた教育活動を
推進し、震災後の児童生徒の心のケアや困難・危機を共に乗り越えるための望ましい人間関
係の構築を目指し、児童生徒一人一人の心の復興を図る。

　子どもの読書活動を推進するため、読書環境の整備や読書活動の習慣化に向けた取組の推
進、学校や地域における子ども読書活動の核となる担い手の育成支援などを行う。

　産業観光や自然体験等の県内旅行素材の情報収集を行い、ガイドブックやウェブサイトに
より情報を発信するとともに、探求やＳＤＧｓ等のテーマに沿った体験プログラムの磨き上
げを行う。
　また、学校訪問等による誘致活動を強化する。
＜令和5年度の主な実績＞
　教育旅行等コーディネート支援センターによるマッチング支援(113件延べ4,950人)や県外
の学校関係者等を対象としたセミナーの開催、教育旅行バス助成金(269件)等により教育旅行
の誘致強化につなげた。

　農業・農村の持つ魅力を伝えるとともに、地域環境保全等に対する意識の醸成を図るた
め、地域や学校教育との連携・協働による農村環境保全活動を支援する。

　高校生に対して自らが社会でどのような役割を果たすべきかを考えさせ、志を持って高校
生活を送ることができるよう支援する。模擬面接等により内定率の持続や定着率の向上を目
指す。
＜令和5年度の主な実績＞
　就職希望の生徒に対して試験前から入社まで系統的に支援し、保護者へは高校生の就職環
境の理解を図ることで定着率向上に寄与した。※就職内定率97.5%（R5.2末）（昨年度 97.3%
（R4.2末））

 宮城の次代を担うリーダー養成塾の開催や青少年の意見表明機会の提供により、青少年の育
成並びに社会参加及び活躍を促進し、地方創生に資する人材の育成を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　中学生を対象にネクストリーダー養成塾を開催し、48人が参加するとともに、青少年意見
募集事業を実施し94人が意見を表明するなど、地域で主体的に活躍できる人材の育成につな
がった。

　田植えや稲刈りなどの農山漁村体験等による都市と農山漁村の交流拡大を推進するため、
農山漁村体験受入団体等の情報発信や受入団体等の人材育成及び受入環境の整備などを支援
する。
＜令和5年度の主な実績＞
　県内2地域にアドバイザーを派遣(計6回)し、直売所の経営改善や地域の交流体制の強化を
支援した。また、農泊地域の課題に応じた農泊セミナー（研修会・交流会）を3回（参加者34
名）開催し、人材育成を図った。

事業概要

　東日本大震災の経験を踏まえ、児童生徒が社会において果たすべき自己の役割を考え、 自
ら生き方を主体的に追求するよう促し、 社会人・職業人として生涯にわたって自立する上で
必要な能力や態度を育てる。
＜令和5年度の主な実績＞
　児童生徒が集団や社会の中で果たすべき役割を考え、よりよい生き方を主体的に求めるこ
とができるよう、1地区（大崎市）を指定し、志教育の推進と普及を図った。

　高校生が自ら社会で果たすべき役割を主体的に考えながら、より良い生き方を目指し、そ
の実現に向かって意欲的に物事に取り組む姿勢を育む教育を推進する。
＜令和5年度の主な実績＞
　マナーアップに関するキャンペーン（4月、10月）及びフォーラム（10月）の実施や、推進
校の指定（全高校）による関連事業を展開し、自らが社会で果たすべき役割を考える機会を
創出した。
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区分 事業名 担当課室

10

◎

人と自然の交流
事業

生涯学習課

11 青少年教育活動
事業

生涯学習課

12 少年団体指導者
研修事業 生涯学習課

13 非行少年を生ま
ない社会づくり
推進事業

警察本部少
年課

③　いじめ・不登校等への対応、心のケアの充実【重点的取組３】 

区分 事業名 担当課室

01

◎
[復サ]

教育相談充実事
業

義務教育課

02

◎
[復サ]

高等学校スクー
ルカウンセラー
活用事業

高校教育課

03

◎

総合教育相談事
業

高校教育課

04

☆
◎

[復サ]

児童生徒支援体
制充実事業

義務教育課

05

☆
◎

学び支援教室等
支援事業

義務教育課

　児童生徒自身が抱える問題や児童生徒を取り巻く震災等による環境（家庭、養育環境、友
人関係等）の変化等、多様な要因により生じるいじめ対策や不登校支援のために、スクール
ソーシャルワーカーや支援員等の配置・派遣、心のケア・いじめ対策・不登校児童生徒等支
援チームや児童生徒の心のサポート班の運営により、児童生徒や家庭、学校へ多様な支援を
行う。
＜令和5年度の主な実績＞
　スクールソーシャルワーカーを全市町村に延べ67名配置したほか、訪問指導員等の配置・
派遣等を行った。また、いじめ予防教室を小・中・高39校(52件)で実施し、いじめへの理解
深化につながった。

　児童生徒の規範意識及び危機回避能力の向上を目的として、児童生徒の発達段階や学校の
実態に応じた非行防止・犯罪被害防止活動を実施する。

　子供会活動及び地域社会の振興を図るため、子供会活動の支援や地域活動を行う年少リー
ダー（ジュニア・リーダー）育成のための研修を実施する。

　不登校や不登校傾向の児童生徒、教室で過ごすことに不安を抱える児童生徒の居場所を校
内につくり、学習支援と自立支援を図る学び支援教室を設置することで、組織的に不登校等
児童生徒を支援する。また、別室支援員を各教育事務所に配置し、別室における個別の学習
支援等を行う。
＜令和5年度の主な実績＞
　学び支援教室を24市町38校に設置し、登校することや教室で過ごすことに不安を抱える児
童生徒の学習支援等を図った結果、利用した児童生徒の出席率が、小学校で17.0％から
27.4％に、中学校で26.1％から36.5％に上昇した。

事業概要

　心の問題に関する高度な専門的知識・経験を有する精神科医や臨床心理士が、いじめ、不
登校、非行等について、面接又は電話等による教育相談を行う。また、特に震災による心の
傷が癒えず様々な環境の変化に適応できない児童生徒に対応して心のケアを進めるよう、相
談体制を強化する。
＜令和5年度の主な実績＞
　不登校･発達相談支援室(電話803件、来所405件)や24時間子供SOSダイヤル(委託分件数
1,257件)、SNS相談体制を整備し、いじめ・不登校等未然防止、早期対応が図られた（件数
R6.3末現在）。

　児童生徒自身が抱える問題や震災による影響等の変化により精神的な苦痛や不安を覚える
児童生徒に対して、学校生活の中で心の安定が図られるよう、スクールカウンセラーの配
置・派遣を通して、一人一人へのきめ細かい心のケアを行うとともに、相談支援体制の一層
の充実を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　スクールカウンセラーを、全公立小学校229校、中学校125校、義務教育学校4校に派遣・配
置(いずれも仙台市を除く)し、児童生徒へのきめ細かい心のケアを行うとともに、相談・支
援体制の一層の整備を図った。

　全県立高校にスクールカウンセラーを配置することにより、多様化・複雑化した生徒・保
護者・教員の相談に対応するとともに、地域の関係機関や家庭と連携した指導の充実を図る
ため、学校の要望に応じ、スクールソーシャルワーカーを配置・派遣する。また、スーパー
バイザー等を活用した連絡会議を開催し、震災後の心のケアに関する教職員の資質向上に資
するとともに、校内の教育相談体制の強化を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　いじめや不登校等、生徒等が抱える不安や悩み等の解消を図るために、全県立高校(73校)
にスクールカウンセラーを配置し、生徒・保護者・教職員の相談にあたった。

　青年の文化活動及びスポーツ活動を推進するため地方青年文化祭、県青年文化祭及び県青
年体育大会を開催するとともに、青年団等の資質向上や活動の一層の充実を図るため、一般
財団法人宮城県青年会館が青少年の健全育成を図る目的で実施する主催事業に対して補助金
を交付する。

事業概要

　自然環境に恵まれた県立自然の家の社会教育施設を活用した自然体験プログラムを実施
し、環境保全等に対する理解の動機付けを図るとともに、一人一人が置かれている日々の生
活の中で自ら意識を改革し、より良く行動する人材の育成を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　各自然の家の恵まれた自然環境を利用した環境教育型の自然体験プログラムを実施し、環
境保全等に対する理解と意識の高揚を図った(14事業、373人参加)。
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区分 事業名 担当課室

06

☆
◎

[復サ]

高等学校生徒支
援体制充実事業

高校教育課

07

☆
[復サ]

みやぎ子どもの
心のケアハウス
運営支援事業 義務教育課

08

◎

子どもメンタル
サポート事業

子ども・家
庭支援課

09

◎

生徒指導支援事
業
【みやぎ「魅力あ
る・行きたくなる
学校づくり」推進
事業】 義務教育課

10

[復サ]

学校復興支援対
策教職員加配事
業

教職員課
義務教育課
高校教育課

11

◎

防災主任・安全
担当主幹教諭配
置事業
（再掲）

教職員課

12 インターネット
安全利用推進事
業 共同参画社

会推進課

13

[復サ]

心のケア研修事
業（総合教育セ
ンター）
【教職員CUP事業】
（再掲）

教職員課

14

[復サ]

文化芸術による
心の復興支援事
業
（再掲）

消費生活・
文化課

15 非行少年を生ま
ない社会づくり
推進事業
（再掲）

警察本部少
年課

　児童生徒の規範意識及び危機回避能力の向上を目的として、児童生徒の発達段階や学校の
実態に応じた非行防止・犯罪被害防止活動を実施する。

　いじめ、不登校及び中途退学に対応するため、生徒指導や自己有用感の涵養を図る学習活
動の補助を行う学校生活適応支援員、学校等への生徒指導の支援を行う心のサポートアドバ
イザーを配置するとともに、関係機関や外部の専門家等との連携・協力のネットワークを強
化し、組織的・体系的な生徒指導を進め、いじめ、不登校及び中途退学の未然防止を図ると
ともに、早期発見・早期解決を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　心のサポートアドバイザーを高校教育課に配置(2人)するとともに、学校生活適応支援員を
学校のニーズに応じて配置(34校35人)し、問題行動の未然防止と早期解決支援のための体制
強化を図った。

　学校生活に困難を抱えている児童生徒への、社会的自立や自らの意思で学校復帰を希望す
る児童生徒の支援を目的として市町村が行う体制整備を支援する。

　被災した児童生徒に対して、手厚い指導・支援を図るため、被災地の学校を中心に、人的
体制を強化し、きめ細かな指導や児童生徒の心のケアを行う。

　大震災の記憶を薄れることなく後世に伝える仕組みを作るとともに、自然災害に対する危
機意識を高め、学校教育における防災教育等の充実を図るため、全公立学校に防災主任を配
置する。また、震災にとどまらず、総合的な学校安全、いじめ対策・不登校支援推進に係る
地域の学校の中心的な役割を担う安全担当主幹教諭を拠点校に配置する。
＜令和5年度の主な実績＞
　防災意識の向上や災害対応力の強化を図るため、防災主任を461人配置したほか、安全担当
主幹教諭を78人配置した。また、学校と地域の連携による避難訓練等実効性のある取り組み
が地域ぐるみで展開されている。

　「被災した児童生徒の心のケア」や「学校不適応への対応」等をテーマとする学校単位に
よる研修会を実施し、児童生徒の心のケアに関する教職員の資質能力の向上を図る。

　青少年のいじめや犯罪被害防止等、インターネットの安全利用について啓発を図るため
「青少年のインターネット安全安心利用フォーラム」を開催するとともに、啓発リーフレッ
トの作成・配布と「インターネット安全講話」などを行う。

　被災者の心のケアや地域コミュニティの再生といった取組を継続的に実施していくため、
音楽や演劇など様々なジャンルの文化芸術の力を活用した被災者支援活動を支援する。

　生徒指導上の課題に係る研修会等を通じて、いじめ・校内暴力等の問題行動や不登校等の
悩みを抱える児童生徒に適切に対応できる教職員の資質・能力の向上を図る。また、いじめ
や不登校等の未然防止、早期対応の充実を目指し、課題を抱える市町村教育委員会の支援を
通して、域内の学校の校内指導体制及び学校間連携等の関係機関との連携体制の構築・整備
を促進し、その成果を広く周知する。
＜令和5年度の主な実績＞
　4市町（白石市、美里町、涌谷町、気仙沼市）を魅力ある・行きたくなる学校づくり推進地
区として指定し、年3回の意識調査を活用し、いじめや不登校の未然防止、早期対応の充実に
計画的・組織的に取り組んだ

　児童精神科医により心の問題を有する児童やその家族に専門的なケアを行うとともに、子
供の状態に応じた社会適応訓練を提供する。
＜令和5年度の主な実績＞
　情緒面の問題や発達障害がある児童などを対象に診療を行う子どもメンタルクリニックを
運営し、児童10,050人が受診したほか、子どもデイケアにおいて集団生活に困難を抱える児
童へのケアを行った。

事業概要
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方向性

食育の推進 －

課題解決に向けた対応方針

基本方向を構成する取組の成果及び評価

番号

基本方向を推進する上での課題と対応方針

2-3 心身の健康を育む学校保健の充実 －

基本方向　２ 健やかな体の育成

◇生涯にわたり健康で活力ある生活を送るため、学校・家庭・地域の連携・協働のもと、教育活動全体を通じて子供たちの
心身の健康の保持増進を図る。また、体を動かす楽しさや喜びを感じることを通して、運動習慣の定着につなげるとともに、
学校体育の充実を図り、体力・運動能力の向上に取り組む。
◇食を通した心身の健全な育成に向けて、子供の頃から食に関心を持ち、望ましい食習慣を身に付けて実践するため、食
育の総合的な推進を図る。
◇児童生徒の心身の健康を保持増進させるため、家庭、地域の関係機関と連携して学校保健の充実を図る。

・取組1「健康な体づくりと体力・運動能力の向上」では、ルル
ブル普及啓発事業及びルルブル定着促進事業の更なる理
解の促進と外遊びの大切さを広めること、中学校2年生男子
以外は、全国平均まで届いていないことや、持久力に関する
項目に伸び悩みがあること、小学生の運動時間が少ないこと
などが課題である。
　
・取組2「食育の推進」では、各学校において、栄養教諭・学
校栄養職員等が更なる食育の推進を図れるように、充実した
研修会の実施に取り組む必要がある。

・取組3「心身の健康を育む学校保健の充実」では、毎年文
部科学省が実施している「学校保健統計調査」において、本
県の児童生徒のう歯被患者の割合については改善傾向にあ
るものの、依然として全国値より高い状態が続いており、令和
4年度調査結果では全ての校種で全国値を上回っている。さ
らに、児童生徒の肥満傾向児出現率は、男女ともにほぼ全
ての年齢で全国平均より高い値で推移している。

・「みやぎっ子ルルブルフォーラム」を引き続き開催し、子供
の生活習慣向上に向けて顕著な取組を行っている幼稚園、
小・中学校に対する表彰等を行い、健康な体づくりを目指す
とともに、体力向上センター事業の充実・強化を図り、学校生
活だけでなく、家庭や地域における運動時間の確保や、児
童生徒が自ら運動に親しむ環境づくりを推進していく。

・学校において積極的な食育が行われるよう、児童生徒の食
に関する課題の解決に向けた、研修会の実施に取り組む。

・学校における歯科検診後、事後指導の対象となった児童生
徒の受診率向上や定期受診の必要性を啓発するほか、う歯
被患者の割合を減らす予防対策を推進し、「肥満傾向児出
現率」が全国値よりも高いことについては、運動に親しむ習
慣の育成に関する取組や、食事は適切な量を摂取する等の
食に関する指導の充実を図る。

2-1

2-2

健康な体づくりと体力・運動能力の向上　【重点的取組４】 やや遅れている

　ルルブル運動の事業やWeb運動広場の取組については、昨年度と比べて参加者が増加しており、主体的に運動
に取り組む児童・生徒の育成が図られた。
　5年ぶりに、全ての調査対象の体力合計点が昨年度を上回った。特に中学校2年生男子は、コロナ禍以前の数値
まで回復した。しかしながら、中学校2年生男子以外は、全国平均まで届いていないことから本取組の評価は「やや
遅れている」と評価した。

取組の名称と成果の検証 取組評価

課題
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やや遅れている

方向性に対する
成果の検証

　健康な体づくりと体力・運動能力の向上では、ルルブル運動の事業やWeb運動広場の取組において、
昨年度と比べて参加者が増加するなどの成果が見られた。一方で、目標指標の体力合計点について
は、中学校2年生男子において全国平均を0.87ポイント上回ったものの、他の学年については依然とし
て全国平均を下回っている状況である。
　食育の推進では、6月と11月に県内全ての学校給食施設において、18品目の地場産物活用状況調査
を実施した。その結果、県内産の使用割合が41.5％となり、令和4年度の39.8％を1.7ポイント上回った。
また、各学校において食育の推進を図るために、栄養教諭・学校栄養職員等、学校給食関係者を対象
に学校給食研究協議会や食に関する指導推進研修会を実施し、取組事例や最新の情報提供を行っ
た。
　心身の健康を育む学校保健の充実では、各研修会において県の健康課題が歯・口腔の健康と肥満で
あることを周知し、セルフケアの啓発など事後指導の充実を推進した。その結果、う歯保有率は年々減
少している。また、学校保健研修会等において、教職員や関係機関の職員等を対象に、多様化する健
康課題に対応する研修会を実施し、資質の向上を図った。さらに、県医師会や県保健福祉部等、関係
機関との連携体制の充実に努め、課題の共有やその解決に向けた協議等を行った。

　以上を踏まえ、一定の取組成果が出ている事業があるものの、体力・運動能力の向上をはじめ、各取
組について今後一層の推進を図る必要があることから、本基本方向を「やや遅れている。」と評価した。

学識経験者の意見

・評価は妥当である。
・取組1では、中学校2年生男子以外は、体力・運動能力調査において全国平均まで届いていないこと、関連して小学生の
運動時間が少ないことが課題として把握されている。しかし課題解決に向けた対応方針は、フォーラムの開催や表彰で十
分な効果が得られるのだろうか。取組1の目標指標を含む全国体力・運動能力調査の宮城県に関する詳細な分析と対策も
行われていることから、今後とも児童生徒の「睡眠」「スクリーンタイム」等の生活環境の変化に注視し、背景の分析に基づい
た対策を進めていただきたい。なお、コロナ禍の影響により全国平均も数値が下がっているため、コロナ以前との比較も
行っていく必要があるだろう。

＜意見に対する今後の対応方針＞
・フォーラムの開催や表彰等を、体力・運動能力の向上意識を高める方策として推進しながら、家庭における生活環境の変
化に注視して、体力・運動能力の向上に係る啓発を学校のみならず家庭へも推進していく。また、体力・運動能力調査結果
については全国平均との比較と合わせて、これまでどおりコロナ前との比較を行っていく。

成果の検証を踏まえた基本方向評価
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基本方向２

達成状況
目標指標の種別

未達成
進捗割合型Ⅰ

未達成

成果の検証を踏まえた取組評価 やや遅れている

・ルルブル普及啓発事業及びルルブル定着促進事業によ
り、ルルブルの取組についての理解が進んでいるが、実践に
ついては更なる理解の促進と外遊びの大切さを広めることが
求められる。

・「健康な体づくりと体力・運動能力の向上」では、中学校2年
生男子以外は、体力・運動能力調査において全国平均まで
届いていないことや、持久力に関する項目に伸び悩みがある
こと、小学生の運動時間が少ないことなどが課題である。

・「みやぎっ子ルルブルフォーラム2024」を引き続き開催する
とともに、子供の生活習慣向上に向けて顕著な取組を行って
いる幼稚園、小・中学校に対する表彰等を行い、健康な体づ
くりを目指す。

・体力向上センター事業の充実・強化を図り、学校生活だけ
でなく、家庭や地域における運動時間の確保や、児童生徒
が自ら運動に親しむ環境づくりを推進していく。

取組を推進する上での課題と対応方針

　ルルブル運動の事業やWeb運動広場の取組については、昨年度と比べて参加者が増加しており、主
体的に運動に取り組む児童・生徒の育成が図られた。
　5年ぶりに、全ての調査対象の体力合計点が昨年度を上回った。特に中学校2年生男子は、コロナ禍
以前の数値まで回復した。しかしながら、中学校2年生男子以外は、全国平均まで届いていないことから
本取組の評価は「やや遅れている」と評価した。

取組　１ 健康な体づくりと体力・運動能力の向上【重点的取組４】

◇基本的生活習慣の重要性を伝えるリーフレットの制作と仙台市を含む県内小学校を通じて、新小学1年生への配布、ま
た、市町村の協力により、市町村が実施する乳幼児健診や家庭訪問で保護者に配布をした。（新小学1年生（仙台市を含
む）21,540枚、幼児健診等12市町4,350枚（母子手帳アプリ・母子モへの掲載・東松島市）、市町村教育委員会2,450枚）
◇ルルブル通信を2回発行し、ポスターコンテストの周知やルルブルの取組、みやぎっ子ルルブルフォーラム開催について
を紹介した。
◇幼児・小学生を対象とした、エコ活動と基本的生活習慣の取組を組み合わせた実践活動を実施し、24,507人、459施設
が参加した。
◇Web運動広場の種目を中学校対象のWebマッスルを追加した。（Web長なわ跳び大会（116校、656チーム）、Web短なわ
跳び大会（19校、1,941人）、Webマラソン大会（44校、280チーム））
◇県立高等学校に55人、県立中学校に5人の部活動指導員の配置を行い、県内13市町に市町村立中学校への配置経費
の補助を行ったことにより、配置校で部活動の質的な向上や教員の部活動従事時間の減少が見られた。

成果の検証

課題 課題解決に向けた対応方針

主な取組
内容

取組の成果

◇健康な体づくりのため、学校と家庭の連携を深めながら、ルルブル運動（しっかり寝ル・きちんと食べル・よ
く遊ブで健やかに伸びル）などを通して子供の基本的生活習慣の定着を図るとともに、外遊びの大切さを発
信する。
◇自ら進んで運動する児童生徒の育成を図るため、学校体育の充実を図るとともに、小学校では、児童が
「運動好き」になるような授業づくりや休み時間等における児童の自主的な遊びを促す環境づくりを進める。
また、中学校では、生徒の実態に応じた授業づくりを行い、生徒が授業で「できる」ようになることを実感でき
るような指導の工夫に取り組む。
◇中学校及び高等学校に技術指導等を職務とする「部活動指導員」を配置し、部活動を担当する教員の負
担軽減を図るとともに、部活動の質的な向上を図る。
◇体力・地域スポーツ力向上に係る、小学校、中学校、地域における課題を解決するために、大学や民間
企業と連携したすぐれた事業提案によるモデル事業を実施する。
◇体力向上及び健康な生活基盤の確立のため、「体力・運動能力向上センター」を設置し、学校、家庭、地
域が連携した組織的な体力向上に取り組む。

目標指標等
初期値 実績値 目標値

達成度
（設定年度） （測定年度） (令和5年度）

1-1
児童生徒の体力・運動能力調査における体力合計点
の全国平均値とのかい離（小学5年生（男））（ポイント）

-0.36ﾎﾟｲﾝﾄ -0.31ﾎﾟｲﾝﾄ
0.08ﾎﾟｲﾝﾄ D

(令和元年度) (令和5年度)

1-2
児童生徒の体力・運動能力調査における体力合計点
の全国平均値とのかい離（小学5年生（女））（ポイント）

-0.33ﾎﾟｲﾝﾄ -0.42ﾎﾟｲﾝﾄ
0.08ﾎﾟｲﾝﾄ D

(令和元年度) (令和5年度) 進捗割合型Ⅰ

A
(令和元年度) (令和5年度)

2-1
児童生徒の体力・運動能力調査における体力合計点
の全国平均値とのかい離（中学2年生（男））（ポイント）

0.08ﾎﾟｲﾝﾄ 0.87ﾎﾟｲﾝﾄ
0.09ﾎﾟｲﾝﾄ

達成
進捗割合型Ⅰ

■達成度【進捗割合型】A：達成率100％以上   B：達成率80％以上～100％未満　 C：達成率60％以上～80％未満　D：達成率60％未満

　　　　　　　 【現状維持型】A：達成率100％以上   B：達成率80％以上～100％未満　 C：達成率60％以上～80％未満　D：達成率60％未満

D
(令和元年度) (令和5年度)

2-2
児童生徒の体力・運動能力調査における体力合計点
の全国平均値とのかい離（中学2年生（女））（ポイント）

-1.01ﾎﾟｲﾝﾄ -0.62ﾎﾟｲﾝﾄ
0.08ﾎﾟｲﾝﾄ

未達成
進捗割合型Ⅰ

21



　【取組を構成する事業一覧】
基本方向２　健やかな体の育成

①　健康な体づくりと体力・運動能力の向上【重点的取組４】 

区分 事業名 担当課室

01

◎

基本的生活習慣
定着促進事業
（再掲）

義務教育課

02 はやね・はやお
き･あさごはん推
奨運動
【非予算的手法】

（再掲）

義務教育課
生涯学習課

03

☆
◎

部活動指導員配
置促進事業
（再掲） 保健体育安

全課
生涯学習課

04

☆
◎

部活動地域移行
推進事業
（再掲）

保健体育安
全課
生涯学習課
スポーツ振
興課

05 学校体育研修派
遣費 保健体育安

全課

06

☆
◎

体力・運動能力
向上センター事
業

保健体育安
全課

07 体育大会開催費
補助事業 保健体育安

全課

08 全国高等学校総
合体育大会参加
費

保健体育安
全課

②　食育の推進 

区分 事業名 担当課室

01

◎

みやぎの食育推
進戦略事業

健康推進課

　学校と地域が一体となって、将来に渡り生徒のスポーツ・文化芸術活動の機会を確保する
ため、公立中学校の部活動の地域連携や地域クラブ活動への移行に向けた体制整備を進め
る。
＜令和5年度の主な実績＞
　令和5年度は移行検討期間と位置づけ、県協議会開催や市町村訪問、担当者研修会や実証事
業等を実施したことにより、令和6年度には26市町で協議会設置が予定され、次年度からの地
域移行に向けた下準備が図られた。
　「部活動地域移行フォーラム」や「部活動地域移行研修会」を開催し、先進地域の事例紹
介や関係者による話合いの機会を設け、市町村を中心に地域移行への理解を深め、促進に向
けた意識を高めることができた。
　令和6年1月15日に「みやぎ地域クラブ活動指導者人材バンクシステム」を新設し、地域ク
ラブ活動等の指導者確保と地域クラブとのマッチングを支援した。登録数：指導者133名、団
体11団体

　全国高等学校体育大会等への参加に要する経費の一部を補助し、高等学校運動部の充実と
振興を図る。

　　　　　　　　◎　：新・宮城の将来ビジョン実施計画における「新・宮城の将来ビジョン推進事業」
　　　　　　［復サ］：新・宮城の将来ビジョン実施計画における「復興・サポート事業」
　　　　　　　　☆　：第２次アクションプランにおける「令和５年度　特に注力する事業」

事業概要

　中学校及び高等学校における部活動指導体制の充実を推進し、部活動を担当する教員の支
援を行うとともに、部活動の質的な向上を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　県立高等学校に55人、県立中学校に5人の部活動指導員を配置するとともに、県内13市町に
市町村立中学校への配置経費の補助を行ったことで、配置校で部活動の質的な向上や教員の
部活動従事時間の減少が見られた。

事業概要

　家庭・学校・地域・企業等と連携・協力し、宮城の将来を担う子供達に「しっかり寝ル・
きちんと食べル・よく遊ブで健やかに伸びル（ルルブル）」の普及と定着促進を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　ルルブルの実践を促す事業に24,507人の児童生徒が取り組んだほか、企業と連携したポス
ターコンテストに69点の応募があった。その他様々な事業の実施により基本的生活習慣への
理解が進み定着促進が図られた。

　「はやね・はやおき・あさごはん」といった基本的生活習慣の定着を広く呼びかけ、子供
の生活リズム向上を図る普及活動を行う。

　「第4期宮城県食育推進プラン」に基づき、県民が食や健康に関する正しい知識や望ましい
食習慣を身に付け、健全な食生活と心身の健康づくりを実践できるよう食育の普及啓発を行
う。
＜令和5年度の主な実績＞
　活動機会増のため、みやぎ食育コーディネーターに対し、研修会実施（3回）、派遣のマッ
チング等を行った。県内の全ての小学5年生に配布される冊子に親子食育クイズを掲載し、回
答キャンペーンを行った（396人応募）。

　巡回指導員や地域センター指導員による巡回指導や、教員の意識の高揚と授業力向上を目
的とした研修等の各事業を系統的に展開し、児童生徒の体力・運動能力の向上を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　新たに体力・運動能力向上センターを設置し、専門職員による公立小中学校への巡回訪問
や、WEB運動広場による運動機会の創出等の取組を実施した結果、5年ぶりに全ての調査対象
の体力合計点が、昨年度を上回った。

　文部科学省等が主催する研修会等に学校体育担当指導主事及び教職員を派遣し、学校体育
の充実を図る。

　中・高等学校の体育大会の開催に要する経費の一部を負担し、中学校、高等学校における
体育・スポーツの充実と振興を図る。
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区分 事業名 担当課室

02 食生活改善普及
事業 健康推進課

03

◎

スマートみやぎ
プロジェクト

健康推進課

04 メタボリックシ
ンドローム対策
戦略事業 健康推進課

05

◎

食育・地産地消
推進事業

食産業振興
課

06 子どもの健康を
育む総合食育推
進事業
【非予算的手法】

保健体育安
全課

07 宮城米学校給食
実施事業 みやぎ米推

進課

08

◎

環境にやさしい
農業定着促進事
業

みやぎ米推
進課

09 学校給食用牛乳
供給事業
【非予算的手法】 畜産課

10

◎

研修研究事業
（総合教育セン
ター）
【教職員CUP事業】
（再掲）

教職員課

③　心身の健康を育む学校保健の充実

区分 事業名 担当課室

01 がん教育事業
健康推進課

02 県立学校児童生
徒定期健康診断 保健体育安

全課

03 県立学校医任用
事業 保健体育安

全課

04 学校保健教育研
修等事業 保健体育安

全課

　女子学生や企業従業員等を対象に、がんに関する正しい知識とがん患者に対する正しい認
識を持つよう教育することを目指し、出前授業等を実施する。

　県立学校の幼児及び児童生徒に対して健康診断を実施し、学校生活が円滑に行われるよう
適切な保健管理を行い、健康の保持増進を図る。

　県立学校の学校医等を任用することにより、児童生徒の健康の保持を図る。

　文部科学省等が主催する健康教育研修会等に学校保健・学校安全担当指導主事を派遣し、
健康教育行政の推進を図る。また、本県の健康問題の解決に向けた検討や、教職員対象の研
修会を実施する。

事業概要

　「第2次みやぎ21健康プラン」の栄養・食生活分野の推進や食育の推進を図るため、生活習
慣病予防を目的に食生活改善のための普及事業を行う。

　学校給食を通じた牛乳の消費の定着・拡大を促進し、酪農・乳業の安定的発展に資する｡ま
た、児童生徒の体位・体力の向上を図るため、畜産関係団体等が行う本事業の推進及び指導
を行う。

事業概要

　教育関係職員の専門的資質能力の向上を図るため、教職員研修の一環として基本及び専門
研修等を実施する。また、全国的な教育研究の動向を踏まえ、常に新しい課題や教育観に基
づく先導的な教育研究に当たるとともに、学校の教育活動に直接役立つ実践的、実証的な研
究に取り組む。あわせて、教職員の資質向上と指導力充実を図るため、視聴覚機器の整備な
ど各種事業推進の環境を整備する。

　「第2次みやぎ21健康プラン」に基づき、メタボリックシンドロームの改善など健康づくり
を推進するため、家庭、地域や職域等各分野との連携を強化し、「栄養・食生活」「身体活
動・運動」「たばこ」の3つを重点分野として、生活習慣の改善に向けた取組を行う。

　県内で生産される農林水産物に対する理解の向上や消費・活用の促進を図るため、地産地
消を全県的に推進する。また、県産食材や地産地消の必要性について理解を深めるため、食
育を推進する。
＜令和5年度の主な実績＞
　食育推進のため.食材王国みやぎ「伝え人」活用促進事業による講座を34回実施したほか、
高校生地産地消お弁当コンテスト(18校88件応募)を実施したことにより、地産地消の意識向
上・需要創出を図った。

　県民の健康づくりを推進するため、スマートみやぎ健民会議（県民運動）を基盤とし、市
町村や民間企業等との協働により、子供から大人まで全ライフステージへの切れ目のない支
援体制を構築する。
＜令和5年度の主な実績＞
　11月を健康月間とし、スマートみやぎ健民会議応援企業の協力の下、健康3.15.0フェアを
開催し、健康づくり団体3団体の表彰や、健康経営セミナー等の実施により、幅広い対象への
働きかけを行った。

　「食に関する指導の全体計画」等を作成し、各学校における食に関する指導体制の整備を
進めるとともに、研修会等において実践的取組の周知を図る。また、栄養教諭を中核とした
取組の充実を図り、地域の特色を生かした食育の推進を図る。

　宮城県産良質米を学校給食用米穀に供給し、米飯学校給食の円滑な推進と支援を行うた
め、供給価格が基準価格以上に高騰した場合に、県・市町村・農協で差額を負担する｡

　環境と調和した持続可能な農業を推進するため、環境に配慮した農業生産の取組支援を行
う。また、有機農産物等を生産する産地と実需者との交流の場を設けることにより、有機農
産物等の販路拡大を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　環境にやさしい農産物認証・表示制度により化学合成農薬及び化学肥料の使用を低減した
農産物の認証を行った結果、令和5年度の認証面積は2,458haとなり前年度より108ha増加し
た。
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方向性

基本方向を構成する取組の成果及び評価

番号

国際理解を育む教育の推進 －

課題解決に向けた対応方針

基本方向を推進する上での課題と対応方針

3-5 環境教育の推進 －

3-3 ICT（情報通信技術）教育の推進 －

3-4 社会形成・社会参加に関する教育（シチズンシップ教育）の推進 －

基本方向　３ 確かな学力の育成

◇子供たちが分かる喜びや楽しさを実感し、充実した学校生活を送り、一人一人が志を抱いて希望する進路を実現してい
くため、自らの可能性を最大限伸ばせるよう、基礎的・基本的な知識・技能の確実な習得を図るとともに、創造的な思考力を
育て、学んだことを活用して自ら考える「確かな学力」を育成する。
◇国際化が進展する中で、日本人としてのアイデンティティや他国の文化を理解する姿勢と、相互の違いを理解した上で、
世界の人々と積極的にコミュニケーションが行える能力を育成するとともに、その手段の一つとして英語教育を推進する。
◇急激な社会の変化の中、ＩＣＴ教育、シチズンシップ教育、環境教育等を通して、社会への対応力、生き抜くための力を
育成する。

・取組1「基礎的・基本的な知識・技能の定着と活用する力の
伸長」では、「授業が分かる」と答えた児童の割合は増加した
ものの、小、中、高校すべてにおいて家庭学習時間が減少
しており、学力調査における全国値とのかい離幅も改善して
いないことから、引き続き確かな学力の育成に向けた授業改
善の一層の推進が必要である。

・取組2「国際理解を育む教育の推進」では、中・高ともに英
語能力の目標値に達しておらず、小・中・高等学校を通じた
英語教育のより一層の充実・強化を図る必要がある。

・取組3「ＩＣＴ（情報通信技術）教育の推進」では、更なる活
用や教員のICT活用指導力の向上等、本県の実態に即した
方法で、教育の情報化を着実に進めていく必要がある。

・取組4「社会形成・社会参加に関する教育（シチズンシップ
教育）の推進」では、児童生徒自らが発達の段階に応じて主
体的に社会参画することの意義や価値を身に付けられるよう
にするために、各学校におけるシチズンシップ教育の充実が
求められる。

・取組5「環境教育の推進」では、地域の各種団体や企業と
構築した連携・協力体制を活用して、継続的な人材育成を
図りながら、解体材料や各種現場実習場所等を確保するた
め、学校と地域が連携・協力体制を維持していく取組が必要
である。

・「『学力向上ＰＤＣＡサイクル』の確立に向けた5つの柱」に
基づくカリキュラムマネジメントの充実と1人1台端末を有効活
用した授業改善に関する取組を推進する。併せて、児童生
徒の努力を認めながら主体的に学習できるよう支援してくこと
ができるよう、「子供の学びを支援する5つの提言」の周知と
実践化を推進する。

・みやぎの英語教育推進委員会で小・中・高等学校の継続
性を重視した英語教育の充実を検討するとともに、研修内容
を更に吟味し、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な
充実を年間の研修テーマとして、学習者用デジタル教科書
等のICT活用法や有用性について研修を実施することで授
業改善を促進する。

・「みやぎ学びのDX推進事業」を活用し市町村のICT活用支
援を行うとともに、情報化推進リーダー研修会を通して、1人1
台端末を生かした「Google Workspace for Education」による
学習指導の改善等、教育の情報化を踏まえた取組成果を普
及させ、教員へのICT活用の支援と指導力の向上を図ってい
く。

・よりよい社会の形成者としての資質・能力を育めるよう探究
活動を積極的に実践するなど、地域の実情や児童生徒の発
達の段階を踏まえた志教育を推進することにより、児童生徒
が集団や社会の一員として、自己の役割や責任を自覚し、
主体的に社会参画することへの意識を高める。

・持続可能な社会の構築を目指すため、現在の取組を行っ
ている学校の活動を充実させるだけではなく、学校間で環境
教育の拡充を図る。また、探究活動教員養成講座等に参加
している教員に対して広報を行い、理科教員や探究活動担
当教員の意識を高める取組を行う。

3-1

3-2

基礎的・基本的な知識・技能の定着と活用する力の伸長【重点的取組５】 やや遅れている

　学力向上に向けたＰＤＣＡサイクルに基づく授業改善や、志の育成、進路実現を支援する各種事業の実施等、学
力向上対策については計画どおりに進められている。目標指標における児童生徒の学びへの意識・意欲が概ね維
持されている一方で、実績値は依然として目標値とのかい離が見られる。また、小学校や高等学校での家庭学習
時間が昨年度より更に減少し、全国学力・学習状況調査における全国平均正答率とのかい離が広がるなど、新た
な時代に必要な確かな学力の育成に遅れが残ることから、本取組を「やや遅れている」と評価した。

取組の名称と成果の検証 取組評価

課題
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やや遅れている

方向性に対する
成果の検証

　「確かな学力」の育成については、学力向上に向けたＰＤＣＡサイクルに基づく授業改善や進路実現を
支援する取組の充実等、学力向上対策は進められたものの、全国学力・学習状況調査の結果では、正
答率が全国平均を下回るほか、家庭学習の時間が減少するなど基礎的・基本的な知識・技能の確実な
習得については、やや遅れが見られる。
　また、英語教育の推進についても、英検3級相当以上を達成している中学生の割合が目標である50%
に達していないほか、高等学校においても、目標とするCEFRレベルを下回っている。小・中・高等学校
を通じた系統的な英語教育の充実と授業改善を図る必要がある。
　一方、社会への対応力、生き抜くための力の育成については、ＩＣＴ教育に係る環境整備、シチズン
シップ教育への理解、主体的に考える環境教育等が概ね順調に進められている。

　以上のことから、一定の取組成果が出ている事業があるものの、確かな学力の育成については、今後
一層の推進を図る必要があることから、本基本方向を「やや遅れている」と評価した。

学識経験者の意見

・評価は妥当である。
・重点的取組5においては、「授業が分かる」と答えた児童生徒の割合が増加したとあるが、非常にわずかな上昇である点、
また全国平均正答率との乖離に変化が見られない点について、知識・理解の定着に課題が残るという認識で良いのだろう
か。既に全国学力・学習状況調査の詳細な分析と解説がなされているので、どの分野の問題が全国の平均と乖離している
のかといった詳細な捉えと対策を提示する必要があるのではないか。
・「子供の学びを支援する5つの提言」は「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」を反映して作成されており、そ
の周知と実践化の推進は重要である。一方で、その基本的な支援の実現がなぜ現場で困難なのかを丁寧に調査し、学校
の必要に応じた授業改善、研修のサポートが重要になるのではないか。
・上記にも関連して、「個別最適な学び」の推進がICT活用推進に偏っているが、児童生徒の「新たな時代に必要な確かな
学力」の伸長に資する活用が実現できる支援を検討する必要がある。

＜意見に対する今後の対応方針＞
・全国学力・学習状況調査については、大学教授や各教育事務所・総合教育センター指導主事、公立小中学校教員など
で構成された検証改善委員会を設け、結果の分析とそれを受けた授業改善の方向について検討している。県内児童生徒
の解答類型を基に、誤答について考えられる要因を考察し、課題を克服するための指導のポイント等を「検証改善委員会
報告書」としてまとめ、各学校に配布している。引き続き各学校や個々の教員が研修等で活用しやすいものとなるよう内容
の改善を図っていく。
・「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」の推進のため、指導主事学校訪問の機会を生かし、地域や児童生徒
の実態、教職員の構成、校内研究の方向等を総合的に踏まえ、プッシュ型や伴走型の授業改善支援を行うよう計画してい
る。
・児童生徒が自らに合った学習の進め方を模索するような態度を育成するために、市町村教育委員会を対象に研修会を行
うほか、先進的な事例を動画で紹介したり、義務教育課に配置した「学びのDX推進アドバイザー」を派遣したりすることを通
して、市町村教育委員会を支援し、1人1台端末活用環境に関する自治体間の質的格差の是正を図っていく。

成果の検証を踏まえた基本方向評価
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基本方向３

94.0% 86.4%
94.6% D

(令和元年度) (令和5年度)

3-1 全国平均正答率とのかい離（小学6年生）（ポイント）
-3.0ﾎﾟｲﾝﾄ -3.5ﾎﾟｲﾝﾄ

-0.7ﾎﾟｲﾝﾄ D
(令和元年度) (令和5年度)

未達成
進捗割合型Ⅰ

目標指標の種別

D
(令和元年度) (令和4年度)

1-3
「授業が分かる」と答えた児童生徒の割合（高校2年生）
（％）

57.5% 56.4%
59.0% D

(令和2年度) (令和5年度)
未達成

進捗割合型Ⅰ

(令和5年度)

1-2
「授業が分かる」と答えた児童生徒の割合（中学1年生）
（％）

88.9% 88.5%
90.0%

未達成
進捗割合型Ⅰ

未達成
(令和元年度)

◇各教科において主体的・対話的で深い学びを推進し、児童生徒の主体的に学ぶ意欲と学んだことを活用
する力を育む。
◇児童生徒の学習意識調査を実施し、学習習慣や生活習慣の実態を把握するとともに、家庭学習の時間を
確保し、児童生徒の学習習慣の定着を図る。また、スマートフォンなどを適切に利用するための注意喚起の
取組を行う。
◇全国学力・学習状況調査及びみやぎ学力状況調査の分析内容を踏まえ、PDCAサイクルに基づいた授業
改善を推進するほか、市町村教育委員会が学力向上を推進する体制を構築することを支援し、県内全域に
水平展開を図る事業に取り組む。また、全ての教員が「子供の学びを支援する５つの提言」を実践するととも
に、少人数学級などの学習指導体制の工夫やICTを活用した取組などを通じて「分かる授業」づくりに取り組
む。
◇児童生徒一人一人の能力や特性に応じた「個別最適な学び」と社会とつながる「協働的な学び」の一体的
な充実に向け、小・中学校においてＩＣＴを効果的に活用した指導の在り方を探るためのモデル校を設置し、
大学等と連携を図りながら実践的な研究に取り組むとともに、高等学校において学校間による授業配信等に
取り組む。
◇将来、宮城の医師や教師となる志を持つ生徒を対象として講演会や特別講座等を実施するなど、一人一
人の長所や強みを最大限に生かす視点を持ち、優れた才能や個性を伸ばす教育を実践する。
◇生徒の学力及び進路実績の向上を図るため、高等学校において地域進学重点校を指定し、地域課題や
魅力に着目した探究活動を推進する。

取組　１ 基礎的・基本的な知識・技能の定着と活用する力の伸長【重点的取組５】

◇主体的・対話的で深い学びの実現に向けた、PDCAサイクルに基づく授業改善の推進及び個別最適な学びと協働的な
学びの一体的な充実に向けた授業改善等を通して、友達と話し合う機会が多く設定されてきたため、「自分の考えを深めた
り、広げたりすることができていると思う」児童生徒の割合が目標値を超えて増加している。
◇学力向上マネジメント事業において、実施7市町と連携し、継続的・重点的に学力向上対策を進めた。推進協議会には
未実施の7つの市町が参加するなど「『学力向上ＰＤＣＡサイクル』の確立に向けた5つの柱」の取組に対する関心が高まっ
ている。一方で、「授業が分かる」と答えた児童生徒の割合は目標値に届かず、知識・理解の定着には課題が残った。
◇全国学力・学習状況調査において本県の正答率が全国平均正答率を下回った結果を踏まえ、調査問題についての解
説や指導のポイントを動画にまとめ、学習指導の改善・指導等に役立てることができるようにしたほか、指導主事による緊急
プロジェクトチームを結成し、授業公開と研修動画の作成に当たった。
◇1人1台端末を有効活用した個別最適な学びと、協働的な学びの一体的な充実に向け、研究指定地区を2地区指定し、
大学等と連携しながら、Google Workspace for Educationを活用した実践の公開研究会を開催した。両校合わせて270人の
参加者に成果を発信した。
◇高校生の確かな学力の定着や志の育成のため、みやぎ学力状況調査や基礎学力充実支援事業を実施した。また、進路
実現を支援するため、医師を志す高校生支援事業（475人参加）や理系人材育成支援事業SSH（スーパーサイエンスハイス
クール）校4校への支援、教師を志す高校生支援事業（394人参加）等を実施し、優れた才能や個性を伸ばす取組を進め
た。

主な取組
内容

取組の成果

目標指標等
初期値 実績値 目標値

達成度
（設定年度） （測定年度） (令和5年度）

1-1
「授業が分かる」と答えた児童生徒の割合（小学5年生）
（％）

88.4% 88.3%
90.0% D

達成状況

進捗割合型Ⅰ

2-1
「話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げた
りすることができていると思う」と答えた児童生徒の割合
（小学6年生）（％）

73.2% 79.5%
76.0% A

(令和元年度) (令和5年度)

達成

進捗割合型Ⅰ

2-2
「話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げた
りすることができていると思う」と答えた児童生徒の割合
（中学3年生）（％）

73.2% 80.9%
76.0% A

(令和元年度) (令和5年度)

達成

進捗割合型Ⅰ

(令和5年度)

3-2 全国平均正答率とのかい離（中学3年生）（ポイント）
-3.5ﾎﾟｲﾝﾄ -4.5ﾎﾟｲﾝﾄ

-0.8ﾎﾟｲﾝﾄ D
(令和元年度) (令和5年度)

未達成
進捗割合型Ⅰ

未達成
進捗割合型Ⅰ

未達成
進捗割合型Ⅰ

4-2
児童生徒の家庭等での学習時間（中学3年生：1時間以
上の生徒の割合）（％）

64.2% 59.4%
68.7% D

(令和元年度)

4-1
児童生徒の家庭等での学習時間（小学6年生：30分以
上の児童の割合）（％）

未達成

■達成度 【進捗割合型】A：達成率100％以上   B：達成率80％以上～100％未満　 C：達成率60％以上～80％未満　D：達成率60％未満

　　　　　　　 【現状維持型】A：達成率100％以上   B：達成率80％以上～100％未満　 C：達成率60％以上～80％未満　D：達成率60％未満

4-3
児童生徒の家庭等での学習時間（高校2年生：2時間以
上の生徒の割合）（％）

19.2% 12.2%
20.0% D

(令和2年度) (令和5年度) 進捗割合型Ⅰ
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成果の検証

課題 課題解決に向けた対応方針

成果の検証を踏まえた取組評価 やや遅れている

・全国学力・学習状況調査の結果では、正答率が全国平均
を下回っており、算数・数学において全国平均との乖離が大
きい。市町村教育委員会等と課題意識を共有し、引き続き連
携して取り組んでいく必要がある。

・「授業が分かる」と答えた児童の割合はわずかながら増加し
ている。中学校では令和5年度から調査対象学年を中学2年
生に変更したため、令和5年度の中学1年生の実績値を測定
していない。高校において低下した「授業が分かる」と答えた
生徒の割合を上げるとともに、児童生徒の家庭等での学習
時間を伸ばすための働き掛けが必要である。

・高校生については、家庭等で平日2時間以上学習する割
合が、1年生から2年生にかけて大きく減少する傾向がある。
また、平日に「スマートフォンや携帯電話」の使用に最も時間
をかけている生徒が年々増加し、1日2時間以上使用してい
る割合は、1年生が72.0%、2年生が77.5%にものぼる。家庭学
習に「集中できない」と回答した生徒の約半数が、平日最も
時間をかけていることとして、スマートフォン等でのゲームや
動画、情報収集を挙げていることから、家庭と連携した対策
が必要である。

・「『学力向上ＰＤＣＡサイクル』の確立に向けた5つの柱」の
理解を更に促すとともに、カリキュラムマネジメントの充実と1
人1台端末を有効活用した取組を推進する。また、「算数チャ
レンジ大会」を継続して実施し、算数の楽しさや有用感を実
感させる機会を設定することで学習意欲の更なる向上を図
る。

・児童生徒の努力を認めながら主体的に学習できるよう支援
するため、「子供の学びを支援する5つの提言」の周知と実践
化を推進し、授業改善を図る。

・学習目標の提示と振り返りの機会の設定、「主体的・対話的
で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進等により、「分
かる授業」につなげ、基礎的な知識・技能の定着と身に付け
た知識等の活用を図っていく。さらに、「志教育」の充実のた
め、地域と連携することで、予測困難な社会の中で自分が果
たすべき役割を自覚させながら、人と人とのかかわりの中でよ
り良い生き方を求めさせ、自己教育力を高める取組を進め
る。スマートフォン等の使用に関する問題点や危険性等につ
いて注意喚起を図るため、保護者等を対象とした講演会等
の開催とともに、学力低下関連について、研究結果などを踏
まえた周知を行うほか、関係機関と連携した取組を行う。

取組を推進する上での課題と対応方針

　学力向上に向けたＰＤＣＡサイクルに基づく授業改善や、志の育成、進路実現を支援する各種事業の
実施等、学力向上対策については計画どおりに進められている。目標指標における児童生徒の学びへ
の意識・意欲が概ね維持されている一方で、実績値は依然として目標値とのかい離が見られる。また、小
学校や高等学校での家庭学習時間が昨年度より更に減少し、全国学力・学習状況調査における全国平
均正答率とのかい離が広がるなど、新たな時代に必要な確かな学力の育成に遅れが見られることから、
本取組を「やや遅れている」と評価した。
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　【取組を構成する事業一覧】
基本方向３　確かな学力の育成

①　基礎的・基本的な知識・技能の定着と活用する力の伸長【重点的取組５】 

区分 事業名 担当課室

01

◎

基本的生活習慣
定着促進事業
（再掲）

義務教育課

02 はやね・はやお
き･あさごはん推
奨運動
【非予算的手法】

（再掲）

義務教育課
生涯学習課

03

[復サ]

児童生徒の学習
意識調査事業

義務教育課

04

◎

小中学校学力向
上推進事業

義務教育課

05

☆
◎

学力向上マネジ
メント支援事業

義務教育課

06

☆
◎

個別最適な学び
に関するモデル
事業

義務教育課

07

◎

学級編制弾力化
事業

義務教育課
福利課

08

◎

高等学校学力向
上推進事業

高校教育課

09

☆
◎

地域進学重点校
改革推進事業

高校教育課

10

☆
◎

教育ＤＸ推進プ
ロジェクト事業

高校教育課
教職員課

11 原子力・エネル
ギー教育支援事
業

義務教育課
高校教育課

　　　　　　　　◎　：新・宮城の将来ビジョン実施計画における「新・宮城の将来ビジョン推進事業」
　　　　　　［復サ］：新・宮城の将来ビジョン実施計画における「復興・サポート事業」
　　　　　　　　☆　：第２次アクションプランにおける「令和５年度　特に注力する事業」

　市町村教育委員会が、学力向上を推進する体制を構築することを支援し、県内全域への水
平展開を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　委託した6つの市町において、市町全体で学力向上に取り組み、年2回の学力調査を軸とし
たPDCAサイクルに基づく授業改善の実践を通して、児童生徒一人一人に学習内容を定着させ
た。

事業概要

　家庭・学校・地域・企業等と連携・協力し、宮城の将来を担う子供達に「しっかり寝ル・
きちんと食べル・よく遊ブで健やかに伸びル（ルルブル）」の普及と定着促進を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　ルルブルの実践を促す事業に24,507人の児童生徒が取り組んだほか、企業と連携したポス
ターコンテストに69点の応募があった。その他様々な事業の実施により基本的生活習慣への
理解が進み定着促進が図られた。

　「はやね・はやおき・あさごはん」といった基本的生活習慣の定着を広く呼びかけ、子供
の生活リズム向上を図る普及活動を行う。

　震災の体験を踏まえ、学ぶことの意義を再確認させながら学習習慣の形成を図るととも
に、教員の教科指導力の向上を図る。また、学力向上に取り組む市町村教育委員会に対して
支援を行う。
＜令和5年度の主な実績＞
　小中学校の学力向上指導員による研修会等を延べ1,006人が受講し、小学生対象の算数チャ
レンジ大会に1,533人が参加した。

　学習習慣の着実な定着や問題行動等の低減を図るため、中学校の第1学年において少人数学
級を導入し、きめ細かな教育活動の充実を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　きめ細かな教育活動により学習習慣の着実な定着や問題行動等の低減を図るため、本務教
員又は常勤講師44人を配置し、中学1年34校34学級で35人超学級を解消した。

　高校生の学力調査を実施して生徒の学力･学習状況を把握するとともに、要請のあった高校
に指導主事を派遣し、高等学校教育の質の保証のため、生徒の学力向上及び教員の指導体制
の確立を図る。また、将来宮城の医師や教師となる志を持つ生徒を対象として、講演会や特
別講座等を実施し、学力や学習意欲の向上を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　理系人材等の育成を目的とし生徒1,239人を対象に各種事業を実施した。

　県立学校及び各市町村教育委員会が実施する原子力やエネルギーに関する教育に係る取組
を支援する。

　東日本大震災の影響やこれまでの意識調査の結果等を踏まえ、授業づくりなどの検証・改
善を行い、学校の学びの場としての価値を高めるとともに、これらの検証・改善の状況を把
握するため、児童生徒の学習意識調査を実施する。

　子供たちの多様化やSociety5.0の時代の到来を踏まえ、児童生徒一人一人の能力や適性に
応じた「個別最適な学び」と社会とつながる「協働的な学び」の一体的な充実に向け、ＩＣ
Ｔを効果的に活用した指導の在り方を探るためのモデル校を設置し、大学等と連携を図りな
がら実践的な研究に取り組み、その成果の普及を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　個別最適な学びと社会とつながる協働的な学びの実現に向け、大学と連携を図りながら実
践研究に取り組み、モデル校2校において事業3年目の公開研究会を開催し、270人が参加し
た。

　地域進学拠点重点校10校において地域課題や魅力に着目した探究活動を実施し、生徒の学
力向上と進路実績の向上を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　南部・東部・北部の3地区で改革推進校を選定し、地域コーディネーターを配置したことで
学校と地域の連携が進み、行政や地域の事業に関与する生徒数延べ400人（目標10人）とな
り、探究活動が活性化した。

　ＩＣＴ機器を活用し、日本語を母語としない生徒への日本語の授業や専門性の高い授業等
を学校間で共有・補完することで、個別最適な学びの実現と学校枠を超えた協働的な学びの
実現を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　貞山高校に遠隔授業システムを導入し、石巻北高校飯野川校、佐沼高校に情報Ⅰの授業を
配信するとともに、複数の高校に、日本語、英語の授業を配信した。また、貞山高校に採点
支援システム、AIドリルを導入した。
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②　国際理解を育む教育の推進 

区分 事業名 担当課室

01

◎

生徒の英語力向
上事業

義務教育課

02 英語教育充実支
援事業

義務教育課

03 実践的英語教育
充実支援事業

高校教育課

04

☆
◎

世界に発信する
高校生育成事業

高校教育課

05

☆
◎

みやぎグローバ
ル人材育成事業
（再掲）

高校教育課
教職員課

06 教育視察団交流
事業 教育庁総務

課

07

☆
◎

外国人児童生徒
受入拡大対応事
業

義務教育課

③　ＩＣＴ（情報通信技術）教育の推進

区分 事業名 担当課室

01 ＩＣＴ利活用向
上事業 教育企画室

02

☆
◎

教育ＩＣＴ活用
促進事業

教育企画室

03 学校運営支援統
合システム整備
事業 教育企画室

事業概要

　英語力の向上を図るため、「みやぎの英語教育推進計画」に基づき、グローバル人材とし
てこれからの時代を生き抜くための素地を形成するとともに、小・中・高の系統立てた外国
語教育を実践する。
＜令和5年度の主な実績＞
　県内の全公立中学校（仙台市を除く）2年生8,943人を対象に英検IBAを実施し、結果を各市
町村教育委員会、各学校、生徒自身にフィードバックするとともに調査結果の有効な活用促
進を図った。

　本県と中国吉林省との「第11次交流計画協議書」及び「覚書」に基づく吉林省教育視察団
の受入れなど、教育分野に関する国際交流を行う。

　ＩＣＴを活用した海外ネイティブ講師や高校生とのオンライン交流により、高校生が実際
に英語を使う体験を通して、世界に自分の考えを発信できる英語力を育成する。
＜令和5年度の主な実績＞
　指定校4校約500人の生徒にオンライン英会話を年間一人当たり約8回実施することで、実践
的コミュニケーション能力を育成し、各校において姉妹校等との対面・オンライン国際交流
活動を推進した。

　国際的視野に立って協働的に行動しながら未来を創造し、グローバルに活躍することがで
きる人材の育成を目指し、県立高校において国際バカロレア・ディプロマプログラムの実施
を推進する。
＜令和5年度の主な実績＞
　仙台二華高に国際バカロレアのディプロマプログラムを導入し、一部の授業を英語で行う
など、国際社会での活躍を目指す志をもつ生徒を育成した。また、最終試験を受験した6名の
うち3名がフルディプロマを取得した。

　「第3期みやぎの教育情報化推進計画」に基づき教育の情報化を推進し、変化する時代を生
きる子どもたちに必要な力を育む学びを実現する。

事業概要

　県立学校のＩＣＴ活用を支援するとともに、教員の活用能力の向上を図るため、「ＩＣＴ
支援員」を派遣する。また、教員1人1台端末の整備を踏まえた活用促進研修会の開催及び研
修動画配信によりＩＣＴ活用指導力の向上を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　県立学校計37校にＩＣＴ支援員を配置し、授業支援及びＩＣＴ利活用の校内研修等を実施
したほか、初級者向け教育用グループウェアの研修を計10回開催するなど、教職員のＩＣＴ
に関する資質向上を図った。

　今後更なる増加が予想される外国人児童生徒等への教育環境の充実を図るため、サポー
ターやアドバイザーを派遣し、学校現場における学習支援体制の充実等に取り組む。
＜令和5年度の主な実績＞
　業務委託先と連携し、学習支援等を行うサポーターを31校2,530.5時間（オンライン支援・
通訳含む）、学校への助言を行うアドバイザーを23校30回派遣し、日本語指導を必要とする
児童生徒へ支援を行った。

　小・中学校における英語教育を充実させるために、ＪＥＴ－ＡＬＴのリーダーとなるＡＬ
Ｔ－ＰＡ（県外国語指導助手アドバイザー）を配置し、県内ＪＥＴ－ＡＬＴの指導力向上を
目指す。また、要請に応じて国際理解教育に関わる活動の支援・協力を行う。

　学校における教務・校務を支援するシステムを導入することにより、教員の本来の業務で
ある「生徒に関わる時間」を創出するとともに、重要データの堅牢性を確保し、安全・安心
な学校運営を実現する。

　急速に進む国際化の中、情報や考えを的確に理解し、それらを活用し適切に表現し合った
りすることのできる能力の育成のため、外国語指導等を行う外国語指導助手を配置する。ま
た、英語力検証のための先駆的取組を行い、生徒の英語使用機会の拡充や英語学習へのモチ
ベーションの向上を図るとともに、英語教員の授業力の向上を図る。
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区分 事業名 担当課室

04

◎

ＩＣＴ教育環境
整備促進事業

教育企画室

05

☆
◎

特別な支援を要
する児童生徒に
対するＩＣＴを
活用した遠隔教
育推進事業
（再掲）

特別支援教
育課

06

☆
◎

教育ＤＸ推進プ
ロジェクト事業
（再掲）

高校教育課
教職員課

07 教育情報ネット
ワーク運用事業 教育企画室

④　社会形成・社会参加に関する教育（シチズンシップ教育）の推進

区分 事業名 担当課室

01

☆
◎

志教育支援事業
（再掲）

義務教育課

02

◎

高等学校学力向
上推進事業
（再掲）

高校教育課

03 明るい選挙啓発
事業 選挙管理委

員会事務局

⑤　環境教育の推進

区分 事業名 担当課室

01 循環型社会に貢
献できる産業人
材育成事業
（再掲）

高校教育課

02 児童・生徒のた
めの環境教育推
進事業

環境政策課

03 環境情報セン
ター運営事業 環境政策課

04 環境教育リー
ダー事業 環境政策課

05 こどもエコクラ
ブ支援事業 環境政策課

　ＩＣＴ機器を活用し、日本語を母語としない生徒への日本語の授業や専門性の高い授業等
を学校間で共有・補完することで、個別最適な学びの実現と学校枠を超えた協働的な学びの
実現を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　貞山高校に遠隔授業システムを導入し、石巻北高校飯野川校、佐沼高校に情報Ⅰの授業を
配信するとともに、複数の高校に、日本語、英語の授業を配信した。また、貞山高校に採点
支援システム、AIドリルを導入した。

事業概要

　県内の児童・生徒を対象として、質の高い環境教育の機会を提供する体制を確保し、ま
た、ＮＰＯ・学校・行政等の協働での取組を促進し、持続可能な社会の実現に向けて環境に
配慮した行動を主体的に実践できる人材の育成を図る。

　環境教育や環境保全活動を目的として開催される講演会や学習会等に、県が委嘱する環境
教育リーダーを派遣し、環境教育の普及及び環境保全活動の円滑な推進を図る。

　環境情報の普及啓発及び環境学習・環境教育を支援するため、「環境情報センター」にお
いて、環境関連図書などの閲覧・貸出や環境学習教室の開催などを行う。

　子供たちの環境に対する意識の高揚を図るため、環境活動クラブを支援する。

　特別支援学校においてＩＣＴ活用による教科指導の充実や切れ目のない学びの提供によ
り、児童生徒の実態に応じた個別最適な学びを実現する。
＜令和5年度の主な実績＞
　特別支援学校5校68名を対象に「ＡＩドリル」を、県立こども病院に入院する児童生徒を対
象に「アバターロボット」を導入した。また、同時双方向型遠隔授業への相談9件のうち1件
実施し、ＩＣＴ活用を推進した。

　学習環境におけるＩＣＴを活用した教育の促進を図るため、教育現場に安定した通信環境
を整備し、併せて多忙化解消及び情報管理の適正化を図る。

　廃棄物の発生抑制やリサイクル産業等について、専門高校生としての基礎的研究を行い、
循環型社会に貢献できる技術者・技能者の育成を図る。

事業概要

事業概要

　県民一人一人が政治や選挙に強い関心を持ち、主権者としての自覚と豊かな政治常識、高
い選挙道義を身に付けることができるよう、選挙啓発資料の作成、若者向けの啓発講座、ポ
スターコンクール等を実施する。

　東日本大震災の経験を踏まえ、児童生徒が社会において果たすべき自己の役割を考え、 自
ら生き方を主体的に追求するよう促し、 社会人・職業人として生涯にわたって自立する上で
必要な能力や態度を育てる。
＜令和5年度の主な実績＞
　児童生徒が集団や社会の中で果たすべき役割を考え、よりよい生き方を主体的に求めるこ
とができるよう、1地区（大崎市）を指定し、志教育の推進と普及を図った。

　高校生の学力調査を実施して生徒の学力･学習状況を把握するとともに、要請のあった高校
に指導主事を派遣し、高等学校教育の質の保証のため、生徒の学力向上及び教員の指導体制
の確立を図る。また、将来宮城の医師や教師となる志を持つ生徒を対象として、講演会や特
別講座等を実施し、学力や学習意欲の向上を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　理系人材等の育成を目的とし生徒1,239人を対象に各種事業を実施した。

　新学習指導要領に定める情報活用能力を養うことができるよう、各教科（普通教室）で活
用する生徒用タブレットＰＣを整備する。
＜令和5年度の主な実績＞
　生徒の情報活用能力の育成に向け、県立高校において生徒へのタブレット端末の整備
（リース1,353台）を行うことで、ＩＣＴを活用した教育に資する生徒1人1台端末環境の維持
につながった。
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区分 事業名 担当課室

06

◎

環境にやさしい
農業定着促進事
業
（再掲） みやぎ米推

進課

07 みやぎの田園環
境教育支援事業
【非予算的手法】
（再掲）

農村振興課

08

◎

みんなで広げる
「木育」活動推
進事業

林業振興課

　環境と調和した持続可能な農業を推進するため、環境に配慮した農業生産の取組支援を行
う。また、有機農産物等を生産する産地と実需者との交流の場を設けることにより、有機農
産物等の販路拡大を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　環境にやさしい農産物認証・表示制度により化学合成農薬及び化学肥料の使用を低減した
農産物の認証を行った結果、令和5年度の認証面積は2,458haとなり前年度より108ha増加し
た。

　農業・農村の持つ魅力を伝えるとともに、地域環境保全等に対する意識の醸成を図るた
め、地域や学校教育との連携・協働による農村環境保全活動を支援する。

　幼少期から木とふれあい、学ぶ取組である「木育」活動を支援することにより、木材を使
う意義・メリットを広め、森林・林業・木材産業に対する県民理解の醸成を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　民間企業による木育イベントの実施等、木育活動支援のために8件補助し、木育活動が推進
されたほか、木質化・木製品配備等支援のために4件補助し、民間施設の県産材利用を支援し
た。

事業概要
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学識経験者の意見

・取組が進められている点は評価できるが、目標指標「平日、子供と触れ合う時間（食事と入浴を除く）について、1時間以上
と答えた保護者の割合」は、取組1を評価するのに適切であろうか。「学ぶ土台づくり」には家庭だけでなく、教育・保育の現
場における実践、またその連携も重要な位置を占めており、それらの取組状況との関連が見えにくい。より適切な目標指標
の検討をお願いしたい。
・「スタートカリキュラム」を作成している市町村立小学校の割合が目標値を下回っている点については、その要因の丁寧な
分析に基づいた支援が必要である。

＜意見に対する今後の対応方針＞
・「親子のふれあい」を「学ぶ土台づくり」の根幹部分としているが、目標指標だけでは、施策の成果を十分に把握することが
できないことから、今後も目標指標を補完するデータや取組を用いて、方向性に対する成果の検証に努める。
・「スタートカリキュラム」作成等については、感染症対策が落ち着き、保幼小の交流や接続に関する話合いの機会の増加
が見込まれるため、市町村・設置者等の理解と協力を得ながら、働き掛けていく。

基本方向　４ 幼児教育の充実

◇幼児教育は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なものであることから、幼児期を「学ぶ土台づくり」の時期として捉
え、家庭、幼稚園、保育所等のいずれにおいても充実した幼児教育が行われ、小学校へ入学する時期までに、子供たちが
豊かな心情や学ぼうとする意欲、健全な生活を送る態度などを身に付けることを目指す。

・取組1「幼児期における『学ぶ土台づくり』の推進」では、目
標指標の「平日、子供と触れ合う時間（食事と入浴を除く）に
ついて、1時間以上」と答えた保護者の割合」は目標値を上
回っているが、「学ぶ土台づくり」の取組が、家庭や教育・保
育の現場等において着実に実践されるよう、推進する必要が
ある。

・取組2「幼児教育の充実のための環境づくり」では、保幼小
接続のための「スタートカリキュラム」を作成している市町村立
小学校の割合が目標値を下回る27.9％であるため、引き続
き幼児教育と小学校教育の円滑な接続等に関する取組の促
進を図る必要がある。

・取組3「幼児教育の推進に向けた体制づくり」では、幼稚
園・保育所・認定こども園等における幼児教育の質の向上や
幼児教育と小学校教育の円滑な接続を図るため、幼児教育
センターの取組を着実に進めていく必要がある。

成果の検証を踏まえた基本方向評価

・みやぎの学ぶ土台づくりのフライヤーの配布と説明や広報
紙「学ぶ土台づくり」便りの発行、出前講座、幼児教育ポータ
ルサイトによる一元的な情報提供等、様々な機会や媒体を活
用し、「学ぶ土台づくり」の必要性や重要性の理解促進を図
るほか、家庭や教育・保育の現場等の実践につながるような
取組について推進していく。

・校長会等の小学校管理職の会議において、スタートカリ
キュラムの作成や活用について働き掛けていく。また、市町
村幼児教育（保幼小連携）担当者研修会や幼稚園教育課程
宮城県研究協議会、幼児教育アドバイザー派遣等におい
て、接続期カリキュラムの作成等の必要性について理解促進
を図る。

・幼児教育センターを拠点として研修・支援・研究の3つの取
組を推進していくとともに、市町村担当部局等と連携を更に
強化し、幼児教育アドバイザー育成等、市町村への支援を
行う。

4-1

4-2

幼児期における「学ぶ土台づくり」の推進【重点的取組６】 順調

   目標指標の「平日、子供と触れ合う時間（食事と入浴を除く）について、1時間以上と答えた保護者の割合」が目
標値を上回っていることや各取組の成果を勘案し、本取組の評価は「順調」と評価した。

取組の名称と成果の検証 取組評価

課題

方向性

幼児教育の充実のための環境づくり －

概ね順調

方向性に対する
成果の検証

　「幼児期における『学ぶ土台づくり』の推進」では、目標指標の「平日、子供と触れ合う時間（食事と入浴
を除く）について、1時間以上」と答えた保護者の割合」は、目標値を上回った。
　保幼小接続のための「スタートカリキュラム」を作成している市町村立小学校の割合が27.9％で保幼小
接続・連携にやや遅れが見られるため、引き続き「スタートカリキュラム」を含めた接続期カリキュラムの作
成等、保幼小連携・接続推進の取組が必要である。
　
　以上のことから、やや遅れが見られる取組もあるが、重点的取組である取組1の評価が「順調」であり、
その他の取組も着実に成果が見られることから、本取組を「概ね順調」と評価した。

課題解決に向けた対応方針

基本方向を構成する取組の成果及び評価

番号

基本方向を推進する上での課題と対応方針

4-3 幼児教育の推進に向けた体制づくり －
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基本方向４

　　　　　　　 【現状維持型】A：達成率100％以上   B：達成率80％以上～100％未満　 C：達成率60％以上～80％未満　D：達成率60％未満

A
(令和元年度) (令和5年度)

1
平日、子供と触れ合う時間（食事と入浴を除く）につい
て、１時間以上と答えた保護者の割合（％）

91.6% 90.9%
90.0%以上

達成
現状維持型Ⅰ

(令和5年度）

■達成度 【進捗割合型】A：達成率100％以上   B：達成率80％以上～100％未満　 C：達成率60％以上～80％未満　D：達成率60％未満

達成状況
目標指標の種別

成果の検証を踏まえた取組評価 順調

・目標値は上回っているものの、引き続き「学ぶ土台づくり」の
取組が、家庭や地域社会、教育・保育の現場、行政等にお
いて着実に実践されるよう、継続する必要がある。

・みやぎの学ぶ土台づくりのフライヤーの配布・説明、広報紙
「学ぶ土台づくり」便りの発行、みやぎ出前講座の実施、幼児
教育ポータルサイトによる一元的な情報提供等、様々な機会
や媒体を活用し、「学ぶ土台づくり」の必要性や重要性の理
解促進を図るほか、家庭や地域社会、教育・保育の現場、行
政等の実践につながるような取組について、推進していく。

取組を推進する上での課題と対応方針

   目標指標の「平日、子供と触れ合う時間（食事と入浴を除く）について、1時間以上と答えた保護者の
割合」が目標値を上回っていることや各取組の成果を勘案し、本取組の評価は「順調」と評価した。

取組　１ 幼児期における「学ぶ土台づくり」の推進【重点的取組６】

◇平日、子供と触れ合う時間が1時間以上と回答した保護者全体の割合は、昨年度の91.1％から0.2ポイント減少しているも
のの目標値を上回っている。
◇「学ぶ土台づくり」の推進については、みやぎの学ぶ土台づくりフライヤーの配布や広報紙「学ぶ土台づくり」便りの発行
（年間5回）、幼児教育ポータルサイトによる一元的な情報提供（アクセス数20,356回）、幼児教育アドバイザー派遣事業（延
べ66回）、みやぎ出前講座（2回）「学ぶ土台づくり」の必要性や重要性の理解促進のための取組を実施した。
◇「幼児教育に関わる実態調査・アンケート」（回答数：4,161件）を実施し、その結果を分析して本県の幼児教育の現状や
課題等を整理したほか、幼児教育に関わる各主体がそれぞれの役割を的確に果たすことや連携の在り方を確認するため、
幼児教育専門機関の代表者や行政等を構成員とする「幼児教育推進連絡会議」（年1回）を実施して現状や課題等を共有
し、意見交換を行うなどの取組を実施した。

成果の検証

課題 課題解決に向けた対応方針

主な取組
内容

取組の成果

◇「宮城県幼児教育推進指針みやぎの学ぶ土台づくり」に基づき、幼児教育に関係する各主体（家庭・地域
社会・教育現場・行政）がそれぞれの役割を果たしながら共に取り組むため、幼児教育ポータルサイトを活用
した広報や情報提供の取組などを通して「学ぶ土台づくり」の必要性・重要性の普及啓発を図る。

目標指標等
初期値 実績値 目標値

達成度
（設定年度） （測定年度）
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　【取組を構成する事業一覧】
基本方向４　幼児教育の充実

①　幼児期における「学ぶ土台づくり」の推進【重点的取組６】

②　幼児教育の充実のための環境づくり

③　幼児教育の推進に向けた体制づくり

区分 事業名 担当課室

01

☆
◎

学ぶ土台づくり
推進事業

義務教育課

02

◎

幼稚園等新規採
用教員研修事業
【教職員CUP事業】
（再掲）

教職員課

03

☆
◎

みやぎらしい家
庭教育支援事業
（再掲）

生涯学習課

04

☆
◎

[復サ]

協働教育推進総
合事業
（再掲）

生涯学習課

05

◎

子育て支援を進
める県民運動推
進事業
（再掲）

子育て社会
推進課

06 保育士養成事業
費 子育て社会

推進課

　保育関係者に対し、現場の具体的な課題に十分に対応しうる高い専門知識、技術の習得と
理解を深め、資質の向上を図る。

　幼児教育センターを中心として、「学ぶ土台づくり」の必要性・重要性を普及啓発する取
組を行うとともに、幼児教育の内容面の質の向上を図るため、公私・施設類型の区別なく、
研修・支援とその基盤となる研究の取組を行う。また、幼児期の育ちや学びを小学校生活や
学習に円滑に引き継ぐために、市町村幼児教育アドバイザー配置のための幼児教育アドバイ
ザー養成講習を実施し、各市町村の幼児教育推進体制の構築を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　幼児教育の質の向上に向け、保幼小合同研修会を2回実施し136人参加した。また、アドバ
イザーを26か所に延べ66回派遣し、幼児教育施設や市町村教育委員会等において充実した幼
児教育が行われるよう支援した。

　家庭教育に関する相談対応、支援ボランティアの育成及び家庭教育支援チームの普及・定
着を図ることにより、家庭教育の充実と振興を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　人材育成や普及振興を行い、家庭教育支援への気運を高めた
・基盤形成事業：研修会24回724人
・普及振興事業：派遣18回1,037人、自然の家6回303人、父親の事業1回31人

　　　　　　　　◎　：新・宮城の将来ビジョン実施計画における「新・宮城の将来ビジョン推進事業」
　　　　　　［復サ］：新・宮城の将来ビジョン実施計画における「復興・サポート事業」
　　　　　　　　☆　：第２次アクションプランにおける「令和５年度　特に注力する事業」

事業概要

　公立の幼稚園等の新規採用教諭等を対象に実践的指導力と使命感を養うこと等を目的とし
て研修を実施する。

　家庭・地域・学校が協働して子供を育てる環境づくりを推進して、家庭・地域の教育力の
向上や活性化を図り、地域全体で子供を育てる体制の整備を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　地域学校協働活動推進事業を27市町村（間接補助）中心に展開し、地域学校協働本部（公
立小・中・義務教育学校）のカバー率が74.6％（R5目標65.0％）となり、地域と学校が連携
する体制構築が推進された。

　地域全体で子育てを支援する環境づくりを目指し、企業・団体等の県民総参加による「県
民運動」を推進する。
＜令和5年度の主な実績＞
　「みやぎっこ広場」での情報発信やイベントの開催など社会全体での機運醸成を図るとと
もに、市町村や民間団体等で構成する宮城県市町村少子化対策事業推進協議会を3回開催し
た。
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基本方向　５ 多様なニーズに対応したきめ細かな教育の推進

◇障害の有無によらず、多様な個性を持つ全ての子供たちの心豊かな生活と共生社会の実現を目指し、柔軟で連続性の
ある多様な学びの場の中で、一人一人の様々な教育的ニーズに応じたきめ細かな教育を展開する。

・取組1「一人一人の教育的ニーズに応じた特別支援教育の
推進」では、『個別の教育支援計画』及び『個別の指導計画』
を引き継いでいる割合は、一部目標値に達している項目もあ
るが、依然として目標値に達していない項目が見られる。ま
た、中学校と高等学校間における効果的な引継ぎの在り方
を検討する必要がある。さらに、校長等管理職のリーダー
シップのもと、特別支援教育コーディネーターを中心とした特
別支援教育の推進に係る校内支援体制を整備していく必要
がある。加えて、特別支援学校における狭隘化の解消を図る
とともに、学習の質や効果を高めるための教育環境の整備等
に引き続き取り組む必要がある。

・取組2「多様な個性が生かされる教育の推進」では、特別支
援学校等に在籍する児童生徒のみならず、小・中・高等学校
に在籍する発達障害の可能性のある児童生徒への効果的
な指導や支援について、全ての教員の専門性の向上を図る
必要がある。

成果の検証を踏まえた基本方向評価

・全ての教員に求められる特別支援教育に関する専門性を
高めるための研修と、特別支援学校、特別支援学級、通級
による指導の担当者向けの研修の充実を図り、個別の教育
支援計画等を活用した切れ目ない支援体制の整備を推進
する。また、小松島支援学校松陵校の本校化・開校に遅れ
が生じないよう準備に取り組むとともに、児童生徒数の推計を
踏まえた狭隘化対策や教育環境整備を引き続き行う。

・発達障害の可能性のある児童生徒を対象とした効果的な
支援や支援を行うための教育プログラムの研究・開発を行うと
ともに、障害の状態や特性に応じた指導方法等についての
研修会を実施し、教員の専門を図り、児童生徒の可能性を
伸ばす取り組みを進める。加えて、管理職を対象とした研修
等にインクルーシブ教育に関する内容を充実させるなど、多
様な個性が生かされる教育の推進を図る。

5-1

5-2

一人一人の教育的ニーズに応じた特別支援教育の推進【重点的取組７】 概ね順調

　幼児期から学校卒業後までの切れ目ない支援に必要な個別の教育支援計画と個別の指導計画の作成が定着し
てきたが、中学校から高等学校への引継ぎの在り方など、なお継続した取組が必要である。
　特別支援学校の児童生徒が居住地の小・中学校の児童生徒と交流及び共同学習した割合は、コロナ前より実績
率が向上し、共に学ぶ教育環境づくりを推進することができた。
　小・中・高等学校における特別支援教育の推進については、全ての教員が特別支援教育の基礎的な知識等を身
に付けるための取組が一層必要である。
　特別支援学校が主催する研修会については、今後更に周知等の工夫、研修内容の充実などが必要であるもの
の、高等学校での発達障害に関する事業により、高等学校における専門性の向上を図ることができた。
　秋保かがやき支援学校の開校により仙台圏域の特別支援学校の狭隘化は一定程度解消されたが、知的障害特
別支援学校の児童生徒数は増加傾向にあるため、継続した取組が必要である。
　以上のことから、今後の対応を要する取組があるものの、各取組を計画通りに進めることができたと捉え、本取組
を「概ね順調」と評価した。

取組の名称と成果の検証 取組評価

課題

方向性

多様な個性が生かされる教育の推進 －

概ね順調

方向性に対する
成果の検証

　柔軟で連続性のある多様な学びの場を充実させるためには、それぞれの場における教員の特別支援
教育への理解、専門性の向上について、より一層取り組む必要がある。
　個別の教育支援計画と個別の指導計画は、児童生徒への切れ目ない支援を提供する重要なツール
であり、その作成率が向上していること、通級指導教室での個別の指導計画の引継ぎ実績が向上してい
ることが評価できる。今後、中学校と高等学校の連携した取組を推進していく必要がある。
　共生社会の実現のためには、校長をはじめとした全ての教員の特別支援教育への理解推進と、地域
社会へのインクルーシブ教育の理解啓発が必要であり、市町村教育委員会や関係機関と連携した総合
的な取組により一層の推進が必要であるが、居住地校で障害のある児童生徒と障害のない児童生徒が
共に学ぶ機会が着実に増えており、インクルーシブ教育の理解啓発において一定の成果が見られた。
　また、特別支援学校の狭隘化を解消するため、秋保かがやき支援学校の開校により確実な取組を行う
ことができた。
　以上のことから、一部課題のある取組もあるものの、重点的取組である取組１の評価を踏まえ、本基本
方向を「概ね順調」と評価した。

課題解決に向けた対応方針

基本方向を構成する取組の成果及び評価

番号

基本方向を推進する上での課題と対応方針
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学識経験者の意見

・評価は妥当である。
・幼児期から学校卒業後までの切れ目ない支援に必要な「個別の教育支援計画」と「個別の指導計画」の作成について
は、高い目標値をあげるとともに、丁寧な課題状況の把握と具体的な対応方針が示されている。
・交流および共同学習の実施割合については、大幅な増加がみられるが、目標値の設定はどのような根拠によるものか。共
生社会の実現の一層の推進を見据え、目標値の再検討も必要ではないか。
・全ての教員が特別支援教育の基礎的な知識を身につける取組は、すべての児童生徒の学びにも資することであるため、
基本方向1～4との相互連携を図りつつ、具体的な取組を進めていただきたい。

＜意見に対する今後の対応方針＞
・交流及び共同学習の実施割合目標値については、新型コロナウイルス感染症が流行する前の令和元年度実績35.2％を
参考に、コロナ禍以前の状況に戻すことを目標として36.0％と設定したものである。令和2年度の12.6％から想定以上の早
さで元の状態に戻っており、交流及び共同学習の重要性や教育的効果が各学校や保護者等に認知されているものと推察
できる。今後も、共生社会の実現に向けて、より高い目標値を設定し、インクルーシブ教育の推進に取り組みたい。
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基本方向５

取組　１ 一人一人の教育的ニーズに応じた特別支援教育の推進【重点的取組７】

◇幼児期から学校卒業までの切れ目ない一貫した指導や支援を行うため、「就学前からつくる個別の教育支援計画～つな
ぐための作り方と使い方～」についての「Q&Aリーフレット」を作成し、仙台市を含め県内全ての幼稚園、保育園など未就学
児に関わる教育関係機関に配布し、個別の教育支援計画の作成について理解を深めた。令和5年度調査では、公立小学
校（仙台市を除く）の特別支援学級において個別の教育支援計画の引継ぎが初期値89.3％から88.3％となったが、小学校
から特別支援学校中学部へ引き継いだ割合を加えると、令和2年度98.5％、令和5年度99.7％となり、個別の教育支援計画
と個別の指導計画による切れ目ない支援体制づくりが促進された。
◇第3期共に学ぶ教育推進モデル事業において、モデル校7校（小3、中2、高2）を指定し、ユニバーサルデザインの視点を
取り入れた学習環境づくりに焦点を当て、外部専門家による指導・助言による学びやすい授業づくりに取り組んだ。実践例
や校内における支援体制の構築等をフォーラムで周知することにより県内への横展開が期待できる。
◇居住地校学習推進事業で、各特別支援学校の小・中学部と居住地校における「交流及び共同学習」の推進を図った。
特別支援学校の参加人数は、コロナ前（令和元年度）の359人から53人増え、412人（令和5年度）となり、実施率は34.1％で
あった。小・中受入校（居住地校）数は、令和元年度250校から令和5年度271校に増加し、小学校及び中学校におけるイン
クルーシブ教育の理解促進につながった。
◇入院した児童生徒に対してICTを活用した遠隔授業等の取組は1件の実績があった。
◇仙台圏域に秋保かがやき支援学校を新設し、既存校の狭隘化の緩和に取り組んだ。
◇高等学校モデル校１校で10回のワークショップ等を開催するとともに、発達障害研修会（基礎、中級）を開催し、延べ86人
が参加するなど、特に、高等学校における特別支援教育への理解が促進された。
◇医療的ケア児に対する通学支援として、令和5年度は対象校2校、児童生徒3名に対し、それぞれ12回ずつ、計36回の通
学支援を行うなど、医療的ケア児及びその家族の負担軽減を図ることができた。

主な取組
内容

取組の成果

◇幼児期から学校卒業までの切れ目のない一貫した指導や支援を行うため、特別支援学校だけでなく、小・
中学校及び高等学校等における特別な支援を必要とする児童生徒についても「個別の教育支援計画」を作
成するとともに、確実に引継ぎ、活用することで、支援体制の充実を図る。
◇小・中学校等及び高等学校等における教員の専門性の向上に向け、特別支援教育に関する研修内容の
充実を図る。
◇障害のある児童生徒と障害のない児童生徒が共に学ぶ教育環境づくりの実践例を蓄積するとともに、実
践校以外にも広がりを持たせるため、情報を発信していく。
◇特別支援学校の狭隘化への対応など、教育環境の改善を図るため、（仮称）秋保かがやき支援学校の整
備や既存校舎等の改築・改修、修繕を行う。
◇病気療養中の児童生徒が在籍校とのつながりを継続するため、ＩＣＴを活用した同時双方向型遠隔授業を
実施する。また、児童生徒の実態に応じた個別最適な学びを提供するためＡＩドリルを導入し、モデル校にお
いて、実践事例の集積を行う。
◇小・中学校及び高等学校に在籍する発達障害の可能性のある児童生徒に対して、効果的な指導や支援
を行うための教育プログラムについて研究を行う。
◇医療的ケア対象児童生徒が、家族の付き添いなしで、安全・安心に通学できるよう、看護師同乗による介
護タクシー等を利用した通学支援をモデル的に実施し、児童生徒とその家族への最適な支援の在り方を検
討する。

初期値 実績値 目標値
達成度

達成状況
目標指標の種別

未達成
100.0%

達成

進捗割合型Ⅰ

（設定年度） （測定年度） (令和5年度）

進捗割合型Ⅰ

未達成

進捗割合型Ⅰ

未達成

進捗割合型Ⅰ

目標指標等

D
(令和2年度) (令和5年度)

1-2
小学校から中学校に、「個別の教育支援計画」及び「個
別の指導計画」を引き継いでいる割合（個別の教育支
援計画：通級指導教室）（％）

94.1% 94.8%
100.0% D

(令和2年度) (令和5年度)

1-1
小学校から中学校に、「個別の教育支援計画」及び「個
別の指導計画」を引き継いでいる割合（個別の教育支
援計画：特別支援学級）（％）

89.3% 88.3%

Ｄ
(令和2年度) (令和5年度)

1-3
小学校から中学校に、「個別の教育支援計画」及び「個
別の指導計画」を引き継いでいる割合（個別の指導計
画：特別支援学級）（％）

83.6% 86.3%
94.0%

A
(令和2年度) (令和5年度)

1-4
小学校から中学校に、「個別の教育支援計画」及び「個
別の指導計画」を引き継いでいる割合（個別の指導計
画：通級指導教室）（％）

77.3% 91.5%
90.0%

D
(令和元年度) (令和5年度)

2
特別支援学校が主催する研修会への中学校、高等学
校教員の受講者数（人）

214 人 53 人
220 人

未達成
進捗割合型Ⅰ

■達成度【進捗割合型】A：達成率100％以上   B：達成率80％以上～100％未満　 C：達成率60％以上～80％未満　D：達成率60％未満

　　　　　　　 【現状維持型】A：達成率100％以上   B：達成率80％以上～100％未満　 C：達成率60％以上～80％未満　D：達成率60％未満

Ｂ
(令和2年度) (令和5年度)

3
特別支援学校の児童生徒が居住地の小・中学校の児
童生徒と交流及び共同学習した割合（％）

12.6% 34.1%
36.0%

未達成
進捗割合型Ⅰ
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成果の検証

課題 課題解決に向けた対応方針

成果の検証を踏まえた取組評価 概ね順調

・個別の教育支援計画への理解が進み、作成率及び引継ぎ
実施率は向上傾向であるが、100％の実施を目指し更なる確
実な実施が求められる。

・共に学ぶ教育推進モデル事業のモデル校における校内支
援体制づくりのノウハウを県内全域に発信し、横展開すること
が重要である。

・居住地校学習において、特別支援学校の児童生徒と居住
地校の児童生徒が互いに能動的に関わることができる取組
内容や、ＩＣＴ機器等を活用した交流機会の拡大などについ
て検討し、実践を蓄積する必要がある。

・特別支援学校が主催する研修会については、小・中・高等
学校のニーズを踏まえて実施するなどの工夫が求められる。

・ICTを活用した遠隔授業については、児童生徒の入院期間
やインターネット環境などにより、実施を見送るケースが見ら
れた。

・仙台圏域における特別支援学校の狭隘化については、今
後も検討課題である。

・小・中学校においては、特別支援学級や通級による指導を
担当する教員が替わる頻度が高いことから、担当者向けの研
修を充実させるとともに、管理職を中心とした校内支援体制
を充実させる。

・「共に学ぶ教育フォーラム」を開催し、モデル校の取組を県
内に広く発信し、障害のある子供とない子供が共に学ぶ環境
の充実を図る。

・居住地校学習連携協議会において、好事例を共有し、各
学校の実践の充実を図る。

・各特別支援学校が実施する研修会について、地域の小・
中・高等学校のニーズを踏まえて内容を工夫するとともに、
各校への周知を促す。

・ICTを活用した遠隔授業等については、引き続き市町村教
育委員会等への周知を図り、速やかに実施できるよう努める
とともに、Wi-Fiルーターの貸し出し等によりインターネット環
境の整備を図る。

・小松島支援学校松陵校の独立・本校化や古川支援学校の
隣接廃校小学校校舎の活用などを進めるほか、適正な就学
支援を促すことにより、特別支援学校の狭隘化の緩和を図
る。

取組を推進する上での課題と対応方針

　幼児期から学校卒業後までの切れ目ない支援に必要な個別の教育支援計画と個別の指導計画の作
成が定着してきたが、中学校から高等学校への引継ぎの在り方など、なお継続した取組が必要である。
　特別支援学校の児童生徒が居住地の小・中学校の児童生徒と交流及び共同学習した割合は、コロナ
前より実績率が向上し、共に学ぶ教育環境づくりを推進することができた。
　小・中・高等学校における特別支援教育の推進については、全ての教員が特別支援教育の基礎的な
知識等を身に付けるための取組が一層必要である。
　特別支援学校が主催する研修会については、今後更に周知等の工夫、研修内容の充実などが必要
であるものの、高等学校での発達障害に関する事業により、高等学校における専門性の向上を図ること
ができた。
　秋保かがやき支援学校の開校により仙台圏域の特別支援学校の狭隘化は一定程度解消されたが、知
的障害特別支援学校の児童生徒数は増加傾向にあるため、継続した取組が必要である。
　以上のことから、今後の対応を要する取組があるものの、各取組を計画通りに進めることができたと捉
え、本取組を「概ね順調」と評価した。
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　【取組を構成する事業一覧】
基本方向５　多様なニーズに対応したきめ細かな教育の推進

①　一人一人の教育的ニーズに応じた特別支援教育の推進【重点的取組７】

②　多様な個性が生かされる教育の推進

区分 事業名 担当課室

01

◎

特別支援学校校
舎改築事業

特別支援教
育課

02

◎

仙台南部地区特
別支援学校整備
事業 特別支援教

育課
施設整備課

03 校舎改築事業
（特別支援学
校）

特別支援教
育課
施設整備課

04 特別支援教育シ
ステム整備事業 教職員課

特別支援教
育課

05

◎

医療的ケア推進
事業

特別支援教
育課

06

☆
◎

医療的ケア児通
学支援モデル事
業 特別支援教

育課

07

◎

視覚障害・聴覚
障害のある乳幼
児に対する教育
相談充実事業

特別支援教
育課

08

◎

共に学ぶ教育推
進モデル事業

特別支援教
育課

09

[復サ]

特別支援学校外
部専門家活用事
業

特別支援教
育課

10

◎

特別支援教育総
合推進事業

特別支援教
育課

11 就学奨励費
特別支援教
育課

　　　　　　　　◎　：新・宮城の将来ビジョン実施計画における「新・宮城の将来ビジョン推進事業」
　　　　　　［復サ］：新・宮城の将来ビジョン実施計画における「復興・サポート事業」
　　　　　　　　☆　：第２次アクションプランにおける「令和５年度　特に注力する事業」

　視覚や聴覚に障害のある乳幼児の早期発見と早期治療に向け、教育相談体制の構築を進め
るとともに、関係機関と連携した切れ目のない支援の提供を推進する。
＜令和5年度の主な実績＞
　視覚支援学校に視能訓練士、聴覚支援学校に言語聴覚士を派遣し、乳幼児教育相談担当者
の専門性の向上を図りながら、視覚障害、聴覚障害のある乳幼児とその保護者に対し質の高
い教育相談を提供した。

事業概要

　特別支援学校の幼児・児童生徒の就学に伴う保護者の経済的負担を軽減するため、その負
担能力に応じて必要な経費を支給する。

　特別支援学校の狭隘化に対応するため、古川支援学校、利府支援学校、名取支援学校にお
ける仮設校舎のリースを行うとともに、小牛田高等学園の仮設校舎の整備を行う。また、既
存分校の維持修繕等を行う。
＜令和5年度の主な実績＞
　特別支援学校の狭隘化対策として、4校において設置した仮設校舎の賃借を継続した。ま
た、令和6年4月開校の秋保かがやき支援学校で使用する備品等を購入し、新設校の学習環境
を整備した。

　仙台圏域における知的障害特別支援学校の狭隘化の解消と、増加が見込まれる中学校特別
支援学級卒業者の後期中等教育段階における学びの場を確保するため、仙台市秋保地区に特
別支援学校を新築する。
＜令和5年度の主な実績＞
　仙台圏域における知的障害特別支援学校の狭隘化を解消するとともに、軽い知的障害のあ
る生徒の後期中等教育の場を整備するため、令和6年4月開校の秋保かがやき支援学校の校舎
等の新築工事を進めた。

　県立特別支援学校の狭隘化に対応するため、小松島支援学校松陵校に高等部棟を新築する
もの。

　インクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育を着実に推進するため、学校の設
置者及び学校が障害のある子供に対して、その状況に応じて提供する「合理的配慮」の実践
事例を収集するとともに、交流及び共同学習や居住地校学習を実施し、その成果の普及を図
る。

　経管栄養等の医療的ケアを必要とする児童生徒のため、特別支援学校に看護師を配置する
とともに、巡回指導医及び巡回看護師の指導助言を受けながら、より安全な医療的ケアを実
施する。
＜令和5年度の主な実績＞
　医療的ケア対象児童生徒が在籍する15校全てに学校看護職員を配置し延べ126人に医療的ケ
アを実施した。また、巡回指導医や巡回指導看護師による医療的ケア実施に係る指導・助
言、市町村向けの研修会を実施した。

　特別支援学校に在籍する医療的ケアが必要な児童生徒に対し、看護職員同乗による通学時
の送迎をモデル的に実施し、最適な支援の在り方を検討する。
＜令和5年度の主な実績＞
　スクールバスによる通学が困難な医療的ケア対象児童生徒及びその家族の負担軽減のた
め、介護タクシーに看護職員が同乗し通学を支援する取組をモデル的に試行した。

　幼稚園、小学校、中学校、高等学校、教育委員会等での連携体制に関する実践等の事例を
蓄積し、障害のある児童生徒と障害のない児童生徒が共に学ぶことで得られる教育的効果を
明らかにする。また、取組について広く理解啓発を図るため、「共に学ぶ教育推進フォーラ
ム」を開催する。
＜令和5年度の主な実績＞
　2地域7校をモデル校に指定し、誰もが分かりやすいユニバーサルデザインに基づく授業づ
くりを進めるとともに、大学教授等の専門家派遣による指導・助言を通して特別支援教育に
関する教員の専門性向上が図られた。

　全ての特別支援学校にスクールカウンセラーを派遣し、児童生徒へのカウンセリングや教
員の指導に対するアドバイスを行うことを通じて、東日本大震災後の児童生徒に対するより
きめ細かな教育環境を確立する。

　関係機関からなる連携協議会を設置し、連携・協力体制の構築を推進するとともに、早期
からの教育相談・支援体制を構築するための取組を行う。また、特別支援教育コーディネー
ターの活動を支援することで、地域における特別支援教育を推進する。
＜令和5年度の主な実績＞
　特別支援学校の児童生徒412人が271校との交流学習に参加し、インクルーシブ教育の推進
が図られた。また、各特別支援学校が行う教育相談には小・中学校等から6,177件の相談が
あった。
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区分 事業名 担当課室

12 特別支援学校給
食実施費 保健体育安

全課

13 就学支援審議会
特別支援教
育課

14 心身障害児等発
達・療育支援事
業

子ども・家
庭支援課

15

◎

児童相談所乳幼
児精神発達精密
健診及び事後指
導事業 子ども・家

庭支援課

16 小児慢性特定疾
病児童等自立支
援事業

疾病・感染
症対策課

17 総合教育セン
ター教育相談調
査研究等事業費

特別支援教
育課

18 全国特別支援学
校体育大会参加
費

保健体育安
全課

19 障害児教育支援
相談活動事業費 特別支援教

育課

20 校舎大規模改造
事業（特別支援
学校）

施設整備課

21 校舎等小規模改
修事業（特別支
援学校）

施設整備課

22 既設校舎等環境
整備（特別支援
学校）

施設整備課

23 みやぎ障害者Ｉ
Ｔサポート事業 障害福祉課

24

◎

障害者就業・生
活支援センター
事業

障害福祉課

25

◎

発達障害児者総
合支援事業

精神保健推
進室

26

◎

多様な子どもの
安心子育て支援
事業 精神保健推

進室

27

◎

医療的ケア児等
支援体制整備推
進事業

精神保健推
進室

28 難聴児補聴器購
入助成事業 障害福祉課

　経年により老朽化が著しい学校施設について、長寿命化大規模改修及び中規模改修を行
う。

　県立特別支援学校の児童生徒の心身の健全な発達に資するため、学校給食を実施する。

　在宅で生活する重症心身障害児者など、医療的ケアを必要とする障害児者が身近な地域で
適切な支援が受けられる体制を整備する。
＜令和5年度の主な実績＞
　医療型短期入所の受入(実3人、延べ21日)や事業所間の利用調整・研修、44人の医療的ケア
児等コーディネーターの養成、医療的ケア児等相談支援センター運営等により、県内の支援
体制整備を進めることができた。

　発達障害（疑いを含む）のある人やその家族が身近な地域で乳幼児期から成人期における
各ライフステージに応じた支援が受けられるよう、支援体制の充実・強化を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　発達障害者支援センター「えくぼ」は大人への支援を中心に相談延べ527件に対応。また、
県直営センターは子どもの支援者への技術支援延べ289件を実施し、重層的な支援体制の構築
に寄与した。

　障害のある学齢児童生徒等の就学に係る教育支援に関する重要事項を調査審議する。

　母子保健法に基づき市町村が実施する健康診査で、発達の遅れ等が懸念される乳幼児を対
象に精密健康診査を行い、早期療育の体制を整えるとともに、育児不安等を抱える親を専門
的に支援する。
＜令和5年度の主な実績＞
　市町村の乳幼児精神発達精密健康診査担当保健師や精密健康診査従業者などを対象として
研修会を実施した。市町村等保健師29人、同心理職13人が参加し、知識を習得したことで、
円滑な業務運営が図られた。

　障害及び発達の遅れがあると思われる幼児・児童生徒の障害等の実態に応じた教育や指導
上の諸問題についての相談を行うとともに、各地域における教育相談活動の普及啓発を図
る。

　全国聾学校陸上競技大会及び卓球大会への参加に要する経費の一部を補助し、生涯スポー
ツの素地となる体育活動の一層の充実と発展を図る。

　特別支援教育相談員による就学相談を実施し、市町村教育委員会が行う就学指導の円滑化
を図る。

　小児慢性特定疾病児童等及びその家族からの相談に応じ、必要な情報の提供及び助言を行
うとともに、関係機関との連絡調整、疾病に係る普及・啓発等を実施し、療養上の負担軽減
及び自立に向けた支援を行う。

　心身の発達に遅れ等が懸念される子供を早期に発見し、発達相談及び発達訓練指導等を実
施することにより、児童の生活の質を高め、保護者への育児支援を行う。また、関係者（施
設職員、学校職員等）との連携を図り、保健・医療・福祉及び教育のネットワークを構築す
る。

　障害児の早期発見・早期療育に向けた支援体制の整備を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　医療的ケアに対応する看護師の確保に向けた研修を1回実施したほか、専従の発達障害者地
域支援マネージャーが未配置である栗原圏域の令和6年度以降の配置に向けて栗原市や事業所
等との打合せを行った。

　みやぎ障害者ＩＴサポートセンターを設置し、相談対応を行うほか、スキルアップ講習や
訪問講習を実施する。

　障害者就業・生活支援センターを設置し、生活担当支援員を配置することにより、生活面
を中心とした相談対応や支援を行う。
＜令和5年度の主な実績＞
　県庁内で障害者の職場実習生8人、地方公所で4人を受け入れ、うち3人が一般就労へ移行。
また、就労支援事業の運営に関する研修会の開催やコンサルタント派遣(5事業所)により、事
業所の経営力向上につながった。

　両耳の平均聴力レベルが30dB以上で、身体障害者手帳の交付対象とならない18歳未満の難
聴児に対し、補聴器購入費用の一部を助成する市町村を支援する。

事業概要

　大規模改造及び改築時期までの当面の教育環境の改善を図るため、既存施設に対し必要な
改修を行う。

　特別支援学校の校地及び既存施設の簡易かつ小規模な維持補修に係る修繕工事等を行う｡
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区分 事業名 担当課室

29

☆
◎

特別な支援を要
する児童生徒に
対するＩＣＴを
活用した遠隔教
育推進事業

特別支援教
育課

30 特別支援学校進
路指導充実事業 特別支援教

育課

31 宮城県特別支援
学校文化祭事業 特別支援教

育課

32

☆
◎

地域と連携した
特別支援学校魅
力化事業
【コミュニティ・
スクール推進事
業】
（再掲）

特別支援教
育課

33

☆
◎

個別最適な学び
に関するモデル
事業
（再掲）

義務教育課

34

☆
◎

教育ＤＸ推進プ
ロジェクト事業
（再掲）

高校教育課
教職員課

35

☆

学びの多様性を
生かした教育プ
ログラム開発事
業

特別支援教
育課

　教育、福祉、労働等関係機関による地域連携協議会の開催等により、特別支援学校に在籍
する生徒の進路指導及び卒業後のアフターケアの充実を図る。

　宮城県内の特別支援学校高等部及び高等学園の生徒の日頃の学習成果を発表し、広く県民
に紹介する。

　小・中学校及び高等学校に在籍する発達障害の可能性のある児童生徒に対する効果的な指
導・支援に関する教育プログラムを研究する。

　ＩＣＴ機器を活用し、日本語を母語としない生徒への日本語の授業や専門性の高い授業等
を学校間で共有・補完することで、個別最適な学びの実現と学校枠を超えた協働的な学びの
実現を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　貞山高校に遠隔授業システムを導入し、石巻北高校飯野川校、佐沼高校に情報Ⅰの授業を
配信するとともに、複数の高校に、日本語、英語の授業を配信した。また、貞山高校に採点
支援システム、AIドリルを導入した。

　学校と地域が学校目標を共有し、目標実現のため学校運営に地域の参画を促す取組を研究
するとともに、特別支援学校の教育活動の内容とその魅力を効果的に発信し、魅力ある学校
づくりに資する取組を支援する。
＜令和5年度の主な実績＞
　学校運営協議会パイロット校4校を指定し、地域との連携・協働による学校づくりの実践研
究を行った。また、魅力ある学校づくり支援事業4校を指定し、地域資源を活用した取組を行
い、魅力ある学校づくりを推進した。

　子供たちの多様化やSociety5.0の時代の到来を踏まえ、児童生徒一人一人の能力や適性に
応じた「個別最適な学び」と社会とつながる「協働的な学び」の一体的な充実に向け、ＩＣ
Ｔを効果的に活用した指導の在り方を探るためのモデル校を設置し、大学等と連携を図りな
がら実践的な研究に取り組み、その成果の普及を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　個別最適な学びと社会とつながる協働的な学びの実現に向け、大学と連携を図りながら実
践研究に取り組み、モデル校2校において事業3年目の公開研究会を開催し、270人が参加し
た。

事業概要

　特別支援学校においてＩＣＴ活用による教科指導の充実や切れ目のない学びの提供によ
り、児童生徒の実態に応じた個別最適な学びを実現する。
＜令和5年度の主な実績＞
　特別支援学校5校68名を対象に「ＡＩドリル」を、県立こども病院に入院する児童生徒を対
象に「アバターロボット」を導入した。また、同時双方向型遠隔授業への相談9件のうち1件
実施し、ＩＣＴ活用を推進した。
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基本方向　６ 郷土を愛する心と社会に貢献する力の育成

◇国際化社会で活躍するためには、自国の理解と日本人としてのアイデンティティがその基盤になることから、自国や郷土
の歴史への関心を高め、理解を深める教育を推進する。あわせて、伝統と文化を尊重し、それらを育んできた我が国と郷土
を愛する態度を養い、国際的視野を持ち世界に通用する人づくりを進める。
◇郷土の財産である文化財について、良好な形で保存し、後世に引き継ぐとともに、地域コミュニティの絆として、文化財が
持つ魅力を一層引き出し、地域活性化に向けて活用を図る。
◇震災からの復興を実現し、地域振興・活性化を目指す地方創生及び我が国や郷土の発展に向けて、宮城の将来を担う
人づくりを進める。

・取組1「伝統・文化の尊重と郷土を愛する心の育成」では、
コロナ禍の影響で自粛、減少傾向にあった地域での交流活
動や体験活動等の機会の創出と充実と、地域全体で観光活
用を推進するための地域プレイヤーの育成が課題である。ま
た、学校活動の再開に当たっては、学校と地域の結びつき
の再構築も課題である。

・取組2「文化財の保護と活用」では、文化財の適切な保存
継承に向けて、各市町村において「文化財保存活用地域計
画」を策定し、地域自ら取組を推進する必要がある。現状は2
市町の策定に留まっており、策定に向けた働きかけや支援を
より一層強化する必要がある。また、多賀城創建1300年に向
けた取組では、一過性のものとならないよう、その後の展開を
見据えた取組を推進する必要がある。

・取組3「宮城の将来を担う人づくり」では、学校が家庭や地
域との連携を更に強化し、児童生徒に社会貢献について具
体的に考えさせるための工夫をすることや、次代のみやぎの
産業の在り方に関する産業教育審議会の答申を、各学校に
おいてどのように具現化させ、効果的な取組にしていくかを
検討し、みやぎの将来を担う第人材の安定的な確保が課題
である。

・志教育の3つの視点に基づき、発達の段階に応じた系統的
な志教育を進める。また、児童生徒が地域の課題を自分事と
して捉え、地域と共にその解決を目指して主体的に学ぶこと
を重視した探究活動・体験活動を推進するとともに、推進地
区等の取組事例を広く発信する。文化財の活用について
は、各市町村などとの連携・協力をより強化し、積極的な情報
発信に努める。

・地域計画策定の意義や国の補助金の活用範囲が広がるこ
となどを丁寧に伝え、未策定市町村における「文化財保存活
用地域計画」の策定を促す。「多賀城創建1300年記念事業」
の成果を活かすため、多賀城市との連携を密にし、これまで
行ってきた多賀城跡の整備を今後も計画的に行っていく。

・児童生徒の志教育に係る諸活動について、県民に広く広
報し、公開するとともに、職場見学や職場体験の重要性を機
会あるごとに共有し、みやぎの将来を見据えた人材育成に取
り組む。

6-1

6-2

伝統・文化の尊重と郷土を愛する心の育成 －

取組の名称と成果の検証 取組評価

課題

方向性

課題解決に向けた対応方針

基本方向を構成する取組の成果及び評価

番号

基本方向を推進する上での課題と対応方針

6-3

宮城の将来を担う人づくり【重点的取組８】 概ね順調

　「志教育」推進事業については、計画的に取組を実施できた学校が多かった。
　進路指導については、新型コロナウイルス感染症の法令上の位置付けが5類に引き下げられたこともあり、地域と
連携して事業を推進したことや、高校生の大学等への現役進学達成率の上昇傾向が継続していることなど、一定
の成果が見られた。
　また、産業教育審議会の答申を受けて、地域と連携しながら継続して事業を推進し、「専門教育次世代人財育成
プロジェクト」を立ち上げて学校・学科の枠を超えて地域振興のアイディアを形にする協働の学びを進めたこと等、
地域の文化風土に愛着を持ち次世代につなげる態度の育成に取り組んだ。
　職業や進路に関する事業についても、企業説明会などの開催により、啓発的な取組ができた。
　このような取組を通じて、就職内定率の高さ（99.3%）に加え、就業地調査により県内就職が87.4%となっていること
から、本取組を「概ね順調」と評価した。

文化財の保護と活用 －
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学識経験者の意見

・評価は妥当と考える。
・取組1目標指標等「地域の行事に参加している」は、郷土愛醸成とともに防災のコミュニティ基盤にもつながるので、総合
学習や地域学校協働活動なども活かして児童生徒の郷土愛と連帯を育む一層の支援を期待したい。
・宮城の将来を担う人づくり（重点的取組8）について、産業教育審議会の答申を受けたプロジェクトなど積極的な県内人材
定着施策は評価できる。今後、就職率とともに、離職率・転職率も産業界と連携してとらえ、教育・産業が一丸となって若者
の県内定着定住と能力開発によって将来社会への人材育成をさらに進展させていくことを望む。

＜意見に対する今後の対応方針＞
・郷土愛と連帯を育む取組については、例えば高校では「志教育」に関する事業の中で、年に１度、高校生が集まる「高校
生フォーラム」を開催し、「私たちの志と地域貢献」をテーマに、各校の志教育の取組やそれを通して醸成された生徒の思
い等の情報を共有するなどしている。それにより自身の活動を見直し、郷土愛についての新たな取組の創出につながって
いることから、今後、当該フォーラムの参加者や視聴範囲を広げ、地域の方々の意見も直接取り入れられるよう工夫しなが
ら、地域連携の充実に努めていきたい。
・また、産業界等との連携では、石巻地区をモデル地区として専門教育次世代人財育成プロジェクト事業を展開し、専門高
校の生徒たちが、地域の大学や企業などの意見を取り入れながら活動するなど、地域に愛着を持つような取組を行ってお
り、今後も継続していきたいと考えている。
・なお、離職や転職の数値については、個々の事業所毎や産業分野別の数値などを厳密に把握することは難しい面もある
が、各圏域のハローワークや県地方振興事務所等県の関係機関と連携し、離職・転職のデータ等を把握しながら進路指導
を進めたい。

成果の検証を踏まえた基本方向評価 概ね順調

方向性に対する
成果の検証

　郷土の歴史への理解を深め、国際社会で活躍する人材を育成することについては、地域での交流活
動や体験活動等の機会の創出、充実が課題となっており、志教育を通じて地域の教育資源を有効活用
することなどにより、地域への誇りや愛着をより一層育む教育を進めている。
　文化財が持つ魅力を引き出し、地域活性化のために有効活用することについては、国・県指定有形文
化財の保存修理に係る補助事業を適切に実施することができた。また、令和6年度に迎える多賀城創建
1300年に向けた興味・関心を高めるための各種事業を効果的・効率的に実施できた。
　宮城の将来を担う人づくりについては、新型コロナウイルス感染症の影響が薄れ、小中学校では多くの
学校で社会見学や職場体験活動を実施し、地域との連携が強化できたほか、高校では、インターンシッ
プの周知と地元企業の協力もあり実施率もコロナ流行以前に近づきつつあり、定時制高校においてはわ
ずかだが増加している。
　以上を踏まえ、郷土を愛する心と社会に貢献する心の育成については、本基本方向を「概ね順調」と
評価した。
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基本方向６

■達成度【進捗割合型】A：達成率100％以上   B：達成率80％以上～100％未満　 C：達成率60％以上～80％未満　D：達成率60％未満

　　　　　　　 【現状維持型】A：達成率100％以上   B：達成率80％以上～100％未満　 C：達成率60％以上～80％未満　D：達成率60％未満

1.4ﾎﾟｲﾝﾄ

1.0ﾎﾟｲﾝﾄ

81.1%

78.5% D
(令和元年度) (令和5年度)

4
インターンシップやアカデミックインターンシップ等に取
り組んでいる県立高等学校の割合（％）

72.7%

未達成
進捗割合型Ⅰ

D
(令和元年度) (令和5年度)

未達成
進捗割合型Ⅰ

進捗割合型Ⅰ

3 県内の高等学校卒業生が県内に就職した割合（％）
79.6% 78.4%

69.2% 未達成

2
新規高卒者の就職決定率の全国平均値とのかい離（ポ
イント）

1.1ﾎﾟｲﾝﾄ 1.2ﾎﾟｲﾝﾄ 達成
現状維持型Ⅰ

Ｂ
(令和元年度) (令和4年度)

A
(令和元年度) (令和4年度)

目標値
達成度

（設定年度） （測定年度） (令和5年度）
達成状況
目標指標の種別

取組　３ 宮城の将来を担う人づくり【重点的取組８】

◇令和5年度は、「志教育」推進事業において大崎地区を推進地区として指定し、児童生徒の実態や地域の実状を踏まえ
た取組を行い、実践事例集にまとめた。
◇新型コロナウイルス感染症の5類移行を受け、小学校における職場見学（修学旅行や社会見学等）や、中学校における
職場体験活動は取組が再開されてきた。
◇高校での進学指導体制を充実させることで、大学等への現役進学達成率が前年度比0.9ポイント上昇し95.0％となった。
◇高校生のインターンシップ実施については、新型コロナウイルス感染症が5類に移行したのが5月であったことが影響した
ものの、初期値である令和元年度の水準まで回復する数値に上がってきた。定時制高校での実施率が上がったこともあり、
インターンシップが定着してきたと言える。
◇就職内定状況は、99.3%と高く、全国平均99.4％との乖離率も減少した。これは、全国的な人手不足を反映した求人倍率
の高さが背景にある。新型コロナウイルスが5類に移行したことや、安定志向から大手企業への就職を希望する生徒が増
え、県内の就職割合は2.0ポイント減少はしたが、「就業地調査」という実際の就業地では県内への就業が9割に迫る数値と
なっている。進路達成支援事業におけるセミナーの実施や就職支援員の支援活動、みやぎクラフトマン21事業の実施、「地
学地就」コーディネーターによるものづくり人材の育成と確保などの取組が有効に活用されたためと考えられる。
◇高卒就職希望者向けの就職達成セミナー（延べ参加者733人）や保護者セミナー（動画配信・延べ視聴回数240回）、関
係機関と連携した合同企業説明会・就職面接会を開催するなどの取組の結果、就職内定率は前年度に引き続き高水準と
なった。内定後も入社準備セミナー（延べ参加者896人）を実施し、社会人としての基礎を身に付ける取組を行った。
◇高校生のインターンシップや熟練技能者による実践授業、学習成果発表や販売実習等を通じての実践的な知識や技
能、ものづくり産業への理解を図り、地域産業を支える人材の育成・確保を推進できた。

主な取組
内容

取組の成果

◇児童生徒の発達の段階に応じた「志教育」を推進する中で、学校と地域の企業や関係機関が連携・協力
して、児童生徒一人一人が将来の職業人・社会人として自立する上で必要な能力や態度を育てる。
◇高卒就職者に対する合同就職面接会や企業説明会を開催するほか、各学校において、職場体験やキャ
リアセミナーなど、職業や進路に関する啓発的な取組を推進する。
◇専門高校生の技術力向上に向けて、現場実習や企業等の熟練技能者による実践的な授業等を行う。
◇高校生等を対象とした林業の職場見学会や就業ガイダンスを行い、職業や進路に関する啓発的な取組を
行う。

1
大学等への現役進学達成率の全国平均値とのかい離
（ポイント）

0.2ﾎﾟｲﾝﾄ 1.2ﾎﾟｲﾝﾄ

目標指標等
初期値 実績値
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成果の検証

課題 課題解決に向けた対応方針

成果の検証を踏まえた取組評価 概ね順調

・職場見学や職場体験の機会が確保されてきているので、児
童生徒の主体性を大切にした取組となるよう配慮が必要であ
る。

・「みやぎの志教育」の趣旨を踏まえた各学校における教育
活動の継続的・計画的な推進を今後も図る必要がある。

・学校は、教育機関だけでなく家庭や地域との連携を強化
し、保護者の適切な関わりや社会貢献について考えさせる工
夫が必要である。

・現役進学達成率の向上のためには、生徒自ら課題を見つ
け、主体的に学習に取り組む態度を育成することが必要であ
る。

・専門高校等の成果を体験・交流を通じて県内に広く紹介
し、産業教育の魅力を発信するとともに、産官学連携を見据
えた次代の産業教育の在り方を探っていく必要がある。

・本県農業及び水産加工業の担い手となる新規就業者を安
定的に確保することが急務であり、早期から産業人材育成の
ための体制づくりとICTに対応する教育課程が必要である。

・地域や訪問先となる事業所等との連携を強化し、職場見学
や職場体験の機会の創出を図るとともに、児童生徒の興味
や関心を生かした探究的な活動が展開されるよう活動を改善
していく必要がある。

・各校が自校の取組を見直し、地域の実情や児童生徒の発
達の段階を踏まえた志教育を推進できるよう、年間指導計画
の改善やキャリア・パスポートの活用を充実させる。

・児童生徒の志教育に係る活動を公開する機会を増やすとと
もに、「みやぎ教育応援団」の活用を促進し、家庭や企業と
の連携強化を図る。

・自ら課題を発見し、その解決策を探る探究活動等の学習活
動を充実させ、生徒が主体的に学習に取り組む態度を育成
する。

・産業人材育成事業による持続可能な産業教育の実施に向
け、その方向性や取組内容について関係機関とも連携しな
がら次代の産業人材育成のためのインターンシップや就職
達成セミナー等の活用を呼び掛けていく。

・第一次産業については、関係機関との検討を重ね、あらゆ
る機会をとらえて魅力ある職業の紹介をしたり体験を取り入
れたりする等の取組を進める。

取組を推進する上での課題と対応方針

　「志教育」推進事業については、計画的に取組を実施できた学校が多かった。
　進路指導については、新型コロナウイルス感染症の法令上の位置付けが5類に引き下げられたこともあ
り、地域と連携して事業を推進したことや、高校生の大学等への現役進学達成率の上昇傾向が継続して
いることなど、一定の成果が見られた。
　また、産業教育審議会の答申を受けて、地域と連携しながら継続して事業を推進し、「専門教育次世
代人財育成プロジェクト」を立ち上げて学校・学科の枠を超えて地域振興のアイディアを形にする協働の
学びを進めたこと等、地域の文化風土に愛着を持ち次世代につなげる態度の育成に取り組んだ。
　職業や進路に関する事業についても、企業説明会などの開催により、啓発的な取組ができた。
　このような取組を通じて、就職内定率の高さ（99.3%）に加え、就業地調査により県内就職が87.4%となっ
ていることから、本取組を「概ね順調」と評価した。
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　【取組を構成する事業一覧】
基本方向６　郷土を愛する心と社会に貢献する力の育成

①　伝統・文化の尊重と郷土を愛する心の育成

区分 事業名 担当課室

01

☆
◎

志教育支援事業
（再掲）

義務教育課

02

◎

高等学校「志教
育」推進事業
（再掲）

高校教育課

03 日本遺産推進事
業 文化財課

04

◎

多賀城創建
１３００年記念
重点整備事業
（再掲） 文化財課

05

☆
◎

文化財を活用し
た地域活性化事
業
（再掲） 文化財課

06 東北歴史博物館
教育普及事業 文化財課

07

☆
◎

みやぎグローバ
ル人材育成事業
（再掲）

高校教育課
教職員課

08 みやぎの田園環
境教育支援事業
【非予算的手法】
（再掲）

農村振興課

②　文化財の保護と活用

区分 事業名 担当課室

01

◎

図書館貴重資料
保存修復事業

生涯学習課

02 図書館和古書複
製作製事業 生涯学習課

　　　　　　　　◎　：新・宮城の将来ビジョン実施計画における「新・宮城の将来ビジョン推進事業」
　　　　　　［復サ］：新・宮城の将来ビジョン実施計画における「復興・サポート事業」
　　　　　　　　☆　：第２次アクションプランにおける「令和５年度　特に注力する事業」

　県図書館が所蔵している古絵図などの貴重資料を修復し、後世に伝える。また、複製資料
（レプリカ）を作成し、学校教育や生涯学習の場での活用を図り、郷土の歴史・文化への理
解促進に役立てる。
＜令和5年度の主な実績＞
　郷土の歴史・文化への理解促進と調査研究に資するため、国指定重要文化財1点の修復を完
了し、県指定有形文化財2点の修復に着手した。併せてこれらのデジタル画像の作成を行っ
た。

　県図書館が所蔵する和古書（原資料）のデジタルデータを作成し、県図書館のホームペー
ジ上で公開することにより広く県民の利用に供する。

事業概要

　東日本大震災の経験を踏まえ、児童生徒が社会において果たすべき自己の役割を考え、 自
ら生き方を主体的に追求するよう促し、 社会人・職業人として生涯にわたって自立する上で
必要な能力や態度を育てる。
＜令和5年度の主な実績＞
　児童生徒が集団や社会の中で果たすべき役割を考え、よりよい生き方を主体的に求めるこ
とができるよう、1地区（大崎市）を指定し、志教育の推進と普及を図った。

　高校生が自ら社会で果たすべき役割を主体的に考えながら、より良い生き方を目指し、そ
の実現に向かって意欲的に物事に取り組む姿勢を育む教育を推進する。
＜令和5年度の主な実績＞
　マナーアップに関するキャンペーン（4月、10月）及びフォーラム（10月）の実施や、推進
校の指定（全高校）による関連事業を展開し、自らが社会で果たすべき役割を考える機会を
創出した。

　多賀城創建１３００年（令和6年）に向けて特別史跡多賀城跡附寺跡の保存と活用を図るた
め、遺跡の環境整備を行う。
＜令和5年度の主な実績＞
　令和4年度までに政庁南大路と城前官衙北半部の復元工事が完了し、それぞれ部分供用を開
始した。これにより、工事を続けながらも見学会やライトアップイベントなどに活用され、
本事業への理解や周知が広がった。

　日本遺産に認定されたストーリーと文化遺産の魅力を国内外に広く発信し、地域の活性化
と観光振興を図る。

　東北歴史博物館において教育普及活動及び図書情報室、こども歴史館の運営を行う。

　農業・農村の持つ魅力を伝えるとともに、地域環境保全等に対する意識の醸成を図るた
め、地域や学校教育との連携・協働による農村環境保全活動を支援する。

　仙台東部沿岸地域に所在する文化財等を地域の文化振興・観光資源と位置付け、関係市町
等と連携・協力して活用し、地域活性化に資する機運醸成・人材育成等の事業を一体的に実
施する。
＜令和5年度の主な実績＞
　古代衣装着付体験等の地域学習プログラムや多賀城跡ＶＲマップを作成したほか、多賀城
跡出土品の３Ｄデータの作成・公開などを行い、地域資産の魅力発信に努めた。

　国際的視野に立って協働的に行動しながら未来を創造し、グローバルに活躍することがで
きる人材の育成を目指し、県立高校において国際バカロレア・ディプロマプログラムの実施
を推進する。
＜令和5年度の主な実績＞
　仙台二華高に国際バカロレアのディプロマプログラムを導入し、一部の授業を英語で行う
など、国際社会での活躍を目指す志をもつ生徒を育成した。また、最終試験を受験した6名の
うち3名がフルディプロマを取得した。

事業概要
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区分 事業名 担当課室

03 特別名勝松島保
護対策事業 文化財課

04

◎

多賀城創建
１３００年記念
重点整備事業

文化財課

05

☆
◎

文化財を活用し
た地域活性化事
業

文化財課

06 多賀城跡発掘調
査事業 文化財課

07 多賀城跡環境整
備事業 文化財課

08 多賀城関連遺跡
発掘調査事業 文化財課

09 指定文化財管理
費 文化財課

10 重要伝統的建造
物群保存助成費 文化財課

11 文化財保護充実
費 文化財課

12 史跡等環境整備
助成費 文化財課

13 史跡公有化助成
費 文化財課

14 建造物等保存修
理助成費 文化財課

15 指定文化財等災
害復旧支援事業
費

文化財課

16 遺跡緊急調査費

文化財課

17 東北歴史博物館
企画展示事業 文化財課

18 東北歴史博物館
施設整備事業 文化財課

19 東北歴史博物館
資料管理事業 文化財課

20 東北歴史博物館
教育普及事業
（再掲）

文化財課

21 東北歴史博物館
調査研究事業 文化財課

22 無形民俗文化財
助成費 文化財課

23 民俗芸能大会費
文化財課

　国及び県から指定を受けた無形文化財の保持者及び無形民俗文化財の保持団体に対し助成
し、後継者の育成と技術の研鑽を図る。

　文化財保護法及び宮城県文化財保護条例の規定により指定された史跡等の保存と活用を図
るための環境整備に対して助成を行う。

　文化財保護法及び宮城県文化財保護条例の規定により指定された史跡等を開発から守り、
その保存・活用のため土地の公有化を行う市町村に対し助成を行う。

　文化財保護の基礎資料である遺跡台帳及び文化財地図の整備充実を図るとともに、県内の
未指定文化財の総合調整を行い、県指定文化財候補を把握し、指定を行うための基礎資料と
する。

　指定文化財を中心に管理パトロールを実施し、県内の指定文化財及び重要な埋蔵文化財の
保護・保存と適切な管理を図る。また、市町村所有以外の国指定建造物や史跡の管理者に対
して助成を行う。

　特別史跡多賀城跡附寺跡を適正に保護し、国民共有の財産として広く活用を図るため、計
画的かつ継続的に発掘調査を推進する。

　多賀城創建１３００年（令和6年）に向けて特別史跡多賀城跡附寺跡の保存と活用を図るた
め、遺跡の環境整備を行う。
＜令和5年度の主な実績＞
　令和4年度までに政庁南大路と城前官衙北半部の復元工事が完了し、それぞれ部分供用を開
始した。これにより、工事を続けながらも見学会やライトアップイベントなどに活用され、
本事業への理解や周知が広がった。

　東北歴史博物館の施設設備の整備を行う。

　考古資料、民俗資料、建造物資料、文書資料及び美術工芸資料に係る調査研究及び研究成
果の公表を行う。

　仙台東部沿岸地域に所在する文化財等を地域の文化振興・観光資源と位置付け、関係市町
等と連携・協力して活用し、地域活性化に資する機運醸成・人材育成等の事業を一体的に実
施する。
＜令和5年度の主な実績＞
　古代衣装着付体験等の地域学習プログラムや多賀城跡ＶＲマップを作成したほか、多賀城
跡出土品の３Ｄデータの作成・公開などを行い、地域資産の魅力発信に努めた。

　県内の重要伝統的建造物群保存地区について、その保存のための市町村事業又は所有者等
の行う事業に対し市町村がその経費を補助する事業に対して、当該保存地区の適切な保存と
活用促進のため助成を行う。

　開発事業計画地内の遺跡の確認調査、個人等に費用負担を求めることが困難な遺跡の発掘
調査や今後開発が急速に進行することが予想される市町村について詳細な分布調査と遺跡地
図の整備を実施し、その成果に基づき関係開発機関と協議を行う。

　常設展の展示替え、メンテナンスに要する経費及び特別展のための調査研究、写真撮影、
資料借用、展示造作及び広報等を行う。

　国・県指定有形文化財等の保存活用を図るため、保存修理を実施する所有者等に対し助成
を行う。

事業概要

　多賀城跡環境整備の事業実施に係る総括的な審議を行う。

　文化財保護審議会松島部会において、現状変更の可否の判断や適切な保護管理を図るため
の調査・検討等を行う。

　度重なる自然災害により被災した文化財の速やかな修繕を促すとともに文化財所有者等の
負担軽減を図るため、被災文化財の修理・修復を実施する所有者等に対し助成を行う。

　全国をブロック分けして開催される大会に本県の民俗芸能保存団体を派遣する。

　東北歴史博物館において教育普及活動及び図書情報室、こども歴史館の運営を行う。

　特別史跡多賀城跡附寺跡の多角的な調査研究を目的として密接な関連を持つ県内の城柵官
衙遺跡や多賀城で使用された瓦を生産した遺跡などを対象に調査を行う。

　所蔵歴史資料の保存環境調査・維持管理や県内の発掘調査によって発見された脆弱遺物の
保存処理等を行う。
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区分 事業名 担当課室

24 銃砲刀剣登録審
査費 文化財課

25 天然記念物カモ
シカ保護対策費 文化財課

26 国道４号大衡道
路関連遺跡対策
費

文化財課

③　宮城の将来を担う人づくり【重点的取組８】 

区分 事業名 担当課室

01

☆
◎

志教育支援事業
（再掲）

義務教育課

02

◎

高等学校「志教
育」推進事業
（再掲）

高校教育課

03

◎

進路達成支援事
業
（再掲）

高校教育課

04

◎

みやぎ若者活躍
応援事業
（再掲）

共同参画社
会推進課

05

◎

みやぎクラフト
マン２１事業

高校教育課

06

◎

「地学地就」産
業人材育成事業

高校教育課

07

☆
◎

みやぎグローバ
ル人材育成事業

高校教育課
教職員課

08 循環型社会に貢
献できる産業人
材育成事業

高校教育課

　高校生に対して自らが社会でどのような役割を果たすべきかを考えさせ、志を持って高校
生活を送ることができるよう支援する。模擬面接等により内定率の持続や定着率の向上を目
指す。
＜令和5年度の主な実績＞
　就職希望の生徒に対して試験前から入社まで系統的に支援し、保護者へは高校生の就職環
境の理解を図ることで定着率向上に寄与した。※就職内定率97.5%（R5.2末）（昨年度 97.3%
（R4.2末））

　廃棄物の発生抑制やリサイクル産業等について、専門高校生としての基礎的研究を行い、
循環型社会に貢献できる技術者・技能者の育成を図る。

　専門高校生の技術力向上とものづくり産業に対する理解を深め、地域産業を支える人材の
確保と育成につなげるため、現場実習や企業等の熟練技能者による実践的な授業等を行う。
＜令和5年度の主な実績＞
　県内多数の企業の協力や、企業ＯＢ等の熟練技能者による実践的な指導により、多くの生
徒が技能検定試験に合格したほか、意欲的にものづくり技能の向上、即戦力となる人材の育
成に取り組んだ。

　国際的視野に立って協働的に行動しながら未来を創造し、グローバルに活躍することがで
きる人材の育成を目指し、県立高校において国際バカロレア・ディプロマプログラムの実施
を推進する。
＜令和5年度の主な実績＞
　仙台二華高に国際バカロレアのディプロマプログラムを導入し、一部の授業を英語で行う
など、国際社会での活躍を目指す志をもつ生徒を育成した。また、最終試験を受験した6名の
うち3名がフルディプロマを取得した。

 宮城の次代を担うリーダー養成塾の開催や青少年の意見表明機会の提供により、青少年の育
成並びに社会参加及び活躍を促進し、地方創生に資する人材の育成を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　中学生を対象にネクストリーダー養成塾を開催し、48人が参加するとともに、青少年意見
募集事業を実施し94人が意見を表明するなど、地域で主体的に活躍できる人材の育成につな
がった。

　東日本大震災の経験を踏まえ、児童生徒が社会において果たすべき自己の役割を考え、 自
ら生き方を主体的に追求するよう促し、 社会人・職業人として生涯にわたって自立する上で
必要な能力や態度を育てる。
＜令和5年度の主な実績＞
　児童生徒が集団や社会の中で果たすべき役割を考え、よりよい生き方を主体的に求めるこ
とができるよう、1地区（大崎市）を指定し、志教育の推進と普及を図った。

　美術品として価値のある銃砲刀剣類の登録審査会を年6回行う。

　富県宮城の将来を支える「ものづくり人材の育成」と「県内企業への就職」を支援するた
め、経済商工観光部等と連携・協働し、生徒と企業とのマッチングを図り、職場定着の促進
を図る。また、県内企業からの採用相談等に対して、人手不足の解消を支援する。
＜令和5年度の主な実績＞
　地域の産業界と高校との連絡調整を行い、卒業生の就職先を定期的に訪問して職場定着を
図るとともに、企業訪問で得た情報を生徒・保護者に還元して就職先の理解促進・認知度向
上につなげることができた。

　高校生が自ら社会で果たすべき役割を主体的に考えながら、より良い生き方を目指し、そ
の実現に向かって意欲的に物事に取り組む姿勢を育む教育を推進する。
＜令和5年度の主な実績＞
　マナーアップに関するキャンペーン（4月、10月）及びフォーラム（10月）の実施や、推進
校の指定（全高校）による関連事業を展開し、自らが社会で果たすべき役割を考える機会を
創出した。

事業概要

事業概要

　宮城県の南奥羽山系カモシカ保護地域における特別天然記念物カモシカの個体数、生息環
境等を調査し、保護対策の資料とする。

　国土交通省東北地方整備局仙台河川国道事務所からの依頼により、国道4号大衡道路建設に
関わる遺跡について発掘調査（報告書作成含む）を実施する。
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区分 事業名 担当課室

09

◎

ものづくり人材
育成確保対策事
業

産業人材対
策課

10

◎

産業人材育成プ
ラットフォーム
推進事業

産業人材対
策課

11

◎

社会人との対話
によるキャリア
発達支援事業 産業人材対

策課

12

◎

若年者就職支援
ワンストップセ
ンター設置事業

雇用対策課

13

◎

高卒就職者援助
事業

雇用対策課

14

◎

「みやぎの里
山」ビジネス推
進事業

林業振興課

　学生等を対象に、現場訪問等の就業ガイダンスの開催等を通じて、林業への関心を高める
とともに、林業への新規就業と定着率向上を目指す。
＜令和5年度の主な実績＞
　就業に向けた資格取得・就業訓練のため、技術習得講習会を開催し(参加者19人)、2人の就
業先が決定した。また、山仕事ガイダンスを3回実施し(参加者22人)、多様な担い手の確保・
育成を推進した。

　ものづくり産業への興味関心や認知度を向上させるため、ものづくり企業見学会を開催す
るほか広報誌を作成・配布する。また、高校生を対象としたキャリア教育セミナーの実施に
より、県内製造業への就職拡大や早期離職の防止を図るとともに、熟練技能者を工業系高校
に派遣するなど、高校生の技能向上等を支援する。
＜令和5年度の主な実績＞
　工場見学会(受入企業延べ75社、学生等延べ1,156人)の開催や広報誌発行、熟練技能者の現
場指導(協力企業延べ212社、学生延べ4,671人)等により企業の認知度向上やものづくり人材
の育成が図られた。

　産学官の人材育成機関の情報共有等を図るため「みやぎ産業人材育成プラットフォーム｣及
び「圏域版産業人材育成プラットフォーム｣を設置･運営する。また、産業人材育成の気運を
醸成するためのフォーラムを開催する。
＜令和5年度の主な実績＞
　全県版プラットフォームでは人材育成施策の情報共有や意見交換を行ったほか、圏域版プ
ラットフォームでは会議16回、関連事業43件を実施するなど、多様な人材育成施策の推進に
つながった。

事業概要

　県内2地域で合同就職面接会を開催するほか、県内6地域で企業説明会を開催する。
＜令和5年度の主な実績＞
　新規高卒者の就職促進及び県内企業の人材確保を図るため、合同企業説明会を5回（2,083
人・379社参加）、就職面接会を2回（78人・103社参加）開催した。

　みやぎジョブカフェにおいて、併設の新卒応援ハローワークや企業・学校等と連携し、
キャリアコンサルティング、就職支援セミナー等から職業紹介まで、若者の就職活動をワン
ストップで支援する。
＜令和5年度の主な実績＞
　若年求職者を対象にキャリアカウンセリング（面談者5,768人）や就職支援セミナー（参加
者440人）等の各種就労支援を実施した結果、2,582人の就職決定に結びついた。

　県内の児童・生徒を対象とした社会人との対話プログラムの実践により、勤労観や職業観
を醸成し、キャリア発達を支援する。
＜令和5年度の主な実績＞
　児童・生徒の発達段階に応じたキャリア形成支援の充実を図るため、小学生向けプログラ
ムに延べ752人、中高生向けプログラムに延べ605人が参加し、職業観や勤労観の醸成につな
がった。
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基本方向　７ 命を守る力と共に支え合う心の育成

◇東日本大震災の教訓を踏まえ、今後も災害は必ず起きるという認識のもと、持続可能な社会づくりの視点に立ち、自然の
仕組みや災害に対する正しい知識の習得と災害発生時に適切に判断し、主体的に行動できる力を育成するとともに、自
助、共助、公助の心を育むため、防災教育の充実を図る。
◇災害から自らの命を守ることに加え、安全安心な社会づくりに貢献する心を育み、国内外で発生する災害から多くの命と
生活を守る人づくりを進めるとともに、地域に根ざした安全教育を推進する。

・取組1「系統的な防災教育の推進」では、震災を経験してい
ない子供たちが増えてくることから、防災について我がごとと
して捉えることができるよう、発達段階に応じた防災教育が必
要であるとともに、甚大な被害をもたらす災害が全国で発生
していることから、学校を含めた地域の防災力の向上が求め
られるため、将来の地域防災活動の担い手となる防災リー
ダーの育成が必要である。また、若手教職員や新規採用教
職員への災害対応の継承が重要であり、子供たちの命を守
るための意識の向上及びスキルの獲得が必要である。

・取組2「地域と連携した防災・安全体制の確立」では、地域
の災害特性に応じた避難訓練等を実効性のあるものにする
ため、防災関係部局や専門的な知見を有する学識経験者等
の助言を基にマニュアルを改善し、地域と連携した持続可能
な学校防災体制の構築が必要である。

成果の検証を踏まえた基本方向評価

・副読本を、震災からの復旧・復興の様子や最新の防災情報
を盛り込んだものに改訂し、発達段階に応じた防災教育に資
するようにするとともに、新任校長や全ての新規採用者を対
象とした被災地訪問型の研修会の継続実施により、教職員
の危機管理への意識や防災スキルの向上及び子供たちの
命を守ることを最優先とする意識の醸成と伝承を図る。
また、将来の宮城を支え、次世代の地域防災活動の担い手
となる「みやぎ防災ジュニアリーダー」の育成を図り、地域の
防災力が向上するようにする。

・引き続き、防災に関する専門的な知見を有する学校防災ア
ドバイザーを各学校に派遣し、学校防災体制構築の支援を
行う。また、地域と連携した学校防災に取り組む実践協力校
の成果をフォーラムや各種研修会等で広く普及し、学校と地
域が連携した学校防災体制の更なる充実を図っていく。

7-1

7-2

系統的な防災教育の推進【重点的取組９】 概ね順調

　各学校では、コロナ禍において、地域住民や関係機関と連携した訓練などの実施率が低くなっていたが、各種研
修会やみやぎ安全教育総合推進ネットワーク会議等において、地域連携の重要性、事業の成果等を周知してき
た。そのことから、地域住民と連携した避難訓練の実施率も増加してきた。また、地域防災の担い手育成のため、防
災ジュニアリーダー養成研修会を2会場で開催し、121人を防災ジュニアリーダーに認定するとともに、全員が宮城
県防災指導員に認定された。各学校においては、災害特性に応じた避難訓練や防災教育副読本「未来へのきず
な」等を活用した学校教育活動全体を通した系統的な防災教育を推進してきた。さらに、新任校長、及び新規採用
教職員を対象に被災地訪問型の研修会を実施し、子供の命を守る「宮城の教職員」としての意識を伝承及び災害
対応力を強化してきたため、「概ね順調」と評価した。

取組の名称と成果の検証 取組評価

課題

方向性

地域と連携した防災・安全体制の確立 －

概ね順調

方向性に対する
成果の検証

　系統的な防災教育の推進では、コロナ禍の影響で地域との連携が立ち止まっていたところもあるが、み
やぎ安全教育ネットワーク会議で重点取組事項を協議し、各学校に周知するとともに、各圏域ごと5会場
でもネットワーク会議を開催し、学校、地域、関係機関が連携した防災に関する取組が推進されるよう情
報共有を行った。
　地域と連携した防災・安全体制の確立では、災害特性の異なる4校を実践研究協力校として選定し、
地域ぐるみの学校防災体制構築に向けて取り組み、地域住民や関係機関等と連携した学校防災体制
づくりに関する成果をフォーラムで発表したり、学校安全・防災だよりで発信したりし成果の普及に取り組
んだ。
　地域住民と連携した避難訓練を実施している学校の割合が、前年度より4.3ポイントの増加がみられた
ため、引き続き取組の好事例を周知していく。
　子供の命を守る「宮城の教職員」としての意識を伝承及び醸成するとともに、防災に関する知識・技能
の習得や危機管理に対する意識の向上を図ることを目的として、新任校長、及び新規採用教職員を対
象に被災地訪問型の研修会を実施した。さらに、防災教育副読本「未来へのきずな」を活用した系統的
な防災教育を実施するなど、防災教育の更なる推進を図ることができた。

　以上を踏まえ、地域と連携した防災体制の構築や実践的な防災教育が推進されているため、本基本
方向を「概ね順調」と評価した。

課題解決に向けた対応方針

基本方向を構成する取組の成果及び評価

番号

基本方向を推進する上での課題と対応方針
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学識経験者の意見

・評価は妥当と考える。
・全国各地で甚大な被害をもたらす災害が多発している現在、教職員の積極的な研修によって防災意識の向上とスキルの
獲得を図り、地域住民と連携した避難訓練を実施している学校の割合（取組1）と地域学校安全委員会等の連絡会議を設
置している学校の割合（取組2）が着実に増加していることは高く評価できる。災害はいつどの場面でおこるのかわからない
ので、地域学校協働活動等も含めて、地域住民との顔の見える関係づくりと地域の実情を把握することを、教職員・児童生
徒とも日常的に心がける指導を望みたい。

＜意見に対する今後の対応方針＞
・様々な災害から児童生徒等の命を守るためには、日常からの学校と地域が連携した防災教育及び避難訓練が重要であ
ることから、各学校の取組の参考となるよう、事業によって創出した好事例や県内外の好事例を各種研修会やフォーラム等
で広く周知していく。
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基本方向7

取組　１ 系統的な防災教育の推進【重点的取組９】

◇各学校で、防災教育副読本「未来へのきずな」等を活用した防災教育を引き続き実施した。
◇将来の地域防災活動の担い手として、県内の高校生121名を「みやぎ防災ジュニアリーダー」に認定した。
◇学校防災の相談窓口を新たに設置し、大学等の学識者を学校防災アドバイザーとして学校等に30回派遣した。
◇東日本大震災当時の状況を深く理解し、子供の命を守る「宮城の教職員」としての意識を伝承及び醸成するとともに、防
災に関する知識・技能の習得や危機管理に対する意識の向上を図ることを目的として、令和5年度の新任校長、及び新規
採用教職員を対象に被災地訪問型の研修会を実施した。
◇宮城県図書館では、東日本大震災に関する資料を広く収集、整理し、その記録を後世に伝え、今後の防災・減災対策や
災害復興に役立てることを目的に「東日本大震災文庫」を常設し、図書資料等を公開している。また、図書館の企画展示と
して令和5年3月から5月にかけては「東日本大震災文庫展13　図書館　復興のあゆみ」、令和6年3月から5月にかけては
「東日本大震災文庫展14　震災と交通機関－未来へつなぐ復興の礎－」を開催した。
 ◇東北歴史博物館では、こども歴史館の中の「こども歴史館インタラクティブシアター」において、「歴史と防災の学びのシ
アター」として4つのプログラムを上映し、視聴した児童生徒等が災害を身近なものとして捉え、防災意識を高めるきっかけと
なっている。シアターは、学校団体が博物館を利用する際のプログラムとして定着しており、令和5年度は112校の学校団体
が利用し、前年度より30校増加した。

課題 課題解決に向けた対応方針

主な取組
内容

取組の成果

◇防災教育副読本等を活用し、学校教育活動全体を通じて児童生徒の発達の段階に応じた系統的な防災
教育を推進するとともに、地域と連携した実践的な防災教育を行う。
◇地域合同防災訓練や地域講師による防災教室及び校内研修会などの実施を通して、小・中・高等学校及
び特別支援学校と地域が連携した防災教育を推進する。
◇児童生徒の命を最優先とする教職員の意識を高めるとともに、防災に関する知識・技能の習得や危機管
理に対する意識の向上を図るため、被災地訪問型の研修会を実施する。
◇東日本大震災を後世に伝えるため、震災関連資料を収集した東日本大震災アーカイブ宮城の利活用を
図るとともに、宮城県図書館や東北歴史博物館などにおいて、震災の教訓を次世代に継承する取組を行う。

目標指標等
初期値 実績値 目標値

達成度
達成状況

（設定年度）

・震災から13年が経過し、当時、最前線で活動していた教職
員の退職などにより、教訓をつないでいくことが必要であり、
震災を経験していない児童生徒に対し、我がごととして捉え
られるような防災教育の実践が求められる。また、甚大な被
害をもたらす災害が全国で相次いでいることから、学校、地
域、関係機関が連携した訓練を推進していく必要がある。

・被災地訪問型の研修会では、震災を経験していない若手、
特に新規採用教職員への意識の伝承等が不可欠である。ま
た、教員はもとより、異なる職種の教職員の防災スキルの更
なる向上を図り、校内における積極的な防災への取組につ
なげていく必要がある。

・東日本大震災アーカイブ宮城について、学校等での防災・
減災教材としての利活用の実態が把握できていない。

・校外学習は、時間が限られており、歴史系と防災教育の両
プログラムを視聴することが難しい。また、防災教育プログラ
ムが小学校高学年向けとなっているため、視聴者が限られる
ことから、利用頻度が少なめとなっている。

・発行から10年が経過する防災教育副読本を改訂し、震災
からの歩みや最新の防災情報を盛り込み、発達段階に応じ
命を守るための知識を獲得させる系統的な防災教育に取り
組む。

・新任校長及び全ての新規採用教職員を対象に被災地訪
問型の研修会を継続実施し、教職員の危機管理への意識や
防災スキルの向上及び子供たちの命を守ることを最優先とす
る意識の醸成と伝承を図る。

・震災の記憶を風化させることのないよう、アーカイブの利用
促進や、震災関係のリーフレット作成、震災に関する企画展
示を定期的に行う等、引き続き広報活動を継続していく。

・プログラムは防災教育の副読本「未来へのきずな」との連携
を視野に制作したものであり、シアターでの防災授業の実施
等について、各学校に積極的に提案し、学校と博物館が連
携した防災教育を推進する。

取組を推進する上での課題と対応方針

（測定年度） (令和5年度）

■達成度 【進捗割合型】A：達成率100％以上   B：達成率80％以上～100％未満　 C：達成率60％以上～80％未満　D：達成率60％未満

目標指標の種別

未達成
進捗割合型Ⅰ

　　　　　　　 【現状維持型】A：達成率100％以上   B：達成率80％以上～100％未満　 C：達成率60％以上～80％未満　D：達成率60％未満

Ｄ
(令和元年度) (令和5年度)

1
地域住民と連携した避難訓練を実施している学校の割
合（％）

47.8% 46.7%
60.0%
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成果の検証

成果の検証を踏まえた取組評価 概ね順調

　各学校では、コロナ禍において、地域住民や関係機関と連携した訓練などの実施率が低くなっていた
が、各種研修会やみやぎ安全教育総合推進ネットワーク会議等において、地域連携の重要性、事業の
成果等を周知してきた。そのことから、地域住民と連携した避難訓練の実施率も増加してきた。また、地
域防災の担い手育成のため、防災ジュニアリーダー養成研修会を2会場で開催し、121人を防災ジュニ
アリーダーに認定するとともに、全員が宮城県防災指導員に認定された。各学校においては、災害特性
に応じた避難訓練や防災教育副読本「未来へのきずな」等を活用した学校教育活動全体を通した系統
的な防災教育を推進してきた。さらに、新任校長、及び新規採用教職員を対象に被災地訪問型の研修
会を実施し、子供の命を守る「宮城の教職員」としての意識を伝承及び災害対応力を強化してきたため、
「概ね順調」と評価した。
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　【取組を構成する事業一覧】
基本方向７　命を守る力と共に支え合う心の育成

①　系統的な防災教育の推進【重点的取組９】 

②　地域と連携した防災・安全体制の確立

区分 事業名 担当課室

01

◎

被災地訪問型研
修事業（総合教
育センター）

教職員課

02

[復サ]

震災資料収集・
公開事業
（再掲） 生涯学習課

03

☆
◎

地域連携型学校
防災体制等構築
推進事業

保健体育安
全課

04

◎

防災主任・安全
担当主幹教諭配
置事業

教職員課

05 防災教育等推進
者研修事業（総
合教育セン
ター）

教職員課

06 学校安全・防災
推進事業

保健体育安
全課

07

◎

防災ジュニア
リーダー養成事
業

保健体育安
全課

08 市町村パート
ナーシップ事業 共同参画社

会推進課

09

◎

津波対策強化推
進事業

防災砂防課

10 幼少年消防クラ
ブ育成事業 消防課

　　　　　　　　◎　：新・宮城の将来ビジョン実施計画における「新・宮城の将来ビジョン推進事業」
　　　　　　［復サ］：新・宮城の将来ビジョン実施計画における「復興・サポート事業」
　　　　　　　　☆　：第２次アクションプランにおける「令和５年度　特に注力する事業」

　学校内の防災教育等を推進するとともに、総合的な学校安全、心のケアやいじめ対策・不
登校支援等における地域との連携を図る推進的な役割を果たす人材の養成を目的として研修
を実施する。

　無火災地域推進活動の定着を図るため、火災出火率の低い地域内で活動が顕著な幼少年消
防クラブの表彰を実施するとともに、クラブ指導者に対し防火・防災に関する研修会を実施
する。

　防災意識啓発及び被災事象の伝承のため、津波防災シンポジウム等を開催する。
＜令和5年度の主な実績＞
　津波防災シンポジウムを開催した。当日は135名の方々にご参加いただき、今後発生が想定
されている、地震・津波に対する備えについて、一緒に考える機会となり、防災意識の向上
を図ることができた。

　男女共同参画の視点を取り入れた防災対策や避難所運営に関するリーフレットを作成し、
普及啓発を図る。また、リーフレットを用いた講座を開催し、男女共同参画の視点での防災
対策等を地域住民に普及するためのリーダーを養成する。

事業概要

　様々な災害から児童生徒等の命を守るため、地域と連携した学校防災の取組を支援する相
談窓口の設置や学校防災アドバイザーの紹介・派遣を行うとともに、実践研究協力校におい
て、地域や関係機関と連携したマニュアルの見直しや避難訓練等の実践研究を行い、成果を
フォーラム等で広く普及することで、地域の災害特性を踏まえた地域ぐるみの学校防災を推
進する。
＜令和5年度の主な実績＞
　学校防災の相談窓口を設置し、大学等の学識者をアドバイザーとして30回派遣した。ま
た、実践研究校における地域ぐるみでの新たな学校防災体制構築に係る取組により、各学校
での学校防災の推進が図られた。

　大震災の記憶を薄れることなく後世に伝える仕組みを作るとともに、自然災害に対する危
機意識を高め、学校教育における防災教育等の充実を図るため、全公立学校に防災主任を配
置する。また、震災にとどまらず、総合的な学校安全、いじめ対策・不登校支援推進に係る
地域の学校の中心的な役割を担う安全担当主幹教諭を拠点校に配置する。
＜令和5年度の主な実績＞
　防災意識の向上や災害対応力の強化を図るため、防災主任を461人配置したほか、安全担当
主幹教諭を78人配置した。また、学校と地域の連携による避難訓練等実効性のある取り組み
が地域ぐるみで展開されている。

　東日本大震災を後世に伝えるため、震災に関する図書・雑誌などを収集するとともに、県
図書館内に「東日本大震災文庫」を設置し、県民に公開する。また、震災記録や被災した地
域の地域資料をデジタル化してＷｅｂ上で公開する「東日本大震災アーカイブ宮城」を運用
し、今後の防災・減災対策や防災教育等への活用支援を行う。

　被災地を実際に訪問することにより、震災当時の状況を深く理解し、防災に関する最低限
身に付けておくべき知識・技能の習得を図り、児童生徒の生命を最優先とする教職員として
の意識を伝承及び醸成する。
＜令和5年度の主な実績＞
　新任校長88人を対象とした旧石巻市立大川小学校等での研修及び新規採用教職員574人を対
象とした震災遺構を活用した研修会を実施し、防災に関する知識・技能の習得及び職責に応
じた資質能力の向上に取り組んだ。

　モデル地域において、専門家の指導・助言を得ながら学校安全推進に係る事業を実施する
ほか、安全教育や学校事故防止に関する教員の指導力向上及び安全点検に関する研修、登下
校の見守りを行う学校安全ボランティアを養成する研修会、被災した学校を支援するための
専門的知識と対応力を備える教職員の研修会を実施する。

　将来の宮城を支え、自主防災組織等における次世代のリーダーなど将来の地域防災の活動
の担い手となる高校生を中心に「みやぎ防災ジュニアリーダー」として養成し、県内全体の
地域防災力の一層の向上を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　県内の高校生121人（目標100人程度）を「みやぎ防災ジュニアリーダー」に認定した。ま
た、申請に基づき全員が「宮城県防災指導員」として認定されたことで、将来の地域防災活
動の担い手育成が図られた。
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基本方向　８ 安心して楽しく学べる教育環境づくり

◇多様化、複雑化する教育課題に対応し、教育水準の向上を図るため、高度な教育的実践力はもとより、その基盤となる
教育への情熱、子供たちに対する教育的愛情や深い理解、そして社会の変化に適応するための知識及び技能など、教員
の資質能力の総合的な向上を図る。
◇学校の抱える課題が多様化、複雑化し、学校に求められる役割が拡大する中で、外部人材の有効な活用などにより、教
員が子供と向き合える時間を十分確保するとともに、教職員一人一人が力を発揮できる環境づくりを進める。
◇子供の貧困問題への対応や教育を受ける権利などを踏まえ、多様なニーズに応じた学習機会を確保し、「学びのセーフ
ティネット」の構築を図るとともに、被災児童生徒等の就学支援などを行う。
◇家庭や地域の信頼に応え、連携を深めながら子供たちの成長を支えていくため、地域に開かれた魅力ある学校づくりを
進めるとともに、社会の変化に対応し、県立高校の改革を推進する。
◇児童生徒が安全で質の高い教育環境の中で安心して楽しく学ぶことができるよう、安全・安心な学校教育を確保するた
め、被災した学校施設の復旧・再建を進めるとともに、計画的に学校施設・設備の耐震化や整備等を推進する。
◇建学の精神に基づき特色ある教育を展開する私立学校が果たしている役割の重要性を踏まえ、私学への支援を行う。

8-1

8-2

教員の資質能力の総合的な向上【重点的取組１０】 概ね順調

　研修計画に基づく研修の機会を確保し、教員の資質能力の向上に努めるとともに、eラーニングシステムは、集合
研修の事前学習や研修終了後の復習、自己研修としての活用など、集合研修と組み合わせて活用することで、集
合時間の時間を確保したり研修効果を高めたりすることができた。また、受講管理システムを改修し、研修履歴を活
用した対話による受講奨励ができる環境を整えたことは、新たな教員の学びを実現するとともに、教職員の研修や
資質の向上に関する指導助言の仕組みを適正に運用するための道筋をつけることができた。加えて教職員及び教
職員グループの表彰を通じて勤務意欲の高揚を図ったことなどから、本取組を「概ね順調」と評価した。

取組の名称と成果の検証 取組評価

－

8-3

学びのセーフティネットの構築に向けた学習環境の整備充実【重点的取組１１】

基本方向を構成する取組の成果及び評価

番号

8-6 私学教育の振興 －

8-5 学校施設・設備の整備充実

概ね順調

　子供の学習・生活支援については、生活に困窮する世帯に対して、学習支援のほか、進学相談、親の悩み相談
等を県内15町で実施することができた。そのほか、東日本大震災みやぎこども育英基金を活用した奨学金の給付
や高等学校等育英奨学資金の貸し付けなど、学びのセーフティネットの構築に向けた学習環境の整備を行い、各
事業において一定の成果が見られたことから、本取組を「概ね順調」と評価した。

課題 課題解決に向けた対応方針

・取組1「教員の資質能力の総合的な向上」では、新たに策
定した育成指標を踏まえた管理職研修の導入とともに、全職
員に育成指標を周知し、教職員の育成を図っていく必要が
ある。また、育成指標を踏まえた教員採用選考の実施ととも
に、求める資質を備えた優秀な人材の継続的な確保のた
め、教員採用選考の早期化や共同実施など国や全国自治
体の動向を踏まえ、更に検討を進めていく必要がある。

方向性

教職員を支える環境づくりの推進 －

・「みやぎの教員に求められる資質能力」の改訂を踏まえた
研修計画を策定するとともに、教員採用選考における早期化
や共同実施などの検討を進め、資質能力を有した志の高い
人材の採用を引き続き目指すとともに、志願者拡大のための
改善を加えていくものとする。

8-4

開かれた魅力ある学校づくりの推進【重点的取組１２】 やや遅れている

　「第3期県立高校将来構想」に基づき、今後の教育環境や教育の機会均等の確保について継続して検討を進め
ているが、様々な課題があるため、引き続き関係機関等と連携して取り組む必要がある。
　また、コミュニティ・スクールについては、小中学校における導入率が全国平均に及ばない状況となっており、社会
に開かれた教育課程の実現に向けた取組を引き続き推進中であり、高校では令和5年度に2校で新たに導入し計
画どおりに進められているものの、魅力ある学校づくりに学校評価を活かすことの有用性について、設置校以外の
高校に対し今後も継続して周知していく必要があることなどから、本取組を「やや遅れている」と評価とした。

基本方向を推進する上での課題と対応方針
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成果の検証を踏まえた基本方向評価 概ね順調

方向性に対する
成果の検証

　教員の資質能力向上については、eラーニングシステムにより、事前学習や復習、自己研修としての活
用など、集合研修と組み合わせて活用することで、研修効果を高めることができた。また、受講管理シス
テムを改修し、研修履歴を活用した対話による受講奨励ができる環境の整備によって、新たな教員の学
びを実現するとともに、研修や資質の向上に関する指導助言の仕組に道筋をつけることができたなど、
概ね順調に進められている。
　学びのセーフティネットの構築についても、子供の学習・生活支援や奨学金の給付等による児童生徒
への就学支援など、引き続き構築に向けた学習環境の整備を行い、各事業で一定の成果が見られた。
　一方、開かれた魅力ある学校づくりについては、今後の教育環境や教育の機会均等の確保について
継続して検討を進めているが、様々な課題があるため、引き続き関係機関等と連携して取り組む必要が
ある。また、コミュニティスクールについて、小中学校における導入率が全国平均に及ばない状況となっ
ており、高校では設置以外の高校に対して今後も継続的に周知していく必要があることなどから、やや遅
れている状況である。
　この他、教員の多忙化解消、学校施設・設備の老朽化対策、私立学校への支援等について、各事業
で一定の成果が見られた。

　以上のことから、やや遅れが見られる取組もあるものの、各取組について一定の成果が見られたことか
ら、本基本方向を「概ね順調」と評価した。

・取組6「私学教育の振興」では、私立学校に対する経費の
助成については、私立学校設置者の安定的な教育環境の
維持及び向上、少子化に伴う児童生徒等の減少に配慮した
支援が求められる。

・学校教育における私立学校が果たしている役割の重要性
を考慮し、関係機関と密接に連携しながら、運営費補助をは
じめとした各種の助成制度を効率的かつ効果的に推進する
ことにより、私学教育の振興を図っていく。

基本方向を推進する上での課題と対応方針

課題 課題解決に向けた対応方針

・取組2「教職員を支える環境づくりの推進」では、国が教員
の多忙化解消の一助として、スクールサポートスタッフを全校
に配置する方針となり、県としても予算化した。今後、スクー
ルサポートスタッフの配置拡大について市町村に働きかける
等、検討を進めるとともに、在校時間が月80時間を超えたこ
とがある職員の割合は、県立学校全体で約22％と前年度と
同程度であり、引き続き在校時間縮減に向けた取組と健康
障害未然防止への支援が必要である。

・取組3「学びのセーフティネットの構築に向けた学習環境の
整備充実」では、生活に困窮する世帯の子供に対する学習
支援について、事業の更なる周知を図るため、広報活動を
積極的に行う必要がある。また、経済的理由から修学が困難
となった世帯に対し、今後も財源を確保して就学支援を継続
していく必要がある。

・取組4「開かれた魅力ある学校づくりの推進」では、学校の
小規模化が進む中、活力ある教育環境確保に向けた再編を
行うとともに、社会的要請や地域における県立学校への期待
等を踏まえながら、魅力ある学校づくりを進めつつ、15年後
の急速な少子化を見据えた高校の在り方についても検討の
必要がある。また、高校では学校関係者評価の公表が、教
育活動等の組織的・継続的な改善や地域社会からの理解と
参画を得た学校作りに効果があることへの理解不足がある。

・取組5「学校施設・設備の整備充実」では、老朽化等による
校舎等の改築事業等については、これまでの改築中心の考
えから、現在ある施設の長期的な使用を図るための改修を
行う長寿命化改良への移行、事後保全から予防保全への転
換を図り、更なる安全・安心な教育環境作りを計画的に進め
る必要がある。

・教員の多忙化解消を図り、児童生徒と向き合う時間を確保
するため、スクールサポートスタッフの配置を進める。また、在
校時間調査を実施し、結果について関係各課、各市町村教
育委員会等と情報共有を行い、在校時間縮減へ向けた取組
の一助とするとともに、各種研修等を通じて、長時間勤務の
健康への影響について理解を促進し、職場環境の整備を促
す。

・学習支援については、会場の利用状況を考慮し、設置自
治体を拡充するとともに、町村教育委員会等に周知すること
で、より幅広い世帯が事業を知る機会を設けていく。就学支
援については、必要な支援を長期的・継続的に行っていくと
ともに、被災した児童生徒が今後も安心して学べるよう、必要
な財源措置を国に引き続き要望していく。

・「第3期県立高校将来構想」に基づき、学校の活力維持と生
徒の興味・関心、多様な進路希望に対応できる教育環境や
教育の機会均等を確保できるよう検討を進めていくとともに、
次期県立高校将来構想を前倒しして策定し、急速な少子化
社会における高校の在り方を示す。また、学校評価等研修会
等を通して、学校関係者評価の公表が学校運営協議会や学
校評議員制度における学校評価の有用性を高めることにつ
いて理解啓発を図っていく。

・「宮城県立学校施設整備計画」に基づき、「第3期県立高校
将来構想第2次実施計画」及び「第2期県立特別支援学校教
育環境整備計画」を踏まえ、学校管理者や関係各課との連
携を図り、既存施設の整備計画を策定し、限られた予算の中
で適時・適切な改築、維持補修等の対策を進めるとともに、
教育を取り巻く諸情勢の変化などを考慮し、必要に応じて施
設整備計画の見直しを行う。

56



学識経験者の意見

・評価は妥当と考える。
・充実した教育環境づくりのために、eラーニングシステムも含めた研修の充実（重点的取組10）を着実に進めてほしい。ま
た、すべての子供たちが安定した学びの機会を得て進路選択を実現できるよう、子供の学習・生活支援（重点的取組11）に
ついて県内自治体の実施数が増えたことは大いに評価でき、さらに実施数を増やしていく努力を期待する。
・重点的取組12の目標指標等「保護者等に対して学校公開を実施している学校の割合」は、学校と家庭との信頼関係にも
影響するだろうから、「開かれた教育課程」への学校教員の意識のもと、一層の推進が望まれる。

＜意見に対する今後の対応方針＞
・eラーニングシステムも含めた研修については、改修した受講管理システムによる研修環境及び現場のニーズに応じた研
修内容の不断の見直しなどを踏まえ、引き続き充実を図っていく。
・また、学習・生活支援拠点未設置の6自治体のニーズを委託業者と共に調査・分析し、実施数の増加に繋げるとともに、県
及び町村の子ども関係部局や教育委員会と連携を図り、本事業を広く周知することで教育や社会生活の環境を提供し、子
供たちの進路選択に効果が出るように対応したい。
・保護者はもとより、地域に対しても開かれた魅力ある学校づくりを実現するため、コミュニティ・スクールの導入促進及び拡
充を図る必要があることから、市町村教育委員会をプッシュ型で訪問するなどして、サポートを行っていく。
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基本方向８

成果の検証を踏まえた取組評価 概ね順調

・新たに策定した育成指標を踏まえた管理職研修を導入す
るとともに、特別な配慮や支援を要する児童生徒への対応や
ICTを効果的に活用した研修の推進など、研修内容を再構
築させていく必要がある。

・全教職員に育成指標を周知し教職員の育成を図っていく
必要がある。また、大学との連携協力も積極的に推進してい
く必要がある。

・e-ラーニングやサテライトWeb研修の拡充など、集合型以外
の研修体制を充実させるために、引き続きオンライン研修環
境の整備を図るとともに、研修申込等の各種手続きをシステ
ム化し、教職員や関係機関の業務効率化を推進する必要が
ある。

・育成指標を踏まえて教員採用選考を実施するとともに本県
が求める資質を備えた優秀な人材を継続的に確保するた
め、教員採用選考の早期化や共同実施など国や全国自治
体の動向を踏まえ、更に検討を進めていく必要がある。

・「みやぎの教員に求められる資質能力」の改訂を踏まえた
研修計画を策定するとともに、特別な配慮や支援を必要とす
る児童生徒への対応に関する研修やICTを効果的に活用し
た研修を推進する。

・包括連携協力協定に基づき、令和元年度から実施している
「出身校等における学校インターンシップ」や、現在5大学と
実施している学生と教員が共に学び合うことができる研修会
の更なる充実を図ることなどで、教員はもとより、教員を目指
す学生の養成段階からの育成に努める。

・ICTを利活用した研修の実施について、引き続き必要な機
器、環境の整備を行い、様々な研修体制を確立できるよう取
り組む。

・教員採用選考において、早期化や共同実施などの検討を
進め、資質能力を有した志の高い人材の採用を引き続き目
指すとともに、志願者の拡大のための改善を加えていくものと
する。

　研修計画に基づく研修の機会を確保し、教員の資質能力の向上に努めるとともに、eラーニングシステ
ムは、集合研修の事前学習や研修終了後の復習、自己研修としての活用など、集合研修と組み合わせ
て活用することで、集合時間の時間を確保したり研修効果を高めたりすることができた。また、受講管理
システムを改修し、研修履歴を活用した対話による受講奨励ができる環境を整えたことは、新たな教員の
学びを実現するとともに、教職員の研修や資質の向上に関する指導助言の仕組みを適正に運用するた
めの道筋をつけることができた。加えて教職員及び教職員グループの表彰を通じて勤務意欲の高揚を
図ったことなどから、本取組を「概ね順調」と評価した。

取組　１ 教員の資質能力の総合的な向上【重点的取組１０】

◇教育公務員特例法の改正・国指針の改正を背景に、指標改定の方向性について大学等との意見交換を踏まえて育成
指標を改訂した。また、改訂した育成指標を踏まえ研修内容を再構築するとともに教職員の経験年数や職能の各段階に応
じた研修の充実を図った。
◇教職員支援機構主催の学校経営力の育成を目的とする研修(中央研修)に、校長5人、副校長・教頭等9人、中堅教員(教
職経験10～20年程度)14人、リーダー教員養成研修(教職経験10年程度)9人を派遣し、学校が直面する課題に組織的に対
応し、特色ある教育活動を自律的に推進するマネジメント力等を習得させ、その成果を校内研修や地域での研修会などで
実践させている。
◇教員養成課程を有する県内全ての大学と締結した包括連携協力協定に基づき研修を実施し、養成段階から育成の充実
を図ったほか、令和5年度から2年間、現職のまま宮城教育大学教職大学院に12人、東北大学大学院に3人を派遣してい
る。
◇実施5年目となった「出身校等学校インターンシップ」を実施し、原則出身校で7大学128人の学生が参加した。
◇人事異動方針に沿った地域性・専門性を活かした人事異動に取り組んだほか、地域枠14人、特別支援学校枠20人の採
用を実施し、配置について十分検討しながら取り組んだ。
◇複数回の面接、集団討議及び適性検査の実施により人物重視の採用選考を行ったほか、優れた学生を早期に確保する
ため大学3年生を対象とした大学推薦による特別選考を実施するなど、特色ある採用選考を行うことができた。
◇eラーニングやサテライトweb研修など、ICTを活用した研修を26講座に導入して、研修場所や時間の柔軟な設定を可能と
するとともに、集合研修を研究協議や演習を主とすることにより研修効果を高め、資質能力の向上を図った。
◇公立学校等の教職員及び教職員グループの中から、優秀職員として11件12人、優良職員として6件8人を表彰した。

成果の検証

課題 課題解決に向けた対応方針

主な取組
内容

取組の成果

◇教職員の一層の資質能力の向上のため、教育公務員特例法（昭和24年法律第1号）の規定に基づく校長
及び教員としての資質の向上に関する指標を踏まえ、教職経験段階や職能に応じた各種研修や特定の課
題に関する研修等の充実を図る。
◇大学との連携による教員養成段階の充実とともに、実践的指導力と人間性を重視した教員採用選考の実
施や、能力を発揮できる環境づくりに向けた人事異動の在り方の工夫・改善に取り組む。
◇受講生が研修場所や時間を自由に設定できるよう、ｅラーニングやサテライトｗｅｂ研修システムを整備する
など、教職員の資質能力の向上に資する研修事業をＩＣＴを活用して効率的・効果的に実施する。
◇新たな人事評価制度を活用し、教職員一人一人の資質能力の向上と学校の教育活動の活性化を図ると
ともに、教育実践等に顕著な成果を挙げた教職員を表彰し、意欲の向上を図る。

58



基本方向８

成果の検証を踏まえた取組評価 概ね順調

・子供の学習支援については、平成29年度の開始時は8町
だったが、令和5年度までに21町村のうち15町で実施してい
る。ただし、会場設置には委託先との連携が不可欠であると
ともに、事業の更なる周知を図るため、広報活動を積極的に
行う必要がある。

・遺児・孤児に対する奨学金事業について、希望する対象者
が漏れなく受給できるよう、制度のＰＲ等を継続的・効果的に
行う必要がある。また、毎年度、受給者に対し、受給継続の
意向や受給要件の具備について確認する必要があるが、当
該確認のための「現況届」提出に係る遅延や添付書類の不
備等が多いことから、受給者における期間内の適切な申請を
支援するとともに、給付者における正確かつ効率的な事務の
遂行を確保する必要がある。

・経済的理由から修学が困難となった高校生や、震災に起因
して修学が困難となった児童生徒の世帯に対し、今後も財源
を確保して就学支援を継続していく必要がある。

・会場の利用状況を考慮し、設置自治体を拡充するととも
に、町村教育委員会等に周知することで、より幅広い世帯が
事業を知る機会を設けていく。

・各種広報媒体（ホームページ、広報誌等）の活用や、他の
奨学金給付団体等との連携、各学校への適時の案内等によ
り、広く給付対象者に事業の周知を図る。その一環として、生
命保険会社、宮城県葬祭業協同組合及び日本郵便等、市
町村教育委員会の協力を得ながら、給付対象者への事業周
知に取り組んでいく。また、「現況届」の書類提出について
は、添付書類の不足や不備の未然防止に取り組み、未提出
の対象者には提出の呼びかけを行った。給付業務について
は、正確かつ効率的な事務を行えるよう、継続して取り組む。

・必要な就学支援を長期的・継続的に行っていくとともに、被
災した児童生徒が今後も安心して学べるよう、必要な財源措
置を国に引き続き要望していく。

取組を推進する上での課題と対応方針

　子供の学習・生活支援については、生活に困窮する世帯に対して、学習支援のほか、進学相談、親の
悩み相談等を県内15町で実施することができた。そのほか、東日本大震災みやぎこども育英基金を活用
した奨学金の給付や高等学校等育英奨学資金の貸し付けなど、学びのセーフティネットの構築に向け
た学習環境の整備を行い、各事業において一定の成果が見られたことから、本取組を「概ね順調」と評
価した。

取組　３ 学びのセーフティネットの構築に向けた学習環境の整備充実【重点的取組１１】

◇子供の貧困の連鎖を防止するため、県内町村の生活困窮世帯の子供に対し、学習支援及び心の安定を図る居場所の
提供等の支援を行った（年間実施件数899件、参加者数241名）。
◇震災で保護者が死亡又は行方不明となった子供たちに対する奨学金について、328人に月額金として240,440千円を給
付したほか、学校卒業時における一時金として72人に27,750千円を給付した。
◇交通事故、病気等により保護者を亡くした子どもたちに対する奨学金について、807人に月額金として89,250千円を給付
したほか、学校卒業時における一時金として263人に47,750千円を給付した。
◇経済的理由から修学が困難となった生徒に対し、高等学校等育英奨学資金の貸付を行うとともに、震災に起因して修学
が困難となった高校生に対し、被災生徒奨学資金の貸付を行った（従来型奨学資金貸付336人・貸付金額103,524千円、
被災生徒奨学資金貸付2人・貸付金額480千円）。
◇一定所得未満の教育費負担を軽減するため、高等学校の授業料に充てる就学支援金の支給を行うとともに、高等学校
を中途退学後、再入学し、学び直す生徒に対して就学支援金相当額の支給を行った。
◇低所得世帯の授業料以外の教育費の負担を軽減するため、高校生等奨学給付金（教材費、学用品費等相当額）の支給
を行った。
◇経済的理由により修学が困難な高等学校の定時制課程及び通信制課程に在学する勤労青少年に対して、修学資金貸
付と教科書及び学習書の給与を行った。

成果の検証

課題 課題解決に向けた対応方針

主な取組
内容

取組の成果

◇生活困窮者自立支援法（平成25年法律第105号）に基づき、生活に困窮する世帯の子供に対し、基礎学
力の向上を目的とした学習支援及び心の安定を図る居場所の提供を行うとともに、その保護者への相談支
援等を実施する。
◇安定した学びの機会と希望する進路選択を実現できるよう、震災で保護者が死亡又は行方不明となった
子供たちや、交通事故、病気等により保護者が亡くなった子供たちに対して奨学金を給付する。
◇被災した児童生徒等が安心して就学できる環境を整備するため、学用品費などの就学支援を行うほか、
通学困難な児童生徒に対する交通手段の確保を図る。
◇経済的理由から修学が困難となった高校生に対し、高等学校等育英奨学資金の貸し付けを行う。
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基本方向８

Ｃ

■達成度【進捗割合型】A：達成率100％以上   B：達成率80％以上～100％未満　 C：達成率60％以上～80％未満　D：達成率60％未満

　　　　　　　 【現状維持型】A：達成率100％以上   B：達成率80％以上～100％未満　 C：達成率60％以上～80％未満　D：達成率60％未満

Ｄ
(令和元年度) (令和4年度)

4
学校外の教育資源を活用している公立高等学校の割
合（％）

87.2% 79.5%
90.0%

未達成
進捗割合型Ⅰ

未達成
進捗割合型Ⅰ

未達成
進捗割合型Ⅰ

2-2

3
学校関係者評価を広く公表している県立高等学校の割
合（％）

77.9% 81.8%
84.0%

(平成30年度) (令和5年度)

A

保護者等に対して学校公開を実施している学校（小・中）の割
合（中学校）（％）

56.7% 35.7%
60.0%

80.0%

Ｄ
(令和元年度) (令和5年度)

達成
進捗割合型Ⅰ

未達成
進捗割合型Ⅰ

82.7%
82.0%

(令和元年度) (令和5年度)

「学校は楽しいと思う」と答えた児童生徒の割合（中学1
年生）（％）

79.4%
(令和元年度) (令和4年度)

・今後、急速に少子化が進展し、学校の小規模化が進むこと
が想定される中、引き続き活力ある教育環境の確保のため、
適正規模の目安としている4～8学級を踏まえた再編を行うと
ともに、社会的要請や地域における県立学校への期待等を
踏まえ、魅力ある学校づくりを進めつつ、15年後の急速な少
子化を見据えた高校の在り方についても検討する必要があ
る。

・新型コロナウイルス感染症が5類となり、学校公開を10日以
上実施している学校の割合は高まった。また、コミュニティ・ス
クールの公立小・中学校及び義務教育学校における導入率
は、全国の58.3%に対して本県は38.2%にとどまっており、「社
会に開かれた教育課程」の実現に向けた取組としてうまく推
進していない。

・高校では、学校関係者評価の公表が、教育活動等の組織
的・継続的な改善や地域社会からの理解と参画を得た学校
づくりに効果があることへの理解不足があると考えられる。

・「第3期県立高校将来構想」に基づき、学校の活力維持と生
徒の興味・関心や多様な進路希望に対応できる教育環境や
教育の機会均等を確保ができるよう検討を進めていく。また、
次期県立高校将来構想を前倒しして策定し、急速な少子化
社会における高校の在り方を示す。

・新学習指導要領でも「開かれた教育課程」が求められてお
り、教育課程説明会等を通して、地域に開かれた魅力ある学
校づくり推進への理解を図っていく。コミュニティ・スクールに
関しては、推進協議会を年2回開催し、導入促進を図ってい
く。また、「みやぎプッシュ型派遣」を展開し、コミュニティ・ス
クールの導入・拡充及びその機能の充実を図るなど、「社会
に開かれた教育課程」の実現に向けた取組を進めていく。

・引き続き、学校評価等研修会等を通して、学校関係者評価
の公表が学校運営協議会や学校評議員制度における学校
評価の有用性を高めることについて理解啓発を図っていく。
また、教育課程説明会等を通して、地域に開かれた魅力ある
学校づくり推進への理解を図る。

取組を推進する上での課題と対応方針

課題 課題解決に向けた対応方針

◇大崎地区等（東部ブロック）職業教育拠点校の開校に向けて、引き続き準備委員会を開催し、教育課程、校務分掌及び
教育施設・設備に関する検討を行った。また、「新たなタイプの学校」についても検討会議を開催し、学校の特色や教育施
設整備等の検討を行った。
◇南部地区職業教育拠点校である大河原産業高等学校を令和5年4月に開校し、社会のニーズに応じた学校づくりを推進
した。
◇指標目標の「学校関係者評価を公表している県立高等学校の割合」は、校長会や学校評価等研修会等の各種会議に
おいて、学校関係者評価の公表について周知を図ったことにより、令和4年度に比べ6.5ポイント増加した。
◇小中学校については、教育課程実施状況調査等を通して教育活動に対する理解と協力を得るために、保護者及び地域
住民に対する学校公開の実施を促した。また、コミュニティ・スクールに関し、「コミュニティ・スクール推進事業」により年2回
のコミュニティ・スクール推進協議会を県内市町村を対象に開催したほか、「みやぎプッシュ型派遣」において、みやぎCSア
ドバイザーを派遣し支援を行うなど、学校・家庭・地域の連携・協働体制を確立し、推進体制の構築を図るよう促した。
◇「みやぎの協働教育連絡会議」を実施し、関係各課と現状や課題について情報共有を図るとともに、研修内容の改善を
行った。学校を核とした地域づくりへの理解が徐々に浸透し、幅広い層の地域住民や若い世代の社会参画による取組が定
着するとともに、地域全体で子供たちの学びを支えようとする意識が高まっている。

1-1
「学校は楽しいと思う」と答えた児童生徒の割合（小学5
年生）（％）

83.0% 86.9%
88.0% Ｃ

(令和元年度) (令和5年度)

1-2

取組の成果

2-1
保護者等に対して学校公開を実施している学校（小・中）の割
合（小学校）（％）

77.2% 48.5%
Ｄ

未達成
進捗割合型Ⅰ

◇第3期県立高校将来構想の進行管理を適切に行うとともに、学校の再編・統合や学科の改編等を通して、
地域の状況を踏まえながら、生徒数の減少や社会状況の変化に対応した魅力ある学校づくりを推進する。
◇各学校の学校評議員会の支援を行い、学校評価・授業評価の研修会等を開催し、学校における自己評
価及び学校関係者評価の着実な実施を図るとともに、コミュニティ・スクールの導入を促進するなど、「社会に
開かれた教育課程」の実現に向けた取組を進める。
◇高等学校入学者選抜審議会において、時代の変化に応じた公正かつ適正な入学者選抜の在り方につい
て検討するとともに、高等学校入学者選抜制度の円滑な実施に向けて、中学生、保護者を対象とした説明
会を実施する。

取組　４ 開かれた魅力ある学校づくりの推進【重点的取組１２】

主な取組
内容

目標指標等
目標値

達成度
（設定年度） （測定年度） (令和5年度）

達成状況
目標指標の種別

初期値 実績値
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成果の検証を踏まえた取組評価 やや遅れている

　「第3期県立高校将来構想」に基づき、今後の教育環境や教育の機会均等の確保について継続して
検討を進めているが、様々な課題があるため、引き続き関係機関等と連携して取り組む必要がある。
　また、コミュニティ・スクールについては、小中学校における導入率が全国平均に及ばない状況となっ
ており、社会に開かれた教育課程の実現に向けた取組を引き続き推進中であり、高校では令和5年度に
2校で新たに導入し計画どおりに進められているものの、魅力ある学校づくりに学校評価を活かすことの
有用性について、設置校以外の高校に対し今後も継続して周知していく必要があることなどから、本取
組を「やや遅れている」と評価とした。

成果の検証
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　【取組を構成する事業一覧】
基本方向８　安心して楽しく学べる教育環境づくり

①　教員の資質能力の総合的な向上【重点的取組１０】 

区分 事業名 担当課室

01

◎

教職員派遣研修
事業
【教職員CUP事業】

教職員課

02

◎

教育職員免許法
認定講習事務費
【教職員CUP事業】

教職員課

03

◎

指導力向上長期
特別研修事業
【教職員CUP事業】 教職員課

04

◎

初任者研修事業
【教職員CUP事業】 教職員課

05

◎

中堅教諭等資質
向上研修事業
【教職員CUP事業】 教職員課

06

◎

幼稚園等新規採
用教員研修事業
【教職員CUP事業】

教職員課

07

◎

産業人材養成教
員研修事業
【教職員CUP事業】

教職員課

08

[復サ]

心のケア研修事
業
（総合教育セン
ター）
【教職員CUP事業】

教職員課

09

◎

研修研究事業
（総合教育セン
ター）
【教職員CUP事業】

教職員課

10 防災教育等推進
者研修事業（総
合教育セン
ター）
（再掲）

教職員課

11

◎

被災地訪問型研
修事業（総合教
育センター）
（再掲）

教職員課

12 情報処理教育費
（総合教育セン
ター)

教職員課

13

◎

ＩＣＴを活用し
た研究・研修・
支援事業（総合
教育センター)

教職員課

 
14 教育研修等推進

費
義務教育課
特別支援教
育課

　　　　　　　　◎　：新・宮城の将来ビジョン実施計画における「新・宮城の将来ビジョン推進事業」
　　　　　　［復サ］：新・宮城の将来ビジョン実施計画における「復興・サポート事業」
　　　　　　　　☆　：第２次アクションプランにおける「令和５年度　特に注力する事業」

　小学校・中学校・義務教育学校・高等学校・特別支援学校の新規採用教諭を対象に実践的
指導力と使命感を養うこと等を目的として研修を実施する。また、新規採用教諭の研修期間
への対応として、関係学校に対し非常勤講師の配置等を行う。

　幼稚園等の8年経過教諭等及び小学校・中学校・義務教育学校・高等学校・特別支援学校の
10年経過教諭等を対象として1年間の研修を実施し、学級担任・教科担任等としての経験をも
とに、授業力と生徒指導力に関しての専門性を発揮しながら、特に中堅教諭等として学校を
支える力の伸長を図る。

事業概要

　独立行政法人教職員支援機構が主催する中央研修や教職大学院などに現職の教職員を派遣
し、管理職及び中核的・指導的役割を担うリーダーを養成するほか、人事管理上必要な法定
の資格を有する教員を養成する。

　教育指導力等に課題があり、児童・生徒に適切な指導ができず、学校現場を離れての研修
が必要と認められる教員（指導力不足等教員）に学校以外の教育機関等における多面的な研
修を行うことにより、教育への主体的意欲と指導力を回復・伸長させて再び学校現場で活躍
できるようにする。

　公立の幼稚園等の新規採用教諭等を対象に実践的指導力と使命感を養うこと等を目的とし
て研修を実施する。

　学校内の防災教育等を推進するとともに、総合的な学校安全、心のケアやいじめ対策・不
登校支援等における地域との連携を図る推進的な役割を果たす人材の養成を目的として研修
を実施する。

　教員の資質の保持と向上を図るため、免許法認定講習を開設して現職教員等の特別支援学
校教諭免許状の取得や二種免許状を有する者の一種免許状の取得等を支援する。

　教育関係職員の専門的資質能力の向上を図るため、教職員研修の一環として基本及び専門
研修等を実施する。また、全国的な教育研究の動向を踏まえ、常に新しい課題や教育観に基
づく先導的な教育研究に当たるとともに、学校の教育活動に直接役立つ実践的、実証的な研
究に取り組む。あわせて、教職員の資質向上と指導力充実を図るため、視聴覚機器の整備な
ど各種事業推進の環境を整備する。

　工業科等の専門教科担当教員を一定期間企業等に派遣するなどして最新技術を習得させる
ことにより、専門高校等における産業人材育成の活性化を図る。

　「被災した児童生徒の心のケア」や「学校不適応への対応」等をテーマとする学校単位に
よる研修会を実施し、児童生徒の心のケアに関する教職員の資質能力の向上を図る。

　教職員がコンピュータや情報通信ネットワークを効果的に授業で活用し、児童生徒の情報
活用能力を高める研修等を実施するため、コンピュータシステムを整備する。

　教育水準の確保と教員の資質の向上を図り、初等中等教育の振興に資するため、文部科学
省等が主催する研修に教職員を派遣し、その研修成果の普及を図る。

　被災地を実際に訪問することにより、震災当時の状況を深く理解し、防災に関する最低限
身に付けておくべき知識・技能の習得を図り、児童生徒の生命を最優先とする教職員として
の意識を伝承及び醸成する。
＜令和5年度の主な実績＞
　新任校長88人を対象とした旧石巻市立大川小学校等での研修及び新規採用教職員574人を対
象とした震災遺構を活用した研修会を実施し、防災に関する知識・技能の習得及び職責に応
じた資質能力の向上に取り組んだ。

　受講生が研修場所や時間を自由に設定できるよう、eラーニングやサテライトweb研修シス
テムを整備するなど、教職員の資質能力の向上に資する研修事業をＩＣＴを活用して効率
的・効果的に実施する。
＜令和5年度の主な実績＞
　eラーニング(82研修)及び研修受講システムを活用したほか、新型コロナウイルス感染症へ
の対応として、サテライトWeb研修(15研修)を実施するなど、教員の資質能力向上と働き方改
革の両立につながった。
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区分 事業名 担当課室

 

15 教育研修等事業
推進費 高校教育課

16 実践的指導力と
人間性重視の教
員採用事業

教職員課

②　教職員を支える環境づくりの推進

区分 事業名 担当課室

01

◎

研修研究事業
（総合教育セン
ター）
【教職員CUP事業】
（再掲）

教職員課

02

[復サ]

学校復興支援対
策教職員加配事
業
（再掲）

教職員課
義務教育課
高校教育課

03

☆
◎

スクールサポー
トスタッフ配置
事業 教職員課

04

◎

学校業務改善支
援事業

教職員課

05

☆
◎

部活動指導員配
置促進事業

保健体育安
全課
生涯学習課

06 学校運営支援統
合システム整備
事業
（再掲）

教育企画室

07

☆
◎

ＩＣＴを活用し
た研究・研修・
支援事業（総合
教育センター)
（再掲）

教職員課

08 教育事務職員研
修事業 教育庁総務

課

09 教職員健康診断
事業 福利課

10 教職員健康管理
事業

福利課

11 健康審査会議運
営事業 福利課

12 過重労働対策事
業 福利課

事業概要

　教員としての資質能力を備えた優れた人材の採用を確保し、本県教育の振興を図る。

　文部科学省主催の研修会等に教職員等を派遣し、最新情報の収集、全国の動向の把握を行
い、県内で開催される研究会、研修会を通して全県に伝達講習するなど、本県高校教育の向
上を図る。

　被災した児童生徒に対して、手厚い指導・支援を図るため、被災地の学校を中心に、人的
体制を強化し、きめ細かな指導や児童生徒の心のケアを行う。

　教育関係職員の専門的資質能力の向上を図るため、教職員研修の一環として基本及び専門
研修等を実施する。また、全国的な教育研究の動向を踏まえ、常に新しい課題や教育観に基
づく先導的な教育研究に当たるとともに、学校の教育活動に直接役立つ実践的、実証的な研
究に取り組む。あわせて、教職員の資質向上と指導力充実を図るため、視聴覚機器の整備な
ど各種事業推進の環境を整備する。

　教職員等が心身の故障による長期の休職後に復職しようとする場合に、その健康状態につ
いて審査し、医療、勤務態様、職場復帰及び再発防止についての必要な指導を行う。

　受講生が研修場所や時間を自由に設定できるよう、eラーニングやサテライトweb研修シス
テムを整備するなど、教職員の資質能力の向上に資する研修事業をＩＣＴを活用して効率
的・効果的に実施する。
＜令和5年度の主な実績＞
　eラーニング(82研修)及び研修受講システムを活用したほか、新型コロナウイルス感染症へ
の対応として、サテライトWeb研修(15研修)を実施するなど、教員の資質能力向上と働き方改
革の両立につながった。

　長時間の時間外等勤務を行った教職員等の健康障害を未然に防止するため、医師による面
接指導等と所属長等に対して研修を実施する。

事業概要

　教員の業務支援を目的とし、教員の負担軽減を図ることで、教員がより児童生徒への指導
や教材研究等に注力できる体制を整備する。
＜令和5年度の主な実績＞
　市町村立学校（30校）の多忙化解消を図るために、スクールサポートスタッフ配置事業を
実施する市町村に対して補助を行い、教員の負担軽減が図られた。

　学校における教務・校務を支援するシステムを導入することにより、教員の本来の業務で
ある「生徒に関わる時間」を創出するとともに、重要データの堅牢性を確保し、安全・安心
な学校運営を実現する。

　中学校及び高等学校における部活動指導体制の充実を推進し、部活動を担当する教員の支
援を行うとともに、部活動の質的な向上を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　県立高等学校に55人、県立中学校に5人の部活動指導員を配置するとともに、県内13市町に
市町村立中学校への配置経費の補助を行ったことで、配置校で部活動の質的な向上や教員の
部活動従事時間の減少が見られた。

 学校における働き方改革を推進するための環境を整備するとともに、教員の意識改革を促
し、エンゲージメントの向上や、やりがい、動機付けを高める働き方の質の改革を推進す
る。
＜令和5年度の主な実績＞
　働き方改革推進に向けて、県立学校7校で、教育委員会および業務委託した民間業者が事業
実施校に伴走しコンサルティングを行い、各校で業務改善に取り組んだ結果、教員の負担軽
減が図られた。

　多様化・高度化する県民ニーズや課題に対応するため、創造性豊かで自立的に行動する職
員の育成を目標に、事務職員等に対する研修を実施する。

　教職員等の定期健康診断を実施し、疾病の早期発見と早期治療の促進を図り、教職員等の
健康の保持を推進する。

　生活習慣病健診を実施し、疾病の早期発見と早期治療について適切な指導を行う。また、
ストレスチェックを実施し、メンタルヘルス不調の未然防止を図るとともに、健康管理医を
選任し、各職場における安全と衛生の確保等を図る。
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区分 事業名 担当課室

13 体育担当妊娠教
員代替派遣事業
（小・中学校
費）

教職員課

③　学びのセーフティネットの構築に向けた学習環境の整備充実【重点的取組１１】

区分 事業名 担当課室

01

[復サ]

東日本大震災み
やぎこども育英
基金事業（奨学
金・未就学児支
援金）

教育庁総務
課

02

[復サ]

被災児童生徒就
学支援事業（公
立小中学校） 義務教育課

03

[復サ]

高等学校等育英
奨学資金貸付事
業

高校財務・
就学支援室

04

◎

子どもの貧困対
策推進事業

子育て社会
推進課

05

◎

子どもの学習・
生活支援事業

社会福祉課

06

◎

要保護児童学習
支援事業

子ども・家
庭支援課

07 高等学校等修学
支援費（公立学
校）

高校財務・
就学支援室

08 高等学校定時制
課程及び通信制
課程修学資金貸
付事業

高校財務・
就学支援室

09 遺児等対策事業

教育庁総務
課

10 夜間定時制高等
学校夜食実施費 保健体育安

全課

11 中学校給食実施
費 保健体育安

全課

　県立の夜間定時制課程を置く高等学校で働きながら学ぶ生徒に夜間給食を実施する。ま
た、仙台市立の夜間定時制課程を置く高等学校で実施する給食（夜間給食用物資購入）に対
して補助する。

　県立中学校の要保護及び準要保護の生徒に対して、学校給食費を扶助する。

　県内町村を対象に、生活に困窮する世帯の子供に対し、基礎学力の向上を目的とした学習
支援及び心の安定を図る居場所の提供を行うとともに、その保護者への相談支援等を実施す
る。
＜令和5年度の主な実績＞
　子どもの貧困の連鎖を防止するため、県内町村の生活困窮世帯の子どもに対し、学習支援
及び心の安定を図る居場所の提供等支援を行った。年間実施件数 899件 参加者数 241名
（R6.3月末時点）

　教育に係る経済的負担の軽減を図るため、非課税世帯（生業扶助受給世帯を含む）に対す
る奨学給付金や中途退学し再び高校へ入学し、学び直す者に対して学び直しへの支援金を支
給する。

　勤労青少年の高等学校定時制課程及び通信制課程への修学を促進し、教育の機会均等に資
するため、当該課程に在学する生徒に修学資金の貸し付けを行う。

　地域のニーズや資源に応じた子どもの貧困対策の取組が進められるよう、市町村や活動団
体の取組を支援する。
＜令和5年度の主な実績＞
　市町村が実施する子どもの貧困対策事業に対し補助を行ったほか、子ども食堂ネットワー
クへの支援や社会の意識醸成や啓発のため、ＳＮＳを活用した広報を実施した。また、行政
や支援団体等を交えた研修会を開催した。

　児童養護施設に併設する要保護児童一時保護専用施設の運営経費のうち、入所児童への学
習支援に要する経費を補助し支援する。
＜令和5年度の主な実績＞
　要保護児童の一時保護先となる専用施設に、学習支援のための学習塾講師を週3日派遣など
する経費を補助し、要保護児童の学力向上を図った。

　妊娠中の学級担任･体育担当教師の体育実技時間に代替非常勤講師を派遣し、体育指導の適
切な実施と母体保護を図る。

事業概要

事業概要

　国内外からの寄附金を積み立てた東日本大震災みやぎこども育英基金を活用し、東日本大
震災に起因する理由によって保護者が死亡し、又は行方不明となっている児童生徒等につい
て、安定した学びの機会と希望する進路選択が実現できるよう、その修学等を支援し、有為
な人材の育成に資するため奨学金等を給付する。

　国内外からの寄附金を積み立てた東日本大震災みやぎこども育英基金を活用し、東日本大
震災以外の要因により保護者が死亡した児童生徒について、安定した学びの機会を確保し、
希望する進路選択が実現できるよう、奨学金を給付し、その修学を支援する。

　震災により、経済的な理由から就学等が困難となった世帯の公立小・中学校の児童生徒を
対象に、学用品費、通学費（スクールバス利用費を含む。）、修学旅行費、給食費等の就学
支援を行う。

　経済的理由から修学が困難となった生徒に対して奨学資金を貸し付けるとともに、震災を
起因とした経済的理由により修学が困難となった生徒を対象に被災生徒奨学資金の貸し付け
を行う。
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④　開かれた魅力ある学校づくりの推進【重点的取組１２】 

区分 事業名 担当課室

01 県立高校将来構
想推進事業
【非予算的手法】

高校教育課

02 県立高校将来構
想管理事業 高校教育課

03 再編統合施設整
備事業 高校教育課

施設整備課

04 中高一貫教育推
進事業

高校教育課

05 学校評価事業
特別支援教
育課

06

☆
◎

小中学校コミュ
ニティ・スクー
ル推進事業
【コミュニティ・
スクール推進事
業】
（再掲）

義務教育課

07

☆
◎

地域と連携した
高等学校魅力化
事業【コミュニ
ティ・スクール推
進事業】

（再掲）

高校教育課

08

☆
◎

地域と連携した
特別支援学校魅
力化事業
【コミュニティ・
スクール推進事
業】
（再掲）

特別支援教
育課

09

☆
◎

[復サ]

協働教育推進総
合事業
（再掲）

生涯学習課

10 高等学校入学者
選抜改善事業 高校教育課

⑤　学校施設・設備の整備充実

区分 事業名 担当課室

01 新増改築校等設
備整備費 高校財務・

就学支援室

02

◎

小規模防災機能
強化補助事業

施設整備課

事業概要

　「第3期県立高校将来構想」（H31～R10年度）の推進を図るため、第2次実施計画（R5～R7
年度）の進行管理を行う。

　生徒数の減少等により既存校を統合し、新たに開校する（仮称）大崎地区（東部ブロッ
ク）職業教育拠点校の校舎等を整備する。

　中等教育の多様化と魅力ある高校づくりを図る一環として、連携型（南三陸高等学校と志
津川、歌津中学校）及び併設型（仙台二華中学校・高等学校、古川黎明中学校・高等学校）
の中高一貫教育の推進を図る。

　家庭・地域・学校が協働して子供を育てる環境づくりを推進して、家庭・地域の教育力の
向上や活性化を図り、地域全体で子供を育てる体制の整備を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　地域学校協働活動推進事業を27市町村（間接補助）中心に展開し、地域学校協働本部（公
立小・中・義務教育学校）のカバー率が74.6％（R5目標65.0％）となり、地域と学校が連携
する体制構築が推進された。

　施設の新増改築等により新たに必要となった消耗品、備品等の設備充足を行う。

　みやぎ発展税を活用し、市町村が行う小中学校施設の防災対策事業のうち、国庫補助の対
象とならない400万円未満の事業について支援し、安心安全な学校施設の整備を推進するとと
もに、耐震化の加速化を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　市町村が行う学校施設の防災対策事業に補助し、4市町6校において防災機能の強化が図ら
れた。

事業概要

　学校運営協議会などによる地域と学校の連携により、両者が協働して、これからの地域を
担うために必要な資質・能力の育成を図るため、地域の教育資源を活用した実践的で魅力あ
る教育活動、及びその取組を学校評価により改善する体制づくりを支援することで、社会に
開かれた教育課程の実現を図り、地域の期待に応える魅力ある学校づくりに資する。
＜令和5年度の主な実績＞
　学校運営協議会を新たに角田高校と大河原産業高校に設置し計5校となった。学校評価等研
修会では、学校運営協議会設置校の事例発表や学校評価について知識を深める研修により、
開かれた教育課程の実践につながった。

　学校と地域が学校目標を共有し、目標実現のため学校運営に地域の参画を促す取組を研究
するとともに、特別支援学校の教育活動の内容とその魅力を効果的に発信し、魅力ある学校
づくりに資する取組を支援する。
＜令和5年度の主な実績＞
　学校運営協議会パイロット校4校を指定し、地域との連携・協働による学校づくりの実践研
究を行った。また、魅力ある学校づくり支援事業4校を指定し、地域資源を活用した取組を行
い、魅力ある学校づくりを推進した。

　入学者選抜審議会において、時代の変化に応じた公正かつ適正な入学者選抜の在り方につ
いて審議する。

　特別支援学校における自己評価及び学校関係者評価の着実な実施を図るため、学校評議員
会の支援を行うとともに、学校評価・授業評価の研修会等を開催する。

　「コミュニティ・スクール推進協議会」の開催やＣＳアドバイザーの派遣により、各市町
村の域内全ての学校において、コミュニティ・スクール（学校運営協議会）を核とした学
校・家庭・地域の連携・協働体制の導入・拡充を促進し、持続可能な推進体制の構築を図
る。
＜令和5年度の主な実績＞
　小・中学校におけるコミュニティ・スクールの導入を推進するため、先進地区の事例発表
や意見交換などを実施した結果、導入校は136校（昨年度105校）、導入率は38.2％（昨年度
28.8％）と増加した。

　県立高校の基本的かつ総合的な方向性を示す「第3期県立高校将来構想」（H31～R10年度）
に基づき、再編及び学科改編に伴う学校施設や教育環境の整備を進める。
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区分 事業名 担当課室

03 学校給食備品整
備事業 保健体育安

全課

04 校舎改築事業
（高等学校） 施設整備課

05 校舎大規模改造
事業（高等学
校）

施設整備課

06 既設校舎等環境
整備（高等学
校）

施設整備課

07 屋外環境整備事
業 施設整備課

08 校舎大規模改造
事業（特別支援
学校）
（再掲）

施設整備課

09 校舎等小規模改
修事業（特別支
援学校）
（再掲）

施設整備課

10 既設校舎等環境
整備（特別支援
学校）
（再掲）

施設整備課

11 産業教育設備整
備事業 高校財務・

就学支援室

12 教育用コン
ピュータ整備事
業

高校財務・
就学支援室

13 電子計算組織レ
ンタル事業費 高校財務・

就学支援室

14 科学教育振興費
高校財務・
就学支援室

15 定時制高等学校
設備整備費 高校財務・

就学支援室

⑥　私学教育の振興

区分 事業名 担当課室

01 私立学校運営費
補助 私学・公益

法人課

02 私立学校特別支
援教育費補助 私学・公益

法人課

03 私立学校教育改
革特別経費補助 私学・公益

法人課

04 私立小中学校授
業料軽減補助 私学・公益

法人課

05 私学関係団体補
助 私学・公益

法人課

　特別支援学校の校地及び既存施設の簡易かつ小規模な維持補修に係る修繕工事等を行う｡

　大規模改造及び改築時期までの当面の教育環境の改善を図るため、既存施設に対し必要な
改修を行う。

　定時制高等学校の設備の充実を図る。

　高等学校の職業教育のための実験実習設備の整備を行う。

　教科「情報」においてコンピュータを使用した実習授業が必要であり、既に導入している
コンピュータ機器等の更新等を行う。

　専門学科を有する高校の生徒が卒業後中堅技術者として活躍できるよう、先端技術に関す
る基礎教育のための設備の充実を図る。

　理科教育振興法に基づき、理科教育・数学教育の設備の整備を行う。

　県立高等学校の校地及び既存施設の簡易かつ小規模な維持補修に係る修繕工事等を行う｡

　夜間定時制課程を置く県立高等学校及び県立特別支援学校において、学校給食を提供する
ために必要な備品を計画的に更新・整備し、学校給食の事故防止及び児童生徒の心身の健全
な育成を目指す。

　経年により老朽化が著しい学校施設の改築を行う。

事業概要

　私立学校の経常的経費に対して補助を行う｡

　私立学校（特別支援学校、幼稚園）における障害児教育の教育条件の維持向上と保護者負
担の軽減を図るために補助を行う。

　私立学校の活性化・個性化推進及び子育て支援促進の教育改革に資する事業について補助
を行う。

　保護者の失職や倒産などで家計が急変した世帯に対し、授業料の減免を行った私立学校に
対する補助を行う。

　私立学校教職員の年金及び退職金交付事業に対する補助を行う。

事業概要

　経年により老朽化が著しい学校施設について、長寿命化大規模改修及び中規模改修を行
う。

　経年により老朽化している学校施設について、長寿命化大規模改修及び校舎等中規模改修
を行う。

　県立高等学校の屋外運動場等の整備を行う。
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区分 事業名 担当課室

06 私立学校教育支
援体制整備事業
費補助 私学・公益

法人課

07 私立高等学校等
就学支援補助

私学・公益
法人課

08 高等学校等修学
支援費（私立学
校）

私学・公益
法人課

09

◎

私立学校施設設
備災害対策支援
事業

私学・公益
法人課

10 私立高等学校等
入学金軽減補助 私学・公益

法人課

11 私立学校安全設
備整備費補助 私学・公益

法人課

12

[復サ]

私立高校生徒支
援体制整備事業
費補助

私学・公益
法人課

13 私立専修学校授
業料等軽減補助 私学・公益

法人課

14

[復サ]

私立学校施設設
備災害復旧支援
事業

私学・公益
法人課

15

[復サ]

被災児童生徒就
学支援事業費 私学・公益

法人課

16

[復サ]

私立学校授業料
等軽減特別補助
事業

私学・公益
法人課

17

[復サ]

私立小中学校授
業料軽減特別補
助事業

私学・公益
法人課

18

[復サ]

私立学校スクー
ルカウンセラー
等活用事業

私学・公益
法人課

　福島第一原発事故で被災した幼児児童生徒に対し、授業料等を減免した私立学校の設置者
に補助する。

　家庭の状況にかかわらず、全ての意志ある高校生等が安心して勉学に打ち込める社会を作
るため、私立学校の生徒について、高等学校等就学支援金として、授業料については年額
118,800円（年収約590万円未満の世帯に対しては396,000円）を限度に助成（学校設置者が代
理受領）することにより、教育費負担の軽減を図る。また、県単独で年収約590万円以上620
万円未満の世帯に対し、年額118,800円の上乗せ補助を行う。

　教育に係る経済的負担の軽減を図るため、非課税世帯（生活保護世帯を含む）に対して、
教科書費、教材費等相当額を支給する。

　私立学校設置者が行う学校施設・設備の非構造部材耐震化に要する経費の一部を補助し、
私立学校の防災対策を支援する。

　東日本大震災に被災して経済的理由等により修学が困難となった世帯に対し、授業料減免
を行った私立小中学校に対する補助を行う。

　震災により被害を受けた私立学校設置者が行う施設設備災害復旧に対して補助を行う。

　年収約590万円未満の世帯に対し、入学料の減免を行った私立高校に対する補助を行なう。

　私立学校における防犯設備や災害用備蓄品、AED等の購入に要する経費の補助を行う。

　私立専門学校に通う住民税非課税世帯及びそれに準ずる世帯に対する授業料等の減免を行
う。

　質の高い環境で子どもを安心して育てることができる体制を整備することを目的とし、幼
稚園を設置する学校法人に対して補助を行う。
①遊具等環境整備補助
②認定こども園移行準備支援
③園務改善のためのＩＣＴ化支援
④コロナ対策に用いる保健衛生用品等の購入費用に対する支援

　震災による環境の変化等を要因とした私立高等学校の不登校支援に従事する専門職や教員
の補助員等の経費や別室登校の設置運用に係る軽費を補助し、支援体制を整備する。

事業概要

　震災による経済的理由から就学が困難となった世帯の私立小・中学校の児童生徒を対象
に、学用品費、通学費、修学旅行費、給食費等の就学支援を行う。

　被災した児童生徒等の心のケアを行う職員を配置する私立学校の取組を支援する。
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基本方向　９ 家庭・地域・学校が連携・協働して子供を育てる環境づくり

◇家庭は、子供たちの健やかな育ちの基盤であり、基本的生活習慣や自立心を育み、心身の調和の取れた発達のために
重要な役割を果たすものであり、家庭教育は全ての教育の出発点であることから、家庭の自主性を尊重しつつ、家庭の教
育力を支える環境づくりを進める。
◇家庭・地域・学校の協働の取組を行政がしっかりと支える「みやぎの協働教育」を更に充実・発展させ、家庭・地域・学校
が連携・協働して、安全で安心して子供を育てる環境づくりを進める。
◇これらの取組を進めるに当たっては、特に学校が持つ本来の役割を十分に果たせるよう、家庭・地域・学校が目的を共有
しながら、より強い信頼関係のもとで、それぞれの役割を適切に果たすことができるよう支援する。

・取組1「家庭の教育力を支える環境づくり」では、現在の取
組を継続するとともに、持続可能な体制作りや更なる推進の
ため、新たな支援者の育成や実践的な活動が必要である。

・取組2「地域と学校の新たな連携・協働体制の推進」では、
地域や学校によって取組の進捗に差が見られるため、地域
と学校が一体となって取組を推進するための理解促進を図
る必要がある。

・取組3「子供たちが安全で安心できる環境づくり」では、活
動を支える地域ボランティア等の支援者育成が必要である。

成果の検証を踏まえた基本方向評価

・引き続き養成講座等を開催し、新たな支援者の育成に取り
組むとともに、生活習慣の向上に向けた実践を伴うフォーラ
ムを開催し、家庭教育支援体制の充実を図る。

・研修会等の場を通じて、先進事例の紹介や情報交換による
理解促進を図る。

・研修会やフォーラムの開催により、地域ボランティアや学
校、企業と情報を共有し連携を強化するほか、リーフレットを
活用した意識啓発や活動団体・企業を表彰する等、支援者
育成の活性化を図る。

9-1

9-2

家庭の教育力を支える環境づくり【重点的取組１３】 概ね順調

　宮城県版親の学びのプログラム「親の道しるべ」を活用した研修会のニーズが高くなってきており、家庭教育支援
チームの活動の充実や、子育てサポーター及び子育てサポーターリーダーとして主体的に活動しようとする人材も
増えている。さらに、子育て中の研修会参加者からも「悩みを共有出来て良かった」等、研修会の参加者アンケート
において肯定的な意見が多く見られた。また、「子育て支援パスポート事業」の利用者登録数や協賛店舗数の増
加、置き型授乳室の新型モデルの設置など子育てしやすい環境整備が進められたほか、企業等と連携した普及啓
発事業やリーフレット配布等により、子供の基本的生活習慣の確立に向けた取組の推進が図られるなど、家庭の教
育力を支える環境づくりの取組に一定の成果が見られたことから、本取組を「概ね順調」と評価した。

取組の名称と成果の検証 取組評価

課題

方向性

地域と学校の新たな連携・協働体制の推進【重点的取組１４】 概ね順調

　各種研修会による人材育成や情報発信等を継続的に行うことにより、家庭、地域、学校が相互に連携し、支え合
いながら協働する意識の醸成や地域全体で子供を育てる体制作りが徐々に進んでおり、そのことが地域学校協働
本部のカバー率の増加につながっている。また、小・中・義務教育学校だけではなく、高校や特別支援学校におい
てもコミュニティ・スクールの導入が徐々に進んできており、地域と一体となって特色ある学校づくりを進めようとする
動きが見られるようになってきていることから、「概ね順調」と評価した。

概ね順調

方向性に対する
成果の検証

　家庭の教育力を支える環境づくりについては、研修会等の開催や普及啓発に取組み、家庭教育にお
ける活動の活発化や支援者の増加、子育てパスポート事業の登録者や協賛店舗数の増加、基本的生
活習慣に関する活動につながった。さらに、研修会に参加した子育て中の参加者からは「悩みを共有出
来て良かった」等、取組の充実を感じさせるアンケートが多く見られた。
　地域と学校の新たな連携・協働体制の推進については、各種研修会による人材育成や情報発信等を
継続的に行うことにより、家庭、地域、学校が相互に連携し、支え合いながら協働する意識の醸成や地
域全体で子供を育てる体制作りが徐々に進んでおり、そのことが地域学校協働本部のカバー率の増加
につながっている。また、小・中・義務教育学校だけではなく、高校や特別支援学校においてもコミュニ
ティ・スクールの導入が徐々に進んできており、地域と一体となって特色ある学校づくりを進めようとする
動きが見られるようになってきている。
　
　以上のことを踏まえ、家庭・地域・学校が連携・協働して子供を育てる環境づくりについては、支援者の
育成や、取組の理解促進に課題があるものの、一定の成果が見られることから、本基本方向を「概ね順
調」と評価した。

課題解決に向けた対応方針

基本方向を構成する取組の成果及び評価

番号

基本方向を推進する上での課題と対応方針

9-3 子供たちが安全で安心できる環境づくり －

68



学識経験者の意見

・評価は妥当と考える。
・家庭の教育力を支える環境づくり（重点的取組13）の目標指標等「『家庭教育支援チーム』の活動件数」「市町村における
子育てサポーター及び子育てサポーターリーダーの活動者数」が目標値を大きく上回っていることは大いに評価できる。今
後、その支援体制を活かして、子供の朝食、睡眠、起床時間など、子供の健全な成長と活動意欲などに直接関わる目標指
標等の向上に寄与する内容の支援の工夫を願う。
・同様に、重点的取組14目標指標等である地域学校協働本部、「みやぎ教育応援団」の体制の充実を活かし、基本方向6
取組1目標指標等の「地域の行事に参加する」児童生徒の割合を増やす支援など、横断的な視野に立った活用と評価にも
期待したい。

＜意見に対する今後の対応方針＞
・宮城県が独自に開発した、親の学びのためのプログラム「親のみちしるべ」について、スマートフォン等の長時間使用が身
体に及ぼす影響や、学校生活に不安等を抱えている児童生徒への対応等、基本的な生活習慣や自立心を育み、心身の
調和のとれた発達に資する新しいプログラムの作成を進めている。「親のみちしるべ」を活用して、家庭教育支援チーム等
が子供と関わる大人への啓発を行なうことで、子供の健全な成長を促進し、また活動意欲の向上を図るよう努めていく。
・家庭・地域・学校の連携・協働により子供の成長や学びを支える「地域学校協働本部」の更なる設置推進や、若い世代を
はじめとする幅広い地域住民の参画を促すことにより、協働教育の充実及び活性化を図り、児童生徒が地域活動へ参加す
る機会の創出等に努めていく。
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基本方向９

314件
96件 A

(令和元年度) (令和5年度)
達成

進捗割合型Ⅰ
4 「家庭教育支援チーム」の活動件数（件）

5
市町村における子育てサポーター及び子育てサポー
ターリーダーの活動者数（人）

79件

61.6% 57.5%
63.0% D

(令和元年度) (令和4年度)
未達成

進捗割合型Ⅰ

67.5% 66.7%
68.0% D

(令和元年度) (令和4年度)
未達成

進捗割合型Ⅰ

96.5% 93.9%
97.0% D

(令和元年度) (令和5年度)
未達成

進捗割合型Ⅰ

初期値 実績値 目標値
達成度

（設定年度） （測定年度） (令和5年度）
達成状況
目標指標の種別

取組　１ 家庭の教育力を支える環境づくり【重点的取組１３】

◇宮城県家庭教育支援チーム派遣事業や宮城県版親の学びのプログラム「親の道しるべ」の普及等により、各市町村家庭
教育支援チームの活性化につながり、活動件数が、314件と目標値を大きく上回った。
◇宮城県版親の学びのプログラム「親のみちしるべ」を活用した研修会では、宮城県家庭教育支援チームを18回派遣し、
延べ1,037人が参加した。子育て中の参加者からは「悩みを共有出来て良かった」等、研修会へのプラス的なアンケートが
多く見られた。また、中学校や高等学校（特別支援学校を含む）への派遣は13回実施し、女子生徒はもちろん、男子生徒も
出産・育児の苦労だけではなく、喜びについての理解を深めることができた。
◇市町村における子育てサポーター及び子育てサポーターリーダーの活動者数は417人と目標値を大きく上回った。圏域
ごとに研修会を開催することで、主体的に活動しようとする支援者の裾野が広がった。
◇「子育て支援パスポート事業」について、SNS等を活用したプロモーションを実施し、利用者登録数が57,607人、協賛店
舗数が2,878店と着実に増加した。
◇基本的生活習慣の確立に向けた普及啓発事業として、新小学１年生（21,540枚）、乳幼児健診等12市町（4,350枚）、市
町村教育委員会（4,350枚）へのリーフレット配布や母子手帳アプリ母子モへの掲載（東松島市）など、多くの子育て世帯に
基本的生活習慣の重要性を伝えることができた。
◇企業等と連携した普及啓発事業として、ルルブル×ベガルタ仙台コンテストでは、応募数69名の参加、入賞者11名で、
基本的生活習慣について関心を高めることができた。また「子育て応援団すこやか2023」に参加し、ルルブルブースを設け
るとともに、ルルブルグッズを800セット配布した。
◇幼児・小学生を対象とした、エコ活動と基本的生活習慣の取組を組み合わせた実践活動を実施し、24,507枚、459施設
が参加した。

課題 課題解決に向けた対応方針

主な取組
内容

取組の成果

◇宮城県版親の学びのプログラム「親のみちしるべ」を活用した研修会など、親自身の学びの機会を提供す
るとともに、将来の「親」育てのため、中・高校生等を対象とした「親になるための教育」を推進し、親の育ちを
応援する環境づくりを進める。
◇子育てサポーター及び子育てサポーターリーダーなど地域人材の養成や地域人材を活用した家庭教育
支援チームの組織化の支援などにより、家庭教育支援体制の充実を図る。
◇地域全体で子育てを支援する環境づくりを目的に実施する「子育て支援を進める県民運動」において、企
業・店舗や子育て支援団体と協働した取組を推進する。
◇学校、家庭、地域、団体や企業等が連携・協力し、ルルブル運動や、はやね・はやおき・あさごはん推奨
運動など、子供の基本的生活習慣の確立に向けた取組を推進する。

目標指標等

1 朝食を毎日食べる児童の割合（小学6年生）（％）

2
平日、午後10時より前に就寝する児童の割合（小学5年
生）（％）

3
平日、午前6時30分より前に起床する児童の割合（小学
5年生）（％）

・「家庭教育支援チーム」の活動件数の目標は達成したもの
の、支援者の高齢化に伴う後継者の育成が課題となってい
る。また、「必要な支援」が必要な方に届けられるよう、各地域
における支援体制の更なる充実が必要である。

・社会全体で子どもを生み育てやすい環境づくりに取り組ん
でいく気運醸成が必要であり、行政機関のみならず、企業や
事業者、NPOなどそれぞれが可能な取組を実施していく必
要がある。

・ルルブル普及啓発事業及びルルブル定着促進事業によ
り、「ルルブル」の取組についての理解が進んでいるが、更な
る理解の促進と外遊びの大切さについて、より実践を伴う取
組となるよう、普及啓発を図っていく必要がある。

・子育てサポーター養成講座など、地域で活動できる人材の
発掘と育成を促進し、裾野を広げることで、持続可能な体制
作りを推進する。また、支援が必要な方が必ず参加するよう
な小・中学校の入学説明会を活用した家庭教育講座の開催
を促し、家庭教育支援体制の充実を図る。

・「子育て支援パスポート事業」の推進や子連れでお出かけ
しやすい環境の整備等、安心して子どもを生み育てやすい
環境づくりを企業等と更に連携して推進していく。

・更なる普及啓発のため、「みやぎっ子ルルブルフォーラム
2024」を引き続き開催する。また、より実践を伴うような取組に
つながるよう、子供の生活習慣向上に向けて顕著な取組を
行っている幼稚園、小・中学校に対する表彰等を行い、基本
的生活習慣の確立に向けた取組を推進する。

取組を推進する上での課題と対応方針

■達成度【進捗割合型】A：達成率100％以上   B：達成率80％以上～100％未満　 C：達成率60％以上～80％未満　D：達成率60％未満

　　　　　　　 【現状維持型】A：達成率100％以上   B：達成率80％以上～100％未満　 C：達成率60％以上～80％未満　D：達成率60％未満

300人 417人
300人 A

(令和元年度) (令和5年度)
達成

現状維持型Ⅰ
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概ね順調

　宮城県版親の学びのプログラム「親の道しるべ」を活用した研修会のニーズが高くなってきており、家
庭教育支援チームの活動の充実や、子育てサポーター及び子育てサポーターリーダーとして主体的に
活動しようとする人材も増えている。さらに、子育て中の研修会参加者からも「悩みを共有出来て良かっ
た」等、研修会の参加者アンケートにおいて肯定的な意見が多く見られた。また、「子育て支援パスポー
ト事業」の利用者登録数や協賛店舗数の増加、置き型授乳室の新型モデルの設置など子育てしやすい
環境整備が進められたほか、企業等と連携した普及啓発事業やリーフレット配布等により、子供の基本
的生活習慣の確立に向けた取組の推進が図られるなど、家庭の教育力を支える環境づくりの取組に一
定の成果が見られたことから、本取組を「概ね順調」と評価した。

成果の検証を踏まえた取組評価

成果の検証
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基本方向９

・平成29年3月の地方教育行政の組織及び運営に関する法
律の改正により学校運営協議会設置が努力義務となった
が、公立小・中学校及び義務教育学校における導入率は、
全国の58.3%に対し、本県は38.2%にとどまっている。

・パイロット校における取組を県立高校に周知し、地域と協働
した教育活動の取組の更なる充実を図る必要がある。

・新型コロナウイルス感染症の影響により、地域住民と学校の
交流機会が減少したこともあり、地域ボランティア等の協力を
得られなくなるなど、以前に比べ地域学校協働本部が十分
に機能していない状況が見られる。

・公立中学校の部活動の地域移行については、市町村ごと
に進捗状況が異なっていることに加え、指導者の確保や質
の向上、生徒・保護者・地域の団体等をはじめとした関係者
の理解促進、さらには、体制整備に向けた予算確保・財政支
援が課題となっている。

・コミュニティ・スクール推進協議会を年2回開催し、先進地区
の事例発表やコミュニティ・スクールのメリット、魅力等につい
て意見交換を行うことにより、導入促進を図る。また、新規事
業「みやぎプッシュ型派遣」を展開し、更なる導入・拡充及び
機能の充実を図る。

・学校評価研修会等において、パイロット校の事例紹介等を
通して学校運営協議会についての知識と理解を深めるほ
か、プッシュ型派遣事業により、CＳマイスターの設置を希望
する学校に派遣する。

・研修会等の機会を通じて、改めて協働教育の目的や認識
を深めるとともに、新たな人材の発掘や育成、若い世代の参
画を促すことにより、協働教育の充実及び活性化を図る。

・引き続き、先進地域の好事例の紹介や関係者同士による
情報交換の場となる研修等の機会を設けるとともに、人材バ
ンクの活用促進を図る。

取組を推進する上での課題と対応方針

課題 課題解決に向けた対応方針

◇「コミュニティ・スクール推進事業」により、コミュニティ・スクール推進協議会を県内34市町村を対象に開催して、学校・家
庭・地域の連携・協働体制を確立し、持続可能な推進体制の構築を図るよう促した結果、学校運営協議会の公立小・中学
校及び義務教育学校における導入率が38.2％に増加した。
◇地域と学校の連携・協働により、これからの地域社会を担うために必要な人材の育成を図り、地域の教育資源を活用した
魅力ある教育活動と取組を評価・改善する体制づくりを支援することを目的として、関連事業を展開した。
◇令和5年度は県立高校に学校運営協議会を2校（大河原産業・角田）設置し、学校運営協議会設置校（パイロット校）は計
5校となった。（R4設置：松島）
◇市町村への間接補助を中心に事業を展開し、公立小・中・義務教育学校における地域学校協働本部のカバー率が
74.6％となり、地域と学校の連携による体制構築が進んでいる。
◇みやぎ教育応援団マッチング会議を県内3か所で実施した。小中学校（仙台市を除く）における知名度も97％となり、活
用件数も406件と昨年度より増加した。また、みやぎ教育応援団に関する問合せや新規に加入する企業や団体も見られ、
地域との連携・協働に対する関心が高まっている。
◇先進地域の取組や実証事業の事例紹介を行う研修会等を実施することにより、公立中学校の部活動の地域移行に関す
る理解促進、啓発を図ることができた。

A
(令和元年度) (令和5年度)

2 「みやぎ教育応援団」の活用件数（件）
159件 406件

300件 A
(令和2年度)

達成

【現状維持型】A：達成率100％以上   B：達成率80％以上～100％未満　 C：達成率60％以上～80％未満　D：達成率60％未満

1
地域学校協働本部がカバーする学校の割合（公立小・
中学校）（仙台市を除く）（％）

54.3%

取組　２ 地域と学校の新たな連携・協働体制の推進【重点的取組１４】

達成状況
目標指標の種別

74.6%
65.0%

（設定年度） （測定年度）

主な取組
内容

取組の成果

◇「地域学校協働活動」の充実と活動を支える「地域学校協働本部」の組織化を推進するとともに、みやぎ教
育応援団の活用や地域住民・保護者の学校ボランティア等への参加の拡充などにより、地域と学校の連携・
協働体制の強化を図る。
◇学校運営に地域の声を積極的に生かし、地域と一体となって特色ある学校づくりを進めるため、コミュニ
ティ・スクールの導入を促進するとともに、「地域学校協働活動」との一体的な推進により、「社会に開かれた
教育課程」の実現を目指す。
◇学校と地域が一体となって、子供たちがスポーツ・文化芸術活動に親しむことができる機会を確保するた
め、公立中学校の部活動の地域連携や地域クラブ活動への移行に向けた体制整備を進める。

目標指標等
初期値 実績値 目標値

達成度

達成
(令和5年度）

進捗割合型Ⅰ

■達成度【進捗割合型】A：達成率100％以上   B：達成率80％以上～100％未満　 C：達成率60％以上～80％未満　D：達成率60％未満

　　　　　　　

(令和5年度) 進捗割合型Ⅰ
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成果の検証を踏まえた取組評価 概ね順調

　各種研修会による人材育成や情報発信等を継続的に行うことにより、家庭、地域、学校が相互に連携
し、支え合いながら協働する意識の醸成や地域全体で子供を育てる体制づくりが徐々に進んでおり、そ
のことが地域学校協働本部のカバー率の増加につながっている。また、小・中・義務教育学校だけでは
なく、高校や特別支援学校においてもコミュニティ・スクールの導入が徐々に進んできており、地域と一
体となって特色ある学校づくりを進めようとする動きが見られるようになってきていることから、「概ね順調」
と評価した。

成果の検証
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　【取組を構成する事業一覧】
基本方向９　家庭・地域・学校が連携・協働して子供を育てる環境づくり

①　家庭の教育力を支える環境づくり【重点的取組１３】 

区分 事業名 担当課室

01

☆
◎

みやぎらしい家
庭教育支援事業

生涯学習課

02

◎

地域子ども・子
育て支援事業

子育て社会
推進課

03

◎

子ども・子育て
支援人材育成事
業 子育て社会

推進課

04

◎
[復サ]

待機児童解消推
進事業

子育て社会
推進課

05

◎

子育て支援を進
める県民運動推
進事業 子育て社会

推進課

06

☆
◎

学ぶ土台づくり
推進事業
（再掲）

義務教育課

07

◎

基本的生活習慣
定着促進事業

義務教育課

08 はやね・はやお
き･あさごはん推
奨運動
【非予算的手法】

義務教育課
生涯学習課

09

◎

いきいき男女共
同参画推進事業

共同参画社
会推進課

10

◎

地域女性活躍推
進事業

共同参画社
会推進課

事業概要

　市町村が実施する地域子ども・子育て支援事業（放課後児童クラブ活動費、延長保育事
業、病児保育事業など13事業で構成）に対して県が補助を行い、働きながら安心して子育て
ができる環境整備を推進する。
＜令和5年度の主な実績＞
　放課後児童健全育成事業や一時預かり事業、病児保育事業など市町村が実施する地域子ど
も・子育て支援事業を支援した。

　家庭教育に関する相談対応、支援ボランティアの育成及び家庭教育支援チームの普及・定
着を図ることにより、家庭教育の充実と振興を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　人材育成や普及振興を行い、家庭教育支援への気運を高めた
・基盤形成事業：研修会24回724人
・普及振興事業：派遣18回1,037人、自然の家6回303人、父親の事業1回31人

　　　　　　　　◎　：新・宮城の将来ビジョン実施計画における「新・宮城の将来ビジョン推進事業」
　　　　　　［復サ］：新・宮城の将来ビジョン実施計画における「復興・サポート事業」
　　　　　　　　☆　：第２次アクションプランにおける「令和５年度　特に注力する事業」

　平成27年度から導入された「放課後児童支援員」認定研修事業及び「子育て支援員」養成
研修を実施し、子ども・子育て新制度事業の推進を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　地域で子育て支援や放課後児童クラブに従事する人材を育成するため、子育て支援員基本
研修（受講者数：86人）、放課後児童支援員認定資格研修（受講者数：384人）等の研修を実
施した。

　地域全体で子育てを支援する環境づくりを目指し、企業・団体等の県民総参加による「県
民運動」を推進する。
＜令和5年度の主な実績＞
　「みやぎっこ広場」での情報発信やイベントの開催など社会全体での機運醸成を図るとと
もに、市町村や民間団体等で構成する宮城県市町村少子化対策事業推進協議会を3回開催し
た。

　幼児教育センターを中心として、「学ぶ土台づくり」の必要性・重要性を普及啓発する取
組を行うとともに、幼児教育の内容面の質の向上を図るため、公私・施設類型の区別なく、
研修・支援とその基盤となる研究の取組を行う。また、幼児期の育ちや学びを小学校生活や
学習に円滑に引き継ぐために、市町村幼児教育アドバイザー配置のための幼児教育アドバイ
ザー養成講習を実施し、各市町村の幼児教育推進体制の構築を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　幼児教育の質の向上に向け、保幼小合同研修会を2回実施し136人参加した。また、アドバ
イザーを26か所に延べ66回派遣し、幼児教育施設や市町村教育委員会等において充実した幼
児教育が行われるよう支援した。

　家庭・学校・地域・企業等と連携・協力し、宮城の将来を担う子供達に「しっかり寝ル・
きちんと食べル・よく遊ブで健やかに伸びル（ルルブル）」の普及と定着促進を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　ルルブルの実践を促す事業に24,507人の児童生徒が取り組んだほか、企業と連携したポス
ターコンテストに69点の応募があった。その他様々な事業の実施により基本的生活習慣への
理解が進み定着促進が図られた。

　保育所等の整備に対して補助を行い、県内における保育所等の待機児童の解消を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　保育施設緊急加速化事業において2施設に対して助成を行い、待機児童の解消に努めたこと
で、宮城県(仙台市除く)の待機児童数は令和4年度と比べ34人減少した。

　「はやね・はやおき・あさごはん」といった基本的生活習慣の定着を広く呼びかけ、子供
の生活リズム向上を図る普及活動を行う。

　企業等におけるポジティブ・アクションやワーク・ライフ・バランスについての普及啓発
を進め、女性も男性も能力を発揮しやすい職場環境づくりを促進するとともに、キャリア
アップを目指す女性や女性の活躍を支援する人材の育成を行い、男女共同参画の推進を図
る。
＜令和5年度の主な実績＞
　ポジティブアクションやワーク・ライフ・バランス等に取り組む「女性のチカラを活かす
企業」の認証数は629社(R6.3現在)となり、多様な働き方の促進につなげることができた。

　女性の活躍による地域経済の活性化や多様な地域課題の解決に期待が高まっている中、経
済団体や各種団体との連携体制を構築し、女性が活躍しやすい環境の整備を推進する。
＜令和5年度の主な実績＞
　ＮＰＯや経済団体等と連携し、女性活躍ネットワークに係るセミナーを3地域で開催（延べ
77人参加）して、女性活躍の推進への普及啓発を行いながら、県内関係団体の連携強化につ
なげることができた。
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区分 事業名 担当課室

11 施設型給付費・
地域型保育給付
費負担金

子育て社会
推進課

12

◎

小学校入学準備
支援事業

子育て社会
推進課

13 障害児保育事業
子育て社会
推進課

14 低年齢児保育施
設助成事業 子育て社会

推進課

15 児童健全育成事
業 子育て社会

推進課

16 地域子育て支援
センター事業 子育て社会

推進課

17 事業所内保育施
設助成事業 子育て社会

推進課

②　地域と学校の新たな連携・協働体制の推進【重点的取組１４】

区分 事業名 担当課室

01

☆
◎

[復サ]

協働教育推進総
合事業

生涯学習課

02

☆
◎

小中学校コミュ
ニティ・スクー
ル推進事業
【コミュニティ・
スクール推進事
業】

義務教育課

03

☆
◎

地域と連携した
高等学校魅力化
事業
【コミュニティ・
スクール推進事
業】

高校教育課

04

☆
◎

地域と連携した
特別支援学校魅
力化事業
【コミュニティ・
スクール推進事
業】

特別支援教
育課

　地域において、子育て親子が交流する場所を開設し、子育て相談、子育て関連情報の提
供、助言その他の援助を行うなど、地域の子育て全般に関する専門的な支援活動を行い、小
規模な地域子育て支援センター事業の運営を支援する。

　認可保育所の補完的な役割を果たす認可外の事業所内保育施設の運営を支援する。

　子ども・子育て支援新制度において、私立認可保育所、幼稚園認定こども園、小規模保育
事業、家庭的保育事業及び事業所内保育事業の教育・保育に要する費用を負担する。

　少子化対策の推進及び子育て家庭の経済的負担の軽減を図るため、市町村が行う小学校入
学準備支援事業に要する経費について補助金を交付する。
＜令和5年度の主な実績＞
　多子世帯の経済的負担を軽減するため、第3子以降を対象に3万円を上限に入学祝金や用品
費を支給する小学校入学準備支援事業を県内全市町村で実施し、2,530人の児童に対し支援し
た。

　障害児の保育を推進するため、障害児を受け入れている保育所に対し保育士の加配に要す
る経費を補助することにより、障害児の処遇の向上を図る。

　健全な遊びを通して、児童の健康を増進し、情操を豊かにすることなどを目的に各種健全
育成事業を推進するとともに、市町村健全育成活動を支援する。また、行政職員、関係機関
職員等を対象とした研修を行い、児童福祉を担う人材の資質及び専門性の向上を図る。

事業概要

　家庭・地域・学校が協働して子供を育てる環境づくりを推進して、家庭・地域の教育力の
向上や活性化を図り、地域全体で子供を育てる体制の整備を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　地域学校協働活動推進事業を27市町村（間接補助）中心に展開し、地域学校協働本部（公
立小・中・義務教育学校）のカバー率が74.6％（R5目標65.0％）となり、地域と学校が連携
する体制構築が推進された。

　「コミュニティ・スクール推進協議会」の開催やＣＳアドバイザーの派遣により、各市町
村の域内全ての学校において、コミュニティ・スクール（学校運営協議会）を核とした学
校・家庭・地域の連携・協働体制の導入・拡充を促進し、持続可能な推進体制の構築を図
る。
＜令和5年度の主な実績＞
　小・中学校におけるコミュニティ・スクールの導入を推進するため、先進地区の事例発表
や意見交換などを実施した結果、導入校は136校（昨年度105校）、導入率は38.2％（昨年度
28.8％）と増加した。

　学校と地域が学校目標を共有し、目標実現のため学校運営に地域の参画を促す取組を研究
するとともに、特別支援学校の教育活動の内容とその魅力を効果的に発信し、魅力ある学校
づくりに資する取組を支援する。
＜令和5年度の主な実績＞
　学校運営協議会パイロット校4校を指定し、地域との連携・協働による学校づくりの実践研
究を行った。また、魅力ある学校づくり支援事業4校を指定し、地域資源を活用した取組を行
い、魅力ある学校づくりを推進した。

　低年齢児保育など、認可保育所の補完的な役割を果たす認可外保育施設の運営を支援す
る。

事業概要

　学校運営協議会などによる地域と学校の連携により、両者が協働して、これからの地域を
担うために必要な資質・能力の育成を図るため、地域の教育資源を活用した実践的で魅力あ
る教育活動、及びその取組を学校評価により改善する体制づくりを支援することで、社会に
開かれた教育課程の実現を図り、地域の期待に応える魅力ある学校づくりに資する。
＜令和5年度の主な実績＞
　学校運営協議会を新たに角田高校と大河原産業高校に設置し計5校となった。学校評価等研
修会では、学校運営協議会設置校の事例発表や学校評価について知識を深める研修により、
開かれた教育課程の実践につながった。
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区分 事業名 担当課室

05

☆
◎

部活動地域移行
推進事業

保健体育安
全課
生涯学習課
スポーツ振
興課

06

◎
[復サ]

子ども・若者支
援体制強化事業

共同参画社
会推進課

③　子供たちが安全で安心できる環境づくり

区分 事業名 担当課室

01

☆
◎

[復サ]

協働教育推進総
合事業
（再掲）

生涯学習課

02

◎

地域子ども・子
育て支援事業
（再掲） 子育て社会

推進課

03

◎

子ども・子育て
支援人材育成事
業
（再掲）

子育て社会
推進課

04

◎

地域福祉推進事
業

社会福祉課

05

☆
◎

[復サ]

高等学校生徒支
援体制充実事業
（再掲）

高校教育課

06 インターネット
安全利用推進事
業
（再掲）

共同参画社
会推進課

07 学校安全・防災
推進事業
（再掲）

保健体育安
全課

事業概要

　社会生活を営む上で困難を有する子ども・若者の支援を効果的かつ円滑に実施するため、
各支援機関のネットワークづくりの構築、強化を図るとともに、石巻圏域において様々な相
談に対応するための総合相談窓口を設置・運営する。
＜令和5年度の主な実績＞
　子ども・若者支援地域協議会を11回開催し、関係機関の連携を強化するとともに、石巻圏
域子ども・若者総合相談センターを運営し、子ども・若者の様々な相談に応じて適切な支援
につなげた（相談件数1,550件）。

　青少年のいじめや犯罪被害防止等、インターネットの安全利用について啓発を図るため
「青少年のインターネット安全安心利用フォーラム」を開催するとともに、啓発リーフレッ
トの作成・配布と「インターネット安全講話」などを行う。

　学校と地域が一体となって、将来に渡り生徒のスポーツ・文化芸術活動の機会を確保する
ため、公立中学校の部活動の地域連携や地域クラブ活動への移行に向けた体制整備を進め
る。
＜令和5年度の主な実績＞
　令和5年度は移行検討期間と位置づけ、県協議会開催や市町村訪問、担当者研修会や実証事
業等を実施したことにより、令和6年度には26市町で協議会設置が予定され、次年度からの地
域移行に向けた下準備が図られた。
　「部活動地域移行フォーラム」や「部活動地域移行研修会」を開催し、先進地域の事例紹
介や関係者による話合いの機会を設け、市町村を中心に地域移行への理解を深め、促進に向
けた意識を高めることができた。
　令和6年1月15日に「みやぎ地域クラブ活動指導者人材バンクシステム」を新設し、地域ク
ラブ活動等の指導者確保と地域クラブとのマッチングを支援した。登録数：指導者133名、団
体11団体

　平成27年度から導入された「放課後児童支援員」認定研修事業及び「子育て支援員」養成
研修を実施し、子ども・子育て新制度事業の推進を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　地域で子育て支援や放課後児童クラブに従事する人材を育成するため、子育て支援員基本
研修（受講者数：86人）、放課後児童支援員認定資格研修（受講者数：384人）等の研修を実
施した。

　家庭・地域・学校が協働して子供を育てる環境づくりを推進して、家庭・地域の教育力の
向上や活性化を図り、地域全体で子供を育てる体制の整備を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　地域学校協働活動推進事業を27市町村（間接補助）中心に展開し、地域学校協働本部（公
立小・中・義務教育学校）のカバー率が74.6％（R5目標65.0％）となり、地域と学校が連携
する体制構築が推進された。

　市町村が実施する地域子ども・子育て支援事業（放課後児童クラブ活動費、延長保育事
業、病児保育事業など13事業で構成）に対して県が補助を行い、働きながら安心して子育て
ができる環境整備を推進する。
＜令和5年度の主な実績＞
　放課後児童健全育成事業や一時預かり事業、病児保育事業など市町村が実施する地域子ど
も・子育て支援事業を支援した。

事業概要

　モデル地域において、専門家の指導・助言を得ながら学校安全推進に係る事業を実施する
ほか、安全教育や学校事故防止に関する教員の指導力向上及び安全点検に関する研修、登下
校の見守りを行う学校安全ボランティアを養成する研修会、被災した学校を支援するための
専門的知識と対応力を備える教職員の研修会を実施する。

　地域共生社会の実現に向けた取組を推進するとともに、市町村における取組が積極的に進
められるよう支援していく。
＜令和5年度の主な実績＞
　市町村等の地域共生社会形成に向けた取組を推進した。包括的な相談支援を担う人材育成
研修を2回実施し、51名が受講。市町村職員のほか、社会福祉法人職員が参加し、地域におけ
る相談支援業務の深化を推進した。

　いじめ、不登校及び中途退学に対応するため、生徒指導や自己有用感の涵養を図る学習活
動の補助を行う学校生活適応支援員、学校等への生徒指導の支援を行う心のサポートアドバ
イザーを配置するとともに、関係機関や外部の専門家等との連携・協力のネットワークを強
化し、組織的・体系的な生徒指導を進め、いじめ、不登校及び中途退学の未然防止を図ると
ともに、早期発見・早期解決を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　心のサポートアドバイザーを高校教育課に配置(2人)するとともに、学校生活適応支援員を
学校のニーズに応じて配置(34校35人)し、問題行動の未然防止と早期解決支援のための体制
強化を図った。
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区分 事業名 担当課室

08 子ども人権対策
事業 子ども・家

庭支援課

09 子ども虐待対策
事業 子ども・家

庭支援課

10

◎

児童虐待防止強
化事業

子ども・家
庭支援課

11

◎
[復サ]

里親等支援セン
ター事業

子ども・家
庭支援課

12

◎
[復サ]

親子滞在型支援
施設事業

子ども・家
庭支援課

13

◎

薬物乱用防止推
進事業

薬務課

14 交通安全指導員
設置運営事業 地域交通政

策課

15 子供・女性を犯
罪被害から守る
活動の推進
【非予算的手法】

警察本部県
民安全対策
課・生活安
全企画課

16 地域安全対策推
進事業
【非予算的手法】

警察本部生
活安全企画
課

17 防犯ボランティ
ア活動促進事業
【非予算的手法】

警察本部生
活安全企画
課

18 健全育成広報啓
発事業
【非予算的手法】

警察本部少
年課

19 青少年保護対策
事業 共同参画社

会推進課

20 青少年育成県民
運動推進事業 共同参画社

会推進課

21 有害環境実態調
査事業 共同参画社

会推進課

22

◎

安全・安心まち
づくり推進事業

共同参画社
会推進課

23

◎

小学校スクール
ゾーン内ブロッ
ク塀等除去助成
事業

建築宅地課

　要保護児童と保護者の家族関係の再構築を行うとともに、要保護児童と里親とのマッチン
グ支援を行う。
＜令和5年度の主な実績＞
　家族再統合トレーニングを実施可能な民間団体に委託し、分離家族の再統合支援を行った
ほか、児童相談所と「みやぎ里親支援センターけやき」が連携し、里親マッチング支援を
行った。

　増加傾向にある児童虐待の通告・相談に対応するため、児童相談所の体制強化・職員の専
門性の向上、市町村の要保護児童対策地域協議会の強化支援、児童虐待防止の普及啓発を図
る。
＜令和5年度の主な実績＞
　児童相談所の運営体制強化研修会を実施したほか、児童虐待を防止するためのSNS相談を実
施し、961件の相談を受けるなど、児童虐待防止に向け対策強化を図った。

　安心して子供を育てられる環境を整えるため、児童相談所等の相談支援体制の整備を図
る。

　児童虐待防止の啓発等、子供の人権を護る意識の向上のため、研修会の開催等を行う。ま
た、市町村が設置している要保護児童対策地域協議会等への支援を行う。

　小学校スクールゾーン内の危険なブロック塀等の除却工事に対する助成事業を行う市町村
に対して、市町村負担分の一部を補助する。
＜令和5年度の主な実績＞
　平成30年に県等が実施した実態調査で危険と判定されたブロック塀等の除却に対して、令
和5年度は94件の補助を実施し、スクールゾーン内の通学路の安全性の確保を図った。

　「犯罪のないみやぎ安全・安心まちづくり基本計画」や「子どもを犯罪の被害から守る条
例」、「犯罪のないみやぎ安全・安心まちづくり各種防犯指針」に基づき、各種媒体による
広報啓発、防犯ボランティアに対する講習会等を開催し、地域全体で子供を見守っていくと
いう気運を醸成する。
＜令和5年度の主な実績＞
　地域安全教室講師派遣事業(44回)、地域ネットワークフォーラム(1回)により犯罪のない安
全安心まちづくりを推進した。性暴力被害相談支援センター宮城の運営(取扱件数1,169件）
により被害者支援を行った。

  青少年を取り巻く環境の実態についての調査を行い、有害図書類の販売方法などについて
の店頭指導など、有害環境浄化に対する啓発と青少年健全育成条例の周知徹底を図る。

　有害図書類の指定や青少年健全育成条例の周知活動等により、青少年の健全な育成を阻害
し、非行を誘発するおそれのある行為を防止するため、条例の適正かつ効果的な運用を図
る。

　「青少年は地域社会からはぐくむ」という考えに立ち、県民意識の啓発や関係機関・団体
等と連携して青少年の健全育成県民運動を展開している「青少年のための宮城県民会議」に
対し補助事業を行う。

事業概要

　自治体と連携した道路、公園、駐車場等の環境整備や通学路周辺における防犯カメラの整
備を促進し、犯罪の起きにくい環境づくりを推進する。

　散歩などの日常活動をしながら誰もが地域の見守り活動ができる「ながら見守り」を推進
するとともに、企業等が防犯活動をする「防犯ＣＳＲ活動」を積極的に推奨し、防犯ボラン
ティア活動を促進する。

　少年警察ボランティア、地域の関係機関・団体と連携し、街頭補導や有害環境浄化活動、
非行防止等各種キャンペーンを実施する。

　地域の交通安全対策として交通安全指導員を設置している市町村（仙台市を除く）に対
し、その設置経費を補助する。

　子供・女性を犯罪被害から守るため、自治体や学校、防犯ボランティア等と連携した防犯
パトロール、防犯教室・防犯訓練の実施、犯罪発生情報や防犯情報の発信活動等を推進す
る。

　里親支援拠点「里親等支援センター」を設置し、里親制度の普及啓発、里親委託の促進、
里親委託後の支援等を行う。
＜令和5年度の主な実績＞
　里親委託の推進拠点である「みやぎ里親支援センターけやき」を通じ、里親制度説明会、
各種研修会、交流会などを実施したほか、里親を対象とした相談4,103件に応じるなど、里親
委託の推進に努めた。

　麻薬、覚醒剤、大麻等の薬物乱用防止のため、宮城県薬物乱用対策推進計画（第5期）に基
づき、行政のみでなく、事業者、民間団体、県民等社会を構成する全ての主体が一体とな
り、総合的な対策を講じていく。
＜令和5年度の主な実績＞
　小中高等学校を対象とした薬物乱用防止教室等について、275団体（22,256人）に講師を派
遣した。指定薬物審査会を5回開催、計5物質を指定し、薬物乱用の未然防止に寄与した。
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－

10-4

スポーツの価値を活用した生涯スポーツ社会の構築【重点的取組１６】 やや遅れている

　県内各市町村のスポーツ環境を把握し、イベント等により生涯スポーツの普及を行ったほか、総合型地域スポー
ツクラブ未設置の市町村に導入支援を行った結果、3町でクラブ設立につながったが、目標達成には至っていない
ことから、総合的に本取組を「やや遅れている」と評価した。

基本方向　１０ 生涯にわたる学習・文化芸術・スポーツ活動の推進

◇県民誰もが、自分を磨き、豊かな人生を送ることができるよう、生涯にわたって、どのような環境にあっても学ぶことがで
き、その成果を様々な形で生かすことのできる生涯学習社会の実現を図る。
◇文化芸術活動を推進し、豊かな人間性や創造性を育み、生涯を通じて豊かな生活が送れるような環境づくりに取り組む
とともに、文化芸術による地域づくりを目指す。
◇生涯を通じてスポーツに親しみ、健康・体力の保持増進によって潤いと活力のある生活を実現するため、誰もが、いつで
も、どこでも、いつまでもスポーツに親しみ、楽しめる環境を整え、充実したスポーツライフを送ることができる社会を目指す。

・取組1「誰もがいつでも学ぶことができる環境の充実」では、
学びを通じた共生社会の実現に向け、学校卒業後の障害者
が地域と関わりながら学ぶことができる学習プログラムをモデ
ル事業として実施した市町村や団体、施設においては、学
びの場を提供し、社会参画できる体制づくりに前進が見られ
たが、多くの社会教育施設では体制づくりが進んでいない。

・取組2「多様な学びによる地域づくり」では、地域住民や関
係職員の学習ニーズに合った講座や研修会を地域の特性
に応じて展開していくことと、学習プログラムを実践した団体
等を起点に地域ごとに自立したネットワークの形成が必要で
あるとともに、生涯学習・社会教育活動への参加は高齢者が
中心で、若者の参加が少ないことが課題となっている。

・取組3「文化芸術活動の推進」では、文化芸術が持つ様々
な効果や役割を十分に発揮していくためには、県民が文化
芸術へのアクセスや活動をしやすくする環境づくりが必要で
ある。また、宮城県美術館については休館中であっても県民
が美術館や美術への関心を高め、理解を深める取組が必要
である。

・取組4「スポーツの価値を活用した生涯スポーツ社会の構
築」では、誰もが気軽にスポーツに親しむための環境づくりと
して、総合型地域スポーツクラブの県内全市町村への設置と
育成支援等を進めているものの、認知度や活動意義の理解
など、市町村や市町村体育・スポーツ協会ごとに差がある（8
市町村で未設置）。

・関係職員が障害当事者と共に活動や対話する研修会等の
場を提供し、障害者受入に対する心理的ハードルを低下さ
せるとともに、モデル事業を実施した市町村や団体、施設等
を起点としながら、学校卒業後の障害者が地域と関わりなが
ら学ぶことができる体制づくりを進めていく。

・学習プログラムを実践した団体等と、周辺自治体の団体や
機関をつなぎ、連携事業の実施を支援するなどして、各地域
にネットワークが形成されるよう支援していくとともに、若者を
招いての研修会など、対話を通して若者の考えやニーズを
関係職員が学ぶ機会の設定、若者活動が活発な団体の事
例等を積極的に横展開していく。

・地域の多様な主体と連携・協働し、様々な取組を行っていく
ことで、人的ネットワークの構築と、より良い環境形成を推進
していく。宮城県美術館については、アウトリーチ事業や広
報・情報発信に取り組むとともに、リニューアル後の事業展開
を見据えて引き続き検討を行う。

・総合型地域スポーツクラブの未設置市町村に対し、設置の
意義等を説明し、意識の醸成を図るとともに、「みやぎ広域ス
ポーツセンター」において、必要な支援やクラブへの助言・相
談活動などのきめ細かな取組を行うことで、認知度の向上や
スポーツに親しむ環境づくりを推進する。

10-1

10-2

誰もがいつでも学ぶことができる環境の充実【重点的取組１５】 概ね順調

　「みやぎ県民大学」では、コロナ禍以降初めて1,000人を超える参加があり、多様化する県民の学習活動の支援に
つながった。また、令和5年度からスタートした学びを通じた共生社会の実現に向けた取組では、学校卒業後の障
害者が地域と関わりながら学ぶことができる体制づくりが進んでいない地域が見られるものの、自治体等と連携して
モデル事業を実施し、取組を進めた。生涯学習プラットフォームの構築に向けて立ち上げたポータルサイト「まなび
のWEB宮城」のセッション数も、県民の認知度や関心の高まりに伴い、着実に増加してきていることから、総合的に
本取組を「概ね順調」と評価した。

取組の名称と成果の検証 取組評価

課題

方向性

多様な学びによる地域づくり －

課題解決に向けた対応方針

基本方向を構成する取組の成果及び評価

番号

基本方向を推進する上での課題と対応方針

10-5 競技力向上に向けたスポーツ活動の推進 －

10-3 文化芸術活動の推進

78



学識経験者の意見

・評価は妥当と考える。
・重点的取組15目標指標等「生涯学習プラットフォーム閲覧数」は目標値までは届いていないが着実に増えていることは評
価できる。市民への生涯学習の情報提供窓口としての活用については、全国的にニーズが高まっているのでその分野の
実務研修も含めて、今後のさらなる利用増加を期待したい。
・重点的取組16目標指標等「総合型地域スポーツクラブの市町村における育成率」が横ばいである現在を中長期的な視野
で肯定的にとらえると、少人数スポーツなど人口減少に対応した新たなスポーツの開拓や、スポーツ概念の拡張（中高年者
が健康維持のためにしている散歩など）など、本質的な検討も行える機会ととらえることもできよう。

＜意見に対する今後の対応方針＞
・広報研修等を通してWEBサイトの運用に当たる職員のスキルアップに努めながら、行政やNPO等が行う講座等の様子や
特色のある活動について紹介するなど、県民が魅力を感じるコンテンツを充実させ、県民の認知度の向上と閲覧数の増加
に努める。
・重点的取組16で目標とする県内全市町村への総合型地域スポーツクラブの設置に向けては、それぞれの地域特性を生
かした新たなスポーツの開拓などを含め、より広い視野を持ってクラブへの支援や助言、相談活動に取り組んでいく。

成果の検証を踏まえた基本方向評価 概ね順調

方向性に対する
成果の検証

　生涯学習社会の実現については、県内の生涯学習情報を一元化して提供するポータルサイト「まなび
のWEB宮城」において、コンテンツの充実や広報活動により、県民の認知度や関心が高まったことで、
セッション数が着実に増加してきている。
　文化芸術活動の推進については、宮城県芸術祭等への支援による地域の賑わい創出や、みやぎ県
民文化創造の祭典における子供や障害者、高齢者等を対象とした事業の実施などにより、様々な方々
が文化芸術に親しむ機会を提供するなど一定の環境づくりは進んでいることから、生涯を通じて豊かな
生活が送れるような環境づくりに今後も継続して取り組む必要がある。
　誰もが、いつでも、どこでも、いつまでもスポーツに親しみ、楽しめる環境の整備については、総合型地
域スポーツクラブ未設置市町村への導入支援により、3町で総合型地域スポーツクラブ設立につながっ
たが、目標である全市町村への設置には至っていないことから、やや遅れが見られている。

　以上を踏まえ、生涯にわたる学習・文化芸術・スポーツ活動の推進については、やや遅れが見られる
取組があるものの、各取組について一定の成果が見られることから、本基本方向を「概ね順調」と評価し
た。

基本方向を推進する上での課題と対応方針

課題 課題解決に向けた対応方針

・取組5「競技力向上に向けたスポーツ活動の推進」では、国
民スポーツ大会においては、総合成績の低迷が続いており、
競技力向上のためには、ジュニア期から継続的な取組が必
要である。

・国民スポーツ大会総合成績10位台の目標達成のため、県
スポーツ協会と連携し、競技団体の取組を支援する。また、
将来有望なジュニア選手の発掘・育成をより効果的に行える
よう、県民に広く周知しながら継続的な取組を推進する。
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基本方向１０

取組　１ 誰もがいつでも学ぶことができる環境の充実【重点的取組１５】

◇「みやぎ県民大学」では、実施機関へのSNSを活用した広報支援や意向調査による学習ニーズの把握とともに、開催市
町や教育機関等と県民の学習ニーズに沿った講座内容の検討を行いながら実施し、受講者の増加を図った。45講座、
1,052人が参加し、誰もがいつでも学ぶことができる環境の充実につながった。
◇県内の生涯学習情報を一元化して提供するポータルサイト「まなびのWEB宮城」において、コンテンツの充実や広報活
動により、セッション数が前年比62％増の22,712件と着実に増加してきており、大学等による学びなおしの機会の提供や社
会教育施設と住民との連携等による学びの活性化が促進された。
◇学びを通じた共生社会の実現に向けて、学校卒業後の障害者が地域と関わりながら学ぶことができる学習プログラムを、
モデル事業として市町村や公民館、社会福祉協議会、県立自然の家、県立支援学校で実施した。またその成果を、学校卒
業後の障害者の学びの場の支援及び拡充を図ることを目的とした「共生社会コンファレンス」で共有し、学びの場を提供し
社会参画できる体制づくりを進めた。

成果の検証

課題 課題解決に向けた対応方針

主な取組
内容

取組の成果

◇多様化する県民の学習活動を支援するため、行政と地域の教育機関等との連携・協力により、広域的で
専門的な学習機会を提供する「みやぎ県民大学」を開催する。
◇生涯学習プラットフォームの構築に向けて、生涯学習や社会教育に携わる人が情報共有や行動連携を行
うことができるよう、関係機関のネットワーク化を図る。
◇学びを通じた共生社会の実現に向けて、誰もが地域の一員として学べる学習プログラムの開発や、学び
の場を提供し社会参画できる体制づくりを進める。

初期値 実績値 目標値
達成度

未達成
（設定年度） （測定年度）

成果の検証を踏まえた取組評価 概ね順調

・学習ニーズの多様化に伴い、引き続き誰もがいつでも学ぶ
ことができる環境づくりを推進する必要がある。

・「まなびのWEB宮城」のセッション数を更に増やすため、県
民の認知度や関心度を高めるコンテンツの充実や広報活動
が必要である。

・モデル事業を実施した自治体や団体、施設においては、学
校卒業後の障害者が地域と関わりながら学ぶことができる体
制づくりに前進が見られたが、多くの社会教育施設では体制
づくりが進んでいない。

・オンライン講座や、対面とオンラインの双方で受講できるハ
イブリッド型講座の充実など、より県民の学習ニーズに合った
講座を推進していく。

・県民向けの講座やイベントを実施する団体を取材し、その
様子を活動事例としてWEBサイト上で紹介することで、広報
活動・コンテンツの充実を図る。

・関係する職員が障害者本人と共に活動や対話する研修会
等の場を提供し、障害者受入に対する心理的ハードルを低
下させる。また、モデル事業を実施した自治体や団体、施設
等を起点としながら、学校卒業後の障害者が地域と関わりな
がら学ぶことができる体制づくりを進める。

取組を推進する上での課題と対応方針

　「みやぎ県民大学」では、コロナ禍以降初めて1,000人を超える参加があり、多様化する県民の学習活
動の支援につながった。また、令和5年度からスタートした、学びを通じたみやぎの共生社会推進事業で
は、学校卒業後の障害者が地域と関わりながら学ぶことができる体制づくりが進んでいない地域が見ら
れるものの、自治体等と連携してモデル事業を実施し、取組を進めた。生涯学習プラットフォームの構築
に向けて立ち上げたポータルサイト「まなびのWEB宮城」のセッション数も、県民の認知度や関心の高ま
りに伴い、着実に増加してきていることから、総合的に本取組を「概ね順調」と評価した。

(令和5年度）

■達成度【進捗割合型】A：達成率100％以上   B：達成率80％以上～100％未満　 C：達成率60％以上～80％未満　D：達成率60％未満

進捗割合型Ⅰ

目標指標等
達成状況
目標指標の種別

　　　　　　　 【現状維持型】A：達成率100％以上   B：達成率80％以上～100％未満　 C：達成率60％以上～80％未満　D：達成率60％未満

Ｃ
(令和2年度) (令和5年度)

1 生涯学習プラットフォーム閲覧数（セッション数）（件）
0件 22,712件

36,000件
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基本方向１０

成果の検証を踏まえた取組評価 やや遅れている

・誰もが気軽にスポーツに親しむための環境づくりとして、総
合型地域スポーツクラブの県内全市町村への設置と育成支
援等を進めているものの、認知度や活動意義の理解など、市
町村や市町村体育・スポーツ協会ごとに差がある（8市町村
で未設置）。

・総合型地域スポーツクラブの未設置市町村に対し、設置の
意義等を説明し、意識の醸成を図るとともに、「みやぎ広域ス
ポーツセンター」において、必要な支援やクラブへの助言・相
談活動などのきめ細かな取組を行うことで、認知度の向上や
スポーツに親しむ環境づくりを推進する。

取組を推進する上での課題と対応方針

　県内各市町村のスポーツ環境を把握し、イベント等により生涯スポーツの普及を行ったほか、総合型地
域スポーツクラブ未設置の市町村に導入支援を行った結果、3町でクラブ設立につながったが、目標達
成には至っていないことから、総合的に本取組を「やや遅れている」と評価した。

取組　４ スポーツの価値を活用した生涯スポーツ社会の構築【重点的取組１６】

◇みやぎ広域スポーツセンターによる総合型地域スポーツクラブ未設置11市町村への導入支援を行った結果、3町でクラ
ブ設立につながった。準備委員会も含めた育成状況は、35市町村中27市町、育成率は77.1%と、前年度と同様である。
◇地域スポーツ・生涯スポーツを振興するため、県内各市町村のスポーツ環境を把握し、イベント等により生涯スポーツの
普及を行った。
◇個別施設計画のほか、指定管理者からの要望等も丁寧に把握し、県有スポーツ施設の老朽化対策等に係る修繕工事を
実施した。主なものとしては、宮城県総合運動公園のサッカー場Cグラウンド改修工事、宮城県第二総合運動場武道館屋
根防水工事等を行い、着実に施設の老朽化対策等を進めた。

成果の検証

課題 課題解決に向けた対応方針

主な取組
内容

取組の成果

◇県民一人一人が様々な形でスポーツを楽しむことができるように、みやぎ広域スポーツセンター機能の充
実を図り、総合型地域スポーツクラブの創設・育成に向けた支援を行うとともに、県内スポーツ情報の整備・
提供を行う。
◇地域スポーツ・生涯スポーツを振興するため、県内各地でスポーツイベント等を開催するとともに、各種ス
ポーツ教室の開催やスポーツボランティア活動の普及などを通して、スポーツを「する・みる・支える」活動を
推進する。
◇中長期的な視点に立って、県有スポーツ施設の老朽化対策やバリアフリー化、耐震化などの整備を行う。

目標指標等
初期値 実績値 目標値

達成度
（設定年度） （測定年度） (令和5年度）

■達成度【進捗割合型】A：達成率100％以上   B：達成率80％以上～100％未満　 C：達成率60％以上～80％未満　D：達成率60％未満

達成状況
目標指標の種別

未達成
進捗割合型Ⅰ

　　　　　　　 【現状維持型】A：達成率100％以上   B：達成率80％以上～100％未満　 C：達成率60％以上～80％未満　D：達成率60％未満

D
(令和2年度) (令和5年度)

1
総合型地域スポーツクラブの市町村における育成率
（％）

77.1% 77.1%
94.3%
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　【取組を構成する事業一覧】
基本方向１０　生涯にわたる学習・文化芸術・スポーツ活動の推進

①　誰もがいつでも学ぶことができる環境の充実【重点的取組１５】 

②　多様な学びによる地域づくり

区分 事業名 担当課室

01 みやぎ県民大学
推進事業

生涯学習課

02

◎

生涯学習プラッ
トフォーム構築
事業

生涯学習課

03

☆

学びを通じたみ
やぎの共生社会
推進事業 生涯学習課

04 図書館市町村連
携事業

生涯学習課

05

◎

図書館貴重資料
保存修復事業
（再掲）

生涯学習課

06

◎

人と自然の交流
事業
（再掲）

生涯学習課

07

◎

森林環境共生育
成事業

自然保護課

08

[復サ]

震災資料収集・
公開事業

生涯学習課

09 みやぎシニアカ
レッジ運営事業 長寿社会政

策課

10 図書館企画広報
事業

生涯学習課

11 図書館資料整備
事業 生涯学習課

12 蔵王自然の家管
理運営事業 生涯学習課

13 松島自然の家管
理運営事業 生涯学習課

　　　　　　　　◎　：新・宮城の将来ビジョン実施計画における「新・宮城の将来ビジョン推進事業」
　　　　　　［復サ］：新・宮城の将来ビジョン実施計画における「復興・サポート事業」
　　　　　　　　☆　：第２次アクションプランにおける「令和５年度　特に注力する事業」

　自然環境に恵まれた県立自然の家の社会教育施設を活用した自然体験プログラムを実施
し、環境保全等に対する理解の動機付けを図るとともに、一人一人が置かれている日々の生
活の中で自ら意識を改革し、より良く行動する人材の育成を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　各自然の家の恵まれた自然環境を利用した環境教育型の自然体験プログラムを実施し、環
境保全等に対する理解と意識の高揚を図った(14事業、373人参加)。

　県内の森林・林業や自然についての案内人となる森林インストラクター及びサポーターを
養成する。
＜令和5年度の主な実績＞
　森の案内人として、宮城県森林インストラクター18人の認定を行った。また、森林公園等
における管理作業や自然体験を支援する人材育成のため、みやぎ自然環境サポ－ター7人の養
成を行った。

　県民へのサービスの充実と新たな利用者の拡大を図るため、企画展、講座等の実施や、広
報誌発行、インターネット等を活用した広報活動を行う。また、県民の生涯学習の一環とし
て、図書館ボランティアの養成講座を実施する｡

事業概要

　県図書館が所蔵している古絵図などの貴重資料を修復し、後世に伝える。また、複製資料
（レプリカ）を作成し、学校教育や生涯学習の場での活用を図り、郷土の歴史・文化への理
解促進に役立てる。
＜令和5年度の主な実績＞
　郷土の歴史・文化への理解促進と調査研究に資するため、国指定重要文化財1点の修復を完
了し、県指定有形文化財2点の修復に着手した。併せてこれらのデジタル画像の作成を行っ
た。

　多様化する県民の学習活動を支援するため、県内の学校（大学、高等学校等）や社会教育
施設、市町村等との連携・協力により、「みやぎ県民大学」を開講し、多様な学習機会を提
供する。また、地域において生涯学習活動を推進する人材を育成し、その活用を図る。

　県図書館が県内公立図書館等に対し研修、巡回相談等の支援を行うことにより、県全体の
図書館サービスの充実と質の向上を図る。また、県図書館と県内公立図書館等との連携シス
テム「図書館情報ネットワークシステム」の運営により、蔵書の横断的検索、図書資料の相
互貸借等利用者サービスの向上を図る。

　県民の心身の健全な発達と明るく豊かな県民生活の向上に寄与するため、蔵王自然の家の
管理運営及び主催事業を行う。

　東日本大震災を後世に伝えるため、震災に関する図書・雑誌などを収集するとともに、県
図書館内に「東日本大震災文庫」を設置し、県民に公開する。また、震災記録や被災した地
域の地域資料をデジタル化してＷｅｂ上で公開する「東日本大震災アーカイブ宮城」を運用
し、今後の防災・減災対策や防災教育等への活用支援を行う。

　高齢者に生涯学習の場を提供し、生きがいと健康づくりを推進するとともに地域活動指導
者の養成を行うため、みやぎシニアカレッジ（宮城いきいき学園）5校の運営を行う。

　地域住民、行政、大学等の教育機関、ＮＰＯ、民間企業等生涯学習や社会教育に携わる人
が情報を共有したり、行動連携を具現化するなど緩やかなネットワークを結ぶ。それぞれの
専門性や人的・物的資源を効果的に活用することにより、地域の学びを支えるプラット
フォームを形成する。
＜令和5年度の主な実績＞
　講座・イベント情報や活動記事、動画等、生涯学習情報の提供によりコンテンツが充実
し、学びの環境が整備されたことで、利用者の増加につながった。（セッション数22,712
件）。

　高度化・多様化する県民ニーズ等に応えるため図書館資料の整備充実を図る。

　障害の有無に関わらず誰もが地域の一員として学べる学習プログラムの開発や、学びの場
を提供し社会参画できるような体制づくりを推進する。

　県民の心身の健全な発達と明るく豊かな県民生活の向上に寄与するため、松島自然の家の
管理運営及び主催事業を行う。
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区分 事業名 担当課室

14 志津川自然の家
管理運営事業 生涯学習課

15 地域教育資源活
性化支援事業 生涯学習課

16 社会教育団体活
動促進事業 生涯学習課

17 成人教育活動支
援事業

生涯学習課

18 宮城県みどりの
少年団大会開催
事業

自然保護課

19 婦人会館施設管
理事業 生涯学習課

20 社会教育関係職
員研修事業

生涯学習課

③　文化芸術活動の推進

区分 事業名 担当課室

01

◎

みやぎ県民文化
創造の祭典開催
事業 消費生活・

文化課

02

[復サ]

文化芸術による
心の復興支援事
業

消費生活・
文化課

03

[復サ]

先進的文化芸術
創造拠点形成事
業

消費生活・
文化課

04

◎

みやぎの文化育
成支援事業
【みやぎの文化芸
術活動支援事業】 生涯学習課

05

◎

美術館教育普及
事業
【みやぎの文化芸
術活動支援事業】 生涯学習課

06

◎

美術館リニュー
アル整備事業

生涯学習課

07 明るい長寿社会
づくり推進事業
（高齢者の文化
活動）

長寿社会政
策課

08 美術館企画展示
事業 生涯学習課

09 美術館常設展示
事業 生涯学習課

事業概要

　成人教育活動を支援するため、ＰＴＡ指導者に対する中央研修会及び地区研修会の実施、
市町村教委担当者、社会教育施設関係者、教員等を対象とした研修等を実施するとともに、
人権教育指導者養成事業として、人権教育企画推進連絡会を設置し、人権に関する学習活動
を総合的に推進する研修会を実施する。

　県民の心身の健全な発達と明るく豊かな県民生活の向上に寄与するため、志津川自然の家
の管理運営及び主催事業を行う。

　県民の生涯学習を支援する社会教育関係職員の資質向上を図るため、市町村社会教育関係
職員を中心とした検討委員会により、社会教育関係職員に対して実践性の高い研修を実施
し、専門性を高める。

 地域にある社会教育の拠点施設の実践を把握し、社会教育ネットワーク構築と社会教育主事
有資格者の活用のためのフォーラムを開催することによって、地域の教育力向上に資する。

　高齢者の創作による作品（日本画、洋画、書、写真、工芸）の募集・展示を通して、高齢
者の文化活動を促し、文化芸術へのふれあいと生きがいづくりを促進する。

　みどりの少年団が一同に会し、植樹活動や交流会を通じて、緑の大切さや自然愛護活動の
実践に共通の認識と連携を深めることを目的にみどりの少年団大会を開催する。

　女性の教養向上を支援する研修事業等を行う宮城県婦人会館について、その管理運営に要
する経費を支出する。

　宮城県美術館の施設・設備の老朽化、新たな社会的要請や環境変化への対応のため、ハー
ド・ソフトの両面でリニューアルを進める。
＜令和5年度の主な実績＞
　令和7年度中のリニューアルオープンを目指して、改修工事に着手した。また、絵本原画の
データベース化を実施し、リニューアルに向けた映像コンテンツの充実を図った。

　全国一の規模を誇る絵本原画や洲之内コレクション等の美術館所蔵作品を展示し、県民に
公開する。

　県民の創作及び鑑賞活動への参加を促し、美術体験、創作体験を通じて美術の普及を図
る。また、美術を柱として音楽・舞踏・映像等表現関連領域とも連携し、講座・ワーク
ショップ・公演会などを開催して、親しみある美術館として一層の定着を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　宮城県美術館では出張創作室等、アウトリーチ型の学習支援を実施し、文化芸術の普及を
図った。

　芸術祭等の文化芸術事業を中核とする、被災地域の中長期的な再生と心の復興に資する取
組に対して支援を行い、文化芸術の力による心の復興や地域活性化を推進する。

　社会教育に関わるために活動を行う団体の中から、公共性があり適切かつ緊要な事業を行
う団体を募集し、補助金を支出する。

事業概要

　県内で活躍する芸術家や文化活動団体、市町村等と連携・協力し、多彩な文化芸術を体感
する機会や日頃の活動成果を発表する場の広がりなどを目的に多様な文化芸術事業を展開す
る。
＜令和5年度の主な実績＞
　主催11事業・共催11事業・協賛23事業を行い、うち共催については前年度の19万人より約5
万人多い24万人が参加したことで、文化芸術に触れる機会の提供につながった。

　被災者の心のケアや地域コミュニティの再生といった取組を継続的に実施していくため、
音楽や演劇など様々なジャンルの文化芸術の力を活用した被災者支援活動を支援する。

　青少年に対し、文化芸術を身近に鑑賞する機会を提供するため、宮城県芸術祭参加の絵
画・書道作品の巡回展示、地方音楽会の開催、高等学校文化活動に対する助成、巡回小劇場
（音楽公演・演劇公演）の開催等を行う。
＜令和5年度の主な実績＞
　巡回小劇場・青少年劇場小公演等を実施し(5,494人参加)、 優れた芸術の鑑賞機会を提供
した。

　優れた作家や作品を取り上げるなど、魅力ある企画展を実施し、本県芸術文化の活性化を
支援する。
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区分 事業名 担当課室

10 美術館広報・研
究事業 生涯学習課

11 美術品等保存整
理事業 生涯学習課

12 文化活動促進助
成事業費 消費生活・

文化課

13 芸術選奨交付費
消費生活・
文化課

14 知事賞等交付事
業費 消費生活・

文化課

15 芸術年鑑発刊事
業 消費生活・

文化課

16 文化芸術振興審
議会運営費 消費生活・

文化課

17 庁内文化化推進
事業費 消費生活・

文化課

18 県民会館・ＮＰ
Ｏ複合施設整備
費

消費生活・
文化課

④　スポーツの価値を活用した生涯スポーツ社会の構築【重点的取組１６】 

区分 事業名 担当課室

01

◎

広域スポーツセ
ンター事業

スポーツ振
興課

02 体育団体等補助
事業 スポーツ振

興課

03 みやぎスポーツ
ＤＡＹ費 スポーツ振

興課

04 明るい長寿社会
づくり推進事業
（ねんりんピッ
ク選手派遣）

長寿社会政
策課

05 メタボリックシ
ンドローム対策
戦略事業
（再掲）

健康推進課

06 県有体育施設整
備充実事業 スポーツ振

興課

07 スポーツ施設指
定管理者事業費 スポーツ振

興課

08 スポーツ施設等
維持管理委託事
業

スポーツ振
興課

　県民一人ひとりのスポーツ活動への参加意欲を喚起するため、県民参加型の生涯スポーツ
イベントを開催する。

　県民の健康増進と活力維持を図るため、地域や年齢・性別、障害の有無に関わらず、誰も
がスポーツに親しめるよう、県民が主体的にスポーツを楽しむことができるように「総合型
地域スポーツクラブ」の設立・育成に向けた取組を支援するなど、広域スポーツセンター機
能の充実を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　市町村や既設クラブの相談対応等を92回実施するなど既設クラブの運営を支援した。ま
た、クラブ新設のための助言や支援業務の実施により、5クラブが新設され、新たに設立を希
望する団体等を7件支援した。

　文化芸術の振興を図るため、各団体が実施する文化行事等において、知事賞等の交付を行
う。

　本県の芸術各分野における1年間の活動状況とその成果を記録し、県民に文化芸術活動の情
報を提供するとともに、文化芸術振興の基礎資料として活用する。

　公益財団法人仙台フィルハーモニー管弦楽団の演奏活動に対して支援を行う。

　第3期宮城県文化芸術振興ビジョンに掲げる文化芸術施策の取組状況などを検証する。

　明るく活力ある長寿社会の実現に向けて、高齢者のスポーツ活動、健康づくり活動を推進
するため、ねんりんピックに宮城県選手団を派遣するとともにその予選会を開催する。

　老朽化している県有体育施設の設備・備品を整備・更新することにより、その機能の維
持・向上を図る。

　県営スポーツ施設の管理運営業務を効率的かつ効果的に実施するため、民間活力を導入す
る。

　指定管理制度を導入している施設以外の県営スポーツ施設等の維持・管理の委託を行う。

事業概要

　県内の生涯スポーツを振興し、県民の健康維持と体力向上を図るため、スポーツ推進委員
協議会が実施する研修会や市町村体育・スポーツ協会による総合型地域スポーツクラブの普
及推進等に係る活動経費を補助する。

　本県の文化芸術各分野において、活発な創作活動を行い優れた作品等を発表した方を選奨
し、文化芸術活動の奨励と振興を図る。

　他地域の文化芸術振興施策などについて、情報交換等を行うとともに、宮城県行政庁舎に
おいて、県民ロビーコンサートや生け花の展示を行い、広く県民に文化芸術の鑑賞機会や、
日頃の活動成果を発表する場を提供する。

　美術館ニュース等を発行し、美術館の広報を図るとともに、今後の展覧会、作品受贈等の
ために必要な調査研究を行う。また、ハイビジョンの展示により美術鑑賞の機会拡充を図
る。

　優れた美術作品及び資料の散逸、亡失を防ぎ、これらを後世に伝えるため、長期的、計画
的に美術作品・資料の収集・保存を行う｡

　県民会館とＮＰＯプラザの複合施設について、令和3年3月に策定された施設整備に向けた
基本的な考え方を示す「仙台医療センター跡地における県有施設の再編に向けた基本構想」
に基づき、新築設計業務等を行う。

事業概要

　「第2次みやぎ21健康プラン」に基づき、メタボリックシンドロームの改善など健康づくり
を推進するため、家庭、地域や職域等各分野との連携を強化し、「栄養・食生活」「身体活
動・運動」「たばこ」の3つを重点分野として、生活習慣の改善に向けた取組を行う。
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区分 事業名 担当課室

09

☆
◎

体力・運動能力
向上センター事
業
（再掲） 保健体育安

全課

10

◎

総合型地域ス
ポーツクラブと
連携した子育て
支援事業 スポーツ振

興課

⑤　競技力向上に向けたスポーツ活動の推進

区分 事業名 担当課室

01

◎

スポーツ選手強
化対策事業

スポーツ振
興課

02 スポーツ奨励事
業 スポーツ振

興課

03 国民スポーツ大
会参加事業費 スポーツ振

興課

04 東北総合体育大
会参加等事業 スポーツ振

興課

05 宮城県自転車競
技場管理費補助
金

スポーツ振
興課

06

◎

オリンピック・
パラリンピック
競技大会レガ
シー継承事業 スポーツ振

興課

07

[復サ]

スポーツを通じ
た被災地交流・
震災伝承事業 スポーツ振

興課

　公益財団法人宮城県スポーツ協会が行う宮城県自転車競技場の管理運営に要する経費に対
して補助を行う。

　広く国民にスポーツを普及し、健康増進と体力向上を図ること等を目的として開催される
国民スポーツ大会の参加経費及び県予選会の開催費等を補助する。

事業概要

　総合型地域スポーツクラブにおいて、子育て女性支援のためのスポーツプログラムをモデ
ル事業として推進することにより、子育てしやすい地域づくりを目指す。
＜令和5年度の主な実績＞
　放課後児童のスポーツ機会創出では2クラブで計135回の活動に延べ1,939人が参加した。子
育て女性のリフレッシュ機会創出では2クラブ計112回の活動に延べ378人が参加し、それぞれ
でより多くの運動機会創出につながった。

　スポーツに関して顕著な功績を挙げ、本県のスポーツに多大なる貢献を果たした個人及び
団体を「宮城県スポーツ賞」として表彰する。

事業概要

　本県のスポーツ振興と競技力及びスポーツ水準の向上を図るため、公益財団法人宮城県ス
ポーツ協会を通じ、各種強化事業を推進する。
＜令和5年度の主な実績＞
　県スポーツ協会を通じて、54競技団体に対し遠征・合宿費等の経費を助成したほか、若手
や女性指導者の資格取得等の推進、アカデミー生30名を育成対象に認定しジュニアアスリー
トの発掘・育成を行った。

　東北地区のスポーツを振興し、地域住民の体力増進を図ること等を目的として開催される
東北総合体育大会の参加経費の一部を補助する。

　東日本大震災を契機として築いてきた東京都と被災地との絆をレガシーとして、東京都と
被災3県（岩手県、宮城県、福島県）が協力して、スポーツを通じた人的、経済的、文化的交
流を一層深めるとともに、東日本大震災から復興した本県の姿を他都県に発信する。

　巡回指導員や地域センター指導員による巡回指導や、教員の意識の高揚と授業力向上を目
的とした研修等の各事業を系統的に展開し、児童生徒の体力・運動能力の向上を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　新たに体力・運動能力向上センターを設置し、専門職員による公立小中学校への巡回訪問
や、WEB運動広場による運動機会の創出等の取組を実施した結果、5年ぶりに全ての調査対象
の体力合計点が、昨年度を上回った。

　東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会で得た経験をレガシーとして未来に継承
することで、スポーツを通じた県民の健康増進・共生社会の成熟を図る。
＜令和5年度の主な実績＞
　未就学児・小学生を対象としたスポーツイベントを合計3回開催し、364名の参加者を獲得
した。また、次代を担う若手アスリート10名を発掘し活動支援を行ったほか、4市のスポーツ
振興施策へ財政支援を行った。
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１ 今年度の採択の流れ

○ 採択基準、選定資料の作成等について諮問。
○ 教科用図書選定審議会専門委員により、資料を作成。
○ 答申（５月30日）を受けて採択基準等を決定し、県立中学校に通知。

【各県立中学校】
○ 基本方針のもと、教科用図書採択基準・選定資料を活用し、教科書

目録（令和７年度使用）に登載されている教科書について、調査研究。
○ 教科・種目ごと「調査研究報告書」を作成し、教育長宛て提出。

○ 各県立中学校より提出された「調査研究報告書」及び教科書につい
て、指導主事が調査研究。

○ 上記（２）（３）の調査研究報告書等の内容や、全ての教科・種目の教
科書について審査。

※ 「道徳」を含む全ての教科書

○ 審査委員会の審査結果を踏まえ、改めて学校の調査研究報告書を
精査し、採択案を作成。

○ 令和７年度使用教科用図書を教科・種目ごとに選定、採択。

（１） 教科用図書選定審議会（４月24日、５月21日）

（２） 教科用図書選定調査委員会
※ 各県立中学校に設置（６月３日～９月30日）

（４）宮城県立中学校の教科書採択に係る審査委員会（７月24日）

（５）採択案の作成

（３） 指導主事による調査研究（７月１日～17日）

（６）採択案を教育委員会へ付議（定例会８月７日）

（７）県立中学校への採択結果の通知（～８月31日まで）

第 ２ 号 議 案

第２号議案

令和７年度使用宮城県立中学校教科用図書の採択について

令和７年度使用宮城県立中学校教科用図書について、義務教育

諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律（昭和３８年法律第１

８２号）第１３条第３項の規定により、採択する。

令和６年８月７日提出

宮城県教育委員会教育長 佐 藤 靖 彦
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２ 教科書の採択に係る基本方針及び採択基準

教科書の採択に係る基本方針

平成２９年６月８日
宮城県教育委員会

教科書は、教育課程の構成に応じて組織配列された教科の主たる教材とし
て全ての児童生徒が用いるものであり、教育上極めて重要な意義をもつことを
踏まえ、下記の方針により、別に定める採択基準等に基づいて教科書の採択
にあたるものとする。

記

１ 教育基本法や学校教育法に示された教育の目標を踏まえるとともに、学習
指導要領が掲げる「生きる力」をはぐくむという理念に沿った教科書を採択す
ること。

２ 第２期宮城県教育振興基本計画で示された「目指す姿」等を踏まえるととも
に、各採択地区の自然や文化等の諸条件及び学校の特色や実態を考慮し
て、児童生徒に適した教科書を採択すること。

３ 採択の手続き等は、法令等の趣旨や内容に基づいて適切に進めるととも
に、教科書の十分な調査研究の結果を踏まえて、適正かつ公正に行うこと。

４ 教科書の選定の過程においては、保護者等の意見が反映されるように配
慮し、開かれた採択の推進に努めること。

５ 各採択権者は、静ひつな採択環境の確保に努めるとともに、採択結果及び
採択理 由等を積極的に周知・公表するなど、透明性の一層の向上を図るこ
と。



令和７年度使用宮城県立中学校教科用図書の採択について

令和７年度使用
教科用図書採択基準【中学校 特別の教科 道徳】

１ 内容に関すること
（１）学習指導要領に示されている「特別の教科 道徳」の目標達成のために内容が

工夫されているか。
（２）県教育委員会の「学校教育の方針と重点」に沿っているか。
（３）生徒の心身の発達の段階を考慮し、学習意欲を高めるように工夫されているか。
（４）内容がよく精選され、学習の充実と発展を図ることができるように工夫されている

か。
（５）内容や資料に偏りがなく、出所、出典が明示されているか。

２ 組織と配列に関すること
（１）内容が組織的、系統的に配列され、学習の効果があがるよう配慮されているか。
（２）「特別の教科 道徳」の目標を踏まえて、ねらいが明確で内容のまとまりがある

か。
（３）内容項目を関連的・発展的に捉え、重点的な取扱いの工夫ができるよう配慮が

なされているか。
（４）内容項目の数や分量が、各学校の年間指導計画に広く適合できるか。
（５）教材の配列が、生徒の生活や各地域の実態に広く適合できるか。

３ 学習と指導に関すること
（１）道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、物事を多面的・多角的に

捉え、自己の生き方について考えを深める学習が進められるよう配慮されている
か。

（２）生徒の経験や興味・関心を大切にし、主体的・対話的で深い学びを実践するた
めの工夫がなされているか。

（３）生徒の多様な個性や能力に広く対応できるか。
（４）他教科や総合的な学習の時間等との関連に配慮されているか。
（５）学習の手引き、挿絵、図表及び写真等、並びにウェブページのアドレス等（掲載

のある場合）は適切に配置されているか。

４ 表現と体裁等に関すること
（１）表記、表現が学年に応じて適切であるか。
（２）生徒が親しみや魅力を感じるよう配慮されているか。
（３）活字の大きさや字体は適切で、色彩、印刷は鮮明で見やすいか。
（４）図表等の大きさや配置、レイアウトやバランスが適切であるか。
（５）製本は体裁がよく堅ろうであり、環境への配慮があるか。

令和７年度使用
教科用図書採択基準【中学校 各教科】

１ 内容に関すること
（１）学習指導要領に示されている教科の目標達成のために内容が工夫されている

か。
（２）県教育委員会の「学校教育の方針と重点」に沿っているか。
（３）生徒の心身の発達の段階を考慮し、学習意欲を高めるように工夫されているか。
（４）内容がよく精選され、学習の充実と発展を図ることができるように工夫されている

か。
（５）内容や資料に偏りがなく、出所、出典が明示されているか。

２ 組織と配列に関すること
（１）内容が組織的、系統的に配列され、学習の効果があがるよう配慮されているか。
（２）教科の目標を踏まえて、各章、各節のねらいが明確で内容のまとまりがあるか。
（３）基礎的・基本的な内容の確実な定着と発展的な学習を進めるための配慮がなさ

れているか。
（４）内容の分量や区分が、各学校の年間指導計画に広く適合できるか。
（５）教材の配列が、生徒の生活や各地域の実態に広く適合できるか。

３ 学習と指導に関すること
（１）基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得させ、これらを活用して課題を解決する

思考力・判断力・表現力等の育成及び主体的な学習態度の形成を進められるよう
配慮されているか。

（２）生徒の経験や興味・関心を大切にし、主体的・対話的で深い学びを実践するため
の工夫がなされているか。

（３）生徒の多様な個性や能力に広く対応するとともに、生徒が自己の学びを調整しな
がら学習できるよう配慮されているか。

（４）他教科や総合的な学習の時間等との関連に配慮されているか。
（５）学習の手引き、挿絵、図表及び写真等、並びにウェブページのアドレス等（掲載の

ある場合）は適切に配置されているか。

４ 表現と体裁等に関すること
（１）表記、表現が学年に応じて適切であるか。
（２）生徒が親しみや魅力を感じるよう配慮されているか。
（３）活字の大きさや字体は適切で、色彩、印刷は鮮明で見やすいか。
（４）図表等の大きさや配置、レイアウトやバランスが適切であるか。
（５）製本は体裁がよく堅ろうであり、環境への配慮があるか。
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３ 宮城県立中学校の教科書採択に係る審査委員会における審査結果報告

令和７年度使用
宮城県立中学校教科用図書採択に

係る審査委員会

審査結果報告書

宮城県立学校の教科書採択に係る審査委員会（中学校）における
審査結果

① 令和７年度使用の宮城県立中学校の教科書採択に先立ち、各校の教科
別教科書調査研究報告について当「宮城県立学校の教科書採択に係る審
査委員会（中学校）」（以下「審査委員会」という。） で審議した。

② 審査委員会では、各中学校において、中学校用教科書目録（令和７年度
使用）に掲載されているすべての教科用図書の調査・研究を行った結果を踏
まえ、各中学校の教科用図書選定調査委員会においてまとめ、提出された
教科別教科書調査研究報告について、学校の教育目標、生徒の実態、教育
課程等を勘案し、総合的に検討した。その結果、特段の問題は見受けられ
ず、各県立中学校からの教科書の調査研究の報告は妥当であると認められ
た。

③ 各県立中学校の教科別教科書調査研究報告と審査委員会の所見は、次
ページ以降のとおりである。

④ 審査結果については以上のとおりであるが、令和７年度以降も中学校に
おいて実施される学習指導要領は、問題解決型の学習が重視され、児童生
徒が基礎的・基本的な知識・技能を習得するとともに、思考力・判断力・表現
力等や主体的に学習に取り組む態度を評価することが示されている。これら
を反映し、知識・技能の習得と活用、主体的、対話的で深い学び、探究活動
等に対応するよう教科書の改善が図られており、各発行者ともに質・量両面
における充実が図られている。各学校においては４年後の教科書採択を見
据え、日々の学習活動も踏まえて、平素より調査研究を行うことが望まれ
る。

⑤ 外部委員からは、今回の中学校による調査研究報告や指導主事による
事前審査について十分に行われており、妥当であるとの意見であった。４年
後の新規採択に向けては、中学校と指導主事の教科書調査における評価
基準の明確化、中高一貫教育の特徴を生かした高等学校の学び生かす視
点、これまで使用した教科書の振り返り、生徒が家庭学習で教科書を使用す
ることを想定した調査研究、デジタルコンテンツに関する調査研究について、
さらなる改善を期待するとの助言をもらった。
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【仙台二華】４ 各県立中学校の教育目標等の特色について

【古川黎明】
＜目指す生徒像＞

確かな知性、旺盛な自立心、広い共生の心をもって、自己の使命を見い出し、
国際社会に貢献できる生徒
＜教育目標＞
○ 「創造力」の育成

学んだことをもとに、進んで課題を見つけ、解決していく生徒を育成する。
○ 「自主・自立の精神」の育成

しっかりとした自分をもって、未来に立ち向かっていく生徒を育成する。
○ 「共生の心」の涵養

地球に生きる一員として、互いを知って共に生きようとする生徒を育成する。
＜校訓＞「尚志」「至誠」「精励」
＜特色ある教科＞
「言偏（ごんべん）の時間」

・読書指導や新聞記事の文章要約と考えをまとめる指導によって、学びの土
台をつくる読解力や表現力、日本語に関する感覚や感性を育成する。

・ディスカッションの活動をとおして、ＳＳＨで必要とされる発表力や情報発信
力を育成する。

「チャレンジ数学」
・発展問題の徹底演習や数学検定の問題に挑戦する等、生徒の論理的思

考力を育成する。
「チャレンジ英語」

・中学で学習した内容を発展深化させ、英会話や発表活動をとおして、４技
能を総合的に伸長させ、生徒のコミュニケーション能力を育成する。

＜総合的な学習の時間＞
「ソフィアプラン」（中学校の計画）

・体験的活動や調べ学習を通して、課題解決能力や自己実現に向けた主体
的な態度を育成する。

＜海外語学研修＞
中学３年のオーストラリア方面、ホームステイ等

・英語を用いたコミュニケーション能力を向上させる。
・日本文化と異文化の理解を深化させる。

＜その他＞
ＳＳＨ指定校
・「大崎耕土」等の地域資源を活かしながら、中学校では「探究Jr.Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」と

して、３年間で段階的に「観る」「測る」「比べる」で構成される「観察のスキル」
を育成しながら身近な事象への問いに「気づく」力を高め、高校のカリキュラ
ムに接続させる。

＜教育方針＞
豊かな心と高い知性をもち、進取の気風と創造性にあふれ、社会のリーダー

として、我が国や世界の発展に貢献できる人間を育成する。
＜教育目標＞
○ 豊かで高い知性を養い、主体的・創造的に学ぶ生徒の育成
○ 礼節と品性を尊び、心豊かで包容力をもつ個性あふれる生徒の育成
○ 真理と正義を愛し、未来を切り拓き世界に貢献できる生徒の育成
○ 健やかな心身を育み、国際社会の中でたくましく生き抜く生徒の育成
＜校訓＞「進取創造」「至誠貢献」
＜特色ある教科＞
「ＴＭ・シンキングメソッド」「EP・イングリッシュプレゼンテーション」

・「総合的な学習の時間」の学習活動と連動しながら、論述やレポート作成、
発表活動（スピーチ、ポスターセッション、プレゼンテーション）等、習得した
知識や技能を活用する言語能力を養う。

＜総合的な学習の時間＞
「ＩＳ・インターナショナルスタディ」

・異文化理解、国際協力について理解を深め、国際的な視野を広げていく。
・コミュニケーション能力を高める。

「ＳＲ・サイエンティフィックリサーチ」
・実験･実習･討論･発表を繰り返し、科学的に見る力と問題解決力、表現力

を高める。
「ＣＳ・キャリアスタディ」

・将来の生き方やあり方、職業について考える。
・進路目標の実現に向け意識を高める。

＜国内研修＞
・中学３年が１０月に広島・京都方面を訪問し、自国の自然や歴史文化に触

れ、国際人としての視野を広げる。また、広島では被爆者講話や原爆ドー
ム、資料館の見学を通し、平和的な国家形成者としての資質向上を図る。

＜国際交流（シンガポール）＞
・より高い志をもち、グローバル人材としてわが国や世界の発展に貢献でき

る人間を育成する契機とすることや、コミュニケーション能力の向上、生徒
の英語力向上及び国際理解の涵養を図ることを目的としている。

・今年度は、シンガポールのウェストウッドセカンダリースクール（ＷＳＳ）の生
徒と二華中３年生２０名が、４月２６日にオンラインで交流し、５月２９日に
ＷＳＳの生徒が来校して中学３年生全員と交流を深めた。令和７年３月に
は、希望者によるＷＷＳへの訪問を実施する予定である。



２東書 15三省堂 17教出 38光村

国語
002-72
002-82
002-92

国語
015-72
015-82
015-92

国語
017-72
017-82
017-92

国語
038-72
038-82
038-92

15 8 2 16

（１） ◎ ◎ ◎ ◎

（２） ◎ ◎ ◎ ◎

（３） ◎ ○ ○ ◎

（４） ◎ ◎ ○ ◎

（５） ◎ ◎ ○ ◎

総合

評価
◎ ◎ ○ ◎

（１） ◎ ◎ ○ ◎

（２） ◎ ○ ○ ◎

（３） ◎ ◎ ○ ○

（４） ○ ○ ○ ○

（５） ○ ○ ○ ◎

総合

評価 ◎ ○ ○ ◎

（１） ◎ ◎ ○ ◎

（２） ◎ ○ ○ ◎

（３） ○ ○ ○ ○

（４） ◎ ◎ ○ ◎

（５） ○ ○ ○ ◎

総合

評価
◎ ○ ○ ◎

（１） ◎ ○ ○ ◎

（２） ○ ○ ○ ○

（３） ◎ ○ △ ◎

（４） ◎ ○ ○ ◎

（５） ◎ ○ ○ ◎

総合

評価
◎ ○ ○ ◎

　学んだことを基に、進んで課題を見つけ解決しよう

とする「国際社会に貢献できる生徒」の育成を目指し

ている当該校の特色を反映し、生徒のメタ認知力や

自己調整力、課題解決力を高めるため、日本語の

感性を磨き、発表活動や交流活動で重視される言語

能力を段階的に学ぶことができる点や、ユニバーサ

ルデザインやＩＣＴコンテンツなどの生徒の多様な学

習ニーズにも対応できるという点を高評価としている

ことは、妥当だと判断する。

　当該校が力を入れている豊かな日
本語能力の涵養のために、適切な言
語活動を通して各学年の目標や内容
を明確に意識して学習できる点や、意
味が曖昧であった言葉を用例やイラス
トとともに文脈の中で効果的に学ぶこ
とができるという点に焦点を当てて評
価していることは、妥当だと判断する。

　　「言偏の時間」を設けて、学びの土
台を作る読解力や表現力、日本語に
関する感覚や感性を育成するなど、国
語教育に力を入れている当該校にとっ
て、教材の配列が生徒の学びの定着
に資するよう段階的にバランスよく指
導できるよう組織され、生徒１人１人の
表現力が着実に身に付くような教材配
列となっている点を評価していること
は、妥当だと判断する。

　当該校では、課題解決能力や主体
的な態度の育成を重視していることか
ら、生徒が自ら学習の見通しをもち、
学習調整を行えるようにするために、
学習の流れが図示され、対話を通して
理解や考えを深められ、繰り返し復習
することが可能となっている点や身に
付けた資質・能力を自己評価できる点
を評価していることは、妥当だと判断
する。

　生徒の学習が円滑に行えるように、
手書き文字との相違が少なくなるよう
なデザインに調整されており、学習上
の支障にならないように配慮されてい
るという点を評価していることは、妥当
だと判断する。

高評価とする理由

１
内
容
に
関
す
る
こ
と

２
組
織
と
配
列
に
関
す
る
こ
と

３
学
習
と
指
導
に
関
す
る
こ
と

　題材ごとに学習の流れが図示
によって可視化されているため、
生徒が自ら学習の見通しをもち、
学習を調整しながら、対話を通し
て理解や考えを深められるよう配
慮されている。
　巻末の「国語の力試し」でそれ
までに身に付けた資質・能力が自
己評価できるようになっている。
また、CBT形式でも解答できるた
め、繰り返し解くことができ、学習
内容が定着するまで復習すること
が可能である。

審査委員会所見

【国語】

項

目

種目

◎数

　本文に使用されている書体は手
書き文字との相違が少なくなるよ
うなデザインに調整され、学習上
の支障にならないよう配慮されて
いる。

中高一貫校である本校での６年間を見通し、特に国語科では日本語の
感性を磨き、発表活動や国内外の交流活動で重視される言語能力の育
成に向け、言葉の力の基礎を育むことができ、かつ主体的・対話的で
深い学びが実現できるような学習に対応できる教科書が望ましい。ま
た、多様な学習ニーズのある生徒に対応できるような、ユニバーサル
デザインであり、ICTコンテンツの充実している教科書であることも必
要であると考える。

所見

　学習指導要領の各学年の目
標・内容がもれなく指導でき、言
語活動例が各学年で適切に扱え
るよう教材の内容が工夫されてい
る。
教材は、耳にしたことはあるが、
言葉の意味が曖昧であったた
め、正しく使えなった言葉を、用例
やイラストとともに文脈の中で学
ぶことができるものが多い。本校
で特に重視している豊かな日本
語の言語能力に資する。

　３領域に対応した教材がバラン
スよく配列され、分量や区分が工
夫されているため、年間指導計画
に柔軟に対応できる。
　単元の目標とねらいが明確であ
る。また、記録文の後に、資料を
引用して報告文を書くという教材
の配列になっているため、段階的
な指導が可能であり、表現力の
育成に特に力を入れている本校
生徒の学びの定着につながる。

４
表
現
と
体
裁
等
に
関
す
る
こ
と

観

点

教

科

書

令和７年度使用宮城県立中学校教科用図書の採択について

５ 審査結果報告書の見方について

４
項
目

５
観
点
（
全
２
０
観
点
）

（古川黎明） 【 国語 】

（例）古川黎明中学校の「国語」の場合

○ 国語の発行者は４者あり、総合評価の欄を見ると、

※ 「東書」と「光村」の総合評価に◎が４つ

※ ２０観点で◎が最も多いのは「光村」の１６

→ 学校は「光村」を最も高く評価

＜各中学校による教科書の評価結果＞
① 採択基準の「４項目５観点」ごとに評価

◎ 大いに評価できる ○ 評価できる
△ やや不十分である × 不十分である

※ さらに、項目ごとに 総合評価 を付けている。

②各中学校が最も高く評価している教科書
※ 項目ごとの 総合評価の◎ が最も多い

※ ２０観点での◎ も最も多い



令和７年度使用宮城県立中学校教科用図書の採択について
教科別教科書審査結果報告１ 【 国語その１ 】

＜古川黎明中学校＞ ＜仙台二華中学校＞

２東書 15三省堂 17教出 38光村

国語
002-72
002-82
002-92

国語
015-72
015-82
015-92

国語
017-72
017-82
017-92

国語
038-72
038-82
038-92

10 7 5 17

（１） ◎ ◎ ◎ ◎

（２） ◎ ○ ○ ◎

（３） ○ ○ ○ ○

（４） ○ ○ ○ ◎

（５） ○ ○ ○ ◎

総合
評価

○ ○ ○ ◎

（１） ◎ ◎ ○ ◎

（２） ○ ◎ ○ ◎

（３） ◎ ○ ◎ ◎

（４） ○ ○ ◎ ○

（５） ◎ ○ ○ ◎

総合
評価 ◎ ○ ○ ◎

（１） ◎ ◎ ○ ◎

（２） ◎ ○ ◎ ◎

（３） ○ ○ ○ ◎

（４） ○ ○ ○ ◎

（５） ○ ◎ ○ ◎

総合

評価
○ ○ ○ ◎

（１） ◎ ◎ ○ ◎

（２） ○ ○ ○ ◎

（３） ◎ ○ ○ ○

（４） ○ ○ ○ ◎

（５） ◎ ◎ ◎ ◎

総合
評価 ◎ ○ ○ ◎

　見やすい配色であり、見出しや
アイコンにも工夫が見られる。ま
た各題材の表現に配慮が見ら
れ、違いを認め合う姿勢を養うこ
とができるように作られている。

　国語科の授業においては、教材として扱う文章が授業において学ぶ目標を達成
できるための要素として充分であるかどうかが問われる。そのため、教師自身に
は生徒に身に付けたい力を学習指導要領に照らして明確に理解し、教材文を最大
限に活用できることが必要である。本校の生徒は一読して文章内容を理解した上
に、さらに探究的な学びが求められるため、教科書として種類・分量ともに豊富
な上に、思考を深め発想を刺激するようなものが望ましいと考える。写真やデー
タなどから客観的に分析したり、多角的な視野から考察したり、身に付けた言語
能力で豊かに表現することなど、学びを深められる教科書を希望する。

所見

　読解のポイントが整理されてお
り、学習事項を他の文章にも応用
できるような工夫が施されてい
る。本校では、探究的な学習活動
と連動させて、論述や発表活動等
も盛んであることから、豊富な資
料やデータを用いて、情報を適切
に活用する能力も育成できる教
科書を高く評価した。

　学習を通して身に付ける力が整
理されて示されており、生徒の学
習成果の振り返りに適している。
また文法をはじめとする巻末資料
が充実しており、発展的な学習に
活用できる。

４
表
現
と
体
裁
等
に
関
す
る
こ
と

高評価とする理由

１
内
容
に
関
す
る
こ
と

２
組
織
と
配
列
に
関
す
る
こ
と

３
学
習
と
指
導
に
関
す
る
こ
と

　　「話す・聞く」「書く」といった表
現に係る領域の学習ポイントが、
わかりやすく図解で明示されてお
り、領域を超えた学びのつながり
を意識することができる。これに
よって実生活に役立つ力を身に
付けたり、主体的な学習に生かし
たりすることができる。また各教
材に学習の流れが示されており、
生徒自身が学習全体の見通しが
立てやすい。

審査委員会所見

【国語】

項

目

種目

◎数

　国際バカロレアの教育プログラムや課題研
究など、国際社会に貢献できる人材の育成
に力を入れている当該校の特色を反映し、
探究的な学びや発展的な学びが行えるよう
な幅広い文章や資料、データなどを客観的
に分析したり、多角的な視野から考察したり
できる内容や構成を重視し、高評価のポイン
トとしていることは、妥当だと判断する。

　探究活動に力を入れている当該校
にとって、学習事項を他の文章や他教
科などにも応用・転移できる工夫をとっ
ている点や、豊富な資料やデータを用
いて情報を適切に活用する能力を育
成できるという点を高く評価しているこ
とは、妥当だと判断する。

　主体的・創造的に学ぶ生徒の育成を
目標に掲げる当該校にとって、学習成
果の振り返りに適している配列になっ
ている点や、巻末資料が充実し発展
的な学習に活用できる点を評価のポ
イントとしていることは、妥当だと判断
する。

　論述やレポート作成、発表活動等、
習得した知識や技能の積極的な活用
に力を入れている当該校にとって、
「話すこと・聞くこと」「書くこと」という表
現領域の学習ポイントが図示され、領
域を超えた学びのつながりを生徒に意
識させやすく、実生活に役立てたり主
体的な学習に生かしたりできる点を特
に評価していることは、妥当だと判断
する。

　国際社会で活躍する生徒を育成する
ために「違いを認め合う姿勢」を重視し
ている当該校にとって、題材の表現に
配慮が見られ、見出しやアイコンに工
夫が見られることを評価している点
は、妥当だと判断する。

観

点

教

科

書

２東書 15三省堂 17教出 38光村

国語
002-72
002-82
002-92

国語
015-72
015-82
015-92

国語
017-72
017-82
017-92

国語
038-72
038-82
038-92

15 8 2 16

（１） ◎ ◎ ◎ ◎

（２） ◎ ◎ ◎ ◎

（３） ◎ ○ ○ ◎

（４） ◎ ◎ ○ ◎

（５） ◎ ◎ ○ ◎

総合

評価 ◎ ◎ ○ ◎

（１） ◎ ◎ ○ ◎

（２） ◎ ○ ○ ◎

（３） ◎ ◎ ○ ○

（４） ○ ○ ○ ○

（５） ○ ○ ○ ◎

総合

評価
◎ ○ ○ ◎

（１） ◎ ◎ ○ ◎

（２） ◎ ○ ○ ◎

（３） ○ ○ ○ ○

（４） ◎ ◎ ○ ◎

（５） ○ ○ ○ ◎

総合

評価
◎ ○ ○ ◎

（１） ◎ ○ ○ ◎

（２） ○ ○ ○ ○

（３） ◎ ○ △ ◎

（４） ◎ ○ ○ ◎

（５） ◎ ○ ○ ◎

総合

評価
◎ ○ ○ ◎

　学んだことを基に、進んで課題を見つけ解決しよう

とする「国際社会に貢献できる生徒」の育成を目指し

ている当該校の特色を反映し、生徒のメタ認知力や

自己調整力、課題解決力を高めるため、日本語の

感性を磨き、発表活動や交流活動で重視される言語

能力を段階的に学ぶことができる点や、ユニバーサ

ルデザインやＩＣＴコンテンツなどの生徒の多様な学

習ニーズにも対応できるという点を高評価としている

ことは、妥当だと判断する。

　当該校が力を入れている豊かな日
本語能力の涵養のために、適切な言
語活動を通して各学年の目標や内容
を明確に意識して学習できる点や、意
味が曖昧であった言葉を用例やイラス
トとともに文脈の中で効果的に学ぶこ
とができるという点に焦点を当てて評
価していることは、妥当だと判断する。

　　「言偏の時間」を設けて、学びの土
台を作る読解力や表現力、日本語に
関する感覚や感性を育成するなど、国
語教育に力を入れている当該校にとっ
て、教材の配列が生徒の学びの定着
に資するよう段階的にバランスよく指
導できるよう組織され、生徒１人１人の
表現力が着実に身に付くような教材配
列となっている点を評価していること
は、妥当だと判断する。

　当該校では、課題解決能力や主体
的な態度の育成を重視していることか
ら、生徒が自ら学習の見通しをもち、
学習調整を行えるようにするために、
学習の流れが図示され、対話を通して
理解や考えを深められ、繰り返し復習
することが可能となっている点や身に
付けた資質・能力を自己評価できる点
を評価していることは、妥当だと判断
する。

　生徒の学習が円滑に行えるように、
手書き文字との相違が少なくなるよう
なデザインに調整されており、学習上
の支障にならないように配慮されてい
るという点を評価していることは、妥当
だと判断する。

高評価とする理由

１
内
容
に
関
す
る
こ
と

２
組
織
と
配
列
に
関
す
る
こ
と

３
学
習
と
指
導
に
関
す
る
こ
と

　題材ごとに学習の流れが図示
によって可視化されているため、
生徒が自ら学習の見通しをもち、
学習を調整しながら、対話を通し
て理解や考えを深められるよう配
慮されている。
　巻末の「国語の力試し」でそれ
までに身に付けた資質・能力が自
己評価できるようになっている。
また、CBT形式でも解答できるた
め、繰り返し解くことができ、学習
内容が定着するまで復習すること
が可能である。

審査委員会所見

【国語】

項

目

種目

◎数

　本文に使用されている書体は手
書き文字との相違が少なくなるよ
うなデザインに調整され、学習上
の支障にならないよう配慮されて
いる。

中高一貫校である本校での６年間を見通し、特に国語科では日本語の
感性を磨き、発表活動や国内外の交流活動で重視される言語能力の育
成に向け、言葉の力の基礎を育むことができ、かつ主体的・対話的で
深い学びが実現できるような学習に対応できる教科書が望ましい。ま
た、多様な学習ニーズのある生徒に対応できるような、ユニバーサル
デザインであり、ICTコンテンツの充実している教科書であることも必
要であると考える。

所見

　学習指導要領の各学年の目
標・内容がもれなく指導でき、言
語活動例が各学年で適切に扱え
るよう教材の内容が工夫されてい
る。
教材は、耳にしたことはあるが、
言葉の意味が曖昧であったた
め、正しく使えなった言葉を、用例
やイラストとともに文脈の中で学
ぶことができるものが多い。本校
で特に重視している豊かな日本
語の言語能力に資する。

　３領域に対応した教材がバラン
スよく配列され、分量や区分が工
夫されているため、年間指導計画
に柔軟に対応できる。
　単元の目標とねらいが明確であ
る。また、記録文の後に、資料を
引用して報告文を書くという教材
の配列になっているため、段階的
な指導が可能であり、表現力の
育成に特に力を入れている本校
生徒の学びの定着につながる。

４
表
現
と
体
裁
等
に
関
す
る
こ
と

観

点

教

科

書



令和７年度使用宮城県立中学校教科用図書の採択について
教科別教科書審査結果報告２ 【 国語その２ 】

＜古川黎明中学校＞ ＜仙台二華中学校＞

２東書 15三省堂 17教出 38光村

書写
002-72

書写
015-72

書写
017-72

書写
038-72

18 10 7 13

（１） ◎ ◎ ◎ ◎

（２） ◎ ◎ ○ ◎

（３） ○ ○ ○ ○

（４） ◎ ○ ◎ ◎

（５） ◎ ◎ ○ ◎

総合

評価 ◎ ◎ ○ ◎

（１） ◎ ◎ ○ ◎

（２） ◎ ○ ○ ○

（３） ◎ ○ ○ ○

（４） ○ ◎ ◎ ◎

（５） ◎ ○ ○ ◎

総合
評価 ◎ ○ ○ ◎

（１） ◎ ◎ ◎ ◎

（２） ◎ ◎ ○ ◎

（３） ◎ ○ ○ ◎

（４） ◎ ○ ◎ ◎

（５） ◎ ○ ○ ○

総合

評価 ◎ ○ ○ ◎

（１） ◎ ○ ◎ ◎

（２） ◎ ◎ ○ ○

（３） ◎ ○ ○ ○

（４） ◎ ◎ ◎ ◎

（５） ◎ ◎ ○ ○

総合
評価 ◎ ◎ ○ ○

　グローバル人材として自国や世界の発展に貢
献できる人間の育成に力に力を入れている当該
校の特色を反映し、書写の学習が、文字の成立

の背景や字体の変化を歴史的視点から分析し
捉えることによって文字文化への興味の高まり
につながり、我が国と他国との文化的な差異に

も気づくことができるという点に着目するととも
に、書写で身に付けた知識・技能を他教科や総

合的な学習の時間等で活用できるという視点で
高く評価していることは、妥当だと判断する。

所見

　書写に関する知識・技能を身に
付けた上で思考力・判断力・表現
力を育成できるように作られてい
る。また生活に活用できる書写の
力を育成できるよう促しているた
め、他教科の学習で文字を効果
的に書くなど、生徒自身が自ら習
得したことを生かすことができる。

　書体が見やすい。また、図解や
イラスト、写真などが効果的に取
り入れられており、生徒が意欲的
に学び、内容が理解できるための
工夫がなされている。

　本校は書写に意欲的に取り組む生徒が多く、日頃から文字を丁寧に
書こうと意識する姿が見られる。また毛筆の学習も楽しみにしてい
る。さらに文字の成立の背景や字体の変化を歴史的視点から分析し捉
えるなど、文字文化への興味も深く、文字を学ぶことが古典分野の学
習や他教科にも影響を与え、総合的な学びの入口にもなっている。そ
のため、基本的な書写技能や知識を身に付けた上で、さらに歴史的・
文化的な資料によって幅広い教養を養うことができる教科書を希望す
る。

１
内
容
に
関
す
る
こ
と

　各単元の目標が明確であり、わ
かりやすく配置されていることで
学習の見通しが立てやすく、また
これまでの学習過程を整理して振
り返りやすくなっていることから、
丁寧に文字を書くという書写の要
素を重要視している本校の授業
で活用しやすい。

　書写のねらいである、文字を正
しく整えて速く書くために必要な
知識や技能を明確化し、わかりや
すく示されている。中学校３年間
での書写学習が系統的に整理さ
れている。

２
組
織
と
配
列
に
関
す
る
こ
と

３
学
習
と
指
導
に
関
す
る
こ
と

　グローバル人材として自国や世界の
発展に貢献できる人間の育成に力を
入れている当該校にとって、文字を正
しく整えて書くために必要となる知識
や技能がしっかりと身に付けられるよ
う、写真や解説等で学習内容が明確
に示され、中学校３年間で学ぶ書写の
学習が系統的に整理されている点を
評価していることは、妥当だと判断す
る。

　　主体的・創造的に学ぶ生徒の育成
を目標に掲げる当該校にとって、目標
が明確に示され、分かりやすい配列と
なっていることによって、生徒が学習
の見通しを立てやすく容易に振り返り
が可能となるという点を評価しているこ
とは、妥当だと判断する。

　当該校は、習得した知識・技能を諸
活動でしっかりと活用できるようにする
ことに力を入れていることから、書写に
おいても、身に付けた知識・技能を他
教科の学習でも効果的に活用できる
点を評価していることは、妥当だと判
断する。

　生徒が意欲的に学びやすくなるため
や内容を理解しやすくなるために、図
解やイラスト、写真などを効果的に取り
入れているという点や、見やすい書体
を取り入れている点を評価しているこ
とは、妥当だと判断する。

種目 【書写】

◎数

高評価とする理由 審査委員会所見

４
表
現
と
体
裁
等
に
関
す
る
こ
と

項

目

観

点

教

科

書

２東書 15三省堂 17教出 38光村

書写
002-72

書写
015-72

書写
017-72

書写
038-72

15 6 4 17

（１） ◎ ◎ ◎ ◎

（２） ◎ ◎ ◎ ◎

（３） ◎ ○ ○ ◎

（４） ◎ ○ ○ ◎

（５） ◎ ○ ○ ◎

総合

評価 ◎ ○ ○ ◎

（１） ◎ ◎ ○ ◎

（２） ◎ ○ ○ ◎

（３） ◎ ○ ○ ○

（４） ○ ○ ◎ ◎

（５） ◎ ○ ○ ◎

総合
評価 ◎ ○ ○ ◎

（１） ◎ ◎ ◎ ◎

（２） ○ ○ ○ ○

（３） ○ ○ ○ ○

（４） ◎ ○ ○ ◎

（５） ◎ ○ ○ ◎

総合

評価 ◎ ○ ○ ◎

（１） ○ ○ ○ ◎

（２） ◎ ○ ○ ◎

（３） ○ ◎ ○ ◎

（４） ◎ ◎ ○ ◎

（５） ◎ ○ ○ ◎

総合
評価 ◎ ○ ○ ◎

　当該校は日本語に関する感覚や感
性の育成に力を入れていることから、
文字を効果的に書くことができる力を
育成し、身の回りの多様な文字に触れ
させながら文字文化への関心を高めら
れる内容である点や、実践的な活動を
通じて「書く」ことの楽しさや大切さを味
わうことのできる内容であるという点を
高く評価していることは、妥当だと判断
する。

　当該校では、発表活動等を多く取り
入れられており、諸活動で「書写」で
培った力を発揮する場面も多いことか
ら、各教材に「目標」や「振り返り」のポ
イントが示されていることで自己調整
力が高まり、実生活の書くことに関連
付けた教材構成によって身に付けた
知識や技能を実際に活用できる配列
になっている点を高く評価していること
は、妥当だと判断する。

　他教科や学校生活、探究活動等の
諸活動で書写の学習で身に付けた知
識・技能を発揮できるよう、題材の例
示が掲載され、生徒が学習をイメージ
しやすいよう工夫されている点を評価
していることは、妥当だと判断する。

　生徒の多様なニーズに対応する意
味でも、ユニバーサルデザインフォント
が用いられ、明確に識別できるような
配色で印刷されていることを評価して
いる点は、妥当だと判断する。

種目 【書写】

◎数

高評価とする理由 審査委員会所見

４
表
現
と
体
裁
等
に
関
す
る
こ
と

項

目

１
内
容
に
関
す
る
こ
と

　全教材に「目標」及び「振り返ろ
う」が設定され、求められている
知識・技能が身に付いたか振り返
ることができる構成になってい
る。また、「文字の使い分け」「ユ
ニバーサルデザインフォントって
何だろう」など、実生活の「書く」に
関連付けられた構成となっている
ため、探究学習や発表会等での
資料等の作成の際にも、身に付
けた知識を活用したくなるような
配列となっている。

　学習指導要領に示された「文字
を効果的に書くことができる力」を
育成するために、身の回りの多様
な文字に触れ、文字文化への関
心を高める教材が扱われている。
また、ICTを利用することが多い中
で、実際に年賀状を書き、郵送す
ることも可能な教材が採録されて
おり、自らの手で「書く」ことの楽し
さや大切さを味わことができる。ま
た、「書写テストに挑戦する」等の
生徒にとって、実践的な題材が取
り上げられている。

２
組
織
と
配
列
に
関
す
る
こ
と

３
学
習
と
指
導
に
関
す
る
こ
と

　発表力や情報発信力の育成に力を入れて
いる当該校の特色を反映し、日本語の感性
を高め、学びの土台をつくる表現力を高める
ために、書写で身に付けた「知識・技能」を
総合的な学習の時間等の発表活動や日常
生活の場面で生かせることが可能な構成と
なっている点を重視し、さらに「書く」ことを楽
しみながら学習できる教科書を高評価として
いることは、妥当だと判断する。

所見

　　「情報収集の達人になろう」
「職業ガイドを作ろう」などで、ノー
トや壁新聞等の例を掲載し、書写
で身に付けた知識・技能を、他教
科や学校生活、探究活動や発表
の場面で役立てることができるよ
う配慮されている。

　ユニバーサルデザインフォントが
用いられ、誰もが明確に識別でき
る配色で印刷されている。
　製本は堅牢であり、長期使用に
耐えられるようになっている。

　いずれの教科書も、学習の見通しをもって取り組める工夫がされて
いる。特に本校では、学習で発表する場面も多いことから、書写で学
習したことを、他教科や総合的な学習の時間、日常生活で生かせるよ
うな構成になっているものを高評価とした。「書く」ことを楽しみな
がら学習できる教科書を使用したいと考える。

観

点

教

科

書



令和７年度使用宮城県立中学校教科用図書の採択について
教科別教科書審査結果報告３ 【 社会（地理的分野） 】

＜古川黎明中学校＞ ＜仙台二華中学校＞

２東書 17教出 46帝国 116日文

地理
002-72

地理
017-72

地理
046-72

地理
116-72

15 8 13 7

（１） ◎ ◎ ◎ ◎

（２） ◎ ◎ ◎ ○

（３） ◎ ○ ○ ○

（４） ○ ○ ○ ○

（５） ◎ ○ ◎ ○

総合

評価 ◎ ○ ◎ ○

（１） ◎ ◎ ◎ ◎

（２） ◎ ○ ○ ○

（３） ◎ ○ ◎ ○

（４） ○ ○ ○ ○

（５） ◎ ◎ ○ ◎

総合

評価
◎ ○ ○ ○

（１） ◎ ◎ ◎ ◎

（２） ○ ○ ○ ○

（３） ◎ ○ ◎ ○

（４） ○ ○ ◎ ○

（５） ◎ ◎ ◎ ◎

総合

評価 ◎ ○ ◎ ○

（１） ◎ ◎ ◎ ◎

（２） ◎ ○ ○ ○

（３） ◎ ○ ◎ ○

（４） ○ ○ ◎ ○

（５） ◎ ◎ ◎ ◎

総合

評価 ◎ ○ ◎ ○

３
学
習
と
指
導
に
関
す
る
こ
と

　１単位時間の学習課題をまとめ
る「チェック＆トライ」に取り組むこ
とで、学んだことを振り返るととも
に思考力・判断力・表現力等を高
められるよう配慮されている。生
徒の段階に応じて技能や思考
力・判断力・表現力等を高める課
題が設定されており、主体的に学
び、一人一人の資質・能力を育て
る工夫がなされている。

４
表
現
と
体
裁
等
に
関
す
る
こ
と

　本文は平易で具体的な表現で
分かりやすく、丁寧に記述されて
いる。振り仮名は、教育漢字外の
ものや、固有名詞等の必要な箇
所に適宜付されている。
　生徒の興味・関心を引き出す導
入資料や学習効果を高める活動
が多く設けられ、スムーズに学習
に入れるよう工夫されている。

所見

　本校では、主体的で創造的に学ぶ生徒の育成を重視し、授業を展開
している。生徒の興味・関心を喚起するため、さらに、論理的に考察
する力に資するよう、グラフや写真などの資料が充実し、視覚的効果
が高い配色や配置がされている教科書を希望する。また、基礎・基本
の事項をしっかり学べるとともに、生徒自身が主体的に、協働的・対
話的な学習を実践するのに適した課題が明記されているものが望まし
い。

２
組
織
と
配
列
に
関
す
る
こ
と

　各単元は、課題をつかみ、追究
し、解決する配列で、組織的・系
列的に構成されており、学習の流
れを捉えて学べるように工夫がさ
れている。導入部に小学校の内
容を振り返るページがあり、小中
の学習が円滑に接続されるよう
配慮されている。 単元の学習の
まとめでは地図などを使って学習
内容を整理することで基礎・基本
を確実に理解できるように配慮さ
れている。

【社会（地理的分野）】種目

項

目

１
内
容
に
関
す
る
こ
と

　生徒が課題意識をもって多角的に考
察できるよう、単元を貫く問いを軸とし
た単元構成であり、地理的な見方・考
え方を働かせて、主体的な学びが実
現できるよう工夫されている。導入部
で興味・関心を高めることで、主体的に
学習課題をつかみ、単元の学習に見
通しを持って取り組めるよう配慮されて
いる。 対話的な活動を通して学びを深
める課題が設定されている。また、地
理的な見方・考え方を働かせ主体的に
学習に取り組む態度が育成できる内
容となっている。

◎数

高評価とする理由 審査委員会所見

　当該校は、教育方針に「我が国や世界の
発展に貢献できる人間を育成する」ことを掲
げ、主体的・創造的に学び、自ら問題解決に
取り組む生徒の育成に力を入れていること
から、基礎・基本の事項をしっかり学習でき
るとともに、生徒が主体的かつ協働的・対話
的な学習を実践するのに適した課題が明記
され、実践することができる教科書を重視し
ていることは、妥当だと判断する。

　主体的に学び、自ら問題解決に取り
組む生徒の育成に力を入れている当
該校にとって、地理的な見方・考え方
を働かせ、主体的に学習に取り組む態
度を育成するため、本文での学習内
容の理解を確実にし、話し合いなどの
対話的な活動を通して学びを深める課
題が設定されている教科書を評価して
いることは、妥当だと判断する。

　当該校は、主体的に学び、自ら問題
解決に取り組む生徒の育成に力を入
れていることから、各単元の導入で小
学校の学習内容を振り返り、単元を貫
く課題を立て、それを解決するために
必要な学習プロセスを配置している点
を高く評価し、学習者にとって効果的
だと考えている点は、妥当だと判断す
る。

　主体的・創造的に学ぶ生徒の育成を
目標に掲げる当該校にとって、学習者
自身が１単位時間の学習課題をまとめ
る活動に取り組むことで、学んだことを
振り返るとともに思考力・判断力・表現
力等を高められるよう配慮されている
点を評価していることは、妥当だと判
断する。

　本文が平易で具体的な表現で分か
りやすく丁寧に記述されており、ユニ
バーサルデザインフォント使用など、す
べての生徒が使いやすい紙面への配
慮がなされているかを評価しているこ
とは、妥当だと判断する。

観

点

教

科

書

２東書 17教出 46帝国 116日文

地理
002-72

地理
017-72

地理
046-72

地理
116-72

12 3 15 12

（１） ◎ ○ ◎ ◎

（２） ○ ○ ◎ ○

（３） ○ ○ ○ ○

（４） ◎ ○ ◎ ◎

（５） ◎ ○ ◎ ◎

総合
評価 ◎ ○ ◎ ◎

（１） ◎ ◎ ◎ ◎

（２） ○ ○ ◎ ○

（３） ○ ○ ○ ○

（４） ◎ ○ ○ ◎

（５） ◎ ○ ◎ ◎

総合

評価
◎ ○ ◎ ◎

（１） ◎ ○ ◎ ◎

（２） ○ ○ ◎ ○

（３） ○ ○ ○ ○

（４） ◎ ◎ ◎ ◎

（５） ◎ ○ ◎ ◎

総合
評価

◎ ○ ◎ ◎

（１） ◎ ◎ ◎ ◎

（２） ○ ○ ◎ ○

（３） ○ ○ ○ ○

（４） ◎ ○ ◎ ◎

（５） ◎ ○ ◎ ◎

総合

評価 ◎ ○ ◎ ◎

３
学
習
と
指
導
に
関
す
る
こ
と

　学習をふりかえるページを設
け、地図や図表を用いて基礎的・
基本的な知識を確認させたり、説
明させたりする工夫がある。知識
を整理する言語活動で、自ら考
察できる力を身に付けられるよう
配慮されており、本校の授業で重
視している主体的な学びや協働
的学びを実現しやすい。

４
表
現
と
体
裁
等
に
関
す
る
こ
と

　資料において、配色のみで色
が区別できるような工夫がある。
重要語句は太字で記載されてお
り分かりやすい。折れ線グラフな
どは形をはっきりさせるため、線を
太くするなどの工夫もある。

所見

　身に付けた知識をもとに、各地域における地理的な課題を多面的、
多角的に考察する力を身に付けられる。本校で力を入れている地域を
題材とした探究的な学び、フィールドワークにも対応できるよう、基
礎・基本を土台とした、「地理」における論理的な思考力、表現力、
判断力を高められる教科書を使用したいと考える。

２
組
織
と
配
列
に
関
す
る
こ
と

　知識や技能を確実に身につけ
られ、地理の学習に必要な読図
や作図などの技能を習得できる
配列となっていることから、地域
学習やフィールドワークの際に大
いに役立つと考えられる。教科書
に直接書き込むことで技能を高め
ることができる課題が記載されて
いる。

【社会（地理的分野）】種目

項

目

１
内
容
に
関
す
る
こ
と

　使用されている写真資料のほと
んどにその地域の生活の様子が
紹介されており、臨場感をもた
せ、本文をより印象づけさせてい
る。具体的な地名や、現在の姿
に至るまでの背景などを本文に
盛り込み、基礎的・基本的な事項
が読み取れるように工夫されて
いることから、各地域における地
理的な課題について、多面的・多
角的な考察を促すことができる。

◎数

高評価とする理由 審査委員会所見

　当該校は、目指す生徒像に「国際社会に
貢献できる生徒」を掲げ、日本文化と異文化
について理解を深めることを重要な観点と
し、地域資源の活用やフィールドワークにも
積極的であることから、各地域の生活の様
子を紹介する写真資料で興味・関心を高め、
地理に係る論理的な思考力等を育成できる
教科書を重視している点は、学校教育目標
に照らして、妥当だと判断する。

　当該校では、身近な事象への問い
に気づく力を高めるなど、体験的活動
や調べ学習等に力を入れていることか
ら、各地域における地理的な課題につ
いて、多面的・多角的な考察を促すた
め、各地域の生活の様子が紹介され
た資料や現在の状況に至るまでの背
景等がしっかりと盛り込まれている点
を評価していることは、妥当だと判断
する。

　当該校では、地域資源を生かした学
習活動を行っていることから、地理に
関する知識や学習に必要な読図・作
図などの技能を習得できる配列となっ
ていることが、地域学習やフィールド
ワークを行う上で学習者にとって効果
的だと評価している点は、妥当だと判
断する。

　当該校では、課題解決能力や主体
的な態度の育成を重視していることか
ら、単元のまとめで学習を振り返り、思
考ツールを活用した対話的な学びを通
して章・節の問いに取り組み、知識を
整理して、自ら考察できる力を身に付
けられるよう配慮されている点を評価
していることは、妥当だと判断する。

　文字は読みやすいユニバーサルデ
ザインフォントで、図版に背景色や囲
み線をつけて図版と本文を区別しやす
くするなど、すべての生徒が使いやす
いユニバーサルデザインといった特徴
を評価していることは、妥当だと判断
する。

観

点

教

科

書



令和７年度使用宮城県立中学校教科用図書の採択について
教科別教科書審査結果報告４ 【 社会（歴史的分野） 】

＜古川黎明中学校＞ ＜仙台二華中学校＞

２東書 17教出 46帝国 81山川 116日文 225自由社 227育鵬社 229学び舎 236令書

歴史
002-
72

歴史
017-
72

歴史
046-
72

歴史
081-
72

歴史
116-
72

歴史
225-
72

歴史
227-
72

歴史
229-
72

歴史
236-
73

11 12 10 13 8 10 14 6 0

（１） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

（２） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（３） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ △

（４） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

（５） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

総合
評価

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

（１） ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

（２） ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○

（３） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ △

（４） ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ △

（５） ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

総合
評価 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

（１） ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ △

（２） ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○

（３） ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

（４） ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

（５） ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ △

総合
評価 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

（１） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △

（２） ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ △

（３） ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ △

（４） ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

（５） ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○

総合

評価
◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ △

　当該校は、教育方針に「我が国や世界の

発展に貢献できる人間を育成する」ことを掲

げ、異文化理解、国際協力についての理解

を深めてグローバル人材を育成することを

重要な観点とし、記述が詳細で、脚注の解

説が詳しいなど、内容が豊富で、自ら学習

に向かう意欲がかき立てられる教科書を重

視していることは、学校教育目標に照らして

妥当であると判断する。

所見

　本校では生徒の興味・関心をより深めるとともに、物事を多角的、多面的に考察するために
必要な、基礎・基本事項の定着を十分に図れるような資料が充実している教科書が望ましいと
考える。また、本校が主体的に学ぶ生徒の育成を教育目標に掲げていることや、知的好奇心が
旺盛な本校生徒が多いということ、グローバルな人材育成を掲げた中高一貫制であるため、高
等学校の学習と連携をしやすいものが望ましいといったことを踏まえると、記述が詳細で、な
おかつ脚注の解説が詳しいなど、内容が豊富で、自ら学習に向かう意欲がかき立てられる教科
書を希望する。

１
内
容
に
関
す
る
こ
と

　多様な発問により、時期や理由、経
緯や差異などに着目しながら、歴史的
な見方・考え方が身に付くよう工夫さ
れている。各テーマの冒頭に、その
テーマを理解するための学習課題を
付し、見通しを持って学習に取り組む
ことができるよう工夫されている。 ま
た、学習内容が習得できるように各時
代バランス良く資料が提示されてお
り、出所や出典等も明確であることか
ら、論理的思考力で考察する力を育
成するのによいと考える。

２
組
織
と
配
列
に
関
す
る
こ
と

　我が国の歴史について系統的に配列され
ており、我が国の歴史の大きな流れが捉え
やすくなるよう配慮されている。各章、各節
のねらいと内容のまとまりは、歴史的分野
の目標と内容を踏まえており、各時代の特
色をつかみやすいように構成されている。各
単元の導入には問題提起となる発問が設
けられており、基礎的・基本的な内容の定
着に向けて、学習内容を把握したうえで取り
組めるように配慮されている。また、多様な
特設ページ等により発展的な学習にも対応
できるよう配慮されている。

３
学
習
と
指
導
に
関
す
る
こ
と

　聞き取り調査や諸資料を活用して多面的・
多角的に考察する方法を示し、作業的・体
験的な学習に主体的に取り組めるよう配慮
されている点は、物事を深く考える本校の教
育にかなっている。各時代を代表する日本
や世界の文化遺産等が写真で紹介されて
おり、生徒の興味・関心に応じて学習が行
えるよう配慮されている。各時代の流れを大
観できるほか、各時代を象徴する資料から
人々の生活を考えることができるなど工夫さ
れている。各章の導入に二次元コードを付
し、生徒が主体的に学習内容と関連できる
動画等を閲覧し、自学自習できる工夫がさ
れている。

４
表
現
と
体
裁
等
に
関
す
る
こ
と

　文章表現も平易であり、語句の説明や解
説が必要に応じて記載されている。また、人
物や地名等に振り仮名が付けられており、
全学年の生徒に対応した表記や表現となっ
ている。イラストや図版が多様で特設ページ
も多く、生徒が親しみや魅力を感じながら学
習に取り組めるよう配慮されている。見やす
く読み間違えにくいユニバーサルデザイン
フォントを採用し、重要語句や重要人物を太
字のゴシック体で表記するなど、読みやす
い工夫がなされている。

　主体的・創造的に学ぶ生徒の
育成を目標に掲げる当該校に
とって、「時期や年代」「推移」
「比較」「相互の関連」「現在と
のつながり」といった歴史的な
見方・考え方を働かせ、学習を
深めるとともに技能を定着でき
る点を評価していることは、妥当
だと判断する。

　当該校は、主体的に学び、自
ら問題解決に取り組む生徒の
育成に力を入れていることか
ら、単元を貫く問いを設定し、学
習者自身が日々の学習内容に
見通しを持ちながら課題解決を
図っていくことが、学習者にとっ
て効果的だと評価していること
は、妥当だと判断する。

　主体的に学び、自ら問題解決
に取り組む生徒の育成に力を入
れている当該校にとって、聞き
取り調査や諸資料を活用して多
面的・多角的に考察する方法を
示し、作業的・体験的な学習に
主体的に取り組むことができる
ことや、生徒の興味・関心に応
じて学習が行えるよう配慮され
ていることが、学習者にとって効
果的だと評価していることは、妥
当だと判断する。

　生徒が親しみや魅力を感じる
イラストや図版が多様であるこ
とや、ユニバーサルデザインフォ
ントを使用してすべての生徒に
とって使いやすいといった特徴
を評価していることは、妥当だと
判断する。

種目 【社会（歴史的分野）】

◎数

高評価とする理由 審査委員会所見

項

目

観

点

教

科

書

２東書 17教出 46帝国 81山川 116日文 225自由社 227育鵬社 229学び舎 236令書

歴史
002-
72

歴史
017-
72

歴史
046-
72

歴史
081-
72

歴史
116-
72

歴史
225-
72

歴史
227-
72

歴史
229-
72

歴史
236-
73

10 0 13 9 11 0 17 9 11

（１） ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

（２） ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

（３） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（４） ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

（５） ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

総合
評価

◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

（１） ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

（２） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

（３） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（４） ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎

（５） ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

総合
評価 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎

（１） ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

（２） ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

（３） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

（４） ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎

（５） ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎

総合
評価 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎

（１） ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

（２） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

（３） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（４） ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○

（５） ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

総合

評価
◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○

◎数

高評価とする理由 審査委員会所見

項

目

種目 【社会（歴史的分野）】

　当該校は、目指す生徒像に「国際社会に

貢献できる生徒」を掲げ、日本文化と異文

化について理解を深めることを重要な観点

とし、教科書に触発されて主体的に学習に

向かう構成が設定されていることや、扱う重

要事項や記述内容、史実に偏りがなく、生

徒が歴史を多角的にとらえられる内容・構

成になっていることなどを重視していること

は、学校教育目標に照らして、妥当であると

判断する。

所見

　本校では、探究的学び、物事を多面的・多角的に考察する力の育成に力を入れていることか
ら、教科書に触発されて主体的に学習に向かう構成が設定されていることや、扱う重要事項や
記述内容、史実に偏りがなく、生徒が歴史を多角的にとらえられる内容・構成になっているこ
となどを重視した。

１
内
容
に
関
す
る
こ
と

　各時代の基礎・基本となる事柄を
しっかりと記述しつつ、さらに各時代の
特色を大きな視点で捉えられる説明
文を充実させている。また、発展的な
学習内容も用意されている。

２
組
織
と
配
列
に
関
す
る
こ
と

　各時代の導入で、小学校の社会科
学習の振り返りを設け、小学校での学
習の基礎の上に、中学校の学習を系
統的に積み上げられる工夫を行なっ
ていることから、小学校で身に付けた
知識や思考力を、更に伸張させ、自分
自身で歴史を考察できるような構成に
なっている。

３
学
習
と
指
導
に
関
す
る
こ
と

　生徒自身が調べる、考える、発表す
る、振り返る等の活動をしっかりと達
成できるように工夫されているため、
探究的学びを重視している本校の授
業で活用しやすい。また、歴史を論理
的に考えて深めていく思考力・判断
力・表現力等の育成と習得ができるよ
う各単元の序文に課題を設定するな
ど配慮されている点も、学習の上で効
果的である。

４
表
現
と
体
裁
等
に
関
す
る
こ
と

　図版や写真資料が豊富で、生徒の
興味関心を高められているため、生徒
が図版等から豊かにイメージして歴史
に迫ることができると考える。

　当該校では、課題解決能力や
自己実現に向けた主体的な態
度の育成に力を入れていること
から、各時代の基礎・基本とな
る事柄がしっかりと記述され、各
時代の特色を大きな視点で捉
えられるように説明文が充実し
ているか、発展的学習が用意さ
れているか等を評価しているこ
とは、妥当だと判断する。

　当該校では、学んだことをもと
に、進んで課題を見つけ、解決
していく生徒の育成に力を入れ
ていることから、小学校の社会
科学習の振り返りを設け、小学
校での学習の基礎の上に、中
学校の学習を系統的に積み上
げられる工夫を行なっているこ
とが学習者にとって効果的だと
評価していることは、妥当だと判
断する。

　当該校では、学んだことをもと
に、進んで課題を見つけ、解決
していく生徒の育成に力を入れ
ていることから、各単元の序文
に課題が設定され、各章末で歴
史上の出来事など資料の読み
取りを通して多面的・多角的に
時代像をまとめる学習は、探究
的な学びを行う上で学習者に
とって効果的だと評価している
ことは、妥当だと判断する。

　ユニバーサルデザインフォント
の使用によりすべての生徒が
使いやすく、豊富な図版や写真
資料により生徒の興味・関心を
高め、歴史像に迫ることができ
るといった特徴を評価しているこ
とは、妥当だと判断する。

観

点

教

科

書



令和７年度使用宮城県立中学校教科用図書の採択について
教科別教科書審査結果報告５ 【 社会（公民的分野） 】

＜古川黎明中学校＞ ＜仙台二華中学校＞

２東書 17教出 46帝国 116日文 225自由社 227育鵬社

公民
002-92

公民
017-92

公民
046-92

公民
116-92

公民
225-92

公民
227-92

14 13 15 6 3 3

（１） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

（２） ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

（３） ○ ○ ◎ ○ ○ ○

（４） ◎ ○ ○ ○ ○ ○

（５） ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

総合

評価
◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

（１） ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

（２） ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

（３） ○ ○ ○ ○ ○ ○

（４） ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

（５） ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

総合

評価
◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

（１） ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

（２） ○ ○ ◎ ○ ○ ○

（３） ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

（４） ○ ○ ○ ○ ○ ○

（５） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

総合

評価 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

（１） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

（２） ○ ○ ◎ ○ ○ ○

（３） ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

（４） ○ ◎ ○ ○ ○ ○

（５） ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎

総合

評価
◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

　当該校は、教育方針に「我が国や世界の発展

に貢献できる人間を育成する」ことを掲げ、異文

化理解、国際協力についての理解を深めてグ

ローバル人材を育成することを重要な観点とし、

基礎的・基本的な知識や技能に加え、写真や図

表などを基に、物事を論理的に深く思考したり、

学び合ったりすることによって、グローバルな社

会に参画しようとする力を育むことができること

を重視していることは、学校教育目標に照らして

妥当であると判断する。

　当該校は、未来を切り拓き世界に貢
献できる生徒の育成に力を入れてい
ることから、現実に沿った課題の設定
や中学生が社会参画している事例を
取り上げ、生徒が学習意欲を高め、学
習課題の解決に主体的に取り組むよ
う工夫されていることを評価している点
は妥当であると判断する。

　問題解決力や表現力の育成に力を
入れている当該校にとって、各章の最
初で見通しを持たせ、論理的な思考
力・判断力・表現力等の定着を図りな
がら課題解決を図る学習が、学習者
にとって効果的だと評価していること
は、妥当だと判断する。

　当該校は、主体的に学び、自ら問題
解決に取り組む生徒の育成に力を入
れていることから、章・節・各本文ペー
ジの冒頭で学習する内容を問いで示
し、学習の見通しを持てるようにすると
ともに、問いの対となるように章・節・
各本文ページの末尾に課題を設けて
学習を行うことが、学習者にとって効
果的だと評価していることは、妥当だと
判断する。

　本文や資料では平易な文章が用い
られ、男女のイラストで役割を限定しな
いなど、ジェンダーの固定概念を持た
ないよう配慮されていること等を評価し
ている点は妥当であると判断する。

審査委員会所見

３
学
習
と
指
導
に
関
す
る
こ
と

　章・節・本文ページの冒頭に学習する
内容を問いの形式で示すことで、生徒
自身が学習に見通しを持ち、主体的に
学習に取り組むよう配慮されている。Ｉ
ＣＴ機器を活用して、個別最適な学びを
支援する工夫が見られ、生徒が自己の
学びを調整しながら学習ができるよう
配慮されている。「未来に向けて」コー
ナーを設け、「環境・エネルギー」「防
災」「人権・多文化」等、理科や道徳、
総合的な学習の時間等と関連付けら
れている。

４
表
現
と
体
裁
等
に
関
す
る
こ
と

　本文や資料とともに平易な文章が用
いられている。男女のイラストで役割を
限定しないなど、ジェンダーの固定概
念を持たないよう配慮されている。大判
のイラストや写真が用いられ、生徒の
関心を高める工夫がなされている。新
旧の比較や実社会の事情に迫る資料
を掲載するなど、資料選択や配置が工
夫されている。 軽くて耐久性に優れた
再生紙を利用し、ライスインキで印刷す
るなど、環境保全と地産地消への配慮
がなされている。造りも堅ろうである。

所見

　本校では、課題解決能力の育成に向けた教育に力を入れていることから、社会
的な事象が身近な出来事として私たちの生活に直結していることを理解させ、意
欲的に学習に取り組ませたいと考えている。また、基礎的・基本的な知識や技能
に加え、写真や図表などを基に、物事を論理的により深く思考したり、学び合っ
たりすることによって、グローバルな社会に参画しようとする力を育むことがで
きると考える。よってそのような力を育むことができる教科書を希望する。

２
組
織
と
配
列
に
関
す
る
こ
と

　「現代社会」「政治」「経済」「国
際」の四つの部で構成されてい
る。学習の見通し、章・節・見開き
の三つの段階でそれぞれに問い
と振り返りを設けることで、学習の
効果が上がるよう工夫されてい
る。各章の「学習の前に」で見通
しを持たせ、毎時の学習課題につ
いては「確認しよう」「説明しよう」
で、論理的な思考力・判断力・表
現力等の定着が図られるよう工
夫されている。

種目 【社会（公民的分野）】

項

目

１
内
容
に
関
す
る
こ
と

　グローバルな人材育成に向け、
社会的事象への関心を高め、そ
の仕組みや課題を追究する学習
活動を行い、公民としての資質・
能力の基礎を養うことができるよ
う工夫されている点が評価でき
る。現実に沿った課題の設定や
中学生が社会参画している事例
を取り上げており、生徒が学習意
欲を高め、学習課題の解決に主
体的に取り組むよう工夫されてい
る。

◎数

高評価とする理由
観

点

教

科

書

２東書 17教出 46帝国 116日文 225自由社 227育鵬社

公民
002-92

公民
017-92

公民
046-92

公民
116-92

公民
225-92

公民
227-92

12 1 16 5 5 0

（１） ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○

（２） ○ ○ ◎ ○ ○ ○

（３） ○ ○ ○ ○ ○ ○

（４） ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

（５） ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

総合

評価 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

（１） ◎ ○ ○ ○ ○ ○

（２） ○ ○ ◎ ○ ○ ○

（３） ○ ○ ◎ ○ ○ ○

（４） ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

（５） ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○

総合

評価
◎ ○ ◎ ○ ○ ○

（１） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

（２） ○ ○ ◎ ○ ○ ○

（３） ○ ○ ○ ○ ○ ○

（４） ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○

（５） ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○

総合

評価 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○

（１） ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○

（２） ○ ○ ◎ ○ ○ ○

（３） ○ ○ ○ ○ ○ ○

（４） ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

（５） ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

総合

評価
◎ ○ ◎ ○ ○ ○

所見

　知識をしっかり定着することができ、学習内容を自分の言葉で説明することに
よって、主体的に学習を整理し、表現力を高めることができる教科書が望まし
い。また、本校では、探究的学び、物事を多面的・多角的に考察する力の育成に
力を入れていることから、多面的・多角的に社会の事象を捉えられるよう、生徒
に考えさせる場面を効果的なものにしぼって取り上げ、レポートなどの言語活動
も促すことで、思考・判断・表現といった言語活動の能力を養い、発展的な学習
にも対応しているものを使用したいと考える。

２
組
織
と
配
列
に
関
す
る
こ
と

　小学校社会科との系統性を高
め、中学校社会科３分野の関連を
図り、併せて地図帳と連携した学
習を展開することで、自ら課題を
発見し、解決していく工夫を行
なっている。

種目 【社会（公民的分野）】

項

目

１
内
容
に
関
す
る
こ
と

　取り扱う公民的社会事象が生
徒目線の身近な事例で課題設定
されている。実社会の具体事例を
取り上げ、思考することができ、
自分自身も社会に参画していく意
欲が高まるよう配慮されており、
探究的な思考力育成につながる
と考える。

◎数

高評価とする理由 審査委員会所見

３
学
習
と
指
導
に
関
す
る
こ
と

　中学校社会科３分野の関連付
けを行ないながら、少子高齢化や
情報化、グローバル化などの影
響について重点的に取り上げ、現
状や課題、そして解決への取り組
みを示しているため、生徒が実社
会を具体的に考えながら学習に
臨める点がよい。
　政治、経済、国際社会の領域を
バランス良く掲載している。

４
表
現
と
体
裁
等
に
関
す
る
こ
と

　学年に応じた適切な表記・表現
がなされている。また、イラストな
どを掲載し、生徒が興味・関心を
持って学習を進められるよう配慮
されている。重要語句は太字で記
載されており、分かりやすい。

　当該校は、「創造力」、「自主・自律の精神」の

育成、「共生の心」の涵養を教育目標に掲げ、

課題解決能力や自己実現に向けた主体的な態

度の育成に力を入れていることから、地理的分

野・歴史的分野と共通するテーマを設定し、未

来の社会をつくる取り組むを通して主体性を養う

ことを重視していることは、学校教育目標に照ら

して妥当だと判断する。

　当該校では、身近な事象への問い
に気づく力を高めるなど、体験的活動
や調べ学習等に力を入れていることか
ら、取り扱う公民的社会事象が生徒目
線の身近な事例で課題設定されてい
るか、生徒自身が社会に参画していく
意欲が高まるよう配慮されているか等
を評価していることは、妥当だと判断
する。

　当該校では、学んだことをもとに、進
んで課題を見つけ、解決していく生徒
の育成に力を入れていることから、小
学校・地理・歴史・他教科の関連を示
し、既習事項を踏まえて、物事を多面
的・多角的に捉える足がかりを設ける
ことが、学習者にとって効果的だと評
価していることは、妥当だと判断する。

　当該校では、地球に生きる一員とし
て、未来に立ち向かっていく生徒の育
成に力を入れていることから、中学校
社会科３分野の関連を図り、少子高齢
化などの影響等の今日的課題につい
て重点的に取り上げ、現状や課題、そ
して解決への取り組みを考えること
が、実社会を具体的に考えて学習を
進める生徒にとって効果的だと評価し
ていることは、妥当だと判断する。

　図版に背景色や囲み線をつけて図
版と本文を区別しやすくするなどすべ
ての生徒が使いやすく、豊富なイラス
トなどで生徒の興味・関心を高めてい
ること等を評価していることは、妥当で
あると考える。

観

点

教

科

書



令和７年度使用宮城県立中学校教科用図書の採択について
教科別教科書審査結果報告６ 【 社会（地図） 】

＜古川黎明中学校＞ ＜仙台二華中学校＞

２東書 46帝国

地図
002-72

地図
046-72

14 17

（１） ◎ ◎

（２） ◎ ◎

（３） ○ ○

（４） ◎ ◎

（５） ◎ ◎

総合

評価 ◎ ◎

（１） ◎ ◎

（２） ◎ ◎

（３） ◎ ◎

（４） ◎ ◎

（５） ◎ ◎

総合

評価 ◎ ◎

（１） ◎ ◎

（２） ◎ ◎

（３） ○ ◎

（４） ○ ○

（５） ◎ ◎

総合

評価 ◎ ◎

（１） ◎ ◎

（２） ○ ○

（３） ○ ◎

（４） ○ ◎

（５） ◎ ◎

総合

評価 ○ ◎

　当該校は、教育方針に「我が国や世界の
発展に貢献できる人間を育成する」ことを掲
げ、主体的・創造的に学ぶ生徒を育成するこ
とを重要な観点とし、特定のテーマに沿った
主題図などの資料を活用し、生徒自身が自
ら学習を深めることにもつながることを重視し
ていることは、学校教育目標に照らして妥当
であると判断する。

所見

【地図】

１
内
容
に
関
す
る
こ
と

　学習指導要領に合わせて、世界
は州ごと、日本は地方ごとに地
図・資料が構成されている。また、
地図に加え、視覚的に捉えやすい
鳥瞰図が多用されている。 小学
校で学習した地図の約束ごとを振
り返られるようになっている。ま
た、地図の基本的な見方・使い方
など、地図活用の基礎となる部分
が、丁寧に説明されている。 地域
の特色が偏らずに理解できるよ
う、多角的な視点で地図・資料が
選定されている。

２
組
織
と
配
列
に
関
す
る
こ
と

　世界地図・日本地図それぞれの
後に主題図が配置され、学習内
容を深めたり、広げたりすることが
できる。巻末の統計資料も充実し
ている。また、防災・領土、SDGs
の観点に基づいた資料もあること
から、より発展的な学習内容にも
対応できる。

３
学
習
と
指
導
に
関
す
る
こ
と

　多くの資料やデータが充実して
おり、興味・関心を抱きやすい。ま
た、学びをより深めたい場合にも
鳥瞰図やデジタルコンテンツなど、
多種多様の資料を用いて自ら進
んで資料を活用することができ
る。

　本校では、多くの資料やデータをもとに客観的
に物事を考え、表現する力を育むことを重視して
いる。さらに、特定のテーマに沿った主題図など
の資料を活用し、生徒自身が自ら学習を深めるこ
とにもつながると考えるため、見やすく内容の充
実した地図帳を希望する。

　主体的に学び、自ら問題解決に取り
組む生徒の育成に力を入れている当
該校にとって、生徒が主体的に学習で
きるように、凡例、方位、地図記号、
色、縮尺など小学校で学習した地図の
約束ごとを振り返りながら学習が進め
られることを評価している点は妥当で
あると判断する。

　当該校は、未来を切り拓き世界に貢
献できる生徒の育成に力を入れてい
ることから、防災・領土、SDGsの観点
に基づいた資料等、より発展的な学習
内容に対応できることが、学習者に
とって効果的だと評価していることは、
妥当だと判断する。

　主体的・創造的に学ぶ生徒の育成を
目標に掲げる当該校にとって、各州の
地域的特色を大観できる世界各州の
鳥瞰図など、多種多様の資料を用い
て自ら進んで資料を活用することがで
きることが、学習者にとって効果的だと
評価していることは、妥当だと判断す
る。

　地図帳全編にわたってユニバーサル
デザインを採用していることや、色や
文字の書体・大きさに加えて、絵記号
のデザインやレイアウトの統一にも配
慮しているといったことが、学習者に
とって効果的だと評価していることは、
妥当だと判断する。

４
表
現
と
体
裁
等
に
関
す
る
こ
と

　1ページに広範囲が表現され、概
略がつかみやすいように工夫され
ている。印刷や色分けは明瞭で分
かりやすく、視覚で判断することが
容易である。また、図表のテーマ
や出典も明確であり、考えを深め
やすい。

種目

項

目

◎数

高評価とする理由 コメント
観

点

教

科

書

２東書 46帝国

地図
002-72

地図
046-72

9 17

（１） ○ ◎

（２） ○ ◎

（３） ○ ◎

（４） ○ ◎

（５） ○ ◎

総合

評価 ○ ◎

（１） ◎ ◎

（２） ○ ○

（３） ○ ◎

（４） ◎ ◎

（５） ◎ ◎

総合

評価 ◎ ◎

（１） ◎ ◎

（２） ○ ◎

（３） ○ ◎

（４） ◎ ○

（５） ◎ ◎

総合

評価
◎ ◎

（１） ◎ ◎

（２） ○ ◎

（３） ○ ◎

（４） ◎ ○

（５） ◎ ◎

総合

評価 ◎ ◎

項

目

◎数

高評価とする理由 審査委員会所見

種目

　当該校は、目指す生徒像に「国際社会に
貢献できる生徒」を掲げ、日本文化と異文化
について理解を深めることを重要な観点と
し、データ活用を通して各地域の特色が分
かるとともに、学習課題が明確で、歴史的分
野・公民的分野などでも活用できることは、
学校教育目標に照らして妥当であると判断
する。

所見

【地図】

１
内
容
に
関
す
る
こ
と

　情報を幅広く取り上げ、考察しな
がら知識や教養が身につくように
配慮されていること。
　視覚的にとらえやすい資料が多
く、領土問題や防災といった今日
的課題に対しても活用できること。

２
組
織
と
配
列
に
関
す
る
こ
と

　社会科地図帳として、歴史的分
野，公民的分野などでも活用でき
るよう、記載内容を工夫したり、関
連する資料となっている。

３
学
習
と
指
導
に
関
す
る
こ
と

　多様な風土、民族、宗教、産業
などの様子、その特徴を捉えるこ
とができるよう、基礎的な資料図
が充実している。
　主題図や鳥瞰図が充実してお
り、地形の読み取りやグラフの読
み取りに活用できる。

　基礎・基本を確実に身につけられる社会科地図
帳として、歴史的分野・公民的分野などでも活用
できるよう、記載内容を工夫した教科書を使用し
たいと考える。データ活用を通して各地域の特色
が分かるとともに、学習課題が明確なものが望ま
しい。

　当該校では、身近な事象への問い
に気づく力を高めるなど、体験的活動
や調べ学習等に力を入れていることか
ら、学習活動を通して地理的な見方・
考え方を働かせることや、地図活用の
技能が身に付く問いが設定されている
こと、日本の領土を正しく理解できる豊
富な地図資料が掲載されていること等
を評価している点は、妥当だと判断す
る。

　当該校では、身近な事象への問い
に気づく力を高めるなど、体験的活動
や調べ学習等に力を入れていることか
ら、歴史的分野や公民的分野、総合
的な学習の時間や修学旅行などにも
豊富な資料を活用できることが、学習
者にとって効果的だと評価しているこ
とは、妥当だと判断する。

　当該校では、地球に生きる一員とし
て、未来に立ち向かっていく生徒の育
成に力を入れていることから、各州の
地域的特色を大観できる世界各州の
鳥瞰図や国内外の新しい動きへの理
解が深まる主題図等の資料を基に思
考を深めることが、学習者にとって効
果的だと評価していることは、妥当だと
判断する。

　誰にでも見やすい地図の実現のた
めのユニバーサルデザインフォントや、
興味をもって地図学習に入れる鳥瞰
図やイラストの充実等を評価している
点は妥当であると判断する。

４
表
現
と
体
裁
等
に
関
す
る
こ
と

　世界や日本の位置的情報を瞬
時に把握することができる。
　地図に様々な社会的事象を盛り
込み表現し、目で見ることで各国
の特徴を把握できる。

観

点

教

科

書
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数学
002-72
002-82
002-92

数学
702
802
902

数学
011-72
011-82
011-92

数学
017-72
017-82
017-92

数学
061-72
061-82
061-92

数学
104-73
104-83
104-93

数学
116-72
116-82
116-92

6 3 10 5 8 16 3

（１） ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

（２） ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

（３） ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○

（４） ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

（５） ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

総合

評価 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

（１） ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

（２） ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

（３） ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○

（４） ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

（５） ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

総合

評価
○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

（１） ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○

（２） ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○

（３） ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎

（４） ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

（５） ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

総合

評価 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

（１） ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

（２） ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

（３） ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

（４） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（５） ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○

総合

評価
○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

　当該校は、学習意欲の高い生徒へ対応した授

業、総合的な学習の時間と連動した授業展開を

図り、数学の授業時間を週５時間設定すること

で、基礎・基本を確実に定着させながら生徒の

知的好奇心を高める授業を行っている。学校が

力を入れている問題解決力育成のため、探究

活動への基礎力を身に付けさせ、主体的に学び

を進めることができるよう配慮された教科書は、

学習者にとって効果的であると評価していること

は、妥当だと判断する。

　当該校では、主体的に学び、科学的
にものごとを見る力等の育成に力を入
れていることから、生徒の心身の発達
段階を考慮し、学習意欲を高める授業
を展開し、導入や数学的活動を通した
生徒の興味、関心を高める工夫が必
要であり、基礎的な問題から発展的な
問題まで多種多様な問題が充実して
いる教科書が学習者にとって効果的
だと考えていることは、妥当だと判断
する。

　当該校では、主体的に学び、科学的
にものごとを見る力等の育成に力を入
れていることから、基礎・基本の定着
を確実に図り、多様な見方や考え方を
身に付けさせるため、既習事項の復習
の場面や発展的な問題が充実し、学
習内容は論理的思考のよりよい育成
に資するよう組織的、系統的に配列さ
れているという点が、学習者にとって
効果的であると評価していることは、
妥当だと判断する。

　主体的に学習に取り組む生徒の育
成のため、習熟度に応じた学びができ
る点や身近な題材、挿絵、図表、写
真、ウェブページアドレスを取り入れて
いる点は学習者にとって役に立つと考
えられる。また、デジタルコンテンツを
豊富に有することも、当該校が目指す
創造的に学ぶ生徒の育成にとって効
果的であると評価していることは、妥
当だと判断する。

　生徒が数学に親しみや魅力を感じる
ような授業を展開するためには、簡潔
明瞭な文章表現や、図表等の大きさ
や配置、レイアウトやバランスの適切
さが重要であり、学習者にとって効果
的であると評価していることは、妥当
だと判断する。

審査委員会所見

３
学
習
と
指
導
に
関
す
る
こ
と

　生徒の習熟度に応じ、生徒が主
体的に学ぶことができる工夫がさ
れていることから、数学的な知
識・技能を、着実に身に付けさせ
ることができる。また、課題解決
学習やデジタルコンテンツなど、
生徒の思考力・判断力・表現力を
育成することができるよう配慮さ
れている。

４
表
現
と
体
裁
等
に
関
す
る
こ
と

　レイアウトが整っており、生徒が
ポイントを押さえることができるよ
う工夫がされている。また、図表
や色彩のバランスも適切で、ペー
ジの表記等、生徒の興味を引く工
夫がされている。

所見

　本校では、週５時間の授業があり、学習意欲・理解力ともに高い生徒が入学して
くるという実態があり、社会のリーダーとして世の中に貢献できる人材の育成に向
けては、基礎・基本の定着を確実に図りながら、数学による多様な見方や考え方を
身に付けさせ、正確な技能と数学的ものの見方を駆使した豊かな表現力を育むこと
が重要であると考える。また、生徒の知的好奇心や、計画的・自主的に学習を進め
ようとする意欲をさらに高めるような、発展的学習につながる工夫がされているこ
とが望ましい。

２
組
織
と
配
列
に
関
す
る
こ
と

　新たな学習内容と既習事項と
のつながりを意識した組織的、系
統的な配列となっている。また、
ねらいや目標が明確であること、
既習事項の復習の場面があるこ
となど、学習の理解が深まる工夫
がされている。また、基礎的・基
本的な内容に加え、発展問題も
充実していることから、数学的な
見方・考え方で論理的に思考す
る力をよりよく育成できると考え
る。

種目 【数学】

項

目

１
内
容
に
関
す
る
こ
と

　導入や数学的活動を通し、生徒
の学習意欲や興味・関心を高め
る工夫が見られる。また、基礎的
な問題から発展的な問題まで幅
広く取り入れられており、多種多
様な問題が充実している。

◎数

高評価とする理由
観

点

教

科

書

２東書 ４大日本 11学図 17教出 61啓林館 104数研 116日文

数学
002-72
002-82
002-92

数学
702
802
902

数学
011-72
011-82
011-92

数学
017-72
017-82
017-92

数学
061-72
061-82
061-92

数学
104-73
104-83
104-93

数学
116-72
116-82
116-92

10 4 7 4 7 13 4

（１） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（２） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（３） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

（４） ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○

（５） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総合

評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（１） ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

（２） ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○

（３） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

（４） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（５） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総合
評価 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

（１） ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

（２） ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○

（３） ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

（４） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（５） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

総合

評価 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

（１） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（２） ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

（３） ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

（４） ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

（５） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

総合
評価 ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

所見

　本校は、今年度ＳＳＨ３期の１年目である。気づき・問い・確かめの探究ループ
を取り入れた授業作りを通して、「気づき」を深め、知の創造に向かうイノベー
ション人材の育成を目指している。そのためには、学んだ知識や技術を総合的に活
用して、本校の高校で行う課題研究のように、実験的に体験しながら数学的な意味
を考察できる課題が収められている教科書を使用したいと考える。
　また、中高一貫校の特色を生かすためにも、高等学校の学習内容とのつながりに
配慮している、発展的な学習が適切な形で設けられている、普段の学習指導でも、
個人の自主学習においても、生徒の意識と知識が高められるよう配慮されている教
科書を使用したいと考える。

２
組
織
と
配
列
に
関
す
る
こ
と

　まとまりのある内容ごとに章や
節が構成されていて、相互の関
係を考慮しながら、自ら学習が進
められるよう配列してある。
　目次、索引など利用しやすいよ
うに配列してある。

種目 【数学】

項

目

１
内
容
に
関
す
る
こ
と

　章の始めに「振り返り」があり、
小学校や前学年の既習事項を補
うことができる。また、高等学校の
数学につながる内容に対しても興
味がもてるように配慮してある。
　主体的に課題を見いだし、考え
る場面が多く設定してあるため、
本校数学科で力を入れている論
理的思考力育成に有効であると
考える。

◎数

高評価とする理由 審査委員会所見

３
学
習
と
指
導
に
関
す
る
こ
と

　学習の心構えなどが生徒に分
かりやすく伝わるよう工夫してあ
る。
　関心・意欲が高まるように、生
徒に身近な題材を多く取り入れて
いるため、発展的学習にも生徒を
導きやすい。
　QRコンテンツが豊富にあり、知
的好奇心旺盛な生徒から、じっく
り学びたい生徒まで、個別最適な
学習に適している。

４
表
現
と
体
裁
等
に
関
す
る
こ
と

　簡潔明瞭で、優しく読める文章
表現の工夫がしてある。
見やすい色使いに配慮している。
　必要な場面に図や写真などが
あり、生徒の学習意欲を高め、理
解が深まるよう配慮してある。

　ＳＳＨ指定校の併設校である古川黎明中学校
は、気づき・問い・確かめの探究ループを取り入
れた授業づくりを通して、「気づき」を深め、論理

的思考を持った知の創造に向かうイノベーション
人材の育成を目指している。学んだ知識を総合
的に活用し、実験的に体験しながら数学的に考

察して解決する授業を展開するために、高等学
校の学習内容とのつながりや、生徒個人の自主

学習にも対応した教科書は、学習者にとって非
常に効果的である考えていることは、妥当だと
判断する。

　当該校の数学科では、論理的思考
の育成に力を入れていることから、生
徒の習熟度を考慮しながら、学習意欲
を高める授業を展開できるよう、数学
的活動を意図した問いや身の回りの
課題を解決するような問題等、様々な
場面を設定した問題が豊富に盛り込ま
れている教科書が学習者にとって有
益だと考えていることは、妥当だと判
断する。

　当該校は中高一貫校であることか
ら、高等学校での学習への円滑な接
続に対する配慮等を重視し、基礎・基
本から発展・補充問題までのバランス
がとれた配置が必要であり、まとまり
のある内容ごとに章や節が構成されて
いる教科書の特徴は、学習者にとって
非常に効果的だと考えていることは、
妥当だと判断する。

　当該校は、進んで課題を見つけ解決
していく生徒の育成に力を入れている
ことから、生徒が主体的に学習に取り
組むために、身近な題材やＱＲコンテ
ンツ等が豊富に取り入れられている教
科書は学習者にとって有益であると考
えていることは、妥当だと判断する。

　生徒が数学に親しみや魅力を感じる
ような授業を展開するためには、簡潔
明瞭な文章表現や、図表等の大きさ
や配置、レイアウトやバランスの適切
さが重要であり、学習者にとって非常
に効果的であると考えていることは、
妥当だと判断する。

観

点

教

科

書
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理科
002-72
002-82
002-92

理科
702
802
902

理科
011-72
011-82
011-92

理科
017-72
017-82
017-92

理科
061-72
061-82
061-92

3 0 3 0 8

（１） ○ ○ ◎ ○ ◎

（２） ○ ○ ○ ○ ○

（３） ◎ ○ ○ ○ ○

（４） ○ ○ ◎ ○ ◎

（５） ○ ○ ○ ○ ○

総合

評価 ○ ○ ○ ○ ○

（１） ○ ○ ○ ○ ○

（２） ○ ○ ○ ○ ○

（３） ◎ ○ ○ ○ ◎

（４） ○ ○ ○ ○ ◎

（５） ○ ○ ○ ○ ○

総合

評価
○ ○ ○ ○ ○

（１） ◎ ○ ○ ○ ◎

（２） ○ ○ ○ ○ ◎

（３） ○ ○ ○ ○ ◎

（４） ○ ○ ○ ○ ○

（５） ○ ○ ◎ ○ ◎

総合

評価
○ ○ ○ ○ ◎

（１） ○ ○ ○ ○ ○

（２） ○ ○ ○ ○ ○

（３） ○ ○ ○ ○ ○

（４） ○ ○ ○ ○ ○

（５） ○ ○ ○ ○ ○

総合

評価 ○ ○ ○ ○ ○

４
表
現
と
体
裁
等
に
関
す
る
こ
と

　文字の字体、大きさや情報量が
適切になるように調整が図られて
いる。
　全体的に、バランス良く文章と
写真が配置されており、大切な点
を強調するため配色を変化させる
など、多くの生徒が使用しやすく、
理解しやすい構成となっている。

所見

　生徒が主体的に自然の事物・現象に関わり、見通しをもって観察、実験を行
い、その結果を多角的に分析して解釈するなどの科学的に探究する学習が充実で
きるような教科書を希望する。また、個別最適な学びを推奨するために、理解度
に応じた学習に取り組めるようにＱＲコンテンツが豊富に揃えられている教科書
が望ましいと考える。中高一貫教育校である本校は、基礎的・基本内容にとどま
らず、高等学校における指導内容の一部を発展的内容として多く取り入れ、さら
に生徒の興味・関心が高まるような授業づくりを目指している。この点を踏まえ
ると、中学校の基礎・基本と発展的内容のどちらも充実して盛り込まれているこ
とと、理科を学ぶことの意義や有用性を実感させたり、日常生活や社会との関連
を重視したりしている内容の教科書を希望する。

１
内
容
に
関
す
る
こ
と

　本校では、科学的なものの見方
の育成を重視しているため、生徒
の学習意欲を高めるよう、実験・
観察に関する写真や図版、読み
物資料が多く掲載されている点が
評価できる。QRコンテンツでは、
実験・観察に関する動画が豊富
で視覚的に学習に取り組める項
目が数多く盛り込まれており、主
体的に学ぶことができるように
なっている。

２
組
織
と
配
列
に
関
す
る
こ
と

　「課題の提示」「実験・観察」「結
果」「考察」「まとめ」という学習の
流れの中で、課題解決力の向上
を意識した構成となっていること
から、本校で重視している科学的
な問題解決力の育成において、
効果的であると考える。単元末問
題では、基本問題から発展問題、
記述式問題等をバランス良く取り
入れており、QRコンテンツで解説
動画を見ながら復習、確認できる
ようになっている。

３
学
習
と
指
導
に
関
す
る
こ
と

　生徒の興味・関心やこれまでの
生活経験を考慮し、主体的・対話
的で深い学び、個別最適な学び
が展開できるような工夫が見られ
る。
　本校では、探究的な学びを多く
取り入れていることから、習得し
た知識や技能を活用して課題を
解決する、思考力・判断力・表現
力が身につくよう配慮された内容
と構成になっている点がよい。

　中高一貫校である当該校は、高等学校で取り

組んでいる探究的な学びに円滑に接続できるよ

うに、基礎的、基本的な知識・技能の定着ととも

により発展的な内容にも触れ、生徒の関心を喚

起する内容となっているか、また、観察・実験の

結果を多角的に分析して解釈することができる

課題発見・解決型の授業展開に資する資料掲

載や配列になっているか、という点を重視して評

価していることは、妥当だと判断する。

　当該校では、主体的・創造的に学
び、科学的にものごとを見る力の育成
に力を入れていることから、観察・実験
に関する動画資料などＩＣＴを活用した
コンテンツが豊富であり、生徒が主体
的に問題を見いだし、観察・実験の結
果について分析・解釈することができ
る内容となっている点を評価している
ことは、妥当だと判断する。

　主体的・創造的に学び、科学的にも
のごとを見る力、問題解決力の育成に
力を入れている当該校にとって、生徒
が主体的に問題発見、解決を図ること
ができるように、探究の過程を重視し
た配列となっているとともに、生徒の知
識定着のための演習問題の内容及び
配列になっている点を評価しているこ
とは、妥当だと判断する。

　当該校では、科学的にものごとを見
る力、問題解決力の育成に力を入れ
ていることから、掲載されている資料
等を活用することで、生徒が身近な自
然現象や事物の観察等から問題を見
いだし、生活経験や既習事項を根拠と
して仮説を立て、見通しをもって科学
的に探究することができるという点を
評価していることは、妥当だと判断す
る。

　文字フォントの種類や大きさ、掲載さ
れている情報量が適切であり、生徒が
教科書を活用して学習を進められるよ
うに配慮されている点を評価している
ことは、妥当だと判断する。

項

目

◎数

高評価とする理由 審査委員会所見

種目 【理科】

観

点

教

科

書

２東書 ４大日本 11学図 17教出 61啓林館

理科
002-72
002-82
002-92

理科
702
802
902

理科
011-72
011-82
011-92

理科
017-72
017-82
017-92

理科
061-72
061-82
061-92

10 8 8 8 8

（１） ○ ○ ○ ○ ○

（２） ○ ○ ○ ○ ○

（３） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

（４） ○ ○ ○ ○ ○

（５） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

総合

評価 ○ ○ ○ ○ ○

（１） ◎ ○ ○ ○ ○

（２） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

（３） ○ ○ ○ ○ ○

（４） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

（５） ○ ○ ○ ○ ○

総合
評価 ◎ ○ ○ ○ ○

（１） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

（２） ◎ ○ ○ ○ ○

（３） ○ ○ ○ ○ ○

（４） ○ ○ ○ ○ ○

（５） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

総合

評価 ◎ ○ ○ ○ ○

（１） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

（２） ○ ○ ○ ○ ○

（３） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

（４） ○ ○ ○ ○ ○

（５） ○ ○ ○ ○ ○

総合
評価 ○ ○ ○ ○ ○

種目 【理科】

項

目

◎数

高評価とする理由 審査委員会所見

　ＳＳＨ指定校の併設中学校として、生徒自
らの気づきから探究をスタートさせ、生徒が
主体的に問題を見いだし、解決するために
必要な資質・能力の育成に資する内容や配
列となっているか、また高等学校への接続を
意識した発展的な内容を扱う授業展開に対
応できるものであるか、という点を重視して
おり、学校教育目標に照らし合わせながら
教科書を評価していることは、妥当だと判断
する。

　当該校では、身近な事象への問い
に気づく力の育成に力を入れているこ
とから、身の回りの事物・事象を比較
することで、生徒が問題を見いだし、科
学的に探究することができ、資質・能
力の育成に資する内容となっている教
科書を高く評価していることは、妥当だ
と判断する。

　当該校では、進んで課題を見つけ、
解決していく生徒の育成を目指してい
ることから、内容のまとまりごとにねら
いが示され、問題発見につながる視点
で学習項目が配置され、探究の過程
や生徒の思考に沿う組織配列となっ
ている教科書を高く評価していること
は、妥当だと判断する。

　当該校では、身近な事象への問い
に気づく力や課題解決能力の育成に
力を入れていることから、掲載資料か
ら、生徒の生活経験や既有の知識を
根拠に問題を見いだし、仮説を立て、
見通しをもって観察・実験を行い、その
結果を分析・解釈することができ、豊
富な資料を参考にするなどして探究的
な学びにが深められる教科書を高く評
価していることは、妥当だと判断する。

　文字フォントの種類や大きさ、印刷さ
れている写真資料の鮮明さなど、どの
生徒にとっても教科書を活用して主体
的に学習を進めやすく、表現が発達段
階に応じて理解が深まるように工夫さ
れている点を評価していることは、妥
当だと判断する。

４
表
現
と
体
裁
等
に
関
す
る
こ
と

　学習指導要領に応じた適切な
表現が用いられている。
　文字フォントや大きさ、印刷の鮮
明さなど、どの生徒にとっても読
みやすいものとなるよう工夫され
ている。

所見

　本校で目指している、生徒の気づきからはじまる探究の過程に沿った学習活動
を通して探究のスキルを育成していくためにも、生徒自身の経験や興味・関心か
らスタートして、学習内容を身に付けていくような配列や工夫がなされている教
科書が望ましい。生徒の気づきから発展的な内容にも展開させていくことで、Ｓ
ＳＨ指定校としての特色を生かし、自ら身近な事象について関心を持って考察
し、探究していく学習活動へとつながる教科書を使用したいと考える。

１
内
容
に
関
す
る
こ
と

　実生活や社会との関連が分か
りやすい資料が選定されており、
生徒が身近な事象について関心
を高める工夫がなされていること
から、物事を科学的に探究しよう
という資質・能力の育成に効果的
である。写真や資料等は、今日的
な話題も含めてバランスよく取り
上げられている。

２
組
織
と
配
列
に
関
す
る
こ
と

　各単元ごとに、ねらいや問いが
明記されており、基礎的な内容も
含めて分量も適切に配分されて
いる。
　単元内での配列が適切であり、
基礎的な概念をつかんでから、各
事象について課題を解決するよう
配置されている。

３
学
習
と
指
導
に
関
す
る
こ
と

　仮説を立てて考察する、実験や
観察によって判断する等、生徒の
思考の流れに沿った展開となるよ
う工夫されており、学習した内容
を基にしながら探究を深めること
ができる。
　図表や写真等の資料、ウェブサ
イトへのQRコードなど、理解の補
助となる資料が適切に配置され
ている。

観

点

教

科

書



令和７年度使用宮城県立中学校教科用図書の採択について
教科別教科書審査結果報告９ 【 音楽（一般） 】

＜古川黎明中学校＞ ＜仙台二華中学校＞

17教出 27教芸

音楽
017-72
017-83
017-84

音楽
027-72
027-83
027-84

11 16

（１） ◎ ◎

（２） ◎ ◎

（３） ○ ◎

（４） ○ ○

（５） ◎ ◎

総合
評価

◎ ◎

（１） ◎ ◎

（２） ○ ◎

（３） ◎ ◎

（４） ○ ○

（５） ◎ ◎

総合
評価 ◎ ◎

（１） ◎ ◎

（２） ○ ◎

（３） ◎ ◎

（４） ○ ○

（５） ○ ◎

総合

評価
○ ◎

（１） ◎ ◎

（２） ◎ ◎

（３） ◎ ◎

（４） ○ ◎

（５） ○ ○

総合
評価 ◎ ◎

　当該校は、教育目標に「豊かで高い知性」「主

体的・創造的な学び」「国際社会に貢献」等を掲

げていることから、新たな知識や技能に対して
興味・関心が高い生徒がしっかりと学ぶことに対
応できるかが調査研究のポイントになっている。

特に音楽科であることから、多種多様な音楽文
化、我が国の伝統音楽や諸外国の音楽のバラ
ンス、主体的・対話的な活動を視点に教科書を

評価している点は、妥当だと判断する。

◎数

４
表
現
と
体
裁
等
に
関
す
る
こ
と

　標記や表現は簡潔で丁寧にま
とめられており、生徒たちが理解
しやすい表記となっている。楽譜
や文字の大きさは適切で、写真
やイラストのレイアウトもバランス
良く配置され、細部にわたり生徒
への配慮がなされている。

　歌唱・鑑賞・創作それぞれの領
域において、興味・関心を引き出
す楽曲やわかりやすくじっくりと取
り組める楽曲など、生徒の心身の
発達段階や能力に即した教材が
取り上げられ、興味・関心を引き
出し、主体的に学び、学習の充実
と発展を図るよう工夫されてい
る。

　教材は各学校や生徒および各
学年の実態に応じて基礎的・基
本的な力を身に付けられるよう表
現と鑑賞を関連付けながら配置さ
れており、さらに学習を深めるた
めの部分を選択することができる
よう配慮されている。

　進んで学び合うための活動例等が記
載され、主体的・対話的で深い学びを
導き出す工夫がされている。歌唱・鑑
賞において諸外国の音楽文化に対す
る理解を深める教材を、生活や社会が
音楽と密接につながりのあることを分
かりやすい形で取り上げており、総合
的な学習の時間等との関連にも配慮さ
れているため、音楽を通じて異文化理
解を深めることができる。

　主体的・創造的に学ぶ生徒の育成を
目指している当該校にとって、教材の
配列については、生徒が基礎的・基本
的な力を身に付けられるとともに、学
習を深めることができるよう組織・配列
が工夫されている点を評価の視点にし
ていることは、妥当だと判断する。

　当該校は、主体的・創造的に学ぶ生
徒の育成や異文化理解に力を入れて
いることから、学び合いの活動例、異
文化理解を深める教材、生活や社会と
のつながりが分かりやすいかを評価の
視点にしており、他教科との横断的な
活用も念頭に置いて比較評価されて
いる点は、妥当だと判断する。

　生徒たちが理解しやすい表記となっ
ているか、楽譜や文字の大きさ、写真
やイラストのレイアウトがバランス良く
配置されているかを評価の視点として
いる点は、妥当だと判断する。

所見

１
内
容
に
関
す
る
こ
と

　本校生は学習意欲が高く、新たな知識や技能に対して
も興味・関心も高い。将来、我が国や世界に貢献できる
人間になりたいと希望する生徒も少なくない。そのため
には多種多様な音楽文化に触れ、理解を深めることが不
可欠である。我が国の伝統音楽や諸外国の音楽をバラン
ス良く扱い、個人および他者を尊重する態度を養うため
には主体的・対話的な活動を可能とする教科書が望まし
い。

　当該校は、豊かで高い知性を養い、
主体的・創造的に学ぶ生徒の育成に
力を入れていることから、生徒の心身
の発達段階や能力に即した教材であ
るか、生徒の興味・関心を引き出して
学習の充実と発展が図られるかという
点を評価のポイントにしていることは、
妥当だと判断する。

２
組
織
と
配
列
に
関
す
る
こ
と

３
学
習
と
指
導
に
関
す
る
こ
と

種目 【音楽（一般）】

高評価とする理由 審査委員会所見

項

目

観

点

教

科

書
観

点

17教出 27教芸

音楽
017-72
017-83
017-84

音楽
027-72
027-83
027-84

9 2

（１） ○ ○

（２） ○ ○

（３） ◎ ○

（４） ◎ ○

（５） ○ ○

総合

評価
○ ○

（１） ○ ○

（２） ◎ ○

（３） ◎ ◎

（４） ◎ ○

（５） ○ ○

総合

評価 ◎ ○

（１） ○ ○

（２） ◎ ○

（３） ◎ ○

（４） ○ ○

（５） ○ ◎

総合

評価 ○ ○

（１） ◎ ○

（２） ◎ ○

（３） ○ ○

（４） ○ ○

（５） ○ ○

総合

評価 ○ ○

　当該学校では、生徒の思考力・判断力・表
現力を伸ばせる学習内容と併せて、基礎か
ら発展、課題解決まで網羅し、創造力・自主
性・共生心を育む教科書を求めている。意欲
的な生徒から苦手意識をもつ生徒まで、学
校目標に照らし合わせて、すべての生徒が
資質・能力を伸ばせる教科書を高く評価して
いることは、妥当だと判断する。

◎数

４
表
現
と
体
裁
等
に
関
す
る
こ
と

　鑑賞教材の図や写真の掲載が、多すぎず少なすぎ
ず、丁度良い割合で充実している。文字や楽譜も適切
な大きさで鮮明に記載されており、工夫されている。

　学習指導要領に示された三つのの資質・能力と、それ
に対応する学習内容や教材を示した「学びの地図」とい
う内容から、多種多様な音楽文化に触れ学べるように
工夫されており、国内外の異文化に対する興味・関心を
高めることが期待できる。また、生徒の発達段階や能
力に即した教材が精選されており、学習目標に迫ること
ができる内容が多い。

　本校には、音楽的教養の高い生徒から、音楽そのも
のに苦手意識を持つ生徒まで幅広いことから、基礎的
な内容から発展的な内容まで、扱いやすい内容が配列
されている。
　また、各教材におけるねらいがページの初めに明確に
表示されることで、授業における目的と学ぶ事項の確
認、振り返りができるよう配慮されている。

　主体的・対話的で深い学びの実現に向けた手立てが充実して
おり、歌唱・鑑賞それぞれの分野で、知識・技能や、豊かに表
現、思考、判断できるよう、基本的学習と発展的学習内容のつ
ながりに配慮した学習内容がなされている。ＳＤＧsや今日的課
題にも触れている内容も多く、幅広い視野から音楽を見つめるこ
とができる。

　教養の高い生徒から苦手意識を持
つ生徒まで幅広く在籍しているという
当該校の状況に対応するため、基礎
的な内容から発展的な内容まで網羅
されていて、扱いやすい内容やその配
列になっているかとうことに視点を置
いて評価していることは、妥当だと判
断する。

　当該校は、学んだことをもとに、進ん
で課題を見つけ、解決していく生徒の
育成を目指していることから、基本か
ら発展まで幅広い学習内容かどうかを
評価のポイントにし、特に、主体的な
学びによって、思考・判断・表現の観
点が十分深まるような学習内容になっ
ているかを評価の視点としていること
は、妥当だと判断する。

　鑑賞教材関連の図版や写真の掲載
量に一定の基準を設定しており、生徒
の視線で楽譜や文字の見やすさやわ
かりやすさを評価しているることは、妥
当だと判断する。

所見

１
内
容
に
関
す
る
こ
と

　学校教育目標である、「創造力」の育成、「自主・自立」の精神の育成、「共生の心」の

涵養という３点から、本校の音楽科では音楽に関しての基礎基本内容から、発展的内容、そ

こから得られる課題・その解決を図る道筋が立てられることや、内容が網羅されているだけ

ではなく、各生徒が考えられる余地を残していること、今日的課題にも触れ、音楽を幅広い

視点から見つめられることなどを教科書に求めている。また、本校の生徒は音楽に関して意

欲的な生徒が多く、各楽器についてレッスンを受けているなど、広い教養を持った生徒か

ら、音楽に対して苦手意識があり、少しずつ内容を理解していきたい生徒まで幅広い実情も

あることから、両方向の生徒が、音楽を通じて知識・技能の習得だけでなく、思考、判断、

表現する力を豊かに伸ばすことができる教科書が望ましい。

　当該校では、異文化理解に係る学び
にも力を入れているため、多種多様な
音楽文化に触れて学ぶ工夫があるか
を視点において評価している。また、
音楽に関する意欲等に差があっても、
生徒に身に付けてほしい資質・能力が
育める教材や学習内容が含まれてい
るかを評価のポイントとしていること
は、妥当だと判断する。

２
組
織
と
配
列
に
関
す
る
こ
と

３
学
習
と
指
導
に
関
す
る
こ
と

種目 【音楽（一般）】

高評価とする理由 審査委員会所見

項

目

観

点

教

科

書
観

点



令和７年度使用宮城県立中学校教科用図書の採択について
教科別教科書審査結果報告１０ 【 音楽（器楽合奏） 】

＜古川黎明中学校＞ ＜仙台二華中学校＞

17教出 27教芸

器楽
017-72

器楽
027-72

10 17

（１） ◎ ◎

（２） ◎ ◎

（３） ○ ◎

（４） ○ ○

（５） ◎ ◎

総合

評価 ◎ ◎

（１） ◎ ◎

（２） ○ ◎

（３） ○ ◎

（４） ◎ ◎

（５） ○ ◎

総合

評価 ○ ◎

（１） ◎ ◎

（２） ○ ◎

（３） ◎ ◎

（４） ○ ◎

（５） ○ ○

総合

評価 ○ ◎

（１） ◎ ◎

（２） ◎ ◎

（３） ○ ○

（４） ○ ◎

（５） ◎ ◎

総合

評価 ◎ ◎

　当該校は、教育目標に「豊かで高い知性」「主

体的・創造的な学び」「国際社会に貢献」等を掲
げていることから、新たな知識や技能に対して

興味・関心が高い生徒がしっかりと学ぶことに対

応できるかが調査研究のポイントになっている。

特に、器楽の分野においては、基礎・基本の奏

法の習得に熱心に取り組む当該校の生徒が、

課題意識を持って学習に臨めるかを評価のポイ

ントとしている点は、妥当だと判断する。

◎数

４
表
現
と
体
裁
等
に
関
す
る
こ
と

　標記や表現は簡潔で生徒が学
習しやすいように配慮されてい
る。各楽器の演奏家からのメッ
セージや助言により、音楽活動へ
の関心・意欲を高めるよう工夫さ
れている。製本は堅ろうで印刷は
環境にも配慮されている。

　我が国、諸外国の楽器の基礎
的奏法から発展的奏法、独奏や
合奏等、様々な形態による学習
が可能となるような内容が盛り込
まれていることから、学習に熱心
に取り組む本校生徒の学習に効
果的であり、生徒が自らよりよい
奏法を求め、主体的に学習できる
よう工夫されている。

　教材が豊富で、生徒の興味・関
心に働きかける幅広いジャンルの
楽曲も掲載され、基礎的・基本的
な学習から、幅広い知識や技能
が身につくよう学びの順序にも工
夫がなされていることから、基礎
練習に熱心に取り組む本校生徒
にとって有効であると考える。

　我が国および諸外国の楽器や
楽曲をとおして歴史や文化を体験
的に学習し、生活や社会が音楽と
密接につながりのあることをさら
に発展的な形で他教科や総合学
習の時間等と関連が図れるよう
になっており、音楽を通じて日本
文化や世界の文化について考え
を深めることができる。教材毎に
目標が設定されており、主体的、
協働的な学習ができるよう工夫さ
れている。

　主体的・創造的に学ぶ生徒の育成を
目指している当該校にとって、幅広い
ジャンルの豊富な楽曲をとおして、基
礎・基本の学習から、幅広い知識や技
能が身に付くよう発展的な学びへつな
がる配列になっている点を評価してい
ることは、妥当だと判断する。

　当該校は、主体的・創造的な学びと
ともに異文化理解にも力を入れてお
り、生徒が主体的・協働的な学びにつ
ながるか、他教科等と横断的な学習
ができる内容か、我が国や諸外国の
歴史や文化を体験できる学習内容か
について視点をおいて調査研究してい
ることは、妥当だと判断する。

　演奏家からのメッセージや助言が生
徒の関心・意欲につながること、また、
生徒が学習しやすいよう標記や表現
が簡潔であるかに視点をおいて評価し
ていることは、妥当だと判断する。

所見

１
内
容
に
関
す
る
こ
と

　楽器の習得には基礎・基本をしっかり身に付け
ることが何より大切である。本校生は基礎練習か
ら熱心に取り組む姿勢を身につけているので、身
につけた基礎・基本の技能をさらに発展させるた
めにも、生徒が興味・関心を持ち、課題意識を
持って学習ができるような分かりやすい解説や各
楽器の様々な角度から撮した写真が数多く掲載さ
れている教科書が望ましい。

　当該校では、主体的・創造的に学ぶ
生徒の育成を目指していることから、
よりよい奏法を求めて生徒が主体的に
学習できるかどうか、基礎から発展、
独奏や合奏の学習ができる内容が盛
り込まれているかどうかが調査研究の
視点になっていることは、妥当だと判
断する。

２
組
織
と
配
列
に
関
す
る
こ
と

３
学
習
と
指
導
に
関
す
る
こ
と

種目 【音楽（器楽合奏）】

高評価とする理由 審査委員会所見

項

目

観

点

教

科

書

17教出 27教芸

器楽
017-72

器楽
027-72

8 3

（１） ◎ ◎

（２） ◎ ○

（３） ○ ○

（４） ○ ○

（５） ◎ ○

総合

評価 ◎ ○

（１） ○ ○

（２） ◎ ○

（３） ◎ ○

（４） ○ ◎

（５） ○ ○

総合

評価 ○ ○

（１） ○ ○

（２） ◎ ○

（３） ◎ ○

（４） ○ ○

（５） ○ ◎

総合

評価
○ ○

（１） ○ ○

（２） ◎ ○

（３） ○ ○

（４） ○ ○

（５） ○ ○

総合

評価
○ ○

種目 【音楽（器楽合奏）】

高評価とする理由 審査委員会所見

項

目

　当該校では教育目標に掲げた生徒の育成
に向け、基礎から発展、課題解決まで網羅
し、生徒の思考力・表現力を伸ばせる内容と
併せて、創造力・自主性・共生心を育むこと
ができる教科書を求めている。演奏技能に
優れていて意欲的な生徒から苦手意識をも
つ生徒まで、学校目標に照らし合わせてす
べての生徒が資質・能力を伸ばせる教科書
を評価している点は、妥当だと判断する。

◎数

４
表
現
と
体
裁
等
に
関
す
る
こ
と

　各楽器の名手からのメッセージや学習活動への助
言、解説が記載されているほか、写真や図版等も効果
的に配置され、生徒の関心や意欲を高めるよう工夫さ
れている。楽譜の大きさも適切で使いやすい。

　学習指導要領に示された三つのの資質・能力と、それ
に対応する学習内容や教材を示した「学びの地図」とい
う内容から、多種多様な音楽文化に触れ学べるように
工夫されており、国内外の異文化に対する興味・関心を
高めることが期待できる。また、生徒の発達段階や能
力に即した教材が精選されており、学習目標に迫ること
ができる内容が多い。

　本校には、音楽的教養の高い生徒から、音楽その者
に苦手意識を持つ生徒まで幅広いことから、基礎的な
内容から発展的な内容まで、扱いやすい内容が配列さ
れている。
　また、扱う楽曲が多種多様で、昔ながらの旋律から、
現代的な楽曲まで幅広いため、生徒に応じて幅広く対
応出来るように配慮されている。

　各学習内容が、基礎基本事項の定着から、「個人で
演奏」の次に「合わせて演奏」という順序で工夫されて
おり、指導に生かすことができる。また、生徒が確かめ
ながら学習できるように、運指表等の掲載に工夫がな
されている。

　教養の高い生徒から苦手意識を持
つ生徒まで幅広く在籍しているという
当該校の状況に対応するため、名曲
から現代的な人気曲に至る多種多様
な作品が、基礎から発展まで段階的
に幅広く対応できるよう配列されてい
るかを評価のポイントとしていること
は、妥当だと判断する。

　当該校は、学んだことをもとに、進ん
で課題に取り組む資質を育んでおり、
音楽においても、各生徒が考えられる
余地があり、課題を解決できるよう、
基本の定着から発展まで幅広い学習
内容かどうかを評価のポイントにする
とともに、個人の学びから仲間と協働
して学びを深められる学習内容にも着
目して評価していることは、妥当だと判
断する。

　プロの演奏家からのメッセージや解
説、図版や写真のレイアウトの工夫に
効果を求めており、生徒の視線で楽譜
の見やすさやわかりやすさを評価して
いる点は、妥当だと判断する。

所見

１
内
容
に
関
す
る
こ
と

　学校教育目標である、「創造力」の育成、「自主・自立」の精神の育成、「共生の心」の

涵養という３点から、本校の音楽科では音楽に関しての基礎基本内容から、発展的内容、そ

こから得られる課題・その解決を図る道筋が立てられることや、内容が網羅されているだけ

ではなく、各生徒が考えられる余地を残していること、今日的課題にも触れ、音楽を幅広い

視点から見つめられることなどを教科書に求めている。また、本校の生徒は音楽に関して意

欲的な生徒が多く、各楽器についてレッスンを受けているなど、広い教養を持った生徒か

ら、音楽に対して苦手意識があり、少しずつ内容を理解していきたい生徒まで幅広い実情も

あることから、両方向の生徒が、音楽を通じて知識・技能の習得だけでなく、思考、判断、

表現する力を豊かに伸ばすことができる教科書が望ましい。

　当該校では、異文化理解に係る学び
にも力を入れているため、多種多様な
音楽文化に触れて学べる工夫がある
か、また、音楽に関する意欲等に差が
あっても、生徒の発達段階や能力に
即し資質・能力を育成できる教材であ
るかという視点で評価していることは、
妥当だと判断する。

２
組
織
と
配
列
に
関
す
る
こ
と

３
学
習
と
指
導
に
関
す
る
こ
と

観

点

教

科

書



令和７年度使用宮城県立中学校教科用図書の採択について
教科別教科書審査結果報告１１ 【 美術 】

＜古川黎明中学校＞ ＜仙台二華中学校＞

９開隆堂 38光村 116日文

美術
009-72
009-82

美術
038-72
038-73
038-82

美術
116-72
116-83
116-84

8 11 16

（１） ◎ ◎ ◎

（２） 〇 〇 ◎

（３） 〇 〇 ◎

（４） 〇 ◎ ◎

（５） ◎ ◎ ◎

総合

評価 〇 ◎ ◎

（１） 〇 ◎ ◎

（２） ◎ ◎ ◎

（３） ◎ 〇 ◎

（４） 〇 ◎ 〇

（５） 〇 〇 〇

総合

評価
〇 ◎ ◎

（１） 〇 〇 ◎

（２） ◎ ◎ ◎

（３） 〇 〇 〇

（４） ○ 〇 〇

（５） ◎ ◎ ◎

総合

評価 〇 〇 ◎

（１） 〇 〇 ◎

（２） ◎ ◎ ◎

（３） 〇 〇 ◎

（４） 〇 ◎ ◎

（５） ◎ ◎ ◎

総合

評価 〇 ◎ ◎

◎数

高評価とする理由 審査委員会所見

種目

項

目

【美術】

　当該校では、主体的・創造的に学ぶ
生徒を育成に積極的に取り組んでい
ることから、題材に関わる図版等の魅
力や構成の工夫に着目し、指導上、生
徒の学習の動機付けとなるような工夫
が見られることを評価するとともに、共
同制作で取り組める題材が、当該校
で積極的に取り組んでいるグループ活
動につながる点を評価していること
は、妥当だと判断する。

４
表
現
と
体
裁
等
に
関
す
る
こ
と

所見

１
内
容
に
関
す
る
こ
と

２
組
織
と
配
列
に
関
す
る
こ
と

３
学
習
と
指
導
に
関
す
る
こ
と

　あえて白背景をベースにして配
色を抑え、図版や場面の写真が
目に入りやすくなっており、文字
のバランスが良くとても読みやす
い。特に参考作品が大きく配置さ
れており、作品の細かいところま
で鮮明に鑑賞することができる。
ページ全体の色彩や構成のバラ
ンスがとれていて、落ち着いた雰
囲気で安心して見ることができ
る。

　各題材において、身に付けさせ
たい力が具体的に示され、生徒
にとっても理解しやすい内容であ
る。1学年でテクニックやアイディ
アの膨らませ方などの基礎的・基
本的な課題について取り上げて
いる。2・3学年では、応用的な課
題を取り扱っており、更に生徒が
取り組みたくなるような題材がそ
ろっており、ポスターセッション等
の発表活動が多い本校生徒の創
造性にも好影響を与えると考え
る。

　発展的な技術や作業工程がわ
かりやすく配置されており、生徒
が主体的に進んで取り組むよう工
夫がなされている。取り上げてい
る教材も豊富で、授業展開に十
分対応している。また、発展的な
課題が配置され、授業を進める上
で非常に有効である。

　図版と解説、挿絵が生徒の理解
を助けるような内容となっている。
また、アニメやマンガなど生徒に
身近な作品や資料も多く掲載され
ており、生徒の興味を引く構成で
あり、学習の動機付けに有効であ
る。更に、グループ活動や発表活
動を積極的に行っている本校生
徒にとって、美術館学習や共同制
作についてより具体的に取り扱っ
ている。

　本校生徒は、学習意欲も高く、新たな知識や技能に対する興味・関
心も高く、他教科で学んだことを発展させ様々な場面で積極的に生か
そうとする生徒も多い。興味を引く参考作品が多く掲載されており、美
術表現の技法を解説しているなど、資料書としての要素を取り入れ
た、生徒の学びの手助けとなる教科書が望ましいと考える。

　写真や図版の体裁について、バラン
スが取れたレイアウトで読みやすく、
鮮明に鑑賞できるということに着目し、
学習に意欲的に取り組む当該校の生
徒が落ち着いた雰囲気で安心して見
ることができるという点を評価している
ことは、妥当だと判断する。

　教育目標の１つである「豊かで高い知性を
養い、主体的・創造的に学ぶ生徒の育成」
のもと、教科横断的に学習で得た知識・技
能を生かそうとする生徒の姿を視野に教科
書研究を進め、生徒の特性と照らし合わせ
て評価している点は、妥当だと判断する。

　当該校では、主体的・創造的に学ぶ
生徒を育成を目指し、発表活動等に積
極的に取り組んでいることから、美術
の各題材で、身に付けさせたい資質・
能力が造形的な視点として教科書に
具体的に示され、生徒の知識理解に
つながりやすい点や、身に付けた知
識・技能を応用できる学習内容である
点を評価していることは、妥当だと判
断する。

　主体的・創造的に学ぶ生徒の育成を
目指している当該校にとって、授業の
展開に則して、基礎から発展的な内容
まで、生徒が主体的に学習を進めるこ
とができるような配列の工夫を評価し
ていることは、妥当だと判断する。

観

点

教

科

書

９開隆堂 38光村 116日文

美術
009-72
009-82

美術
038-72
038-73
038-82

美術
116-72
116-83
116-84

11 8 14

（１） ◎ ◎ ◎

（２） ◎ ◎ ◎

（３） ○ ○ ○

（４） ○ ○ ◎

（５） ◎ ○ ○

総合

評価
◎ ○ ◎

（１） ◎ ◎ ◎

（２） ○ ○ ◎

（３） ◎ ◎ ◎

（４） ◎ ○ ◎

（５） ○ ○ ○

総合

評価 ◎ ○ ◎

（１） ◎ ◎ ◎

（２） ○ ○ ○

（３） ○ ○ ○

（４） ◎ ○ ◎

（５） ○ ◎ ◎

総合

評価 ○ ○ ◎

（１） ◎ ○ ◎

（２） ◎ ◎ ◎

（３） △ ○ ◎

（４） ◎ ○ ○

（５） ○ ◎ ◎

総合

評価 ○ ○ ◎

　当該校は、学んだことをもとに、進ん
で課題を見つけ、解決していく生徒の
育成に力を入れていることから、美術
で育成する資質・能力につながる造形
的な視点が「問い掛け」で表記されて
いることで、主体的な学習態度の形成
がねらえる点や各教科等との横断的
な学びにつながるといった点を評価し
ていることは、妥当だと判断する。

４
表
現
と
体
裁
等
に
関
す
る
こ
と

所見

１
内
容
に
関
す
る
こ
と

２
組
織
と
配
列
に
関
す
る
こ
と

３
学
習
と
指
導
に
関
す
る
こ
と

　誰もが見やすく使いやすいよう、
ユニバーサルデザインに配慮した
構成となっている。また、写真・図
版等に高精密印刷が用いられて
いることと、光沢のあるコーティン
グが施された用紙を使用すること
により、非常に鮮明である。さら
に、図版と写真の配置バランスも
適切であり、作品の特徴をつか
み、魅力を感じる工夫が見られ
る。

　「出会い」・「実感」・「探究」と、3
年間を見通したカリキュラムが系
統立てられており、資質・能力の
育成に配慮がなされている。ま
た、発達の特性をふまえた題材
や、様々な角度から捉えられる題
材が設定・配列されており、学習
意欲を高める工夫が見られる。さ
らに各資料に出所、出典が明記さ
れている。

　造形的な視点や発想・構想、表
現の手立てが色別やマークで明
記され、学習効果があがるよう配
慮が見られる。また、生徒が自ら
学び、学習を深められるよう、扱う
題材に工夫が見られ、鑑賞資料
や巻末の資料も充実している。さ
らに、学習指導要領に基づいた
「表現」と「鑑賞」がバランスよく配
列されている。

　造形的な視点を問い掛けによる
明記とし、主体的な学習態度の形
成につながる配慮がなされてい
る。また、各教科等との横断的な
学びを深め、歴史や文化を知る題
材が豊富で、社会参画の意識を
高める工夫がなされているため、
美術での学びを他教科での学習
の成果物等へ生かすことが期待
できる。さらに、二次元コードに動
画資料等も充実しており、学習支
援の工夫も見られる。

　中高一貫校である本校の学習においては、物事を深く探究していく
資質・能力は重要であり、美術においても、自ら学び、学習を深め、探
究していくということを踏まえると、「表現」と「鑑賞」を関連づけて指導
できるよう配列に工夫がみられ、3年間を見通したカリキュラムが系統
立てられるように作られている教科書は活用しやすい。また、生徒の
発達の特性をふまえ、題材の設定や配列に工夫がみられたり、ユニ
バーサルデザインの視点から書体や図版等に工夫がみられる教科
書がふさわしいと考える。

　写真･図版の印刷技術やユニバーサ
ルデザインに配慮した体裁が、造形的
な視点を体感できるような美しさや魅
力を感じる工夫点であると評価してい
ることは、妥当だと判断する。

　教育目標の１つである「学んだことをもとに、進

んで課題を見つけ、解決していく生徒を育成す

る」の考えの元、物事を深く探究していく資質・能

力の重要性や、自ら学び、学習を深め、探究し

ていく姿勢の育成を視野に教科書研究を進め、

自校の生徒の発達特性と照らし合わせて評価し

ていることは、妥当だと判断する。

　当該校は、探究的な学びの深まりを
重視していることから、自校の３年間
のカリキュラムを見通しながら、生徒の
発達段階の特性を踏まえ、資質･能力
の育成に有効な特色ある内容が題材
として組み込まれているという点を評
価していることは、妥当だと判断する。

　当該校は、探究的な学びの深まりを
重視していることから、学習指導要領
に基づき、「Ａ表現」「Ｂ鑑賞」がバラン
ス良く配列され、生徒が自ら学び、学
習を深められるよう題材が工夫され、
巻末資料が充実しているといった点を
評価していることは、妥当だと判断す
る。

◎数

高評価とする理由 審査委員会所見

種目

項

目

【美術】

観

点

教

科

書



令和７年度使用宮城県立中学校教科用図書の採択について
教科別教科書審査結果報告１２ 【 保健体育 】

＜古川黎明中学校＞ ＜仙台二華中学校＞

２東書 ４大日本 50大修館 224学研

保体
002-72

保体
702

保体
050-72

保体
224-72

9 5 14 6

（１） ◎ ◎ ◎ ◎

（２） 〇 〇 〇 〇

（３） 〇 〇 ◎ 〇

（４） ◎ ◎ ◎ ◎

（５） ◎ ◎ ◎ ◎

総合
評価

◎ ◎ ◎ ◎

（１） ◎ 〇 ◎ 〇

（２） 〇 〇 ◎ 〇

（３） 〇 〇 〇 〇

（４） 〇 〇 ◎ 〇

（５） ◎ 〇 〇 〇

総合
評価 ○ 〇 ◎ 〇

（１） ◎ 〇 ◎ 〇

（２） 〇 〇 ◎ 〇

（３） ◎ ◎ ◎ 〇

（４） 〇 〇 ◎ 〇

（５） 〇 〇 〇 〇

総合
評価

〇 〇 ◎ 〇

（１） ◎ 〇 ◎ 〇

（２） 〇 〇 〇 ◎

（３） 〇 ◎ 〇 ◎

（４） 〇 〇 ◎ ◎

（５） ◎ 〇 ◎ 〇

総合

評価 〇 〇 ◎ ◎

種目 【保健体育】

審査委員会所見

◎数

高評価とする理由

項

目

　当該校は、「豊かで高い知性を養い、主体的・創造

的に学ぶ生徒の育成」や「健やかな心身を育む」こと

を教育目標としており、様々な視点から思考・判断

し、深い学びを得るための構成であり、ICTを使用し

てより深く考えるための発展的な内容もあることを重

視している。また、中高の連携が図られ系統性を踏

まえた指導ができるという視点からも高評価としてい

ることは、妥当だと判断する。

　当該校では、主体的な学び、問題解
決能力の育成を重視していることか
ら、学習目標に向かって課題を見つ
け、知識を身に付けながら思考するこ
とで、実生活に生かすよう段階的な構
成になっていることは、生徒の学習意
欲を高めるためにも効果的であるとい
う点や、中高一貫校であるため、中・
高の系統性が明記されている点を、評
価していることは、妥当だと判断する。

　主体的・創造的に学ぶ生徒の育成を
目指している当該校にとって、学ぶべ
き内容が明確に示されており、基礎
的・基本的な学習から発展的な学習
まで、様々な視点から捉えられる内容
構成になっていることは、学習者の主
体的な学びにとって効果的あり、評価
は妥当だと判断する。

　当該校では、主体的・創造的に学ぶ
生徒の育成を目指して、発表活動等も
積極的に取り入れていることから、生
活経験や学んだ知識を基にして、思
考・判断する学習課題や学んだ知識を
考えてまとめて発表する活動や話し合
いの活動につなげられるような発展的
内容や情報が豊富であるという教科
書の特徴を評価していることは、妥当
だと判断する。

　見出しや本文、資料、重要語句ごと
に文字の大きさや字体を変えており、
補助資料として掲載されている図表や
写真のレイアウトやバランスが良いた
め、学習者の興味関心を引き出すた
めには効果的であるという点を評価し
ていることは、妥当だと判断する。

４
表
現
と
体
裁
等
に
関
す
る
こ
と

　活字の大きさ、書体は適切で読
みやすく色使いも良い。
　写真や資料が多く、その配置や
レイアウトに工夫を凝らしておりわ
かりやすい。

所見

　心身の健康と社会環境との関わりについて、様々な視点から思考・
判断し、深い学びを得ることができる内容が望ましい。また、生徒の
興味・関心を高め、学びを生活や社会に活用することができるよう、
生徒が主体的に学べる工夫がなされているものが望ましいと考える。

１
内
容
に
関
す
る
こ
と

　学習指導要領に示されている各
学年の目標が明確に位置づけら
れた内容になっており、目標を定
めて学習に取り組む本校生徒の
実態に合っている。
　段階的に学習意欲を高められる
よう工夫されており、学びやすい。
また、中高の連携を図り、系統性
を踏まえた指導ができるよう学習
内容が工夫されている。

２
組
織
と
配
列
に
関
す
る
こ
と

　保健編では、自身の体の仕組
みや生活習慣が健康へ与える影
響、感染症の予防など、発達段階
に応じて、学習が深められるよう
配列されている。また、体育編で
は、運動やスポーツの多様性や
心身への効果に加え、文化的意
義や役割についてなど、スポーツ
を「する・見る・支える」等の様々
な視点から捉えられるよう工夫さ
れている。

３
学
習
と
指
導
に
関
す
る
こ
と

　主体的・対話的で深い学びの充
実を図る本校の授業において、学
習の見通しを立てたり、興味・関
心をもって学ぶことができるよう、
学習項目の構成が工夫されてい
る点は、効果的であると考える。
また、学んだ知識を活用してより
深く考えるための発展的な内容
や情報が豊富に掲載されている。
ICTを使用して自主的に学ぶ工夫
もなされている。

観

点

教

科

書

２東書 ４大日本 50大修館 224学研

保体
002-72

保体
702

保体
050-72

保体
224-72

18 15 17 16

（１） ◎ ◎ ◎ ◎

（２） ◎ ◎ ◎ ◎

（３） ○ ○ ◎ ◎

（４） ◎ ○ ○ ◎

（５） ◎ ◎ ◎ ◎

総合
評価

◎ ◎ ◎ ◎

（１） ◎ ◎ ◎ ◎

（２） ◎ ◎ ◎ ◎

（３） ◎ ◎ ◎ ◎

（４） ◎ ◎ ◎ ◎

（５） ◎ ◎ ◎ ◎

総合
評価 ◎ ◎ ◎ ◎

（１） ◎ ◎ ◎ ◎

（２） ◎ ◎ ◎ ◎

（３） ◎ ○ ◎ ○

（４） ○ ○ ○ ○

（５） ◎ ◎ ◎ ◎

総合
評価

◎ ◎ ◎ ◎

（１） ◎ ○ ◎ ○

（２） ◎ ◎ ○ ○

（３） ◎ ◎ ◎ ◎

（４） ◎ ◎ ◎ ◎

（５） ◎ ◎ ◎ ◎

総合

評価 ◎ ◎ ◎ ◎

４
表
現
と
体
裁
等
に
関
す
る
こ
と

　紙面の色数が限定されおり、見
やすく落ち着いたレイアウトになっ
ている。発達段階に応じた適切な
用語で簡潔明瞭に表現されてい
る。

所見

　本校の教育目標や教科の目標、生徒の実態を踏まえ、習得した知
識・技能を活用して、さらに思考を深めることができる構成になって
いることや、図や表だけでなく、生徒のタブレットからアクセスでき
る資料映像などが豊富にあること、さらには、生徒の実生活や将来に
つなげられるような内容になっていることなどが実現されている教科
書が望ましいと考える。

１
内
容
に
関
す
る
こ
と

　生徒の学習意欲を高めるよう、
図や表、QRコンテンツ（映像）の
充実が図られている。また、学習
内容や文言も精選されており、よ
り学習効果の向上が見込まれ
る。

２
組
織
と
配
列
に
関
す
る
こ
と

　 学年別に内容が配列され、学
習指導要領に示された内容の所
定配当時数内での指導が可能な
ように構成されている。また、１単
元時間２～３ページ構成になって
おり、見通しを持った学習ができ
るよう配慮されている。

３
学
習
と
指
導
に
関
す
る
こ
と

　日常経験から自他の課題につ
なげる発問が設定され、学習課
題を自分のものとして、主体的に
課題解決に取り組むことができる
よう配慮されている。

　当該校は、　「学んだことをもとに、進んで課題を見

つけ、解決していく生徒を育成する」ことを教育目標

としており、習得した知識・技能を活用して、さらに思

考を深めることができる構成になっていることや生徒

のタブレットからアクセスできるデジタルコンテンツ

が豊富にあることを重視していることから、受け身か

ら自主的な学びへの転換や課題解決学習に適した

教科書を高評価としている点は、妥当だと判断する。

　当該校は、確かな知性と旺盛な自立
心をもった生徒の育成を目指している
ことから、生徒の学習意欲の向上を図
るため、資料やデジタルコンテンツ材
料が充実していることは、非常に効果
的であると考え、また、学んだことを生
徒が自己の生活や社会に生かすた
め、内容や文言が精選されているとい
う特徴を評価していることは、妥当だと
判断する。

　当該校は、学んだことをもとに、進ん
で課題を見つけ、解決していく生徒の
育成に取り組んでいることから、学習
指導要領で示された内容構成となって
おり、章ごとに目標が明示されている
ことは、学習者がねらいを把握し、見
通しをもって主体的に学習に取り組む
ことにつながるという点を評価している
ことは、妥当だと判断する。

　当該校は、学んだことをもとに、進ん
で課題を見つけ、解決していく生徒の
育成に取り組んでいることから、学習
者が学習課題を発見し、主体的に資
料などを読み解き、説明する等の活動
につなげていくことができる教科書を
評価していることは、妥当だと判断す
る。

　発達段階に応じた簡潔で分かりやす
い表現が用いられ、学習者が理解し
やすい文章になっている。また、挿絵
や章末資料は、身近に感じる物を使用
しているので、生徒が親しみや魅力を
感じられる点を評価していることは、妥
当だと判断する。

種目 【保健体育】

審査委員会所見

◎数

高評価とする理由

項

目

観

点

教

科

書



令和７年度使用宮城県立中学校教科用図書の採択について
教科別教科書審査結果報告１３ 【 技術・家庭（技術分野） 】

＜古川黎明中学校＞ ＜仙台二華中学校＞

２東書 ６教図 ９開隆堂

技術
002-72

技術
006-73
006-74

技術
009-72

17 12 14

（１） ◎ ◎ ◎

（２） ◎ ◎ ◎

（３） ◎ ○ ◎

（４） ◎ ◎ ◎

（５） ○ ○ ○

総合

評価 ◎ ◎ ◎

（１） ◎ ○ ◎

（２） ◎ ◎ ◎

（３） ◎ ○ ◎

（４） ◎ ◎ ◎

（５） ◎ ○ ○

総合

評価
◎ ○ ◎

（１） ◎ ◎ ◎

（２） ◎ ◎ ◎

（３） ◎ ○ ◎

（４） ◎ ◎ ◎

（５） ○ ○ ○

総合

評価 ◎ ◎ ◎

（１） ◎ ◎ ◎

（２） ◎ ◎ ○

（３） ○ ○ ○

（４） ◎ ◎ ○

（５） ◎ ◎ ◎

総合

評価
◎ ◎ ○

　当該校では、主体的・創造的に学ぶ
生徒の育成に力を入れていることか
ら、身に付けた知識・技能等を用いて
生徒自身が科学的に考えたり、豊か
に想像しようとする態度を喚起すること
ができるように配慮されている点を評
価していることは、妥当だと判断する。

◎数

高評価とする理由 審査委員会所見

　資料が豊富で偏りがなく、多面
的なものの見方ができるように工
夫されている。
　身のまわりの技術から社会の問
題解決まで、具体的な製品や事
例を取り上げており、理解を深め
やすい内容となっている。

　各単元の目標や学習課題が明
示されており、それらが達成され
るよう配慮のあるまとめ方がされ
ている。
　基礎的・基本的な内容から技術
の最適化まで、段階を踏んで配
列されており、効果的に学べるよ
う工夫されていることから、生徒
自身が自分の到達段階を確認し
ながら主体的、計画的に学習を
進めることができる。

項

目

　当該校では、主体的・創造的に学ぶ
生徒の育成や問題解決力の育成に力
を入れていることから、資料が豊富で
多面的なものの見方ができるように工
夫されている点や、社会の中での問
題解決まで取り上げられている点を評
価していることは、妥当だと判断する。

　主体的・創造的に学ぶ生徒の育成
や問題解決力育成に力を入れている
当該校にとって、基礎的・基本的な内
容から技術の最適化まで、段階を踏ん
で配列され、計画性を持って自ら進ん
で効果的に学べるように工夫されてい
る点を評価していることは、妥当だと判
断する。

　色彩や印刷が工夫され見やすく、視
覚に優しく配慮されているか、レイアウ
トやバランスがよく、内容を把握しやす
いかについて評価している点は、妥当
だと判断する。

　主体的・創造的に学ぶ生徒の育成を
目指している当該校の特色を踏まえ、
主体的に学習に取り組む意欲を高め
るような工夫に着目し、幅広い事例を
取り上げ、科学的な理解を深められる
教科書である点を重視し、高評価とし
ていることは、妥当だと判断する。

種目 【技術・家庭（技術分野）】

　主体的・創造的に学ぶ生徒の育成を目指している本校にお
いては、興味・関心を持たせ、計画的・自主的に学習を進め
ようとする意欲を高めるような工夫がされていることが望ま
しい。さらに、課題研究などへ学びの場をつなげていくため
にも、知的好奇心をくすぐり、幅広い事例を取り上げ、科学
的な理解をより深められる教科書であることが望ましい。

４
表
現
と
体
裁
等
に
関
す
る
こ
と

所見

　色彩や印刷が工夫されており、
見やすく、視覚にやさしく配慮され
ている。レイアウトやバランスも良
く、内容を把握しやすい。
　開いた時に閉じにくく、中央部も
見やすいなど、使用しやすい工夫
がされている。

１
内
容
に
関
す
る
こ
と

２
組
織
と
配
列
に
関
す
る
こ
と

３
学
習
と
指
導
に
関
す
る
こ
と

　図や資料が豊富に、適切に使
用されており、イメージがしやす
く、理解を深める一助となるよう工
夫されている。
　様々な技術や技術者の紹介、
科学的な側面からの説明など、
生徒の興味関心を高める工夫が
されているため、身に付けた知
識・技能等を用いて生徒自身は
科学的に考えたり、豊かに創造し
ようとたりする態度を喚起すること
ができると考える。

観

点

教

科

書

２東書 ６教図 ９開隆堂

技術
002-72

技術
006-73
006-74

技術
009-72

8 1 10

（１） ◎ ◎ ◎

（２） ○ ○ ○

（３） ◎ △ ◎

（４） ○ ○ ○

（５） ○ ○ ○

総合

評価 ○ ○ ○

（１） ◎ △ ◎

（２） ○ △ ○

（３） ○ ○ ○

（４） ◎ ○ ◎

（５） ◎ ○ ◎

総合

評価
◎ ○ ◎

（１） ◎ ○ ◎

（２） ○ ○ ◎

（３） ○ ○ ◎

（４） ○ ○ ○

（５） ○ ○ ○

総合

評価 ○ ○ ◎

（１） ○ ○ ○

（２） ◎ ○ ○

（３） ○ ○ ○

（４） ◎ ○ ◎

（５） ○ ○ ◎

総合

評価 ○ ○ ○

　主体的な学習態度が形成されるよう
配慮されているか、身近な題材が豊
富で学習の動機付けとして興味がもて
るよう配慮されているかを評価してい
ることは、妥当だと判断する。

　当該校の教育目標である「創造力の育成」
については、物事を意図的・計画的に段階を
追って進める構成、「自主・自立の精神の育
成」については、学習の動機付けができる工
夫、「共生心の涵養」については、自分の考
えを深めながら学習の発展が図れる点を重
視し、高評価としていることは、妥当だと判
断する。

種目 【技術・家庭（技術分野）】

　本校の目指す生徒像、教育目標から、基礎・基本を理解
し、発展的な学習に対応できることはもちろん、主体的に学
習に取り組むことができる教科書、物事を意図的・計画的に
段階を追って進めようとすることができる教科書が最適であ
ると考える。そのため、身近な題材が豊富で、学習の動機づ
けが図れるもの、豊富な資料があることで自分の考えを深め
ながら、学習の発展が図れるものが適切であると考える。

４
表
現
と
体
裁
等
に
関
す
る
こ
と

所見

　魅力的なキャラクター等が描か
れ、主体的に学習に取り組めるよ
う工夫されている。
　写真やイラストが見やすく、ま
た、図表が大きく分かりやすく表
示されており、補足などの説明も
充実している。
　再生紙等が使用され、環境への
配慮が見られる。また、サイズ等
にも使い勝手のよさが考えられて
いる。

１
内
容
に
関
す
る
こ
と

２
組
織
と
配
列
に
関
す
る
こ
と

３
学
習
と
指
導
に
関
す
る
こ
と

　製作等の学習において、計画、
実行、評価、改善の流れを実践す
ることで、主体的な学習態度が形
成されるよう配慮されており、手
順や段階を考えて思考、表現、判
断する資質・能力の育成にも効果
的である。
　身近な題材が豊富で、学習の
動機づけとして興味がもてるよう
配慮されている。
　豊富な資料が示されており、多
様な生徒に対応できるようになっ
ている。

　当該校では、学んだことをもとに進ん
で課題を見つけ、解決していく生徒の
育成に力を入れていることから、製作
等の学習において、計画、実行、評
価、改善の流れを実践することで、主
体的な学習態度が形成されるよう配
慮されている点や、身近な題材が豊
富な点を評価していることは、妥当だ
と判断する。

◎数

高評価とする理由 審査委員会所見

　技術・家庭科及び技術分野の
目標を踏まえ、実生活に身近な
題材が多く取り上げられ、学習の
意欲や動機付けをしながら、基礎
的・基本的な知識及び技術の習
得が図れるように配慮されてい
る。
　問題解決の手順がわかりやすく
示されている。
　小学校との学びのつながりが確
認できるようになっており、学習
内容の充実と発展が図れるよう
に工夫されている。

　４つの内容について、学習の効
果があがるように、系統的に配列
されている。
　豊富な題材例が、生徒にとって
わかりやすく、取り組みやすいも
ので校正されている。
　ガイダンスの部分での資料が豊
富で、小学校との学びのつながり
や、３年間を見通して学習できる
ように配慮されている。

項

目

　当該校では、学んだことをもとに進ん
で課題を見つけ、解決していく生徒の
育成に力を入れていることから、技術
分野の目標を踏まえ、基礎的・基本的
な知識及び技能の習得が図れるよう
に配慮されていることや、問題解決の
手順がわかりやすく示されている点を
評価している点を評価していることは、
妥当だと判断する。

　当該校では、学んだことをもとに進ん
で課題を見つけ、解決していく生徒の
育成に力を入れていることから、技術
分野の４つの内容について、技術分野
の学習過程を踏まえた系統的な配列
や、豊富な実習題材例によって、生徒
が見通しを持って主体的に取り組むこ
とができる点を評価していることは、妥
当だと判断する。

観

点

教

科

書



令和７年度使用宮城県立中学校教科用図書の採択について
教科別教科書審査結果報告１４ 【 技術・家庭（家庭分野） 】

＜古川黎明中学校＞ ＜仙台二華中学校＞

２東書 ６教図 ９開隆堂

家庭
002-72

家庭
006-72

家庭
009-72

18 12 17

（１） ◎ ◎ ◎

（２） ◎ ◎ ◎

（３） ◎ ○ ◎

（４） ◎ ◎ ◎

（５） ○ ○ ○

総合
評価 ◎ ◎ ◎

（１） ○ ○ ◎

（２） ◎ ◎ ◎

（３） ◎ ○ ◎

（４） ◎ ◎ ◎

（５） ◎ ◎ ◎

総合
評価 ◎ ◎ ◎

（１） ◎ ◎ ◎

（２） ◎ ◎ ◎

（３） ◎ ○ ◎

（４） ◎ ○ ◎

（５） ◎ ◎ ◎

総合
評価 ◎ ◎ ◎

（１） ◎ ◎ ◎

（２） ◎ ◎ ◎

（３） ◎ ○ ○

（４） ◎ ○ ○

（５） ◎ ◎ ◎

総合
評価 ◎ ◎ ◎

◎数

高評価とする理由 審査委員会所見

４
表
現
と
体
裁
等
に
関
す
る
こ
と

　参考となるグラフや写真の他、
イラストを効果的に使用すること
で、学習の内容を把握しやすく、
見通しを持ちやすい工夫がされて
いる。
　開いた時に閉じにくく、中央部も
見やすいなど、使用しやすい工夫
がされている。

項

目

所見

１
内
容
に
関
す
る
こ
と

　学習指導要領にそった学習の
目標が明示してあり、よりよい生
活の実現に向けた基礎的な理解
が図りやすい内容となっている。
　体験的・実践的な内容が多く、
具体的で分かりやすいことから、
生徒が実生活でも活用してみよう
とする気持ちを育成しやすい。

２
組
織
と
配
列
に
関
す
る
こ
と

　系統的に配列されており、小学
校での既習事項や他教科とのつ
ながりがわかりやすく、基礎から
発展、まとめへと学習活動を深め
やすい工夫がされている。

３
学
習
と
指
導
に
関
す
る
こ
と

　日本の文化から今日的課題ま
で幅広く取り上げ、生徒の興味関
心を高めている。
　実習例を多く取り入れ、地域や
生徒の実態に応じた学習活動と
なるよう、また主体的・対話的で
深い学びとなるよう配慮されてい
ることから、生徒が学習した内容
を実生活で活用してみようとする
ことが期待できる。

　本校の生徒は、学習に対して興味関心が高く、意欲的に取
り組むが、家庭生活における経験値の低い生徒が多い。学び
の中で直面する様々な課題について、主体的に解決策を探り
だしていくためには、基礎的・基本的な内容が充実し、生徒
の実態に応じて授業を展開できる教科書が望ましい。さら
に、生徒が実生活で活用しようとする意欲を高められる、実
習例が多く取り入れられている教科書が望ましい。

種目 【技術・家庭（家庭分野）】

　生活の自立に必要な基礎的・基本的な知識
や技術を習得させ、実践的・体験的な学習活

動をとおして、家庭生活や社会生活の問題を
解決する力の育成、持続可能な社会を構築す
るために課題を理解し、主体的に行動できる

力を育成するという教科書の内容が、教育目
標である主体的・創造的に学ぶ生徒の育成、
心豊かで包容力をもち、未来を切り拓いて社

会に貢献できる人間の育成と合致しており、
評価は妥当だと判断する。

　当該校は、主体的に学び、自ら問題
解決に取り組む生徒の育成に力を入
れていることから、生活の自立に向け
た基礎的・基本的な学習内容が重視
され、体験的・実践的な内容も多く、具
体的で理解しやすいことから、生徒が
実生活でも活用してみようとする気持
ちを育成しやすい内容が学習者にとっ
て効果的だと評価していることは、妥
当だと判断する。

　主体的・創造的に学ぶ生徒の育成
に力を入れている当該校にとって、系
統的に配列されており、小学校での既
習事項や他教科とのつながりがわか
りやすく、基礎から発展、まとめへと学
習活動を深めやすい工夫がされてい
るという点を評価していることは、妥当
だと判断する。

　当該校は、我が国や世界の発展に
貢献できる人間の育成に力を入れて
いることから、題材について、日本の
伝統文化から今日的課題まで幅広く
取り上げ、生徒の興味関心を高める内
容となっている点や、実習例が多く地
域や生徒の実態に応じた学習活動と
なるよう、また主体的・対話的で深い
学びとなるよう配慮されている点を評
価していることは、妥当だと判断する。

　参考となるグラフや写真の他、イラス
トを効果的に使用することで、学習の
内容を把握しやすく、見通しを持ちや
すい工夫がされている。また、開いた
時に閉じにくく、中央部も見やすいな
ど、学習者にとって使用しやすい工夫
がされている点を評価していることは、
妥当だと判断する。

観

点

教

科

書

２東書 ６教図 ９開隆堂

家庭
002-72

家庭
006-72

家庭
009-72

16 12 9

（１） ◎ ◎ ◎

（２） ◎ ◎ ◎

（３） ◎ ◎ ○

（４） ◎ ○ ○

（５） ◎ ○ ○

総合

評価 ◎ ◎ ○

（１） ○ ◎ ◎

（２） ◎ ◎ ○

（３） ◎ ◎ ◎

（４） ◎ ○ ◎

（５） ◎ ◎ ○

総合

評価 ◎ ◎ ◎

（１） ◎ ◎ ○

（２） ◎ ○ ◎

（３） ○ ○ ○

（４） ◎ ◎ ○

（５） ◎ ○ ◎

総合

評価 ◎ ○ ○

（１） ◎ ○ ◎

（２） ○ ○ ○

（３） ◎ ◎ ○

（４） ○ ◎ ○

（５） ◎ ◎ ◎

総合

評価
◎ ◎ ○

　小学校の学習を基盤とし基礎的・基本的な

学習内容を踏まえた上で、SSH指定校として

の取組に係る、実践的・体験的に実際に物事

に関わり合いながら思考力や判断力を培って
いく学習や教科横断的に学力の定着を図る工

夫があり、生徒個々の興味関心に応じて学習

が深められ、発展的な学習にも対応できる教

科書の内容が、教育目標である創造力の育

成、自主・自立の精神の育成、共生の心の涵

養と合致していると判断する。

　当該校では、課題解決能力や自己
実現に向けた主体的な態度の育成に
力を入れていることから、実生活に即
した基礎的・基本的題材が多く盛り込
まれ、ガイダンスのチェック項目を活用
することで、各編における自分の課題
を設定し、自己解決に向けて学習を進
めていけるよう工夫されている内容は
学習者にとって効果的だと評価してい
ることは、妥当だと判断する。

　当該校では、学んだことをもとに、進
んで課題を見つけ、解決していく生徒
の育成に力を入れていることから、各
節ごと「導入」「基本」「学習のまとめ」
の構成で、見通しをもって学習に取り
組めるよう配慮されている点や、実習
例が多く掲載されており、重視してい
る実践的・体験的学習がしやすい工夫
がされているという点を評価しているこ
とは、妥当だと判断する。

　当該校では、学んだことをもとに、進
んで課題を見つけ、解決していく生徒
の育成に力を入れていることから、基
礎的・基本的な知識技術の定着や他
教科と関連した内容をマーク表示する
等の工夫がある。また、発展的課題も
掲載され、生徒が取り組んでみたいと
思うことや、多様な能力に対応する配
慮があるため、知的好奇心の高い生
徒についても学習をよりよく深めること
ができると評価していることは、妥当だ
と判断する。

　写真やイラストが豊富で生徒が興
味・関心をもって学習に取り組めるよう
な工夫や、ユニバーサルデザインフォ
ント等の配慮もあり読みやすい工夫が
なされている。３年間の使用に耐える
ような強度の高い加工が施されている
ことも評価していることは、妥当だと判
断する。

種目 【技術・家庭（家庭分野）】

所見

１
内
容
に
関
す
る
こ
と

　ガイダンスのチェック項目を活用
することで、各編における自分の
課題を設定し、自己解決に向けて
学習を進めていけるような記載で
ある。

２
組
織
と
配
列
に
関
す
る
こ
と

　実習例が多く掲載されており、
「導入」「基本」「学習のまとめ」の
構成で、本校が重視している実践
的・体験的学習がしやすい工夫
がされている。

３
学
習
と
指
導
に
関
す
る
こ
と

　基礎的・基本的な知識技術を定
着させるためマーク表示などの工
夫がされている。また、発展的な
課題も掲載されており、生徒が取
り組んでみたいと思うことや、多
様な能力に対応する配慮がある
ため、知的好奇心の高い本校生
徒の学習をよりよく深めることが
できる。

　小学校の学習を基盤とし、基礎的・基本的な学習内容を踏
まえた上で、SSH指定校としての取組に係る、実践的・体験
的に実際に物事に関わり合いながら、思考力や判断力を培っ
ていくといった学習によって教科横断的に学力の定着を図る
工夫があり、生徒個々の興味関心に応じて学習が深められ、
発展的な学習にも対応できる教科書が望ましい。

◎数

高評価とする理由 審査委員会所見

４
表
現
と
体
裁
等
に
関
す
る
こ
と

　生徒の発達段階に応じた配慮
がされおり、読みやすい工夫がさ
れている。３年間の使用に耐える
ような強度を高める加工が施され
ている。

項

目

観

点

教

科

書



令和７年度使用宮城県立中学校教科用図書の採択について
教科別教科書審査結果報告１５ 【 外国語（英語） 】

＜古川黎明中学校＞ ＜仙台二華中学校＞

２東書 ９開隆堂 15三省堂 17教出 38光村 61啓林館

英語
002-72
002-82
002-92

英語
009-72
009-82
009-92

英語
015-72
015-82
015-92

英語
017-72
017-82
017-92

英語
038-72
038-82
038-92

英語
061-72
061-82
061-92

13 8 10 5 17 3

（１） ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○

（２） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

（３） ○ ○ ○ ○ ◎ ○

（４） ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

（５） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

総合
評価 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○

（１） ○ ○ ○ ○ ◎ ○

（２） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

（３） ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

（４） ○ ○ ○ ○ ◎ ○

（５） ○ ○ ○ ○ ○ ○

総合

評価 ○ ○ ○ ○ ◎ ○

（１） ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

（２） ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○

（３） ○ ○ ○ ○ ○ ○

（４） ◎ ○ ○ ○ ○ ○

（５） ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○

総合
評価 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○

（１） ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○

（２） ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

（３） ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○

（４） ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

（５） ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

総合
評価 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○

種目 【英語】

審査委員会所見

◎数

高評価とする理由

項

目

　当該校は「我が国や世界の発展に貢献できる

人間を育成する」ことを教育方針としており、シ
ンガポールの中学校とのオンライン交流を継続

し、生徒が英語を実践的に用いる場を確保して
いる。このような特色に照らして、生徒の視野を
広げる国際的・時事的な題材が豊富である点、

また実践的なコミュニケーション能力の育成に
資する多様な言語活動が提案されている点を高
く評価していることは妥当であると判断する。

　国際的視野を広げる話題や現代的
な話題など、生徒の興味関心を喚起
する幅広い題材が扱われているかを
評価のポイントとしている点は、国際
社会を舞台に活躍するグローバル人
材の育成を目指す当該校の教育方針
に照らして、妥当であると判断する。

　当該校は、我が国や世界の発展に
貢献できる人間の育成に力を入れて
いることから、実践的コミュニケーショ
ン能力育成の観点で、４技能５領域の
言語活動の配列を重視し、読んだこと
や聞いたことを活用した話すことや書く
ことの言語活動が、各課において確実
に行えるよう組織されている点を高く
評価していることは、妥当と判断する。

　国際的な視野を広げることに力を入
れている当該校にとって、４技能５領
域のバランスに配慮された構成である
ことに加え、基礎的な内容から発展
的・応用的な内容まで幅広く扱った言
語活動が提案されていることを高く評
価している点は、コミュニケーションを
図る資質・能力を段階的に育成する観
点から、妥当と判断する。

　題材に関する写真やイラストが、内
容の理解を促すために効果的に用い
られているかを重視するとともに、文字
の大きさ等、書面の体裁が、視覚的ス
トレスを与えず学習がしやすいものに
なっているかに留意しており、妥当で
あると判断する。

４
表
現
と
体
裁
等
に
関
す
る
こ
と

　題材に関するイラストや写真が
多く使われ、視覚的にも理解を促
進している。
　文字や教科書自体の大きさが
丁度よく、学習しやすくなるよう工
夫されている。

所見

　本校では、国際社会に貢献できる人材の育成を目指し、英語教育にも力を入れ
ており、学習に対する意欲が高く、知識の豊富な生徒が多く入学してくる。技術
面においても高いレベルの生徒が多い。本校では週５時間の授業があるため、基
本的な内容から発展的・応用的な活動までを段階を踏んで取り組めるものを希望
する。４技能がバランスよく習得できること、国際的な視野を身に付けられるよ
う、生徒が興味・関心をもてる内容であることが望ましい。

１
内
容
に
関
す
る
こ
と

　４技能５領域のバランスや活動
の一貫性が考慮されており、学習
した内容を使って、お互いに理解
し合う活動ができるように工夫し
てある。
　扱うテーマが幅広く、今の時代
に合った内容である。生徒の知的
好奇心や学習意欲を高める内容
である。

２
組
織
と
配
列
に
関
す
る
こ
と

　単元ごとに題材内容と言語材料
が適切に組み合わされている。そ
れぞれに到達目標が明示されて
おり、到達度を確認しながら学習
できるように配慮されている。
　本校では、国際社会に貢献でき
る生徒の育成を目指し、英語教育
にも力を入れているが、学習した
言語材料を用いて日常的なやりと
り等の実践的なコミュニケーション
ができるような活動例が提案され
ている点が良く、表現力の向上に
効果的である。

３
学
習
と
指
導
に
関
す
る
こ
と

　４技能をバランスよく学習できる
構成となっている。また、生徒が
家庭でも学習しやすいよう、音声
や映像リンク集なども提供してい
る。
　SDGsや災害対策、AI技術につ
いてなど、時事的な内容を取り入
れ、他教科で身に付けた知識を
生かして学びが深まるよう配慮さ
れていることから、国際的な広い
視野を育成する本校の生徒の授
業において効果的である。

観

点

教

科

書

２東書 ９開隆堂 15三省堂 17教出 38光村 61啓林館

英語
002-72
002-82
002-92

英語
009-72
009-82
009-92

英語
015-72
015-82
015-92

英語
017-72
017-82
017-92

英語
038-72
038-82
038-92

英語
061-72
061-82
061-92

14 16 14 12 17 11

（１） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

（２） ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

（３） ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○

（４） ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○

（５） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

総合
評価 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

（１） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

（２） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

（３） ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○

（４） ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

（５） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

総合

評価 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

（１） ○ ○ ○ ○ ◎ ○

（２） ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

（３） ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

（４） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

（５） ○ ○ ◎ ○ ○ ○

総合
評価 ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○

（１） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

（２） ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

（３） ◎ ○ ○ ○ ○ ○

（４） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

（５） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

総合
評価 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

４
表
現
と
体
裁
等
に
関
す
る
こ
と

　生徒が親しみを感じるように工
夫されている。
　活字の大きさ、色彩が工夫され
ている。

所見

　本校では、英語を用いたコミュニケーション能力を着実に育成できるよう、習
熟度別指導を行っており、基礎的な内容を重視した指導をするコースと、発展的
な内容を扱うコースがある。このような本校の状況から、基礎的な内容から発展
的な内容まで幅広い内容を取り扱ったもの、３年間を通して教科書の題材で取り
上げられている人物の心情をとらえながら内容理解を深めることができる教科書
が望ましいと考えている。

１
内
容
に
関
す
る
こ
と

　生徒の心身の発達の段階を考
慮して、学習意欲を高めるように
題材の選定が行われており、身
近な話題から海外の時事問題な
ど、国際社会に貢献できる生徒を
育成する上で取り上げたい題材
が豊富である。

２
組
織
と
配
列
に
関
す
る
こ
と

　登場人物の成長、言語材料の
段階的な扱い、４技能の効果的
な学習という点で、組織的、系統
的に配列されていて、基礎的・基
本的な内容が定着するように工
夫されていることから、英語を用
いたコミュニケーション能力の向
上に力を入れている本校の授業
で活用しやすい。

３
学
習
と
指
導
に
関
す
る
こ
と

　本校では、英語によるコミュニ
ケーションや異文化理解の深化
に力を入れているため、思考力・
判断力・表現力等を育成するため
の発展的な学びが盛り込まれて
いる点が非常によい。
挿絵と写真を効果的に取り入れ、
多くの生徒が場面等をイメージし
やすいように配慮されている。

　当該校は、求める生徒像として「国際社会に貢

献できる生徒」を掲げ、実践的なコミュニケー
ション能力を高めることを重視している他、習熟

度別指導により幅広い学力層の生徒に対応す
る授業を展開している。そのため、国際的話題
を含めた多様な話題を題材に、基礎から発展ま

で段階を踏んで言語活動を展開できることを高
く評価している点が一貫しており、妥当であると
判断する。

　当該校では、「国際社会に貢献でき
る生徒」の育成に力を入れていること
から、生徒の学習意欲を高める観点
で、３年間を貫くストーリーがあり、登
場人物の心情を捉えながら内容理解
を深めることができること、身近な話題
から社会的な話題まで幅広い題材を
扱っていることを評価のポイントとして
いることは、妥当だと判断する。

　生徒のコミュニケーション能力の育成
に力を入れている当該校にとって、基
礎的・基本的な内容の確実な習得の
観点から、言語材料が段階的に配列
され、４技能５領域の言語活動がバラ
ンスよく、効果的に組織されていること
を高く評価していることは、妥当だと判
断する。

　当該校では、英語を用いたコミュニ
ケーション能力の向上や異文化理解
の深化に力を入れていることから、言
語活動を通してコミュニケーションを図
る資質・能力を高めるため、挿絵や写
真等を効果的に用いながら、生徒が
目的・場面・状況を明確にイメージして
活動ができるよう工夫されているかを
重視し、評価している点は、妥当だと
判断する。

　生徒が親しみや魅力を感じるように
紙面が工夫されており、活字の大きさ
や色彩が適切であるかを高く評価して
いる点は妥当だと判断する。

種目 【英語】

審査委員会所見

◎数

高評価とする理由

項

目

観

点

教

科

書



令和７年度使用宮城県立中学校教科用図書の採択について
教科別教科書審査結果報告１６ 【 道徳 】

＜古川黎明中学校＞ ＜仙台二華中学校＞

２東書 17教出 38光村 116日文 224学研 232あか図 233日科

道徳
002-72
002-82
002-92

道徳
017-72
017-82
017-92

道徳
038-72
038-82
038-92

道徳

116-73・74

116-83・84

116-93・94

道徳
224-72
224-82
224-92

道徳
232-73
232-83
232-93

道徳
233-72
233-82
233-92

3 3 4 6 5 2 0

（１） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（２） ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ △

（３） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（４） △ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

（５） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総合

評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（１） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（２） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（３） ○ △ ○ ◎ ◎ ○ △

（４） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

（５） ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

総合

評価
○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

（１） ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

（２） ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

（３） ○ ○ ◎ ○ ○ ○ △

（４） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（５） ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

総合

評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（１） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（２） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（３） ○ ○ ○ ○ ○ △ ○

（４） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（５） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総合

評価
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　文字の大きさが読みやすいもの
であり、図表等とのバランスがよ
い。生徒の心に響く写真等が使
われている。

　本校では、礼節と品性を尊び、規範意識をもって行動することのできる生徒の育成、
自主的に考えて行動し、理想の実現を追求することのできる生徒の育成、自己理解を深
め、環境や社会の変化に対応してたくましく生き抜くことのできる生徒の育成、他者の
考えを認め、他者と力を合わせ、社会の一員として貢献できる生徒の育成を道徳の重点
指導目標としている。これらに関連する内容項目について、自分事として考えるきっか
けとなる資料が多く、発展的な学習を展開することが可能な資料がより多く選定されて
いるものを希望する。また、道徳の教材として書かれた資料と特定の人物や地域等を題
材としたものがバランス良く取り上げられているものを希望するが、特定の人物や地域
等に関しては、デジタル資料等が充実しているものを希望する。

　宮城県の「学校教育方針と重点」に
ある「社会の発展を支える力と郷土を
愛する心の育成」する上で、地域の祭
事や伝統工芸を取り上げたものは、そ
れらになじみのない生徒にとって考え
を深めることが難しいが、その点に配
慮されており、「命を守る力と共に支え
合う心の育成」に関する教材も各学年
で選定されている。また、学習指導要
領に示された各内容項目の指導の要
点を押さえた上で資料が選定されてい
る。

　１つの内容項目について複数教
材が取り上げられているものがあ
るが，その配列に工夫が見られ、
段階的に深めていくことが可能で
ある。また，主たる資料以外にも
発展的な学習を進めることのでき
る学びの資料が付随している。郷
土に関する資料については，宮
城県の生徒でも関心がもてる内
容である。

　各教材の発問例が，より道徳的
価値にせまることのできるものと
なっている。また，ウェブページに
ある動画等の資料が，生徒の心
をゆさぶり，思考力・判断力・表現
力等の育成、主体的・対話的で
深い学びの実現につながるものと
なっている。

４
表
現
と
体
裁
等
に
関
す
る
こ
と

所見

１
内
容
に
関
す
る
こ
と

２
組
織
と
配
列
に
関
す
る
こ
と

３
学
習
と
指
導
に
関
す
る
こ
と

◎数

高評価とする理由 審査委員会所見

項

目

種目 【特別の教科　道徳】

　当該校は、教育目標に「礼節と品性
を尊び、心豊かで包容力をもつ個性あ
ふれる生徒の育成」を掲げており、自
分事として考えるきっかけとなる資料
が多く、発展的な学習を展開すること
が可能な資料が多く選定されている教
科書を重視していることは、学校教育
目標に照らして妥当であると判断す
る。

　当該校は、主体的に学び、自ら問題
解決に取り組む生徒の育成に力を入
れていることから、宮城県の「学校教
育方針と重点」にある「社会の発展を
支える力と郷土を愛する心の育成」の
ために、地域の祭事や伝統工芸を取り
上げた教材が設定されていることが、
学習者にとって効果的だと評価してい
ることは、妥当だと判断する。

　主体的・創造的に学ぶ生徒の育成
に力を入れている当該校にとって、生
徒が１年間の見通しをたてて、主体的
に取り組めるよう、発達の段階などを
踏まえて身近な教材を選定し、各テー
マを学ぶ必然性が感じられるよう適切
な時期に設定していることが、学習者
にとって効果的だと評価していること
は、妥当だと判断する。

　当該校は、問題解決力や表現力の
育成に力を入れていることから、各教
材の発問例が、より道徳的価値にせ
まることのできるものとなっていること
や、発展的課題を設けて考え合うこと
で納得解を得られることが、学習者に
とって効果的だと評価していることは、
妥当だと判断する。

　ユニバーサルデザインフォントを使用
し、レイアウトが工夫されていること
や、生徒の心に響く写真等及びジェン
ダー等を含め多様性に留意した教材
や挿絵が配置されていることが、学習
者にとって効果的だと評価しているこ
とは、妥当だと判断する。

観

点

教

科

書

２東書 17教出 38光村 116日文 224学研 232あか図 233日科

道徳
002-72
002-82
002-92

道徳
017-72
017-82
017-92

道徳
038-72
038-82
038-92

道徳

116-73・74

116-83・84

116-93・94

道徳
224-72
224-82
224-92

道徳
232-73
232-83
232-93

道徳
233-72
233-82
233-92

20 16 17 14 13 16 6

（１） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

（２） ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 ◎ 〇

（３） ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 ◎ 〇

（４） ◎ 〇 ◎ 〇 〇 ◎ 〇

（５） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

総合

評価
◎ ◎ ◎ ◎ 〇 ◎ 〇

（１） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

（２） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

（３） ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 〇 〇

（４） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

（５） ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

総合

評価
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

（１） ◎ ◎ ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

（２） ◎ ◎ ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

（３） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

（４） ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

（５） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

総合

評価
◎ ◎ ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

（１） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

（２） ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

（３） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

（４） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

（５） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

総合

評価
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

　当該校は、「創造力」、「自主・自律の精

神」の育成、「共生の心」の涵養を教育目標

に掲げ、課題解決能力や自己実現に向けた主

体的な態度の育成に力を入れていることか

ら、１つの題材を様々なワークシートの様式

で考えさせることができ、より身近な場面か

ら生徒の考えをより深めることにつなげられ

る教科書を重視していることは、学校教育目

標に照らして妥当であると判断する。

　当該校では、しっかりとした自分を
もって、未来に立ち向かっていく「自
主・自立の精神」の育成に力を入れて
いることから、「学習のテーマ」「考えよ
う」「学習を振り返ろう」という学習の流
れにより、「考える道徳」「議論する道
徳」が実践でき、社会で必要となる力
とよりよく関連付けられることが、学習
者にとって効果的だと評価しているこ
とは、妥当だと判断する。

　互いを知って共に生きようとする「共
生の心」の涵養に力を入れている当該
校にとって、いじめ問題のユニットを学
級づくりの時期、生命尊重のユニットを
長期休業後の時期にまとめて配列さ
れているなど、生徒の発達段階に対
応した組織・配列は、学校全体として
の重点的取組につなげられ、学習者
にとって効果的だと評価していること
は、妥当だと判断する。

　当該校では、課題解決能力や自己
実現に向けた主体的な態度の育成に
力を入れていることから、他教科や総
合的な学習との関連を意識したり、生
徒が自分事として捉えやすいような題
材から価値項目を考えたりする工夫が
見られることが、学習者にとって効果
的だと評価していることは、妥当だと判
断する。

　視認性の高いユニバーサルデザイン
フォントを使用してすべての生徒が使
いやすく、生徒が親しみやすい表現や
図表等が配置されていることが、学習
者にとって効果的だと評価しているこ
とは、妥当だと判断する。

　表現、表記、図表等などのバラ
ンスがとれており、生徒が親し
み、魅力を感じやすいように配慮
されている。

　本校の教育目標である「創造力」「自主自立」「共生」を考慮することや学習指導要
領の目標を達成すべきことを踏まえると、「考え、議論する道徳」を実践するために必
要な教科書を使用したいと考える。そのため、様々な背景を持った多様な生徒が在籍し
ている本校の現状を鑑みて、１つの題材を様々なワークシートの様式で考えさせること
ができ、より身近な場面から生徒の考えをより深めることにつなげられる教科書が望ま
しい。

　学習指導要領に記載の目標を
達成するように内容が工夫されて
いる。また、SDGsに触れるなどこ
れからの社会に必要とな力などと
関連付け、生徒の学びを充実させ
ている。

　１年間の中で、生徒の発達段階
に応じた配列になっており、価値
項目について深く考えられるよう
な工夫が見られる。そのため、年
間指導計画に広く適合できるよう
になっている。

　他教科や総合的な学習との関
連を意識したり、生徒が自分事と
して捉えやすいような題材から価
値項目を考えたりする工夫が見ら
れ、より深く考え、物事を多面的、
多角的に考えられるようになって
いる。

４
表
現
と
体
裁
等
に
関
す
る
こ
と

所見

１
内
容
に
関
す
る
こ
と

２
組
織
と
配
列
に
関
す
る
こ
と

３
学
習
と
指
導
に
関
す
る
こ
と

種目 【特別の教科　道徳】

◎数

高評価とする理由 審査委員会所見

項

目

観

点

教

科

書
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教科別教科書審査結果報告１７ 【数学Ⅰ】

＜古川黎明中学校＞ ＜仙台二華中学校＞

※ 仙台二華中学校は、併設型中学校における中高一貫教育の特例を
用いて、併設型高等学校の「数学Ⅰ」の指導内容の一部を移行させて
いることから、高等学校用教科書「数学Ⅰ」も採択している。

＜ な し ＞

2 東書

数Ⅰ 701

審査委員会所見

総合所見

　これまで学んできたことを体系的
な知識として整理することができる
ようになっており、主体的に取り組
めるように工夫されている。また、
「探究」や「活用」を通して、論理
的な思考力や本質を把握する判断力
を磨くことができるようになってい
る。

　当該校は、学習意欲の高い生徒へ対応した授業、

総合的な学習の時間と連動した授業を展開し、数学
の授業時間を週５時間設定することで、基礎・基本

を確実に定着させながら生徒の知的好奇心を高める
ことを目指し、探究活動への基礎力を高め、主体的

に学びを進めることができるよう配慮された教科書
が、学習者にとって効果的だと評価していること

は、妥当だと判断する。

３．学習及び指導
　　に関すること

　例題においては、「方針」が書いてある
ため、方向性を考えてから取り組むことが
できるようになっている。また、解答例も
過程が分かりやすいため、数学的に表現
することを身に付けることができる。

　科学的に見る力と問題解決力、表現力の育
成に力を入れていること当該校にとって、数学
的に表現する力を身に付ける授業を展開する
ため、例題に記載されている「方針」や、解答
例がわかりやすいといった特徴が、学習者に
とって効果的だと評価していることは、妥当だ
と判断する。

４．表現及び体裁
　　に関すること

　落ち着いた配色となっており、重要なと
ころが明確になっている。生徒が自ら学
習する際にもポイントを押さえて取り組め
るようになっている。

　授業中の使用の他に、生徒が自主学習をす
るためには、学習する際のポイントを押さえる
ことが重要であり、落ち着いた配色で、重要事
項が明確になっているといった特徴が、学習
者にとって効果的だと評価していることは、妥
当だと判断する。

採択希望理由

１．記述内容に
　　関すること

　基本的なものから、発展的なものまで、
シンプルかつ精選された内容になってい
る。また、演習項目や発展項目には重要
なものが盛り込まれており、学習内容を
更に深めることに適している。

　当該校は、主体的・創造的に学ぶ生徒の育成に力
を入れていることから、基本的なものから、発展的な
ものまで、簡潔明瞭で精選された内容になっている
点や、各単元ごと問題が難易度別に設定されてお
り、生徒の自主的な学習や、授業において学習内容
を更に深めることに適している点を評価していること
は、妥当だと判断する。

２．組織及び配列
　　に関すること

　各単元とも、難易度別に問題が設定さ
れており、「基本」「発展」「探究」「参考」と
バランスがとれている。また「活用」に関し
ては、日常生活においてどのように数学
を利用しているのかがわかるようになっ
ており、日常や社会の場面を数学的に表
現することができる。

　基礎・基本を確実に定着させながら生徒の
知的好奇心を高めるためには、数学を身近な
事象に活用する力が必要であることから、日
常生活において数学をどのように利用してい
るかがわかるような特徴をもつ教科書は、学
習者にとって効果的だと評価していることは、
妥当だと判断する。

教科書発行者の略称・記号

教科書の記号・番号

書　　　　　名 数学Ⅰ Advanced
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６ 各県立中学校種目別教科用図書選定一覧

教科 種目 古川黎明
中学校

仙台二華
中学校

国語
国語

書写

社会

地理的分野

歴史的分野

公民的分野

地図

数学 数学

理科 理科

音楽
一般

器楽合奏

美術 美術

保健体育 保健体育

技術・家庭
技術分野

家庭分野

外国語 英語

道徳 道徳

数学 数学Ⅰ （なし）

※ 仙台二華中学校は、併設型中学校における中高一貫教育の特例を
用いて、併設型高等学校の「数学Ⅰ」の指導内容の一部を移行させて
いることから、高等学校用教科書「数学Ⅰ」も採択している。


